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2011 年度実績

進学
（大学院）

46.4%

その他
13.4%

就職 40.2%

総合人間学部で取得できる
教育職員免許の種類及び教科

種　類 教　科

中学校一種

高等学校一種

国語，社会，数学，理科，
保健体育，英語，
ドイツ語，フランス語
国語，地理歴史，公民，数学，
理科，保健体育，情報，英語，
ドイツ語，フランス語
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学
部
紹
介

Faculty of Integrated Human Studies

卒業後の進路
　進学：約 4 割が人間・環境学研究科等の大学院へ進
学します。就職：就職先は官公庁や教育機関，マスコ
ミや IT 関係といった情報通信業，金融業，化学・電気・
機械等のメーカー，広告会社等のサービス業等，総合
人間学部の特色を示すように多岐に渡っており，卒業
生は社会の広い分野で活動しています。

総合人間学部で取得可能な資格
　総合人間学部では，下記の種類，教科について課程
認定を受けています。教育職員免許法の定めにより，
所定の単位を修得し，所定の手続きを行えば免許状が
取得できます。 また，博物館等の学芸員や図書館司書
の資格も他学部の科目を修得することで，取得するこ
とができます。

就職先の例
シャープ（株）／三洋電機ロジスティクス（株）／マ
ツダ（株）／アステラス製薬（株）／（株）ニトリ／（株）
電通／丸紅（株）／（株）毎日放送／住友生命保険（相）
／三井住友信託銀行（株）／新日本有限責任監査法人
／（株）毎日放送／（株）読売新聞／中部国際空港（株）
／九州電力（株）／津地方裁判所／国土交通省／教員
( 高等学校・中学校 )

「知りたがり」「欲張りさん」
大歓迎
総合人間学部
人間科学系３回生
竹内　彩帆 さん

色んな知的好奇心が
ひとつに集まるところ
総合人間学部
国際文明学系４回生
廣海　浩平 さん

自由で豊かな「生きるチカラ」を！
2007 年人間科学系卒業  
人間・環境学研究科共生人間学専攻　
博士後期課程 3 回生
伏見　裕子 さん

コンパクト・シティのなかの
大学
2009 年文化環境学系卒業
東京青果株式会社勤務
関崎　敬介 さん

　「専門は？」と聞かれると，３回生になった今も私は
明確に答えることができません。でも，何にも深い興
味がないのかと言われれば，そうではありません。私
がハマったのは，東南アジア。１回生の夏に初めて渡航
してから，半年に１回主にカンボジアに渡航してボラン
ティアをやってみたり，日本語を勉強しているタイ人に
触発されてタイ語の勉強を始めてみたり。さまざまな活
動を通して自分の中にムクムクと湧いてくる好奇心を満
たす時間と余裕と出会いを与えてくれるのが，総合人間
学部だと思います。
　私の場合，東南アジアを取り巻く様々な問題に興味
を持ち，それは多くの学問分野を跨っています。用意さ
れた枠に囚われるのではなく，自分が 「知りたい」「気
になる」と思ったものに積極的に関わりとことん付き合っ
てこそ，自分なりの ”総合人間学 ”を切り開くことができ
るのだと，私は信じています。

　よく総人ってどんなところ？と聞かれる。はっきり言
うと，得体が知れない。まず名前からして「総合人間」
という意味は未だによくわからないし，いざ入学して
友達ができても，人それぞれでやっていることや勉強
していることが様々。教員も色々だ。個性が強い人が
多いのは，京大の中でも特に自由で寛容な環境だか
らだろう。そんな多様な人たちと集まったときに始ま
る気軽な語り合いが，総合人間学部の醍醐味のひとつ
だ。お茶を飲みながら，自分の考えを語り，相手の話
を聞く。すると一見なんの関係も無さそうな話から，「あ
れっ，その考え方はこっちの話にも通用するぞ」と新
たな共通点を発見でき，互いの考えが広がることがあ
る。こんなことに知的な喜びを感じる人は，きっと総
人に向いている。

　人間の豊かな営みを，細かい学問分野で分断して
しまうのは勿体ない…全ての学問は根っこでつながっ
ているはず！という思いから，総合人間学部を選びま
した。総人は，一つひとつの事象について様々な分
野の教員や友人と議論できる学際的な環境です。見
方を少し変えるだけで既知の事物が全く別のものに
見えるという研究の世界に魅了され，私は大学院進
学を決めました。進学後は，子どもを産み育てなが
ら研究しています。総人で培った幅広い視野と自由な
発想は，凝り固まった「常識」から私を解放してくれ
ました。研究と生活を別々に考えるのではなく，出産
育児の中で感じた疑問や発見が研究のヒントになった
り，家族で研究調査に出かけたことが子どもの成長
につながったりしています。総人は実学志向とは言え
ませんが，本当の「生きるチカラ」を得られるところ
なのかもしれません。

　大学に入学してから一年ほど過ぎたころ，大阪の大
学に通っていた同郷の友人が訪ねてきたことがある。
祇園四条を抜けて，円山公園の桜，清水寺，上がっ
て銀閣寺とひとしきり有名どころを歩くと，彼はぼそっ
と呟いた。「京都って案外狭いところなんだね」と。
おいおい君はまだ左京区のほんの一部を歩いただけ
じゃないか，とそのときは思ったものだった。
　今になってみると，京都のすごさというのは，この
ハンディさというか手狭さにあると思う。自転車一つ
さえあれば，京都の街中のたいていの場所にいける，
たいていの人に会える。自由の学風よりもまず，実感
として自由度が高い。何でも覗いてみようという助平
根性の持ち主は，まさに魚が水を得るがごとく，うご
き出すだろう。

総合人間学部が望む学生像

　本学部の基本理念に共鳴し，積極的に総合人
間学の開拓を志す学生，また文系・理系の既成
の枠に縛られることなく，多様化する 21 世紀国
際社会のリーダーたらんとする学生，未知の分
野・未踏の地を恐れず限りない好奇心をもてる
学生，学を究めるためにはいかなる労苦をもい
とわず，その先に見えてくる新たな光に無上の
悦びを感じることのできる学生，本学部はそう
いう学生が門をたたくことを望んでいます。

総合人間学部への誘い

　本学部は，平成 4 年 10 月 1 日に法令上設置さ
れ，平成 5 年 4 月に第 1 期生を迎えました。京
都大学で最も新しい学部です。 
　この学部を「総合人間学部」と名付けた理由は，
ここでの研究と教育が，自然と調和した人間の
全体的形成を目標とするからです。「総合人間学」
は，心理や思想といった内面，あるいは身体面
からだけでなく，政治・経済・文化・歴史といっ
た社会環境，さらには物質や生物などの自然環
境との関係を含めて，人間存在のあらゆる面に
光を当てようとする学問です。すなわち，人間と，
人間をとりまく世界を，総体的に捉える学問の
確立が，総合人間学部に与えられた課題です。 

人間にとって基本的な居住の視角から各文明の特

質を解明し，文明相互の交流を理解するため，「文化

環境学系」が設置されています。

　自然を理解し，人間と自然の共生を保持するため

に，多様な自然現象を物理科学，物質科学，生物科

学，地球科学的手法によって探究し，自然現象の構

造や基本原理を明らかにする必要があります。自然

科学の諸分野の基礎を学ぶとともに，自然と人間の

共生関係を維持するための自然観・物質観を養成

するため，「自然科学系」が設置されています。

　以上５学系から総合人間学部・総合人間学科が

構成され，それらのダイナミックな連携のもとでの

教育と研究をめざしています。

● 専攻の決定
　 「文系」，「理系」という入学試験の形態にかかわ

らず，自由な学風のなかで，幅広い学問分野に触れ，

自分の専攻する分野を見極めた上で，2 年進級時に

主専攻を決めて，学系に分属します。

● 4 年一貫教育
　柔軟で広い視野をもつ知性の涵養を目的とした

全学共通科目と，総合人間学部固有の授業科目と

を，4 年間を通じて有機的に結合させたカリキュラ

ムが実施されます。大学院「人間・環境学研究科」

の教員が，総合人間学部の学部教育を担当し，指導

教員となっています。また，卒業研究指導教員とは

別に，教員アドバイザー制度を設け，履修上の指導

と学生生活上の相談に応じます。

● 副専攻制度
　総合人間学部では，広い視野を持ち創造性豊か

な人間を育成する目的で，主専攻のほかに，副専攻

の制度を設けています。副専攻は，各自が所属する

学系の専門分野以外の特定の分野を系統的に履修

する制度です。これによって，専門以外の分野でも

深い知識と素養を身につけることができます。副専

攻は，指導教員等とよく相談の上，各自で選択しま

す。副専攻を修得したことに対しては学士の学位記

とは別に副専攻名を記した認定書が発行されます。

● 大学院「人間・環境学研究科」
　総合人間学部の大学院進学志望者の多くは，「人

間・環境学研究科」に進学しています。また，本学の

他の各研究科や他大学の大学院に進学することも

できます。「人間・環境学研究科」には，次の3 専攻が

設けられています。

共生人間学専攻
　本専攻では，「人間相互の共生」という視点をふま

えて，社会や文化の中に生きる人間存在のありよう

を探究し，人間同士が共に生きるなかから生まれる

諸問題を解決できる人材を育成するための教育研

究を行ないます。このため，人間社会論講座，思想文

化論講座，認知・行動科学講座，数理科学講座，言語

科学講座及び外国語教育論講座の6 講座を設置し

ています。

共生文明学専攻
　本専攻では，自然と人間・社会とを対峙させ，自

然を制御することを文明の営みとしてきた西洋文

明，及び自然との共生を文明の営みとしてきた地球

上の他の文明を考察することによって，「文明相互

の共生」を可能にする方策を探究し，関連する諸問

題を解決できる人材を育成するための教育研究を

行ないます。このため，現代文明論講座，比較文明論

講座，文化・地域環境論講座及び歴史文化社会論講

座の4 講座を設置しています。

相関環境学専攻
　本専攻では，従来の科学・技術・産業に内在する

「開発」の論理を見直し，人類を含めた生態系の，全

体としての存続に寄与することを志向する「人間

と自然の共生」の論理を学問的営為に根づかせる

べく，そのための新しい科学・技術の在り方を探究

し，それとともに自然と人間との共生を図る新しい

社会システムの在り方を模索し，関連する諸問題を

解決できる人材を育成するための教育研究を行い

ます。このため，共生社会環境論講座，分子・生命環

境論講座，自然環境動態論講座及び物質相関論講

座の4講座を設置しています。

　現代社会の危機感の中にあるわれわれは，人
間自身を最大のテーマとして取り上げます。そう
してこそ初めて人類生存や文明の可能性が求め
られるからです。このような根本問題の追究は，
従来のように高度に専門化された研究だけでは
不可能でしょう。京都大学の自由な学風と伝統
のもとに，既存の個別科学の枠を越えた，より
多様で総合的な学問の場を提供すること，これ
をわれわれはめざしています。 
　総合人間学部は，人間・環境学研究科（大学院）
に直結する学部として構成されています。専攻
分野の細分化を避けて，1 学部 1 学科制をとり，
総合人間学科の下に，人間科学系，認知情報学系，
国際文明学系，文化環境学系，自然科学系の 5
学系を設けました。
　120 名の入学生は，最初の 1 年間はどの学系
にも属しません。そして，自由に広い学問分野
に触れた上で，2 年進級時に自らの学系の主専
攻を選択します。また広い視野を持つ創造性豊
かな人間を育成する目的で，副専攻制度を設け
ています。これは各自の主専攻の他に，異なる
学問分野を系統的に履修することによって，幅
広い専門知識を身につける制度です。卒業の際
に，学位記と並んで主専攻・副専攻を明記した
専攻認定書が発行されます。

総合人間学部の教育

●５つの学系
　総合人間学部には，５つの学系があります。

　人間をめぐる現代の複雑な状況は，人間につい

て蓄積されてきたこれまでの叡智をふまえ，人間に

ついての根源的，総合的理解を緊急に進めること

を，われわれに求めています。この要求に応えるた

め，思想，社会，文化といった多様な観点から，人間

の総体的な把握がなされなければなりません。こう

した観点から現代の人間の在り方を系統的に学ぶ

ことによって，従来存在しなかった新しいタイプの

人材を養成するため，「人間科学系」が設置されてい

ます。さらに，人間と機械の情報処理の問題を総合

的に学ぶことは，焦眉の急となっています。脳の機

能の探究から，人間の認知，行動発言，言語機能の

探究，さらにはその基礎をなす情報科学や数理科

学にいたる広範な領域を深く学ぶために，「認知情

報学系」が設置されています。

　世界のグローバル化が進む状況のなかで，西洋

ならびに近代主義と，非西洋ならびにその固有の文

明を，多様かつ複合的な視点から捉えることが要請

されています。近代主義を主として社会科学領域

や歴史文化研究の側面から分析し，いち早く近代

化した日本の在り方を検討するとともに，東アジア

との比較を行うことによって新たな国際的な文明

の理念を構築するため，「国際文明学系」が設置され

ています。また世界各地の固有の民族性や地域性，

［写真］「人間形成史論演習 A」

総合人間学部のホームページ :

http://www.h.kyoto-u.ac.jp/
入学についてのお問い合わせ : 
総合人間学部教務掛　tel. 075-753-7875



［写真］新入生歓迎合宿にて

学系紹介
人間科学系

国際文明学系

自然科学系

認知情報学系

文化環境学系

　本学系は，既存の人間についての知を踏襲しつつ，より包括的根底的な人間
理解を目指しています。その道筋として 3 つが考えられます。第一は「思想」の
方向で，人間存在の哲学的，倫理学的解明ならびに芸術などの創造行為の思想
的，歴史的解明です。第二は「社会」研究の方向で，社会的存在としての人間
の形成や社会行動について実証的，理論的研究です。第三は「文化」研究の方
向で，文学や映画などの文化現象についての歴史的社会的研究です。「思想」，「社
会」，「文化」の三方向はさらに以下の 6 分野から成り，それらは相互に有機的
に連関し，人間についての知を刷新して，新たな総合的学の構築を目指します。

人間存在論，創造行為論，人間形成論，社会行動論，文芸表象論，文化社会論

　「タコツボ化」した社会諸科学や人文諸学が現代社会の直面する深刻な諸問
題の解決に十全な有効性を発揮し得ないという指摘がなされるようになってす
でに久しい。 学生諸君には，本学系が提供する社会科学系諸分野あるいは日本・
東洋・西洋の歴史と文化に関する人文系諸分野のなかから特定のものを主専攻
として選択しその研究に従事する一方で，関連諸学を領域横断的に学び，言葉
の真の意味での「ユニバーシティー」で学んだ人間であれば当然に体得すべき
高度で幅広い教養（リベラル・アーツ）と柔軟な思考に裏づけられた専門知の
修得を心がけていただきたい。 「何をどう学ぶか」を自分自身で設計したいと願
う意欲的で主体的な学生よ，来たれ。

社会相関論，歴史文化社会論

　自然科学系は，物質や生命，地球，さらには宇宙を支配する基本原理やその
間の相関関係を理解することを目指した学系です。物理科学，化学・物質科学，
生物科学，地球科学で構成されています。 それぞれの学問領域が持つ基本的
な考え，知識を基礎とし，さらにその間の壁を越えて新しい領域を模索するた
めに必要な教育と研究が行われています。自然科学の基礎に基づく「自然観」と，
他の系での学修から得る「人間観」を組み合わせ，新たな知の創造をめざします。 
講義は，大学院人間・環境学研究科の以下の研究分野に属する教員によって行
われます。

分子生命環境論，自然環境動態論，物質相関論

　脳，身体，言語，数理情報などに関する研究をとおして，人間の多様な創造
世界に関する理解を深めることが本学系の目的です。 人間同士，あるいは人間
と環境との関わりは，脳，身体，言語等をインターフェイスとして行われていま
す。環境の認識と環境への働きかけは脳内の認知機構と行動制御機構によって
実現されるものです。人間相互のコミュニケーションは言語システムを媒体に行
われ，それを媒介する計算機の情報処理には複雑な数理機構が関与しています。 
本学系では，人間の健康や脳の機能から，人間の認知，行動発現，言語機能，
そしてその基礎となる運動・代謝栄養医科学，情報科学や数理科学に至るまで，
人間や機械の情報処理システムを総合的に学びます。その過程で，理系・文系
という枠を超えた幅広い探究能力と，人間の認識行動の包括的理解に基づく科
学的で柔軟な思考能力を身につけることを目指しています。
認知・行動科学，数理情報論，言語科学，外国語教育論

　本学系では近代文明のグローバル化が進展する現代にあってその基層単位をな
す世界各地固有の民族性や地域性，人間社会にとって基本的な人間活動や居住の
諸相の実態と，将来的な意義を見定める視座の確立を追及します。また各文明の地
域的特性を多角的に比較しながら，文明相互の交流とその文化的所産，さらには文
明の自己相対化の諸相を種 の々記憶にも留意しつつ複眼的な視点から解明します。
　教育方針としては，文明・文化や環境に関して日本人の常識が必ずしも世界の常識
ではないこと，文明・文化はたえず交流変化しつつ，その自己同一性は長く保たれる
という複雑な存在であることを理解し，文明・文化や環境の諸問題を研究する上で，
現場で学ぶことの重要性を身につけてもらいます。
　授業は，大学院人間・環境学研究科の以下の研究分野に属する教員によって行
われます。

比較文明論，文化・地域環境論

専門科目

専門科目

学系

学系

科目

科目

人間科学系

認知情報学系

国際文明学系

文化環境学系

自然科学系

学部共通科目

［入門科目］人間科学入門

［人間形成論関係］人間形成論，人間形成論演習 A，人間形成論演習 B，人間形成史論，人間形成史論演習 A，人間形成史論演習 B，関係発達論，関係発達論
演習 A，関係発達論演習 B，精神病理学・精神分析学，精神分析学 I，精神分析学 II，精神病理学・精神分析学演習 A，精神病理学・精神分析学演習 B

［社会行動論関係］グループ・ダイナミックス演習 A，グループ・ダイナミックス演習 B，人間行動論，社会情報論，人間行動論演習 A，人間行動論演習 B，
社会情報論演習 A，社会情報論演習 B，宗教現象学，生命倫理学，宗教学研究方法論演習 A，宗教学研究方法論演習 B，社会心理学演習 A，社会心理学演習 B

［文化社会論関係］トランス文化社会論 , ヒストリー・オブ・アイディアズ A，ヒストリー・オブ・アイディアズ B，ヒストリー・オブ・アイディアズ演習 A，ヒストリー・
オブ・アイディアズ演習 B，動態映画文化論 IA，動態映画文化論 IB，動態映画文化論 IIA，動態映画文化論 IIB，動態映画文化論演習 IA，動態映画文化論演習
IB，動態映画文化論演習 IIA，動態映画文化論演習 IIB，制度・生活文化史 A，制度・生活文化史 B，制度・生活文化史演習 A，制度・生活文化史演習 B，メディ
ア・スタディーズ IA，メディア・スタディーズ IB，メディア・スタディーズ IIA，メディア・スタディーズ IIB，メディア・スタディーズ演習 A，メディア・ス
タディーズ演習 B

［人間存在論関係］自己存在論 A，自己存在論 B，自己存在論演習 A，自己存在論演習 B，認識人間学 A，認識人間学 B，認識人間学演習 A，認識人間学演習 B，
哲学・文化史 A, 哲学・文化史 B, 哲学・文化史演習 A, 哲学・文化史演習 B, 人間実践論 A，人間実践論 B，人間実践論演習 A，人間実践論演習 B，環境存在論，
環境規範論，環境存在論演習，環境規範論演習，人間存在論特論 A，人間存在論特論 B，人間存在論特別演習

［創造行為論関係］創造行為論演習 A，創造行為論演習 B，創造行為論講読演習 A，創造行為論講読演習 B，近代芸術論 A，近代芸術論 B，近代芸術論演習 A，
近代芸術論演習 B，舞台芸術論 A，舞台芸術論 B，舞台芸術論演習 A，舞台芸術論演習 B，創造ルネッサンス論 A，創造ルネッサンス論 B，創造ルネッサンス
演習 A，創造ルネッサンス演習 B

［文芸表象論関係］英米文芸表象論講義 A，英米文芸表象論講義 B，英米文芸表象論演習 IA，英米文芸表象論演習 IB，英米文芸表象論演習 IIA，英米文芸表象
論演習 IIB，英米文芸表象論講読 IA，英米文芸表象論講読 IB，英米文芸表象論講読 IIA，英米文芸表象論講読 IIB，ドイツ文芸表象論講義 A，ドイツ文芸表象論
講義 B，ドイツ文芸表象論演習 A，ドイツ文芸表象論演習 B，ドイツ文芸表象論講読 A，ドイツ文芸表象論講読 B

［入門科目］認知・行動科学入門，言語・数理情報科学入門

［認知・行動科学関係］行動神経機能論，行動神経機能論演習，行動神経機能論実験，行動神経機能論ゼミ 1，行動神経機能論ゼミ 2，行動制御学演習 1，生
体情報論，生体情報論演習，神経機能論実験 A，生体情報論基礎ゼミ，神経生理学の基礎，神経生理学基礎演習，神経機能論実験 B，生命科学基礎ゼミ，認
知機能論，認知機能論演習，認知機能論ゼミ A，認知機能論ゼミ B，視覚認識論，視覚認識論演習，視覚認識論ゼミ A，視覚認識論ゼミ B，視覚科学実験 A，
視覚科学実験 B，記憶機能論，記憶機能論演習，記憶神経科学ゼミ A，記憶神経科学ゼミ B，細胞生理学，細胞生理学演習，細胞生理学実験，細胞生理学ゼ
ミ A，細胞生理学ゼミ B，運動医科学，運動医科学演習，運動医科学実験，呼吸循環機能論ゼミ，神経・筋機能論ゼミ，代謝機能論，代謝機能論演習，代謝
機能論実験，代謝機能論ゼミ A，代謝機能論ゼミ B，生活習慣と生体機能障害，運動療法実験，応用運動医科学ゼミ，分子運動医科学ゼミ，トレーニング科学，
運動制御実験，運動制御ゼミ A，運動制御ゼミ B，運動の生理学，生体生理学実験，生体生理学演習

［数理情報論関係］数理現象論 A，数理現象論 B，数理構造論 A，数理構造論 B，数理科学ゼミナール，数理科学特論 I，数理科学特論 II，数理科学特論 III，複
素解析，実解析 A，実解析 B，計算機科学の基礎 A，計算機科学の基礎 B，計算論，計算と位相，情報処理の方法と演習 A，情報処理の方法と演習 B，数理科
学論講究，情報科学のためのプログラミング I，情報科学のためのプログラミング II

［言語科学関係］言語構造論 A，言語構造論 B，言語構造論演習 A，言語構造論演習 B，言語機能論 A，言語機能論 B，言語機能論演習 A，言語機能論演習 B，
言語認知論，言語認知論演習 A，言語認知論演習 B，言語比較論 A，言語比較論 B，言語比較論演習 A，言語比較論演習 B，言語科学ゼミナール IA，言語科学
ゼミナール IB，言語科学ゼミナール IIA，言語科学ゼミナール IIB，言語科学ゼミナール IIIA，言語科学ゼミナール IIIB，言語科学ゼミナール IVA，言語科学ゼミナー
ル IVB

［外国語教育論関係］英語学習指導論，英語教育方法論，英語コミュニケーション論，言語教育政策論，言語教育政策論演習

［入門科目］国際文明学入門 A，国際文明学入門 B

［社会相関論関係］文明構造論 IA，文明構造論 IB，文明構造論 IIA，文明構造論 IIB，文明構造論 IIIA，文明構造論 IIIB，文明構造論 IVA，文明構造論 IVB，文明
構造論演習 IA，文明構造論演習 IB，文明構造論演習 IIA，文明構造論演習 IIB，文明構造論演習 IIIA，文明構造論演習 IIIB，文明構造論演習 IVA，文明構造論演
習 IVB，現代社会論 IA，現代社会論 IB，現代社会論 IIA，現代社会論 IIB，現代社会論演習 IA，現代社会論演習 IB，現代社会論演習 IIA，現代社会論演習 IIB，
現代経済文明論 IA，現代経済文明論 IB，現代経済文明論 IIA，現代経済文明論 IIB，多文化社会論 IA，多文化社会論 IB，多文化社会論 IIA，多文化社会論 IIB，
多文化社会論演習 IA，多文化社会論演習 IB，多文化社会論演習 IIA，多文化社会論演習 IIB，国際関係論 IA，国際関係論 IB，国際関係論 IIA，国際関係論 IIB，
国際関係論 IIIA，国際関係論 IIIB，国際関係論 IVA，国際関係論 IVB，地域研究基礎ゼミナール A，地域研究基礎ゼミナール B，国際関係論演習 IA，国際関係論
演習 IB，国際関係論演習 IIA，国際関係論演習 IIB，公法原理論，契約関係原理論，国家・社会法システム論 IA，国家・社会法システム論 IB，国家・社会法シ
ステム論 IIA，国家・社会法システム論 IIB，国家・社会法システム論 IIIA，国家・社会法システム論 IIIB，国家・社会法システム論演習 IA，国家・社会法シス
テム論演習 IB，国家・社会法システム論演習 IIA，国家・社会法システム論演習 IIB，国家・社会法システム論演習 IIIA，国家・社会法システム論演習 IIIB，社
会経済システム論 IA，社会経済システム論 IB，社会経済システム論 IIA，社会経済システム論 IIB，社会経済システム論 IIIA，社会経済システム論 IIIB，社会統
計論 A，社会統計論 B，社会統計論基礎ゼミナール A，社会統計論基礎ゼミナール B，社会経済システム論演習 IA，社会経済システム論演習 IB，社会経済シ
ステム論演習 IIA，社会経済システム論演習 IIB，社会経済システム論演習 IIIA，社会経済システム論演習 IIIB，社会統計論演習 A，社会統計論演習 B，比較経
営組織論 A，比較経営組織論 B，公共政策論 IA，公共政策論 IB，公共政策論 IIA，公共政策論 IIB，公共政策論基礎ゼミナール IIA，公共政策論基礎ゼミナール
IIB，公共政策論演習 IA，公共政策論演習 IB，公共政策論演習 IIA，公共政策論演習 IIB，経済と数学 A，経済と数学 B

［歴史文化社会論関係］欧米歴史社会論 IA，欧米歴史社会論 IB，欧米歴史社会論 IIA，欧米歴史社会論 IIB，欧米歴史社会論演習 IA，欧米歴史社会論演習 IB，
欧米歴史社会論演習 IIA，欧米歴史社会論演習 IIB，日本歴史文化論 IA，日本歴史文化論 IB，日本歴史文化論 IIA，日本歴史文化論 IIB，日本歴史文化論演習 IA，
日本歴史文化論演習 IB，日本歴史文化論演習 IIA，日本歴史文化論演習 IIB，中国社会論 IA，中国社会論 IB，中国社会論 IIA，中国社会論 IIB，中国社会論演習
IA，中国社会論演習 IB，中国社会論演習 IIA，中国社会論演習 IIB，中国文字文化論，中国書誌論，中国古典講読論 A，中国古典講読論 B，中国文化論演習 IIA，
中国文化論演習 IIB，日本語学・日本文学 IA，日本語学・日本文学 IB，日本語学・日本文学 IIA，日本語学・日本文学 IIB，日本語学・日本文学 IIIA，日本語学・
日本文学 IIIB，日本宗教史論 A，日本宗教史論 B，日本語学・日本文学演習 IA，日本語学・日本文学演習 IB，日本語学・日本文学演習 IIA，日本語学・日本文
学演習 IIB，日本語学・日本文学演習 IIIA，日本語学・日本文学演習 IIIB，書論・書写演習 A，書論・書写演習 B，日本古典講読論 A，日本古典講読論 B，日本
語学文献講読論 A，日本語学文献講読論 B，西欧近現代表象文化論 IA，西欧近現代表象文化論 IB，西欧近現代表象文化論 IIA，西欧近現代表象文化論 IIB，西
欧近現代表象文化論 IIIA，西欧近現代表象文化論 IIIB，西欧近現代表象文化論 IVA，西欧近現代表象文化論 IVB，西欧近現代表象文化論演習 IA，西欧近現代表
象文化論演習 IB，西欧近現代表象文化論演習 IIA，西欧近現代表象文化論演習 IIB，西欧近現代表象文化論演習 IIIA，西欧近現代表象文化論演習 IIIB，西欧近現
代表象文化論演習 IVA，西欧近現代表象文化論演習 IVB，西欧古代・中世表象文化論 IA，西欧古代・中世表象文化論 IB，西欧古代・中世表象文化論 IIA，西欧
古代・中世表象文化論 IIB，西欧古代・中世表象文化論 IIIA，西欧古代・中世表象文化論 IIIB，西欧古代・中世表象文化論演習 IA，西欧古代・中世表象文化論
演習 IB，西欧古代・中世表象文化論演習 IIA，西欧古代・中世表象文化論演習 IIB，西欧古代・中世表象文化論演習 IIIA，西欧古代・中世表象文化論演習 IIIB

［入門科目］文化環境学入門 A，文化環境学入門 B

［比較文明論関係］ユーラシア文化複合論 A，ユーラシア文化複合論 B，文化交渉複合論 A，文化交渉複合論 B，文化交渉複合論演習 A，文化交渉複合論演習 B，
東アジア比較思想論 A，東アジア比較思想論 B，東アジア比較思想論演習 A，東アジア比較思想論演習 B，東北アジア文化・社会論 A，東北アジア文化・社会論 B，
東北アジア文化・社会論演習 A，東北アジア文化・社会論演習 B，東ヨーロッパ比較言語論 A，東ヨーロッパ比較言語論 B，東ヨーロッパ比較言語論演習 A，東ヨー
ロッパ比較言語論演習 B，東アジア比較芸能論 A，東アジア比較芸能論 B，東アジア比較芸能論演習 A，東アジア比較芸能論演習 B，日欧知識交流史 A，日欧
知識交流史 B，日欧知識交流史演習 A，日欧知識交流史演習 B，比較パラダイム文明論 A，比較パラダイム文明論 B，比較パラダイム文明論演習 A，比較パラ
ダイム文明論演習 B，近現代民族移動論 A，近現代民族移動論 B，近現代民族移動論演習 A，近現代民族移動論演習 B，ポストコロニアル思想文化論 A，ポス
トコロニアル思想文化論 B，ポストコロニアル思想文化論演習 A，ポストコロニアル思想文化論演習 B，テクスト生成文化論 A，テクスト生成文化論 B，テク
スト生成文化論演習 A，テクスト生成文化論演習 B

［文化・地域環境論関係］環境構成論 I，環境構成論 II，環境構成論 III，環境構成論 IV，環境構成論演習 I，環境構成論演習 II，環境構成論演習 III，環境構成論
演習 IV，環境構成論実習 I，環境構成論実習 II，環境構成論実習 III，環境構成論実習 IV，社会人類学演習 A，社会人類学演習 B，文化動態論演習 A，文化動態
論演習 B，環境人類学演習 A，環境人類学演習 B，文化行為論 A，文化行為論 B，生態人類学演習 A，生態人類学演習 B，文化人類学方法 A，文化人類学方法
B，社会人類学方法 A，社会人類学方法 B，宗教人類学方法 A，宗教人類学方法 B，地域空間論 IA，地域空間論 IB，地域空間論 II，地域空間論 IIIA，地域空間
論 IIIB，地域空間論 IV，地域空間論 V，地域空間論演習 I，地域空間論演習 II，地域空間論演習 III

［入門科目］自然科学入門

量子力学，物性基礎論 I，物性基礎論 II，物性特論 I，物性特論 II，流体力学，統計力学 , 物質分析論，物質機能論，物質構造論，物質反応論，分子構造論，分
子反応論，フロンティア化学，生体分子機能論 A，生体分子機能論 B，細胞生物学 A，細胞生物学 B，分子細胞生物学特論，自然史特論，生物適応変異論 A，
生物適応変異論 B，生物多様性・生態学，物理学演習 A，物理学演習 B，物理数学演習，物質構造機能論演習 A，物質構造機能論演習 B，物質構造機能論演習 C,
分子構造機能論演習 A，分子構造機能論演習 B，分子細胞生物学演習，自然史演習，地球科学演習 A・B・C，課題演習 :（物理科学）レーザー物理学，課題演
習 :（物理科学）構造と物性，課題演習 :（物理科学）核磁気共鳴，課題演習 :（物理科学）高圧・核磁気共鳴 , 課題演習 :（物理科学）物理の基礎 A，課題演習 :

（物理科学）物理の基礎 B，課題演習 : 物質の構造と機能，課題演習 : 分子の構造と機能，課題演習 : 生物学，課題演習 : 地球科学，自然科学特別ゼミナール A，
自然科学特別ゼミナール B

学部特殊講義 IA 〜 VA，学部特殊講義 IB 〜 VB，学部特殊講義 IC，学部特殊講義 ID，総人ゼミ
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文学部で取得できる
教育職員免許の種類及び教科 :

種　類 教　科

中学校一種

高等学校一種

国語，社会，英語，仏語，
中国語，宗教
国語，地理歴史，公民，英語，
仏語，中国語，宗教

学 部
１

学 部
2

学 部
3

学 部
4

A・B・C・D・EX群

特殊講義・演習等 卒業論文

各専修の特殊講義・演習等

系共通科目
講義・講読・実習等

系共通科目
講義

研
究
指
導 各

種
資
格
科
目A・B・C・D・EX群

A・B・C・D・EX群

全学共通科目 文学部専門科目

ポケット・
ゼミ

2011 年度実績

進学
（大学院等）

28.0%

その他 13.8%

就職 58.2%
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卒業後の進路
　ここ数年は，就職者が５０〜６０％程度，大学院進
学者が３０％前後，他大学や各種学校への進学者が３％
前後で，男女別に見てもその割合は大きな変化はあり
ません。就職者の特徴としては，これまでは，公務員，
教員，マスコミ関係が多数を占めていましたが，最近
では情報通信業，金融業に就く割合が高くなってきま
した。また，一つの企業等に集中して就職するのでは
なく，幅広い業種に分散しているのが，大きな特徴です。

文学部で取得可能な資格
　文学部では，教育職員免許状の取得を目的とした教
職課程をはじめ，博物館学芸員の資格取得の教育課程
を設けています。また，地理学専修の卒業者で測量に
関する科目を修得し，卒業後 1 年以上測量に関する実
務を経験した者は，測量士の資格を取得できます。他
に，教育学部開講の所定の科目を履修することによっ
て，図書館司書，学校図書館司書教諭の資格を取得で
きます。

就職先の例
ＪＲグループ／ NTT 西日本／オースビー／京都銀行／
公立学校教員／国家・地方公務員／シティ・コム／第
一生命保険／日本放送協会／日本郵政グループ／富士
通／三井住友 FG ／ワークスアプリケーションズ

「よりよく見るために」

文学部
美学美術史学専修 ３回生
石井　真理子 さん

「人間性の深みへ」

文学部
インド古典学専修 ４回生
髙橋　健二 さん

「多様性を許容する場所」

2007 年二十世紀学専修卒業
京都大学工学研究科
経理事務センター勤務
黒田　常平 さん

「Why？」をお持ちですか。
2005 年地理学専修卒業
2007 年文学研究科行動文化学専攻
修士課程修了
株式会社パスコ勤務

星田　侑久 さん

　役立つ知識と役立たない知識があるとすれば，文
学部で得られるのは後者かもしれません。しかし裏
を返せば，役に立たない ( と思われている ) ことを 4
年もかけて学ぶ特権が与えられているのです。
　実際には，歴史であれ哲学であれ，文学部で学ぶ
ことは「今」を理解する助けになっていますが，いず
れにせよ「これさえ読めばなんとかなる」といった文
献は見当たりません。調べれば調べるほど，自分の
無知と不自由さを実感する日々です。
　わたしが美学美術史学専修で学ぶことを選択した
のは，作品が制作された当時の共通認識や作り手の
意図といった知識が，「見る」行為そのものに影響す
ることに魅力を感じたからです。まだまだ見えないこ
とだらけですが。
　じわじわと理解が深まる楽しさを味わいながら，ぜ
ひ充実した時間を過ごしてください。

　私は経済学部から文学部に転学部しました。もと
もと古代のインド哲学に興味があったのですが，翻訳
では彼らのハートに触れることができず，彼らの言語
で彼らの著作を読んでみたいと思い，転学部を決めま
した。
　現在は専門の勉強（特に語学）に追われる毎日です
が，そのように集中的に読んでいると，時間も空間も
超えて過去の人々がテキストの中からむくむくと起き
上がってきて私の眼前で語ってくれているように感じ
る瞬間があり，そういった瞬間が現在の私の研究の
モチベーションとなっています。
　文学部の専門は私のようにテキストを読むという文
献学だけではありませんが，対象を真摯に研究し，そ
こに隠れている人間の本質を理解するという点では共
通しており，研究は地味で大変ですが，きっとその分
だけ人間の深みを味わうことができると思います。

　学生時代を振り返ると真っ先に，個性豊かな同輩達の
顔が思い浮かぶ。伝統的かつバラエティ豊かな学問領域が，
京大文学部生の人間的面白さを醸成する土壌となっている
ことは疑いようがない。そこには，「他者と物の考え方が異
なっても仕方がない」という空気があり，無理やり自分の
意見を矯正せねばならないという圧力から守られている。
同時に，各人の中に，自分なりの考えや意見を持っている
という自負が窺える。
　そのような環境で他者と向き合い議論することで，それ
ぞれ物の見方がちがえば，人生観だって異なるということ
に，本当の意味で気づくことができる。他の人間と同様に
振る舞うことを余儀なくされる社会にあって，周囲と異なる
考えを持ちそれを発信する勇気と，異端な意見を説得力あ
るものにする論理的思考力を身につけられるだろう。それ
はまた，自分と異なる意見を受け入れる姿勢を養うことに
他ならない。同一であることを疑う精神は，異質なものを
受け入れる柔軟さを合わせ持つものであるだろうから。

　高校のとき地理が好きだと言う理由で文学部を志望
して京都大学に入学しました（実は地理学は理学部で
も学べることは後で知りました）。数学と社会が得意
な私には文学部の入試は結構つらいものでした。
　専門性を身につけたいと思い大学院に進学し，大学
で学んだことを生かせる会社に就職しました。就職して
からも学会に参加したり論文を投稿したりしています。
　いろんな大学や学部の方と話して思った京都大学文
学部のいちばんいいところは自由で個人の裁量が大き
いところだと思います。社会に出るにあたって私が思う
一番大切なことは，仕事に対して明確なモチベーショ
ンを持つことだと思います。「これがやりたい！」「これ
に貢献したい！」そんなビジョンを京都大学文学部で
さがしてみませんか。

文学部が望む学生像

　文学部における教育は，人文学の名のもとに，
思想，言語，文学，歴史，行動，さらに現代文
化に関わって展開されてきた諸学の成果を学生
に教授し，共に学び考えながら，新たな知的価
値を創出することをめざしてなされるものです。
そこでの活動には，単に文系の範疇に含まれる
ものだけではなく，高度な数学的方法や実験的
手法，また情報処理の技術を必要とするものも
あります。文学部は，人文学の諸学問に関して，
こうした幅広い能力を具え，かつ深い教養と倫
理性にも優れた人材を育成することをめざして
います。過去から現在に至り，さらに未来にま
でのびる人類の営みについて，様々な角度から
関心を寄せ，柔軟な思考力によって問題を発見
し，その解決のため，論理的に，また歴史的に，
創造性豊かな考察を展開することのできる学生
を歓迎します。

文学部への誘い

　文学部は 2006 年に創立 100 周年を迎え，次
の 100 年に向けて新たな一歩を踏み出しました。
創立以来何度かの改組を経て，現在文学部には，
哲学基礎文化学，東洋文化学，西洋文化学，歴
史基礎文化学，行動・環境文化学，基礎現代文

目を履修して，２回生の秋に希望専修を決定するの

に備えます。もちろん３回生になる際に，他の系の

専修を選ぶこともできます。２回生で履修する文学

部英語や各言語の文献講読は系の分属に従ったク

ラス編成のもとで行われます。これは，各専門分野

に関連した文献を読解するためのものです。

　３回生では本格的な専門教育が始まります。各専

修に分属して，講義の他，演習や特殊講義と言った

専門的な授業を履修しますが，中には大学院生と席

を並べるものもあります。最初は圧倒されてとまど

うかもしれませんが，大学院生の真剣な態度から学

問研究が身近に感じられるようになるでしょう。他

学部に比べて文献講読の形式を取る授業が多いか

もしれませんが，専修によっては実験や野外実習

（フィールドワーク）を課しているところもあります。

　４回生では，卒業論文の作成が勉強の中心になり

ます。各自が自ら論文のテーマを決定し，資料を集

めて分析し，論文にまとめていく過程は，ときには

苦しいかも知れませんが，一つのものを完成する重

要さを学ぶことができるでしょう。この経験は卒業

以後の社会生活にとっても非常に有意義なもので

す。そして大学院へ進学して研究を進めようと考え

ている人にとっては，卒業論文が本格的な研究の最

初の一歩となります。

化学の 6 つの系と，その中に 32（大学院では
31）の専修が設置され，人類の思想や言語文化，
歴史，行動さらには文化全般に関する諸学問を
カバーしています。
　文学部の多種多様な研究を束ねるキーワード
は，人間とその文化的営みです。ですからその
研究は，人類文化の遙かな起源から現代まで，
地理的に日本から始まって地球の全域に及びま
す。そのため，文学部の系と専修も実に多種多
様です。それぞれの専修は，独立した研究室を
形成しており，学部生は教員や大学院生と授業
等の場を共有することを通して，多くのことを学
んでゆきます。さらに研究室の多くは，他大学
で研究者として活躍している卒業生を加えた研
究会を運営しています。この研究室を中心にし
た独自のネットワークの裾野が，各専修の学問
的伝統を支えているのです。
　「京都学派」と呼ばれる独自の自由な学風を育
み，各界に多数の人材を送り出してきた本学部
は，わが国の数ある文学部の中でも特筆すべき
位置を占めています。100 年を超える歴史を通
して培われた文学部の勉学環境は，他所ではな
かなか体験できるものではありません。これか
ら入学してこられる皆さんには，この文学部と
いう知的交流の場にぜひ加わり，新風を吹き込
んでほしいと願っています。

文学部の教育

●国際化と新しい研究者の育成
　他学部と同様，文学部における教育の大きな目標

は研究者の養成にあります。日本研究であれ，外国

研究であれ，国内の評価だけで研究者として認めら

れた時代は終りました。日本で学んだ研究者は世界

の研究者と対等に渡り合い，自分の研究の価値を

世界に認めさせ，国際研究水準の引き上げに寄与

し，最終的には世界の研究者が，ナショナリズムの

垣根を越えて，相互理解の共通基盤に立つよう努

めねばなりません。文学部では学部生の段階から，

留学や外国人研究者との交流，さらには学際的国

際シンポジウムなどへの参加を通じて，国際スタン

ダードにかなった研究者を育てようとしています。

●文学部の４年間
　文学部の学生が１回生の時に履修する科目はほ

とんどが全学共通科目です。学年が進むにつれて

勉強する分野が限定されがちですので，１・２ 回生

の間はできるだけ幅広い学問分野に触れておいた

方が長期的にプラスとなるでしょう。また，この時

期は所属専修が決まっていないとはいえ，ある程度

将来分属する専修を念頭にそれぞれに必要とされ

る外国語を勉強しておくことが望まれます。

　２回生になるときには，３回生で専修に分属する

準備として６つの系に仮分属します。各専修が開講

している入門講座や基礎演習といった学部専門科

［写真］アテネ・パルテノン神殿（古代ギリシャの遺跡／世界文化遺産）

［写真］文学部新館

文学部のホームページ :

http://www.bun.kyoto-u.ac.jp/
入学についてのお問い合わせ : 
文学部第一教務掛　tel. 075-753-2709



学系紹介 専門科目（系別科目）

哲学基礎文化学系

　哲学基礎文化学系は，様々な文化圏・言語圏
において蓄積されてきた哲学・思想を学び，新
しい時代の思想の担い手たらんとする人材を
育成する「場」です。そこはまた，社会や他の学
問領域において自明とされている事柄が，原
点に立ち返って問い直される「場」でもありま
す。たとえば,「殺人は悪。」これは現代日本の常
識です。でも，その根拠は何でしょう。そもそも

「善・悪」の区別には，どんな意味があるのでしょ
うか。また科学や歴史学は「実証的な学問」を
目指しています。しかし，ここで標榜されている

「実証性」とは一体何なのでしょうか。「人間に
とって宗教とは何か」,「美とは, 芸術とは何か」。
これらの問いを問うことは，文系・理系の枠を
超えた人間の知的営み全般へと眼差しを向け
ることでもあります。哲学基礎文化学系とは，そ
んな知的野心あふれる「場」でもあるのです。

哲学，西洋哲学史（古代・中世・近世），日本哲学史，
倫理学，宗教学，キリスト教学，美学美術史学（美学・
芸術学，美術史学，比較芸術史学）

東洋文化学系

　東洋文化学系では，日本・中国・インド・チベッ
トの文学・思想・宗教・言語を軸とした研究が
行われています。専門分野によっては，もう一
歩踏み込んで科学や芸術まで足を踏み入れる
ことになるかも知れません。
　基礎となるのは，なによりも文献資料の原典
をきちんと読むこと。原文でしかわからない意
味や美しさを理解するには，しっかりした語学
力が不可欠です。研究を発展させるには，英・
仏・独を始めとする外国語を，道具として駆使
する必要も出てくるでしょう。
　「東洋」はほんとうに存在するのか，存在する
としたらその特質はなにか，歴史的伝統と現実
とはどのようにつながっているのか，文学や芸
術の想像力はどんな世界を作りあげるのか。―
正確な専門的知識，分野を超えた広い視界，そ
の両者をあわせもって考えてみてください。

国語学国文学，中国語学中国文学，中国哲学史，イン
ド古典学，仏教学

西洋文化学系

　西洋文化学系は，ヨーロッパおよびアメリカ
の文化と社会について，主として文学と言語の
視点に立って研究教育を行っています。取り扱
われる時代は，古典古代から中世，近代，現代ま
でと広範囲にわたっています。どのような研究
対象を選ぶにせよ，文献資料の正確な読解と整
理が研究の基礎となるため，まず最初に十分な
語学能力を養うことが大切です。また図書館に
は貴重な文献が多数所蔵されており，有効に活
用することができます。西洋文化学系は次の7 
つの専修からなり，それぞれの文化圏の文学，
言語，芸術，思想，社会に関心をもつ学生諸君を
待っています。

西洋古典学，スラブ語学スラブ文学，ドイツ語学ドイ
ツ文学，英語学英文学，アメリカ文学，フランス語学
フランス文学，イタリア語学イタリア文学

歴史基礎文化学系

　歴史基礎文化学系は，日本史学・東洋史学・
西南アジア史学・西洋史学・考古学の5 つの専
修科目によって構成されています。文献史料を
主な材料とする前四者と考古学では，研究方法
は大きく異なりますが，いずれも人類社会の発
展の状況を時間軸に沿って跡づけ，考察しよう
とする点では共通しています。また，文献・史料
を読み解く基礎学力を重視し，演習・実習の授
業の充実に努めている点も5 専修の共通点で
す。 文学部の図書室だけでなく，附属図書館・博
物館や人文科学研究所などの近隣の施設に豊
富な史料が所蔵されています。また，他の系で
行われている授業―たとえば，地理学や現代史
学，東西の古典語など―を合わせて学ぶことに
より，人類文化の営みを総体的にとらえる視点
を獲得することができます。とても恵まれた学
習環境にあると言えるでしょう。

日本史学，東洋史学，西南アジア史学，西洋史学，
考古学

行動・環境文化学系

　心理学専修では，心の働きを実験を通して研
究しています。基礎心理学，実験心理学，基礎行
動学の分野では認知を中心とする基礎的領域を
扱い臨床心理学は含みません。 
　言語学専修では，人間の言語が機能する仕組
みについての理論的研究，現在話されている言
語を調査・分析し記述する研究，古文献を読み
言語の変化や，文献以前の言語について推定す
る研究などが行われています。
　社会学専修では，社会の構造や変化，人々の
関係，文化などについて研究します。地域，家族，
ジェンダー，メディア，福祉，環境など様々なト
ピックを扱い，社会調査にも力を入れています。
　地理学専修では，地域の形成過程や地域構造
の分析を通して，地表空間における様々な人間
活動を研究しています。地理学，地域環境学，環
境動態論の各小分野では，地域事象全般，人間と
環境の関係，景観とその変遷を対象とした研究
を扱っています。
　各専修ではそれぞれの分野について固有の基
礎的な方法を修得することが不可欠です。各専
修の研究内容を十分理解することができるよう
に1，2 回生から入門的講義，演習，実習や講読の
必須科目を設定しています。

心理学，言語学，社会学，地理学

基礎現代文化学系

　基礎現代文化学系は，科学哲学科学史，二十
世紀学，現代史学，情報・史料学という4 つの研
究分野からなる小さな系ですが，現代の文化と
社会について，人文学の視点から考察することを
目指しています。現代は，人類史においてもっと
も大きな変貌を遂げた時代だと言われます。そ
の変貌を捉えるために，哲学や歴史，思想，文学
といった従来の研究分野のみならず，映像や科
学，情報といった現代文化を特徴づけるものでは
あるが，これまで人文学ではあまり扱われてこな
かった分野をも視野に入れ，私たちの生きてい
る現代をつねにグローバルな視点に立って考え
る学際的な研究を行っています。

科学哲学科学史，情報・史料学，二十世紀学，現代史学

専門科目（学部共通科目）
1 回生～ 2 回生～ 3 回生～ 4 回生

サンスクリット（2 時間コース），ポーラ
ンド語初級 I，ポーランド語初級 II，ポー
ランド語中級 I，ポーランド語中級 II，
現代インド語（ヒンディー語），哲学基
礎文化学系ゼミナール，東洋文化学系
ゼミナール，西洋文化学系ゼミナール，
歴史基礎文化学系ゼミナール，行動・
環境文化学系ゼミナール，基礎現代文
化学系ゼミナール

フランス語（中級），ギリシア語（2 時間コース），ギリ
シア語（4 時間コース），ラテン語（2 時間コース），ラ
テン語（4 時間コース），スペイン語（初級），スペイン
語（中級），イタリア語（初級 4 時間コース），イタリア
語会話（中級），朝鮮語（初級），朝鮮語（中級），サ
ンスクリット（4 時間コース），チベット語（初級），ア
ラブ語（初級），モンゴル語（初級），オランダ語（初級），
スワヒリ語（初級），スワヒリ語（中級），英語論文作成法，
東洋文化学系ゼミナール

ヘブライ語，イラン語（初級），チベッ
ト語（中級），シュメール語（初級），
フランス語（上級）

学科 1 回生～ 2 回生～ 3 回生～ 4 回生

哲学基礎
文化学系

東洋
文化学系

西洋
文化学系

歴史基礎
文化学系

行動・環境
文化学系

基礎現代
文化学系

系共通科目（サンス
クリット語学サンスク
リット文学）講義，系
共 通科目（インド哲
学史）講義，系共通
科目（仏教学）講義

系共通科目（西洋古
典学）講義，系共通
科目（スラブ語学ス
ラブ文学）講義，系
共通科目（ドイツ語
学ドイツ文学）講義，
系共通科目（英語学）
講義，系共通科目（イ
タリア語学イタリア
文学）講義，系共通
科目（西洋文学入門）
講義

系共通科目（考古学）
講義，系共通科目（先
史学）講義

系共通科目（言語学）
講義 I，系共通科目

（言語学）講義 II

系共通科目（二十世
紀学）講義 , 系共通
科目（日本現代史）
講義，系共通科目（基
礎現代文化学）基礎
演習 I

系共通科目（哲学）講義，系共通科目（西洋古
代哲学史）講義，系共通科目（西洋中世哲学史）
講義，系共通科目（西洋近世哲学史）講義，系
共通科目（日本哲学史）講義，系共通科目（倫
理学）講義，系共通科目（宗教学）講義，系共
通科目（キリスト教学）講義 . 系共通科目（美学）
講義，系共通科目（美術史学）講義，哲学・西
洋哲学史講読，西洋哲学史講読，日本哲学史講
読，宗教学演習 II，美学美術史学演習 II，美学
美術史学講読

系共通科目（国語学）講義，系共通科目（国文
学）講義，系共通科目（中国語学）講義，系共
通科目（中国文学）講義，系共通科目（中国哲
学史）講義，国語学国文学講読，中国語学中国
文学講読，中国語学中国文学語学，中国哲学史
講読，インド古典学演習，インド古典学講読，
仏教学演習

系共通科目（英文学）講義，系共通科目（アメ
リカ文学）講義，系共通科目（フランス語学）講義，
系共通科目（フランス文学）講義，西洋古典学
講，スラブ語学スラブ文学講読，ドイツ語学ド
イツ文学講読，ドイツ語学ドイツ文学外国人実
習，英語学英文学特殊講義，英語学英文学講読，
英語学英文学講読，英語学英文学外国人実習，
アメリカ文学特殊講義，アメリカ文学講読，ア
メリカ文学外国人実習，フランス語学フランス
文学講読，イタリア語学イタリア文学講読

系共通科目（日本史学）講義，系共通科目（東
洋史学）講義，系共通科目（西南アジア史学）
講義，系共通科目（西洋史学）講義，日本史学
基礎演習，日本史学講読，東洋史学講読，西洋
史学演習，西洋史学講読，考古学講読，考古学
実習

系共通科目（心理学）講義 I，系共通科目（社会学）
講義，系共通科目（地理学）講義，心理学講義
Ka，心理学講義 Kb，心理学講義 Kc，心理学実
習 I，心理学実習 II，言語学基礎演習，社会学
特殊講義，社会学演習 II，地理学講読，地理学
実習

系共通科目（科学史）講義，系共通科目（科学
哲学）講義，系共通科目（情報・史料学）講義，
系共通科目（基礎現代文化学）基礎演習 II，系
共通科目（基礎現代文化学）情報技術演習 I，
系共通科目（基礎現代文化学）情報技術演習
II，系共通科目（基礎現代文化学）講読 I，系共
通科目（基礎現代文化学）講読 II，系共通科目（基
礎現代文化学）講読 III，系共通科目（基礎現代
文化学）講読 IV，系共通科目（基礎現代文化
学）講読 V，系共通科目（基礎現代文化学）講
読 VI, 科学哲学科学史特殊講義，科学哲学科学
史演習，二十世紀学演習 II，現代史学演習 II

哲学特殊講義，哲学演習，哲学卒論演習，西洋
哲学史特殊講義，西洋哲学史演習，日本哲学史
特殊講義，日本哲学史演習，倫理学特殊講義，
倫理学演習，宗教学特殊講義，宗教学演習，宗
教学講読，キリスト教学特殊講義，キリスト教
学演習，美学美術史学特殊講義，美学美術史学
演習 I，美学美術史学演習 II，美学美術史学演
習 III

国語学国文学特殊講義，国語学国文学演習，中
国語学中国文学特殊講義，中国語学中国文学演
習，中国語学中国文学外国人実習，中国哲学史
特殊講義，中国哲学史演習，インド古典学特殊
講義，インド古典学演習，インド古典学講読，
仏教学特殊講義，仏教学演習，仏教学講読 I，
仏教学講読 II

西洋古典学特殊講義，西洋古典学演習，スラブ
語学スラブ文学特殊講義，スラブ語学スラブ文
学演習，スラブ語学スラブ文学外国人実習，ド
イツ語学ドイツ文学特殊講義，ドイツ語学ドイ
ツ文学演習 I，ドイツ語学ドイツ文学演習 II，ド
イツ語学ドイツ文学演習 III，英語学英文学特殊
講義，英語学英文学演習 I，アメリカ文学特殊
講義，アメリカ文学演習 I，フランス語学フラン
ス文学特殊講義，フランス語学フランス文学演
習 I，フランス語学フランス文学演習 II，フラン
ス語学フランス文学演習，フランス語学フランス
文学外国人実習，イタリア語学イタリア文学特
殊講義，イタリア語学イタリア文学演習，イタリ
ア語学イタリア文学外国人実習

日本史学特殊講義，日本史学演習 I，日本史学
実習，東洋史学特殊講義，東洋史学演習 I，東
洋史学演習 II，東洋史学演習 III，東洋史学演習
IV，東洋史学演習 V，東洋史学演習，東洋史学
実習，西南アジア史学特殊講義，西南アジア史
学演習 I，西南アジア史学演習 II，西南アジア
史学講読，西南アジア史学実習，西洋史学特殊
講義，西洋史学演習 I，西洋史学演習 II，西洋
史学演習 III，西洋史学演習 IV，西洋史学実習，
考古学特殊講義，考古学演習 I，考古学演習 II

系共通科目（心理学）講義 IIb，系共通科目（心
理学）講義 IIc，系共通科目（心理学）講義 IId，
系共通科目（心理学）講義 IIe，心理学特殊講
義，心理学演習 I，心理学講読，心理学実習 III，
言語学特殊講義，言語学演習，社会学特殊講義，
社会学演習 I，社会学演習 II，社会学講読，社
会学実習，地理学特殊講義，地理学演習 I，地
理学講読

科学哲学科学史特殊講義，科学哲学科学史演
習，情報・史料学特殊講義，情報・史料学演習，
二十世紀学特殊講義，二十世紀学演習 I，二十
世紀学演習 II，現代史学特殊講義，現代史学演
習 I，現代史学演習 II

卒業論文（哲学），卒業論
文（西洋古代哲学史），卒
業論文（西洋中世哲学史）,
卒業論文（西洋近世哲学
史）, 日本哲学史演習，卒
業論文（日本哲学史），卒
業論文（倫理学），卒業論
文（宗教学），卒業論文（キ
リスト教学），卒業論文（美
学美術史学）

国 語 学 国 文 学 卒 論 演 習，
卒業論文（国語学国文学），
中国語学中国文学卒論演
習，卒業論文（中国語学中
国文学），卒業論文（中国哲
学史），卒業論文（インド古
典学），卒業論文（仏教学）

卒業論文（西洋古典学），
卒業論文（スラブ語学ス
ラブ文学），卒業論文（ド
イツ語学ドイツ文学），英
語学英文学演習 II，卒業論
文（英語学英文学），アメ
リカ文学演習 II，卒業論文

（アメリカ文学），卒業論文
（フランス語学フランス文

学），卒業論文（イタリア
語学イタリア文学）

日本史学演習 II，日本史
学実習，卒業論文（日本
史学），卒後論文（東洋史
学），卒業論文（西南アジ
ア史学），西洋史学演習 V，
卒業論文（西洋史学），考
古学演習 III，卒業論文（考
古学）

心理学演習 II，卒業論文（心
理学），言語学卒論演習，
卒業論文（言語学），社会
学卒論演習，卒業論文（社
会学），地理学演習 II，卒
業論文（地理学）

科学哲学科学史卒論演習，
卒業論文（科学哲学科学
史），情報・史料学卒論演
習，卒業論文（情報・史
料学），二十世紀学卒論演
習，卒業論文（二十世紀
学），現代史学卒論演習，
卒業論文（現代史学）
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教育科学科 教育科

教育心理学／臨床心理学／認知心理学／
人格心理学／発達心理学／
メディア教育／児童・青年心理学／
障害児心理学／社会心理学／教育評価 

教育心理学系 

科学科 

教育
人格

教育社会学／臨床社会学／社会調査／
社会教育／メディア文化論／
生涯学習論／図書館学／
比較教育学／教育行政学／教育制度／
教育財政学

教育原論／教育人間学／教育史学／
教育方法学／教育課程論／授業論／
生徒指導論／発達教育論／
生涯発達心理学／障害児教育論

相関教育
システム論系 

現代教育基礎学系 

2011 年度実績

就職 62.3%

その他 11.5%

進学
（大学院）

26.2%
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卒業後の進路
  教育学部の平成 23 年度卒業生は 61 名で，そのうち
38 名（約 62％）が就職しています。その中には教育

（学校）関係に就職し，教師等になった人も数名います。
また，16 名（約 26％）が大学院に進学しています。残
りの 7 名（約 11％）は聴講生等です。

教育学部で取得可能な資格
　本学部の修学期間内に教育職員免許法に定められた
科目の必要単位を修得し所定の手続きをすれば，教育
職員免許状の中学校 1 種，高等学校 1 種免許状を取得
することができます。また，中学校，高等学校の免許
状を取得し，免許法に規定する特別支援教育領域に関
する科目の単位を修得すれば，特別支援学校教諭 1 種
免許状を取得することができます。本学で取得できる
免許状は，聴覚障害者・知的障害者・肢体不自由者に
関する教育の領域です。
  その他修学期間中に法律に定める科目の必要単位を
修得すれば，それぞれ社会教育に関する指導・助言を
与える社会教育主事，博物館の資料収集，保管展示及
び調査研究などの仕事に携わっている学芸員，図書館
法に規定している図書館において図書に関する職務に
携わる図書館司書の資格を取得することができます。
また，教育職員免許状を有する者が図書館学に関する
科目の必要単位を修得すれば，学校図書館司書教諭の
資格を取得することができます。

就職先の例
家庭裁判所／三重県庁／厚生労働省／三井住友銀行
／りそな銀行／三菱 UFJ 信託銀行／京都銀行／朝日新
聞社／住友化学／住友商事／中・高等学校教員など

京都大学教育学部に入って

教育学部
現代教育基礎学系 ４回生
髙木　俊輔 さん

大学とは何だったのか
2012 年相関教育システム論系卒業
教育学研究科教育科学専攻
修士課程 １回生
佐々木　基裕 さん

人について深く学んだ４年間

2009 年教育心理学系卒業
東京家庭裁判所家裁調査官
井原　菜穂子 さん

　私が京都大学に入って良かったと思う一番の要因
は，個性豊かな知人を数多く得た事である。この大
学では学生の一人ひとりが，それぞれの興味に従っ
て日々学問に励んでおり，そんな彼らと交流する中
で様々な刺激を得る事ができた。このような京都大
学の中でも，ここ教育学部では，「教育」という言葉
に縛られず，心理学，教育方法学，教育社会学等，様々
な興味を持った学生が集まり，一学年６０人という
近い距離感の中で，お互いの思いや考えをぶつけ合
いながら学生生活を送っている。そんな教育学部を
志す人に一つ助言をするなら，「人間に興味を持て」
ということだ。人間の営み全てを対象とするこの学
部では，自己・他者いずれにしろ人間に対する興味
が不可欠である。その様な興味をお持ちであれば，
是非京都大学教育学部の門を叩いてほしいと思う。

　勉強も部活も遊びもすべて中途半端な自分に嫌気が
さしていた私は，好きなことを全力で勉強してみよう，
そう入学する時に決意しました。しかしいざ大学生活
が始まってみると，高校までとは比較にならないほど
の時間と人間関係を前にしてその決意が揺らいだ時期
もありました。
　そこで指針となったのが先生や先輩方でした。教育
に対する熱意，視点，発想，そして何より研究という
道について間近で学ばせていただきました。具体的に
研究者を職業としてイメージし，そのための努力として
大学での学びを位置づけることができました。
　大学入学は様々な可能性のうちの一つの選択に過ぎ
ません。しかし少なくとも私にはこの教育学部の空気
が合っていました。みなさんもその空気を感じてくれ
れば良いなと思います。

　教育学にも心理学にも興味があり，少人数という
ことにも惹かれて入学しました。自由で落ち着いた
環境で，自分と同じく「人間」に興味を持ち，様々
な志を持つ同級生と語って，笑って過ごした４年間。
熱意ある先生方からは，様々な視点を学び，人の神
秘や深淵を感じた貴重な日々でした。教育学部で学
んだことは，そのまま今の自分の思考の土台になっ
ていると思います。
　現在，家庭裁判所調査官という仕事をし，日々人
の可塑性，素晴らしさを感じています。様々な人生
の岐路に立った人と接し，よりよく生きることを援
助できるよう奮闘中です。
　教育学部で学んだこと，経験したことは必ず今後
の人生にも活きてきます。みなさんも，充実した学
生生活を送ってください！！

教育学部が望む学生像

　20 世紀は教育が学校中心に機能した学校教育
社会でした。しかし，21 世紀は学校社会だけで
なく，社会のさまざまな場所と一人ひとりの人
生のさまざまな局面とにおいて，人間形成の営
みがゆるやかにネットワーク化される「人間形
成社会」が出現すると予想されます。これから
の教育学は，この「人間形成社会」の展開過程
で必要になる，新しい種類の〈教育〉を創造す
るという課題に取り組まなければなりません。
  そのため，教育学部では，心と人間と社会につ
いて深い関心と洞察力をもち，柔軟な思考と豊
かな想像力に富む学生を求めています。

教育学部への誘い

　2009 年，教育学部は創立 60 周年を迎えまし
た。それとともに，改修により学舎も一新され，
新たな歴史への一歩を踏み出しました。教育学
部はこの 60 年，戦後日本の教育にかかわる諸科
学と心理学の研究をリードしてきたのです。
　教育学部は，教員養成を目的とした学部では
ありません。現代の教育にかかわる諸問題を学
問的に探究し，よりよき社会実現のための知と

目を履修しますが，次第に専門科目や高度一般教

育としての教養科目を受講することができます。

　平成 19 年度入試から後期日程試験を廃止し，

前期日程試験において，入試の多様化の一環とし

て幅広い分野から学生を選抜することを目的に，

「文系」型，「理系」型入試が実施されました。入

学当初は所属系を特定せず，各自が学習を進め

ながら最も適した道を探して，3 年次に系への分

属を決めます。

　平成 6 年度（1994）から 2 年次学生に対し，分

属オリエンテーションを実施し，学生の希望分属を

尊重しつつ，調整を図っていますが，系によっては

単位修得状況等をもとに決定します。

技法を開発し，その習得をめざした学部です。
現代の教育の諸問題は，複雑な要因が多層に折
り重なっています。その諸問題に正面から向き
合い，その解明のために，心や社会，人間それ
自体に関するさまざまな学問とその方法を学ば
なければなりません。人間を深く探究する人文
科学，社会の仕組みや動きを解明する社会科学，
人間の心に関する諸科学など，教育学部には，
多様な学問を学ぶことができるよう，3 つの系が
用意されています。その意味で，教育学部は「教
育」という現実的主題を共有する「小さな総合
学部」にほかなりません。
　教育学部では，理論を実践に展開することと，
そのためのフィールドを重視しています。学校
に限らず，生涯を通した人間の生成と変容を視
野にいれ，21 世紀に求められる新しい教育学と
心理学の創出を目指し実績を上げています。少
人数教育の徹底と，学問の多様さと，まとまり
のよい一体感，これが教育学部の特徴です。
　教育は未来を創る営みです。教育学部は未来
にかかわる学問を学ぶ場です。変化の激しい現
代は未来が見通しにくい時代。その分，教育に
かかわる諸学問への期待と役割は，ますます大
きくなっているのです。

教育学部の教育

●学部教育の方針
  教育学部においては，一般教育と専門教育を有

機的に関連させながら，現代人にとりわけ必要と

される，広い視野と異質なものへの理解，多面的・

総合的な思考と批判的判断力を備えた「人間らし

さを擁護し促進する態度」を啓培するための高度

な一般教育と幅広い専門教育を行っています。

●学部 4 年間のカリキュラム概要
  教育学部生については，1 回生の必修科目として

「教育研究入門」推奨科目として「情報学」を開講

しています。また，全学の学生を対象にして，教職

科目をはじめ，毎年継続的に多くの「全学共通科目」

として講義及び少人数ゼミ等の教養教育科目を開

講しています。

　教育学部は，平成 10 年度から1 学科（教育科

学科）3 大学科目（系）で教育編成を行っておりま

す。これは，教育の総合的理解が必要な学部段階

では，教育に関する諸科学の修得に重点を置いた

幅広い基礎教育を重視し，ゆるやかに専門的分化

を図ることを目的としたものです。それぞれの大学

科目（系）における教育内容は，右のとおりです。

  教育学部では，入学者選抜試験により毎年 60 名

が入学しており，当初は主として基礎となる教養科

［写真］授業風景

［写真］
京都大学教育学部・東京大学
教育学部合同公開講座
高校生・大学生・大学院生の
ための進路セミナー
 「学校の先生」という仕事

教育学部のホームページ :

http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/
入学についてのお問い合わせ : 
教育学部教務掛　tel. 075-753-3010

ひらかれた学部環境のなかで

教育学部
相関教育システム論系 ３回生
中河　萌 さん

　京都大学は，ご存じのとおり，自由を学風としてい
ます。その自由を愛する大学の一角にある学部が，私
たちの属する教育学部です。教育，という名を冠して
はいますが，必ずしも教育だけを学ばなくてはいけな
いということはありません。扱う分野は幅広く，教育
学はもちろん，心理学，社会学，行政学，図書館情報
学……etc, とにかくさまざまな物事や現象にむかって，
ひらかれています。この自由度の高さが，京大の教育
学部たるゆえんでしょう。そしてさらに，教育学部の
もうひとつの特徴として，少人数制であることがあげら
れます。教授とも，先輩とも，後輩とも，もちろん同
級生とも親しくなれ，そして，かかわりを大事にするこ
とで，お互いを高めあえるのです。
　京都大学が誇る最高の環境のなかでの，楽しいキャ
ンパスライフが，あなたを待っています。



学系紹介 専門科目
現代教育基礎学系

　この系では，教育という人間の営みについての
原理や方法，その根底にある人間観，人間が文化，
歴史，社会的存在として発達するプロセスに関す
る研究をおこなっています。根本的かつ複雑な人
間の営みを問題とするため，この系の研究方法
やアプローチは多岐にわたっています。哲学・思
想研究，歴史学，人間学，方法学，発達理論など，
広い視野での研究・教育が重視されている点が
特徴です。
　具体的には，以下のような問題を扱っています。

・  人間形成および教育に関する思考の枠組みは
　いかにあるべきか（哲学）

・  今日の教育の特徴は歴史的にどのような変遷
　のもとできあがったのか（歴史学）

・  人間とは何かという問いとのかかわりで大人と      
　子どもの関係はどのように捉えられるのか
　（人間学）

・  学校教育において，カリキュラムの編成や授業  
　の実践はどのような仕組みと方法で行われる
　のか（方法学）

・  人間の生成や成長発達はどのように捉えられ
　るのか（発達理論）
　現代教育基礎学系では，現代の教育や人間に
関わる諸問題を学問的に読み解き，教育という
営みが実演される日常の舞台においてそれを捉
えなおすことのできる幅広い識見，力量の育成
を目指しています。そのための，多様で充実した
カリキュラム編成がなされています。

教育原理，教育哲学，教育史，教育人間学，教育方法学，
教育課程論，授業論，発達教育論，生涯発達心理学，
障害児教育論など

教育心理学系

　教育心理学系では，教育心理学，認知心理学，
臨床心理学を中心に充実したカリキュラムが組
まれ，他学部の心理学系教室とも連携して活発
な教育・研究活動を行っています。 
　教育心理学では人の発達の特徴，教授 - 学
習法，知能，メディア教育など，教育活動に密
接にかかわる心理学的諸側面に関する知識の
習得とその応用をめざします。認知心理学では，
記憶，推論，意思決定，他者理解，共感といっ
た高次認知過程の諸側面に関する主要な理論
や知見を学習し，さらに心理実験調査等を実施
して各自の研究をまとめます。臨床心理学では
人格の形成，心理療法の諸理論，心の健康と
ストレス等に関する基礎知識を習得し，種々の
心理検査の実習を通して臨床実践に役立つ手
法を身につけます。教育心理学系では，心の仕
組みとはたらきについての幅広い識見と柔軟な
思考力の育成を基本としつつ，大学院進学希望
者の指導にも力を入れており，教育心理学・認
知心理学・臨床心理学の研究者をめざす人，大
学院修了後に臨床心理士の資格取得をめざす人
にも適した教育カリキュラムを整備しています。

教育心理学，臨床心理学，認知心理学，人格心理学，
メディア教育，発達心理学，児童・青年心理学，障
害児心理学，社会心理学，教育評価

相関教育システム論系

　21 世紀は単に学校だけが教育にかかわるの
ではなく，社会全体が人間形成社会になり，そ
うした社会での教育の柔軟なありかた，ネット
ワーク化が課題になります。相関教育システム
論系は，こうした方向を視野に入れて，教育と
社会との結びつきを創造的に探求することを目
的にしています。教育社会学では，人間の社会
形成にかかわる集団の教育作用について研究す
るとともに，学歴社会，青少年問題，教育変動
などの諸問題を社会学の手法を用いて分析して
います。生涯教育学では，図書館やメディアを
含んで，生活のなかでの多様な学習のあり方を，
とりわけ国際的・歴史的な観点から理論的，実
践的な研究をしています。比較教育政策学では，
国際的視野に立って，教育制度，政策，実践，
理論などの比較考察をしています。また政策科
学的視点からは，具体的に教育行財政について
の立案などを行っています。学部教育において
は，これからの社会と人間に求められている重
要な課題を意識したカリキュラムを提供し，特
に少人数のゼミや講義に特徴があります。

教育社会学，臨床社会学，社会調査，社会教育，メ
ディア文化論，生涯学習論，図書館学，比較教育学，
教育行政学，教育制度，教育財政学

教育学研究科及び教育学部における研究・教育の概略図

学部

教育学

教育方法学

教育認知心理学

教育社会学

生涯教育学

比較教育政策学

高等教育開発論＊

臨床教育学

心理臨床学

臨床実践指導学
（博士後期課程）
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教育心理学

大学院（修士課程・博士後期課程）

大学科目（系）　　　　　　　　　　　　　　学科　　　　　専攻　　　　講座（＊協力講座）

科目（系） 1 回生～ 2 回生～ 3 回生～ 4 回生

現代教育
基礎学系

教育
心理学系

相関教育
ｼｽﾃﾑ論系

教育研究入門Ⅰ・Ⅱ，
情報学Ⅰ・Ⅱ

教育研究入門Ⅰ・Ⅱ，
情報学Ⅰ・Ⅱ   

教育研究入門Ⅰ・Ⅱ，
情報学Ⅰ・Ⅱ   

教育原理Ⅰ・Ⅱ，民族と教育，教育史概論Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲ，教育史，教育学基礎演習Ⅰ・Ⅱ，臨床教
育学基礎演習Ⅰ・Ⅱ，教育人間学概論Ⅰ・Ⅱ，
臨床教育学概論Ⅰ・Ⅱ，教育方法論，発達教
育論Ⅰ・Ⅱ，生涯発達心理学基礎論，生涯発
達心理学講義，生徒指導論，障害児教育の教
育課程論，教育方法学基礎演習Ⅰ A・Ⅰ B，教
育方法学基礎演習Ⅱ A・Ⅱ B，学校論ゼミナー
ル，教育課程論Ⅰ・Ⅱ，教育心理学実習 A・B，
心理学統計実習 A・B，障害児教育指導法Ⅰ・Ⅱ，
小児の発育生理と衛生Ⅰ・Ⅱ，聴覚障害教育
課程論，知的障害教育課程論，肢体不自由教
育課程論

教育心理学概論Ⅰ・Ⅱ，認知心理学概論Ⅰ・
Ⅱ，臨床心理学概論Ⅰ・Ⅱ，障害児心理学講
義Ⅰ・Ⅱ，メディア教育概論，発達教育論Ⅰ・Ⅱ，
教育心理学基礎演習 A・B，教育心理学実習 A・
B，心理学統計実習 A・B，学校心理臨床概論，
病院心理臨床概論，肢体不自由者の心理・生理・
病理，人格心理学概論Ⅰ・Ⅱ，児童・青年心
理学講義

教育社会学概論Ⅰ・Ⅱ，臨床社会学概論Ⅰ・
Ⅱ，社会学講義Ⅰ，メディア文化論，生涯学
習概論Ⅰ・Ⅱ，社会教育計画論Ⅰ・Ⅱ，同和・
人権教育論，図書館情報学概論Ⅰ・Ⅱ，図書
館情報技術論，図書館サービス論，資料組織
論，図書館資料各論，学習指導と学校図書館，
学校経営と学校図書館，読書と豊かな人間性，
比較教育学概論Ⅰ・Ⅱ，教育行政学概論Ⅰ・Ⅱ，
憲法第一部・第二部，行政学，財政学，教育
政策学入門，教育法学，相関教育システム論
基礎演習Ⅰ A・Ⅰ B・Ⅱ A・Ⅱ B・Ⅲ，情報サー
ビス論，情報サービス論演習，情報検索演習，
資料組織論演習Ⅰ・Ⅱ，情報メディアの活用

教育情報学，教育学専門ゼミナールⅠ・Ⅱ，
教育史専門ゼミナールⅠ A・Ⅰ B，教育史専門
ゼミナールⅡ A・Ⅱ B，教育史文献講読演習Ⅰ・
Ⅱ，教育史史料講読演習，教育人間学講読演
習Ⅰ・Ⅱ，教育人間学専門ゼミナールⅠ・Ⅱ，
臨床教育学専門ゼミナールⅠ・Ⅱ，教育方法
専門ゼミナールⅠ・Ⅱ，発達教育専門ゼミナー
ルⅠ・Ⅱ，教育方法講読演習Ⅰ・Ⅱ，発達教
育講読演習Ⅰ・Ⅱ

教育情報学，応用認知心理学講義，発達心理
学講義，認知心理学講義Ⅰ・Ⅱ，比較心理学講義，
神経生物心理学講義，多変量解析論，教育心
理学コロキアムⅠ A・Ⅰ B，教育心理尺度開発
演習，教育心理学課題演習，臨床心理学課題
演習，教育心理学講読演習Ⅰ・Ⅱ，臨床心理学
講読演習Ⅰ・Ⅱ，臨床心理学実習Ⅰ・Ⅱ，健康
心理学講義，司法・矯正心理臨床概論，自己
と関係性の発達，児童福祉心理臨床学概論

教育情報学，社会学講義Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ，教
育社会学講義，教育社会史，現代教育社会論，
図書館経営論，図書館資料論，比較教育学講
義，行政法Ⅰ部，教育行政学，教育経営学Ⅰ・
Ⅱ，教育社会学専門ゼミナールⅠ・Ⅱ，社会
調査Ⅰ・Ⅱ，生涯教育学専門ゼミナールⅠ・Ⅱ，
図書館情報・メディア学専門ゼミナールＩ・Ⅱ，
比較教育学専門ゼミナール，比較教育学講読
演習，教育政策学専門ゼミナールⅠ A・Ⅰ B・
Ⅱ A・Ⅱ B，相関教育システム論講読演習Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲ

教育心理学コロキアム
Ⅱ，臨床心理学研究法
実習Ⅰ・Ⅱ

教職科目

特別支援教育に関する科目

1 回生～

1 回生～

2 回生～

2 回生～

3 回生～

3 回生～

4 回生

4 回生

教職教育論，教育学概論Ⅰ・Ⅱ，教育課程論Ⅰ・Ⅱ，比較教育学，比較教育
制度論，教育人間学概論Ⅰ・Ⅱ，教育心理学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ，授業心理学Ⅰ・Ⅱ，
発達教育論Ⅰ・Ⅱ，教育社会学概論Ⅰ・Ⅱ，教育行政学概論Ⅰ・Ⅱ，教育方法論，
道徳教育論，特別活動の理論と実践，生徒指導論，生徒指導の精神と具体的
方策，教育相談，国語科教育法Ⅰ・Ⅱ，社会科教育法Ⅰ・Ⅱ，地理歴史科教育法，
公民科教育法，数学科教育法Ⅰ・Ⅱ，理科教育法Ⅰ・Ⅱ，英語科教育法Ⅰ・Ⅱ，
保健体育科教育法Ⅰ・Ⅱ，商業科教育法，工業科教育法，農業科教育法，情
報科教育法Ⅰ・Ⅱ，民族と教育，同和・人権教育論，フランス語科・ドイツ
語科・中国語科・水産科・宗教科の各教科教育法

障害児教育総論，知的障害者の心理・生理・病理，聴覚障害者の心理・生理・
病理，肢体不自由者の心理・生理・病理，聴覚障害教育課程論，知的障害教
育課程論，肢体不自由教育課程論，聴覚障害教育総論Ⅰ・Ⅱ，小児の発育生
理と衛生Ⅰ・Ⅱ（発達障害），障害児教育の教育課程論

教職総合演習，教育実習Ⅰ 教育実習Ⅱ，教職教育

特別支援教育実習
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2011 年度実績

進学
（大学院）

35.0%

その他
16.9%

就職 48.1%
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卒業後の進路
　卒業生の進路は，国家・地方公務員，民間企業，法
科大学院を含む大学院への進学など多方面にわたって
いますが，なかでも，大学院進学者の約 80% は，京
都大学をはじめとする全国の法科大学院に進んでいま
す。また，平成 18 年度に設置された京都大学公共政
策大学院は，入学者の約 24% が本学部の出身です。
民間企業への就職先としては，金融・保険業が比較的
多いですが，業種を問わず幅広くなっています。

法学部で取得可能な資格
　法学部では，教育職員免許状の取得を目的とした教
職課程を設けています。また，法学部以外の学部が開
講する科目を修得することにより，その学部で取得で
きる資格や，受験資格が得られることがあります。

取得できる資格の例
教育職員免許状（中学 1 種社会・高校 1 種公民）

「自由」の使い道

法学部
4 回生
小林　美緒 さん

自由の学風

法学部
4 回生
増田　拓也 さん

京大法学部で得られた日々
2011 年卒業
公共政策教育部公共政策専攻
2 回生
池上　京 さん

「自由の学風」を
最大限生かせる環境
2012 年卒業
法学研究科法曹養成専攻

（法科大学院）2 回生
土岐　俊太 さん

　京都大学はその校風にある通り，どこよりも「自由」
を実感することのできる大学です。法学部では必修科
目はなく，法律系，政治系の枠に縛られずに自分の好
きな科目を選択することができ，ゼミの履修に関して
も必須ではありません。
　また，大学生活には，これまでの “ 大人の保護 ” か
ら少し離れ，何事も強制されることなく，好きなこと
に取り組んでいける「自由」があります。そしてその「自
由」の使い道は自分次第。
　友人との出会い，部活動やサークル活動，資格の勉
強やボランティア，遊びも含めて，学問の勉強だけで
は得られない大切なものがたくさんあります。法学部
の勉強は決して楽ではありませんが，今しか得られな
い「自由」を最大限に活用して，ぜひ様々なことに全
力で取り組んでください。

　京都大学法学部の最大の魅力は，自由の学風にあ
るでしょう。学業面でも，学科や必修科目がなく，法学，
政治学など自由に履修できます。幅広い内容の講義を
受けながら，自らの関心が向く分野を自由に探究でき
ることは，法学部の大きな利点でした。また，机に向かっ
て行う勉強だけでは完結しないと考える方には，ゼミ
などでの自由闊達な議論を通じて，自分を成長させる
機会も用意されています。
　学業の他にも，各種部活動，サークル活動などが
盛んであり，学生時代を充実したものにするための環
境も整っております。
　このように，上から強制されるのではなく，自ら学び，
主体的に行動する意思があれば，どこまでも自由に自
らの大学生活を形成していけるのが京都大学法学部の
強みであるといえるでしょう。こうした自由に心惹かれ
る方は，ぜひ京都大学法学部で学ぶ選択肢を考えて
みてはいかがでしょうか。

　私の入学当初の夢は，弁護士資格を取った上で事業
を起こし，法を利用して大金を稼ぐことでした。しかし，
京大法学部で，私の目指す方向性は 180 度転換しまし
た。日本と途上国を繋ぐ架け橋となり，双方の繁栄を
目指すこと，それが今の私の夢です。その変化の原因
は，やはり京都大学だからこそ，法学部だからこそ出
会えたであろう先生，先輩，後輩，そして友人の存在
です。
　サークルやゼミでは，それこそ侃々諤々の議論を行
い，法や政治について意見を交えつつ，オフでは夜が
更けるまでしょうもないバカ話から希望に満ちた将来
まで語り明かし，朝に牛丼を皆で食う，そんな貴重な
時間を得られました。東大も入ればきっと面白かった
でしょうが，僕はこの京都という地で学生生活を過ご
せたことを，大学院の修了を控える今，本当に良かっ
たと思っています。

　京都大学の「自由の学風」の下，幅広い分野を主体
的に学べるのが，ここ法学部です。
　私が法学部に入学した動機は，今思えば，「つぶし
がききそう」という軽い気持ちだったのかも知れませ
ん。ただ，そこには，著名な教授陣や幅広い進路を目
指す友人がいます。法学部は，そのような環境の下，
押し付けられることもなく，「自由」に自分のやりたい
ことを探求できる所です。私は，教授陣の講義や演習
を受けたり，仲間と議論しあったりする中で，学問とし
ての法学をさらに学びたいと思い，卒業後は法科大学
院に進むことに決めました。
　皆さんも，京都という歴史ある美しい町で，「自由
の学風」の下，大学生活を送ってみませんか。

法学部が望む学生像

　法学部では，世界・国家・社会の様々な問題
に対する強い関心を持ち，多方面にわたる学力，
とりわけ社会科学に関する基礎的な学力を備え，
論理的思考力に優れた学生を求めています。

法学部への誘い

　法学部は，明治 32 年（1899 年）に法科大学
として創設されました。それ以来，約 36,000 名
の卒業生を世に送り出しています。
　創設期の教授陣は，自由な学問研究を尊び，東
京帝国大学とは異なる大学のあり方を模索しまし
た。創設当初から行われた卒業論文制度とそれに
関連した演習の必修化は，そうした模索の成果で
す。今では卒業論文制度は残っていませんが，演
習を重視するとともに，自由選択の余地をできる
だけ広げ，学生の自主的学修を奨励するという伝
統は，脈々と受け継がれています。
　法学部では，特に戦後の経済・社会の急激な
変容，文化・科学の著しい進展に対応して講座
数および教員数を拡充してきました。平成 4 年

（1992 年）からは，研究・教育の国際化・学際化・
高度化に対応して，それまで学部に配置されて

科学系科目からなります。卒業するためには，人文 

・社会科学系科目から 20 単位以上，自然科学系

科目から８単位以上を取得しなければなりません。

　外国語科目は，英語とその他の外国語からなり，

英語を８単位以上（うち２単位については法学政治

学英語 A・B が必修），その他の外国語のうち１つ

を８単位以上取得しなければなりません。第一学

年における外国語科目は，原則として学部のクラス

単位で開講されます。

　保健体育科目は，講義と実技をそれぞれ２単位，

合計４単位まで履修することができますが，人文・

社会科学系科目または自然科学系科目で代替する

こともできます。

　これらの教養科目は，卒業までのどの学年にお

いても履修することができますが，実際には，主と

して，第１および第２学年で履修するようにカリキュ

ラムが編成されています。なお，本学では，１年生

のことを１回生，２年生のことを２回生と呼びます。

●高学年になるほど専門科目の授業が増える
　専門科目は，科目の内容に応じて，履修するこ

とができる学年に違いがあります。

　まず，１回生のみが受講・受験することができる

専門科目として，法学入門，政治学入門①・②，家

族と法，司法制度論があります。これらは，いずれ

も導入的な科目にあたります。

　次に，２・３回生のみに配当される科目として，

憲法第一部，憲法第二部，刑法第一部，民法第一

部，国際機構法があります。さらに，２回生・３回

生に加えて，４回生も履修することができる科目と

して，刑法第二部と民法第二部があります。これら

は，主として法体系全体の基本的な部分に相当す

る科目にあたります。

　その他の専門科目は，原則として３・４回生に配

当されています。ただし，政治学関連科目と一定の

基礎法関連科目からは，それぞれ２科目に限って，

２回生も履修することができます。さらに，経済学

部の一部の科目も履修することができます。

　以上のほか，演習（ゼミ）は３・４回生に配当され，

半期２単位で，６単位まで履修できます。少人数ク

ラスで周到な予習に基づいた活発な討論が行われ

ています。

●科目選択の自由と主体的学習
　こうしたカリキュラム編成を通じて，１・２回生で

は，広く深く教養を身につけることを主たる目標と

し，専門科目の本格的な勉強は，それを基礎とし

て特に３回生以上で行うことを推奨しています。専

門科目では，必修科目はありません。このような趣

旨を踏まえ，自分なりにどのような科目を選択し，

学習計画を練っていくかは，すべて学生各自の主

体的判断に任されています。ただし，専門科目につ

いては，学生に堅実な学習を促すため，各学期に

おいて履修登録できる専門科目の単位数に上限を

設けています（キャップ制といいます）。

いた講座を大学院に配置し，大学院講座の担当
者が学部教育も担当するという組織変更を行い
ました。平成 16 年（2004 年）には，法曹の養
成を目的とした専門職大学院として，法科大学
院を設置し，平成 18 年（2006 年）には，経済
学研究科と協力して，公共的な役割を担う高度
専門職業人の養成を目的とした専門職大学院と
して，公共政策大学院を設置しました。
　法学部は，国家や社会のあり方を見直したり，
組織を運営する際に指導的な役割を果たせる人
材を養成することを目的としています。今日，世
界も日本も大きな転換期を迎え，それに伴って
様々な問題が生じています。こうした状況に対
応した新しい制度を設計するためには，文化の
多様性を尊重し，平和な社会の実現に貢献でき
る豊かな国際感覚を備え，法律や政治の仕組み
に関する専門的な知識を持ち，社会全体を視野
に入れて知識を組み合わせる構想力を養わなけ
ればなりません。法学部は，こうした能力を備
えた人材を育成するために，豊かな教養と法律
学・政治学の基礎的知識を提供することを使命
としています。

法学部の教育

●卒業までの単位取得の仕組み
　法学部を卒業するためには，各科目を履修し，

試験で合格点をとる必要があります。法学部の試

験は 100 点満点で採点され，60 点未満は不合格

となります。合格した場合，各科目の授業時間に

応じて単位が与えられます。

　本学では，夏休みを境として，１年を前期と後

期の２学期に分けるセメスター制を採用していま

す。外国語および保健体育科目を除いて，半期週

１回（90 分）の科目は２単位，半期週２回の科目

は４単位となっています。

　卒業に必要な単位数を構成する科目は，教養科

目と専門科目とに分かれます。教養科目は半期２単

位が原則であるのに対して，専門科目には２単位

科目と４単位科目があります。卒業するためには，

教養科目を 48 単位以上，専門科目については演

習２単位を含む 80 単位以上を取得する必要があり

ます。

●第１・第２学年では主として教養科目を学ぶ
　教養科目は，一般教養科目，外国語科目および

保健体育科目からなり，これらの科目は，「全学共

通科目」として提供されます。

　一般教養科目は，人文・社会科学系科目と自然

［写真］ 「民法第三部」の講義風景

［写真］ 法経済学部本館

法学部のホームページ :

http://kyodai.jp/
入学についてのお問い合わせ : 
法学教務掛　tel. 075-753-3107



専門科目（平成 24 年度開講分）

法学部専門科目 経済学部開講科目 演習

法理学，法社会学，日本法制史，西洋法制史，ローマ法，東洋法史，英米法概論，ドイツ法，
フランス法，憲法第一部，憲法第二部，行政法第一部，行政法第二部，税法，国際法第一部，
国際法第二部，国際機構法，民法第一部，民法第二部，民法第三部，民法第四部，商法第一部，
商法第二部，経済法，知的財産法，民事訴訟法，国際私法，国際取引法，労働法，社会保障法，
刑法第一部，刑法第二部，刑事訴訟法，刑事学，政治原論，政治過程論，比較政治学，アメ
リカ政治，国際政治学，国際政治経済分析，政治史，日本政治外交史，政治思想史，行政学，
公共政策，法学入門，政治学入門①，政治学入門②，司法制度論，家族と法，外国文献研究（英・
独・仏），特別講義（日本政治思想史，存在論と政治，外交史，アセット・マネジメントの実務と
法，破産法，生命保険の実務と法），特殊講義（ポスト・モダンの政治思想史），演習

ミクロ経済学 1，ミクロ経済学 2，
社会経済学 1，社会経済学 2，経済
政策論，財政学，経済史 1，経済史 2，
労働経済論，世界経済論，金融論，
金融政策，基礎統計学，経済統計
学，経営学原理，会計学 1，会計学
2，経済学史，日本経済史，欧米経
済史，社会政策論

法理学，法社会学 , 日本法制史，ロー
マ法，東洋法史，英米法，ドイツ法，
憲法，行政法，税法，国際法，国際機
構法，民法，商法，経済法，国際私法，
労働法，刑法，政治原論，政治過程論，
比較政治学，アメリカ政治，国際政治
学，国際政治経済分析，政治史，日本
政治外交史，政治思想史，行政学，公
共政策
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大山　隆司 教授（刑事裁判実務）
刑事手続法などの理論を刑事裁判実務の観点から
研究・教育しています。

長野　史寛 准教授（民法）
不法行為法において，損害賠償の内容をどのように
判断・確定すればよいかという問題を研究しています。

増田　史子 准教授（国際取引法）
国際商取引法，とくに国際運送を中心に，貿易取
引の私法的規整について研究しております。

天野　佳洋 教授（企業法務・信託法）
企業の資金調達ニーズと資金の出し手である投資家
をリンクさせるファンドと証券化を研究しています。

佐々木　健 准教授（ローマ法）
日本や西洋の法の源流に位置するローマ法におい
て私人が利益を実現回復する紛争解決手段と行政
の関連を研究しています。

橋本　佳幸 教授（民法）
不法行為法を中心に，民事財産法の直面している
現代的諸問題について研究・教育を行っています。

西村　朗太 教授（刑事実務（検察実務））
刑事事件の捜査・公判実務について，検察官の観
点から，研究・教育しています。

髙谷　知佳 准教授（日本法制史）
前近代日本の社会と秩序の多面性について研究し
ています。

待鳥　聡史 教授（アメリカ政治）
議会と大統領が別個に選ばれる「二元代表制（権力
分立制）」下で，政策決定に大きな権限を持つ議会
の研究を行っています。

島田　幸典 教授（比較政治学）
英独を中心とするヨーロッパの諸国家について，歴
史的観点から比較研究を行っています。

西内　康人 准教授（民法）
団体とされる人々の関係について，契約に関する原
則の機能変化と，その原因について研究しています。

仲野　武志 教授（行政法）
公益と公益，公益と私益を調整する法のあり方に
ついて

安田　拓人 教授（刑法）
刑事制裁の根拠を探りながら，責任能力論，量刑論，
心神喪失者等医療観察法の諸問題等に取り組んで
います。

深澤　龍一郎 准教授（行政法）
行政機関が裁量権限を行使することによって発生す
るさまざまな法的問題について研究を行っています。

木村　敦子 准教授（民法）
家族法（親族法，相続法），とくに法的親子関係の
成立，効果に関する諸問題について研究しています。

稲谷　龍彦 准教授（刑事学）
刑事司法制度の形成・運用にあたって，各国家機関，
特に国会・裁判所の果たすべき役割について考察し
ています。

山下　徹哉 准教授（商法）
会社法，特に株式会社における株主の地位・権利
関係について研究しています。

濵本　正太郎 教授（国際機構法）
国際法の基礎理論（特に法律行為・解釈）について，
領域・海洋・国際機構・経済・人権など様々な分野
を題材に研究しています。

南　京兌 准教授（公共政策）
日本・英国・韓国といった国々における公共政策（民
営化，官僚制，地方分権など）の比較研究を行っ
ています。

エスタ　ティナ オットマン 准教授
（国際公共政策）

国際関係，特に中東地域の紛争・紛争解決を研究
しています。

堀江　慎司 教授（刑事訴訟法）
伝聞法則をはじめとする刑事証拠法を中心に，刑
事手続法全般について研究，教育を行っています。

稲森　公嘉 准教授（社会保障法）
社会保障の法理論及び法制度について，主に医療保
障のしくみを中心に研究を行っています。

船越　資晶 教授（法社会学）
批判法学の法社会理論について研究を行っています。

森川　輝一 教授（政治思想史）
ハンナ・アーレントの政治思想の解明を中心に，西
洋政治思想史および現代政治理論の研究に取り組
んでいます。 曽我部　真裕 准教授（憲法）

憲法で保障された表現の自由，特にマスメディアの自
由について研究しています。

中田　昭孝 教授（民事裁判実務）
民事訴訟法などの理論を民事裁判の実務の観点か
ら研究・教育を行っています。

林　醇 教授（民事裁判実務）
民事訴訟法などの理論を民事裁判の実務の観点か
ら研究・教育を行っています。

島田　裕子 准教授（労働法）
賃金などの労働条件や，労働者の平等について研
究しています。

奈良岡　聰智 准教授（日本政治外交史）
大正期を中心とする近代日本の政党政治，政官関
係，日英関係について研究しています。

齊藤　真紀 准教授（商法）
会社における関係者間の利害調整枠組みの研究を
行っています。

松田　一弘 教授（知的財産法）
特許権侵害訴訟及び特許審決取消訴訟を中心に研
究しています。

佐藤　団 准教授（西洋法制史）
西洋の法の歴史，とくに中世中・東欧の都市法につ
いて研究しています。

愛知　靖之 准教授（知的財産法）
特許法，とりわけ特許発明の技術的範囲画定に関
する諸問題を中心に研究を行っています。

教員紹介

松岡　久和 教授（民法）
不動産物権変動論，金融・担保法，不当利得法な
どを具体的な各論の中心に置き，最終的には民事
財産法の構造をどう捉えるかを研究しています。

山本　敬三 教授（民法）
「法体系における私法の役割」という観点から，憲

法と私法の関係，契約規制の法理，不法行為法の
再構成を中心に研究しています。

山田　文 教授（民事手続法）
民亊紛争解決手続（訴訟外手続を含む）について，
制度論的・法解釈論的なアプローチで研究してい
ます。

岡村　周一 教授（行政法）
行政訴訟法その他行政法の諸問題の研究。

新川　敏光 教授（政治過程論）
福祉国家の構造，その発展と再編の政治について，
比較論的に研究しています。

塩見　淳 教授（刑法）
市民の安全確保と自由領域の保障とをともに充たし
うるような刑法を求めて研究・教育を行っています。

中西　康 教授（国際私法）
国際民事手続法の基礎理論及び欧州統合における
法の役割について研究しています。

小野　紀明 教授（政治思想史）
特に 20 世紀の西洋政治哲学を哲学や芸術思潮と
関連させながら研究している。他方で，今日の社会
的問題に積極的に対応しようと試みる現代規範理
論も，政治思想史を基礎として考察しています。

川濵　昇 教授（経済法）
独占禁止法と証券取引法を中心に経済法の全般を
法と経済学の手法も利用しつつ分析しています。

服部　高宏 教授（ドイツ法）
現代ドイツにおける法形成過程に関する研究。ケア
の法制度化をめぐる諸問題に関する研究。

林　信夫 教授（ローマ法）
ローマ社会における契約法を中心に，法の存在態
様，展開過程の歴史的メカニズムの解明に取り組ん
でいます。

村中　孝史 教授（労働法）
雇用されて働いている人たちの労働条件や，労働
組合をめぐる法律関係について，教育・研究を行っ
ています。

伊藤　孝夫 教授（日本法制史）
日本法制史全般にわたる諸問題，日本近代法の形
成と展開。

淺田　正彦 教授（国際法）
国際法上の諸問題につき軍縮や武力行使，国連の
制裁などを素材として研究しています。

秋月　謙吾 教授（行政学）
中央地方関係にかかわる官僚制の研究。

大石　眞 教授（憲法）
民主制・議会制度を中心とした憲法学の研究を行
うとともに，日本憲法史や宗教法制などを考察して
います。

潮見　佳男 教授（民法）
民事責任の基本問題。

横山　美夏 教授（民法・フランス法）
所有に関わる法律問題について，フランス法と日本
法とを比較検討しながら研究しています。

伊藤　之雄 教授（日本政治外交史）
日本の政党政治や外交の発達過程や近代・現代国
家の展開と共に，伊藤博文・原敬・吉田茂などの有
力政治家を考察しています。

亀本　洋 教授（法理学）
正義論と法学方法論を中心に，法理学または法哲
学と呼ばれる分野の研究と教育を行っています。

中西　寛 教授（国際政治学）
国際政治の歴史的展開。

山本　豊 教授（民法）
契約の内容規制，消費者契約，電子契約など現代
契約法の先端的問題の研究。

酒巻　匡 教授（刑事訴訟法）
刑事手続法の基本問題。

佐久間　毅 教授（民法）
権限のない者がおこなった契約などの取引の効力を
どのように考えるべきかを，主に研究しています。

寺田　浩明 教授（中国法制史）
伝統中国における法（成文法や裁判や契約）のあり
方を比較法制史的視点から研究しています。

山本　克己 教授（民事手続法）
民事手続法の基本問題。

笠井　正俊 教授（民事訴訟法）
民事訴訟における審理の在り方，専門的知見を要する
訴訟に特有の問題等を中心に研究を進めています。

髙木　光 教授（行政法）
行政活動を適正妥当なものにするための法的ルー
ルはいかにあるべきかを研究しています。

岡村　忠生 教授（税法）
国際課税の諸問題，特に多国籍企業への課税や，
個人所得課税の基本問題について，研究を進めて
います。

唐渡　晃弘 教授（政治史）
ヨーロッパ政治外交史，とくに民族問題と国民国家
の研究。

前田　雅弘 教授（商法）
株式会社の適切な管理運営を確保するために，法は
どうあるべきかという問題を中心に研究しています。

土井　真一 教授（憲法）
憲法の基本原理，とりわけ法の支配と司法権・違
憲審査制論について，研究を行っています。

木南　敦 教授（英米法）
アメリカ合衆国の法制度について比較という観点を
取り入れて研究しています。憲法，信託法，小切手
法といろいろ取り上げています。

洲崎　博史 教授（商法）
保険契約法の基本問題。

酒井　啓亘 教授（国際法）
国連の平和維持機能を国際法の観点から研究して
います。

鈴木　基史 教授（国際政治経済分析）
国際紛争・協調の実証的・理論的分析。

毛利　透 教授（憲法）
民主主義と表現の自由の基礎理論，統治機構改革，
憲法訴訟論などを研究しています。

建林　正彦 教授（政治学）
選挙制度や執政制度などの政治制度と，政党組織
や議員行動との関係について研究しています。

真渕　勝 教授（公共政策）
日本官僚制の研究。とくに経済官庁が対象である。
ゼミでは市町村合併や年金など，近年話題になっ
ている政策テーマが取り上げられています。

北村　雅史 教授（商法）
企業の健全性確保の見地から，経営者の義務・責
任や経営機構に関する会社法制のあり方について
研究しています。

髙山　佳奈子 教授（刑法）
因果関係や故意・責任能力といった犯罪の成立要件，
および犯罪に対する刑罰のあり方を研究しています。
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卒業後の進路
　京都大学経済学部はすでに 80 年余の歴史があり，
多数の個性的な人材を社会に送り出してきました。学
界のリーダーとして多数の優れた研究者を出してきま
したし，政界・実業界のトップリーダーも少なくありま
せん。毎年約 1 割の学生は大学院へ進学しています。

 経済学部で取得可能な資格
　大学を除くすべての国公立，私立学校の教員となる
ためには教育職員免許状が必要です。経済学部は教員
免許状についての課程認定を受けており，教育職員免
許法に定められた所要の単位を修得すれば，次の種類
の免許状が取得できます。

高等学校教諭：「地理歴史」，「公民」，「商業」
中学校教諭：「社会」

就職先の例
三菱商事／伊藤忠商事／三井物産／住友商事／三菱
東京ＵＦＪ銀行／みずほフィナンシャルグループ／三
井住友銀行／三井住友信託銀行／池田泉州銀行／野
村證券／トヨタ自動車／パナソニック／電通／有限責
任あずさ監査法人／有限責任監査法人トーマツ

新たな「発見」をしたい人に…

経済学部
4 回生
毛利　浩明 さん

「自分らしさの実現」

経済学部
4 回生
田窪　裕美子 さん

「求めるものが見つかる場所」
2005 年卒業
公認会計士
 （新日本有限責任監査法人勤務）
天野　丈 さん

「帰りたくなる場所」

2010 年卒業
サントリー食品株式会社勤務
朝岡 あゆ美 さん

　京都大学経済学部の魅力は経済学から経営学，数
学や会計学など，経済学部としては他大学に類をみな
いほど幅広い科目を自由に履修できることです。
　私も最初は経済学がカバーする学問的な範囲の広さ
に驚きましたが，さまざまな分野を勉強する中で，現在，
ゼミでファイナンス工学を専攻し，昨今の金融危機を
踏まえたリスク管理について勉強しています。
　また，私の知り合いのなかでは大学の制度を利用し
て留学したり，国際系のサークルで海外まで行って活
動する人が多く，京大には国際社会に飛び出す志があ
る人に応える環境も整っているといえるでしょう。
　以上のように京都大学経済学部は，自由な校風の下，
やる気・志のある人が求めれば経済学や経営学の幅広
い知識や切磋琢磨する友人など，想像もしないほどた
くさんのものが得られる場所です。

　京都大学の 1 番の特徴は「自由な校風」です。サー
クル活動やバイトに打ち込んだり，外国に留学したり，
学びを追求したりと，それぞれが自分の思い描く大学
生活を実現することができる環境です。私自身も思い
立ってすぐに旅行にでかけたり，興味のあることを他
学部の授業に出て学んでみたりと，この自由な環境を
享受しています。私の周りもそれぞれが思い思いに大
学生活を楽しんでいる人ばかりです。また，個性溢れ
る様々な人との出会いがあり，様々な経験を通して日々
成長する自分を実感しています。自由な環境であると
同時に自分の学びたいことを深く掘り下げていく環境
も京都大学には備わっています。ぜひ，みなさんにも
京都大学で自分らしい充実した大学生活を送ってほし
いです。

　私は，京大経済学部の自由で開放的な学風の下，
学部時代は島本ゼミで金融論やマクロ経済学を学び，
大学院時代は徳賀ゼミで会計学を学びました。
　そのような学生時代に得た私の財産は，深い学識を
基にアドバイスしてくださる先生方から学んだ無知の
知に基づく真摯な態度と知的で自由な議論を戦わせ
たゼミの先輩や仲間たちから学んだ深い探究心の大
切さです。
　私は，現在，公認会計士として上場企業などの財務
諸表監査の仕事をしています。公認会計士にとって，
深い専門知識をもとにした真摯な態度によりお客様か
ら信頼されることや，新しい専門的な問題にキャッチ
アップしていくことが非常に重要ですが，私は，京大
経済学部で学んだ経験を糧に，日々精進しています。
　皆さんが京大経済学部で何を学ぶかは自由ですが，
求めるものが必ず見つかるでしょう。

　私にとっての京都大学は，慣れ親しんだ思い出がた
くさんあり，くじけそうになったときには励ましてくれ
る人がいる場所です。また，ゼミや授業から学ぶ知識，
友人や先生と交わす会話など，何気ない日常の中に，
たくさんの成長のヒントが詰まった場所でした。今で
も帰省のついでにルネ（食堂）に寄ってパフェを食べ
たり，ゼミの同期と長電話をしていると，時折大学生
活の続きをしているような気分になるときがあります。
　私はこの春から飲料メーカーで働いています。黒烏
龍茶のマーケティングをする部署に配属となり，キャン
ペーンの運営や，消費者調査への同席など，新しいこ
とずくめの毎日です。そしていつかは自分が開発した
商品が京大生協に並び，今これを読んでくださってい
るあなたにお届けできる日が来ればいいな，なんて思っ
ています。

経済学部が望む学生像

　経済学部の教員たちは，経済学・経営学の教
育は，すぐに役立つ知識を与えることではなく，
学問的基礎のうえに柔軟な思考力と創造性を備
えさせることだと考えています。そのため，大
学において意欲をもって学び，社会に出てから
の経済活動においても自分を成長させ続けよう
ようとする学生を望みます。経済学部は，これ
まで，産業・経営・学術・行政などの領域で活
躍する人材を多数生み出しました。経済学部は，
このような良き伝統を継承し，そこに自分なりの
発展を付け加えようと意欲する学生諸君が入学
してくることを望んでいます。
　なお，経済学部は，平成 21 年度入試から高
等学校の文系の教育課程に対応した一般学力検
査による選抜（190 名）だけでなく，理系の教
育課程に対応した学力検査による選抜（25 名），
論文を重視した選抜（25 名）にも定員の一部を
割いています。それは，数学などに現れる理科
的才能や読解力と結びついた論文作成に現れる
文科的な才能が経済学にむすびつくことを期待
しているからです。

経済学部への誘い

伝統性と先端性の統合
　本学の経済学部は 1919（大正 8）年に法学部

（法科大学）から別れて誕生しました。法学部の
時代にもすでに 1899（明治 32）年から経済学
関連の講義がスタートしていましたから，その歴
史は日本でも一，二という伝統をもっています。
この長い歴史の間に京都大学経済学部は，多数
の著名な研究者を輩出し，また個性的な実業界
のリーダーや各方面で活躍する優れた人材を送
り出してきました。さらに，本学部はたえず先端
的な分野の拡充をはかってきました。最近の例
をあげると，2006 年に経済学部・経済学研究科
を母体として，新たに MBA 取得コースとして経
営管理大学院を開設しました。

自学自習と少人数教育の重視
　京都大学は自由闊達な気風を求める「自由の
学風」を歴史的に育んできましたが，経済学部
も学生の自学自習・自発自啓を基本精神として
います。学部科目はすべて選択科目であり，必
修科目はありません。経済学や経営学の専門科
目だけではなく，隣接分野である法学・政治学
科目を含めて，幅広い分野から自主的に選択し，

自由に学ぶことができます。また，大学院との
共通科目や，経験豊かな社会人講師による講義
も開講しています。
　また，本学部では，創立以来，演習（ゼミナール）
制度を重視し，少人数の学生と担当教員による
対話型学習システムをつくってきました。ゼミ
ナールは，学生が共同学習と討論を通して最も
成長できる場であるとともに，親しい友人をつ
くる絶好の場です。卒業後もゼミナール単位で
の同窓会が盛んに行われています。

多様性と国際性
　本学部は，論文入試をはじめ，留学生入試，
外国学校出身者入試，3 年次編入学入試など，
国立大学のなかで先んじて，多様な入試制度を
導入してきました。そのねらいは，多様な経験
をもった学生の能力を一層高めるとともに，多
様な学生同士が刺激し合いながら相互に切磋琢
磨し，豊かな教養と人間性，国際感覚を身につ
けることにあります。ちなみに，留学生の比率は
大学院生を含めると京都大学のなかでは最も高
く，国際性にあふれる学部です。

［写真］川北教授のゼミ風景

経済学部のホームページ :

http://www.econ.kyoto-u.ac.jp/
入学についてのお問い合わせ : 
経済学部教務掛　tel. 075-753-3406

経済学部の教育

●4 つのコースを設置
　経済学部は，経済と経営，経済学と経営学の相互

依存関係を重視して，平成21 年度から経済学科と

経営学科の2 学科を経済経営学科1 学科に統合し

ました。学科による区別のない1 学部1 学科の体制

のもとで，「理論・歴史コース」「政策コース」「マネジ

メントコース」「ファイナンス・会計コース」という4

つのコースが示されていて，そのガイドにしたがっ

て専門科目を履修することによって，コースそれぞ

れの特性に応じた専門化がはかれるようになって

います。1 学年は前期と後期の2 セメスターにわか

れ，1 セメスターにわたり毎週1 回の授業を履修し

て試験に合格すれば2 単位が得られます。学部科目

はすべて選択科目ですが，入門科目，専門基礎科目，

専門科目I，専門科目II と年次配当によって階層化さ

れています。

●第1 学年で学ぶこと
　第1・第2 学年では「全学共通科目」と呼ばれる

教養科目を主として履修します。これと並行して第

1 学年では，全学共通科目によって語学学習や教養

学習をおこなうだけでなく，入学したばかりの学生

に，不足した知識を補い，自立した学習力をつけさ

せるための「入門演習」と9 つの入門科目（ミクロ

経済学入門，マクロ経済学入門，社会経済学入門，基

礎統計学，経済史・思想史入門，現代経済事情，経営

学入門，会計学入門，情報処理入門）によって，経済

学・経営学の専門学習のための準備をすることに

なります。

●第2 学年から学ぶこと
  第2 学年からは「専門基礎科目」及び「専門科目I」

の授業群，第3 学年からは「専門科目II」の授業群が

取れるようになります。

　第3 学年以上になると，経済学・経営学の専門科

目だけでなく，法学部が提供する法学や政治学の科

目もとれるようになります。また，高度な学習を求

める学生には，大学院と橋渡しする大学院共通科目

も履修できます。

●少人数ゼミナール
　京都大学経済学部で重要な役割を果たしている

のは演習（ゼミナール）です。指導教員の指導のも

とで，少人数の学生同士で，様々な具体的テーマに

ついて報告・討論しながら，問題の本質を捉えるべ

く共同で学習します。ゼミナールにおいて，自発的

な参加意欲や勉学意欲をつちかい，コミュニケー

ション能力を高めることができます。ゼミナールで

の主体的な勉強を通じて身につけた能力は，一生

役立つと思います。ゼミナール参加者は，第4 年次

に卒業論文を提出することができます。

●「自学自習」と学問の自由
　大学での勉強は基本的に「自学自習」です。つま

り自分で問題を見つけ，自分でものを考え，自分で

その解決を見つけ出すことが求められます。また，

大学を支える基本原理は「学問の自由」です。自由

があるから多様な考え方が生まれ，科学は進歩し，

社会の要請に応えることができるのです。自由な学

問を行うためには学問の伝統のなかで育まれてき

たものをしっかり勉強する必要があります。自由に

絵を描くためにはしっかりとデッサンの修行を積

まなければならないことと同じです。経済学の考え

方を学ぶことができれば，社会のどのような立場に

あっても迷うことなく判断できる力を得ることが

できると思います。このような意味で，自由に学ぶ

ことのできるところが京都大学経済学部です。



入門科目紹介 講座・教員一覧
ミクロ経済学

　市場メカニズムのもとで経済行動を分析
する学問を「ミクロ経済学」と言います。ミ
クロ経済学の起源は 19 世紀から 20 世紀
にかけて登場した最大化原理を基礎に置く
完全競争モデルまでさかのぼります。しか
し現代経済は大企業による寡占化の道をた
どり，完全競争の虚構性が批判されるよう
になりました。そこで将棋のように戦略的
に意思決定する「ゲーム理論」が登場しま
した。ゲーム理論を中心にした現代ミクロ
経済学はたくさんの応用経済学の基礎ツー
ルとなっています。医療・福祉経済学，マー
ケティング経済学，情報・通信経済学，都
市・交通経済学，企業・組織経済学，環境
経済学のような先端分野で，ミクロ経済学
が役に立っています。

マクロ経済学

　マクロ経済学は経済活動を大きな視点か
ら分析する経済学の 1 分野です。大きな視
点というのは，つまり，その分析対象が特
定の個人，企業，産業の経済活動ではなく，
1 国経済や世界経済全体だということです。
なぜ経済は好況と不況を繰り返すのか，政
府は景気の変動を抑制するためにどのよう
な政策を採ればよいのか，なぜ産業革命以
降先進国は産業構造の転換を果たし所得
の大きな上昇を達成できたのか，それに対
し多くの発展途上国が農業中心の経済構造
から脱却できず所得の低い状態にあるのは
どうしてなのか，といった疑問をもったこと
があるでしょう。マクロ経済学が取り組んで
いるのは，これらの疑問により正確な答え
を与えることだといえます。

社会経済学

　もともと「社会経済学」は，スミス，リカード，
マルクスなど古典派と呼ばれる人たちの経
済理論の名称でした。かれらは，経済分野
だけでなく政治や文化などの分野に及ぶ広
い社会的視座をもつとともに，数世紀に及
ぶ歴史を考察する長期的視野をもっていま
した。しかし，20 世紀に入ると，大量生産
技術の成立といった技術面の変化や，巨大
企業の出現といった組織面の変化によって，
古典派経済理論の有効性は低下しました。
このような資本主義の変化をふまえて，新
たな理論を作ったのはケインズとカレツキ
です。現代の社会経済学は，古典派経済学
者たちの社会的歴史的視点とケインズとカ
レツキの理論とを結合して，現代資本主義
の構造や制度を分析します。

基礎統計学

経営学

　統計学は元々は国家の為政者が行政のた
めに必要とした，資料を提供するための方
法だった様です。人口，所得，耕地面積等
の資料を収集し，整理し，一国の国力を測
ることなどが当初の目的でした。今日では，
データの処理にも幅があり，行政だけでな
く，商業，そして，株式や為替におけるよう
な売り買いに直接結びつく統計，など応用
は様々です。基礎統計学では，記述統計学
と数理統計学によって成り立つ二つの領域
を概観します。前者では，物価指数など，
実務上よく使われるツールの説明をします。
後者では，データに関する様々な推定や，
仮説に関する検証を学びますが，多少とも，
数学的です。この講義では，このような最
も基礎的なツールを学ぶことも，非常に重
要です。

　経営学は，広く経営現象を研究する学問
です。「経営」とはある目的を達成しようと
する事業について，それを計画し，指揮し，
管理する活動です。その対象は民間企業の
経営が従来の中心でしたが，近年は病院や
政府，地方自治体などの社会的部門でもそ
の経営の善し悪しが問題にされるので，広
がってきています。企業の経営でさえ単純
に利益だけを目的として行われておらず多く
の人が利害や欲求の関連の下に動いていま
すので，経営は複雑なシステム現象であり，
それを研究する経営学も非常に複雑な理論
体系となってきています。経営学は企業だ
けではなく病院や政府，NPO などを経営す
ることの難しさとその醍醐味を理解させてく
れると思います。

経済史・思想史

会計学

　温故知新という言葉を知ってますか ? 昔
のことから新しいことを知る，経済史や思
想史とは，まさにそんな学問です。このふ
たつの分野は，現在の経済社会や経済学
を歴史的に眺めることで，経済や社会に関
する「忘れ去られた課題」を再発見し，併
せて「新しい課題」や「経済学のあり方」を
構想します。例えば，ある国が経済大国に
なる過程の分析からその秘訣や条件そして
様々な問題点を学んだり，ある企業の発展・
没落から経営とは何かと考えてみたり，また，
人間が集団形成するときの諸問題を把握す
ることで理想社会について提言したりしま
す。歴史的な発想法を身につけて，当たり
前だった日常の「新たな可能性」について一
緒に考えてみませんか。

　会計学は，「事業の言語」といわれる会
計を対象として発達した学問です。会計の
仕方がかわれば事業の見え方もかわるた
め，どのような考え方に基づいて事業活動
を認識し表現すべきかという問題が重要に
なります。会計学は，現実の会計を正確に
理解するとともに，望ましい会計について
考えてきた学問です。会計は，社会会計・
国民経済計算といったマクロ会計と，家計・
企業会計・非営利法人会計・公会計といっ
たミクロ会計に分類されます。また，会計
情報の利用者の相違によって，企業外部の
株主や債権者などに対する財務会計と経営
者などのための管理会計に分類されており，
それぞれに対応して財務会計学と管理会計
学が発達しています。

現代経済事情

情報処理

　人間の社会を扱う以上は，経済学は経済
的・社会的問題の解決という目的意識から
無縁ではありえません。これは「政策関心」
と言い換えることもできるでしょう。経済政
策論，財政学，金融論，社会政策論，世界
経済論，公共経済学など，「現代経済事情」
の諸講義は，いずれも「現代の社会問題や
経済問題を素材に考える」という共通項を
持っています。経済問題に対しては通常さ
まざまなアプローチがあります。複雑な社
会現象そのものを理解する際には，やはり
総合的・多面的な分析視角が必要となりま
す。「現代経済事情」の諸講義に共通する
ねらいは，現実の経済問題などへの感受性
と複眼的な見方を養うことにあります。

　情報処理とは人間の意思決定活動であり
社会活動そのものです。またインターネット
やコンピュータなどの情報通信技術は，こ
のような活動を支援する道具です。今では，
情報通信技術の急速な発展が社会を大き
く変え，情報通信技術なくしては企業の経
営が成り立たなくなってきています。情報処
理は，単に，経済学や経営学を学び，理解し，
分析するためだけに活用されるのではあり
ません。コンピュータシミュレーションによっ
て社会や組織を解析し，あるいは未来を予
測するといった新しい方向も生まれていま
す。情報通信技術と情報処理は，経済学や
経営学と深く関係し，今後の発展が期待さ
れる分野なのです。

専門科目

特殊講義

1・2 回生 2 回生～

「特別科目」及び「演習」

3 回生～

留学生対象科目

応用計量経済学，国際財政論，思想史の方法と対象，応用ミクロ分析とゲーム論，経済情報調査論，
社会経済学・理論Ａ，経済学のための数学，現代マーケティング，企業金融のフロンティア，金融資本市
場論改革論，財務戦略論，Ｍ＆Ａ理論と実際，京都経済論，先端バンキング論，実践簿記Ⅰ，実践簿記Ⅱ，
実践簿記Ⅲ，実践簿記Ⅳ，アセットマネジメントの実務と法，官製金融と民間金融概論，投資銀行業務
とグローバル戦略，ケーススタディ環境政策実務，ツーリズム産業論，社会的病理の解決手法，イノベー
ション政策，金融危機後のリスクマネジネント

●入門演習
●入門科目
ミクロ経済学入門，
マクロ経済学入門，
社 会 経 済 学 入 門，
経済史・思想史入
門，現代経済事情，
経営学入門，会計
学入門，基礎統計
学，情報処理入門

●専門基礎科目
ミクロ経済学 1，ミクロ経済学 2，マクロ経済学 1，マクロ経済学 2，社会経済学 1，
社会経済学 2，経済史 1，経済史 2，経済政策論，財政学，金融論，計量経済学，
経済統計学，経営学原理，経営戦略，経営組織 1，経営組織 2，マーケティン
グ 1，マーケティング 2，経営財務，会計学 1，会計学 2
●専門科目 I
社会思想史，日本経済論，公共経済学，社会政策論，経済数学 1，経済数学
2，経営史，財務会計，管理会計，組織経済論，情報処理論 1a，情報処理論
1b，情報処理論 2a，情報処理論 2b，経済学史，日本経済史，欧米経済史，
工業経済論，農業経済論，国際経営史，証券投資論，派生証券論，ファイナ
ンス工学，保険論，比較経営論，IT ビジネス論，行動経済学，開発経済論

外国経済書講読，演習，
卒業論文

●専門科目 II
経済哲学，意思決定論，計画理論，経営情報論，アジア経済史，ヨー
ロッパ経済論，比較経済システム論，市場経済移行論，地域産業論，
地域開発論，租税論，公共政策論，地方財政論，財政政策論，医療
経済学，交通経済論，情報・通信産業論，現代経済思想，産業組織論，
産業・企業成長論，東アジア経済論，現代日本産業論，人的資源管
理論，オペレーション・マネジメント，都市経済学，流通論，会計監
査論，経営分析論，原価計算論，国際会計論，国際経営論，世界経
済論，国際経済学，国際金融論，労働経済論，国際農政論，金融政策，
イノベーション・マネジメント概論，市場構造と企業戦略，環境経済論，
事業創成，動学的マクロ経済分析

基礎経済比較論，基礎企業ガ
バナンス論，基礎人的資源論，
基礎組織行動論

専攻名 講座名 准教授 助教教授 講師 助手

経済理論

統計・情報分析

歴史・思想分析

比較制度・政策

金融・財政

市場動態分析

現代経済学

国際経営・経済分析

経営管理・戦略

市場・会計分析

事業創成

ファイナンス工学
ビジネス科学

プロジェクトセンター

遊喜　一洋

若井　克俊

佐々木　啓明

飯山　将晃

矢野　剛

坂出　健

竹澤　祐丈

神事　直人

ディミター・ヤルナゾフ

敦賀　貴之

稲葉　久子

菊谷　達弥

曳野　孝

草野　真樹

白井　亨

小島　專孝

宇仁　宏幸

田中　秀夫

堀　和生

渡邊　純子

岡田　知弘

久本　憲夫

岩本　武和

黒澤　隆文

久野　秀二

植田　和弘

島本　哲朗

西牟田　祐二

諸富　徹

成生　達彦

塩地　洋

根井　雅弘

依田　高典

劉　徳強

宇高　淳郎

武石　彰

若林　靖永

藤井　秀樹

文　世一

末松　千尋

若林　直樹

澤邉　紀生

日置　弘一郎

徳賀　芳弘

椙山　泰生

江上　雅彦

松井　啓之

加藤　康之

石水　喜夫

末石　直也

北田　雅

ナ　ヒギョン

経済学
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科目履修の時系列的な目安
※色の濃い（＊の多い）マスほど履修の必要性が高いことを意味しますが，学修の効果という視点で判断したものであり，
例外は多々あります。※専門基礎科目は自然科学の基礎的事項を扱い，専門科目を履修する上で基礎となる科目です。

一回生

* * * * *
* * * * *
* * *
* * * * *
* *

二回生

* * * * *
* * * * *
* *

* * * * *
* * *

系

登

録

三回生

* * *

*
* *
* * * *
* *

四回生

* * *

*
* *

* * * * *
* * * * *

単位数
16～24

10～12

0～ 4

24～38

82～54

一般教養科目

外国語科目

保健体育科目

専門基礎科目

専門科目

卒業研究科目（専門科目）

2011 年度実績

就職
10.5%

その他 4.3%

進学（大学院等）
85.2%
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Faculty of Science

卒業後の進路
　卒業後大学院に進学する者が全体の 5 分の 4 以上に
達し，博士の学位取得者は毎年 100 人を超えています。
卒業後民間企業等に就職し専門的・技術的職業に従事
する者は全体の 10 分の 1 程度です。

理学部で取得可能な資格
　理学部では，教育職員免許状の高等学校教諭一種
免許状（数学・理科）と中学校教諭一種免許状（数学・
理科）の課程認定を受けています。
　数理科学系・物理科学系・地球惑星科学系の卒業者
については，測量法施行令第 14 条第 1 項に規定する「相
当する学科」としての認定を受けていますので，所定の
科目を履修することにより，測量士補の資格を取得する
ことが可能です。
　また，学芸員資格についても，必要な科目を修得する
ことにより取得することが可能です。

保険数学について
　アクチュアリーサイエンスとは，保険や年金などにおけ
る将来のリスクや不確実性の分析・評価の方法を，数理
的手法を用いて研究する学問分野です。数理科学系で
は，日本アクチュアリー会との連携のもと，企業で指導
的な立場でアクチュアリーとして豊富な実務経験を持つ５
名の客員教授を招聘し，学生が，生命保険や損害保険
についての講義・演習を通してアクチュアリー試験のため
の基礎知識を修得することができるようにしています。

就職先の例
リコー IT ソリューションズ／島津ビジネスシステムズ
／キリンビバレッジ／ワークスアプリケーションズ／
日本中央競馬会／住友生命保険相互会社／かんぽ生命
保険／辰巳化学／楽天／富士通関西システムズ／丸紅
／わだち／三井住友カード／森紙業／駿河台学園／丸
全昭和運輸／アビームコンサルティング／三井住友ト
ラスト・グループ／ヤマトロジスティクス／リードケミ
カル／豊田自動織機／日立物流／公立学校教員／私立
学校教員／地方公務員

「自由な創造を育む学び舎」

理学部
生物科学系 4 回生
三品　達平さん

「自由な選択と自発性」

理学部
物理科学系 4 回生
天目　直宏 さん

 「京大理学部で自分探し」
2011 年数理科学系卒業
理学研究科数学数理解析専攻 
修士課程 ２回生
福本　佳泰 さん

「多様な人たちとの邂逅」
2011 年地球惑星科学系卒業
理学研究科地球惑星科学専攻
修士課程 ２回生
真鍋　和大 さん

　京大理学部では 3 回生から各系に分かれます。現在，
生物科学系で魚類の研究をしておりますが，1，2 回生
で生物以外の分野の知識も深め他分野に貴重な友人
を作ることができたおかげで，彼らと分野の垣根を越
えた議論を楽しむことができ，それが素地となって自
由な発想を得る事に大いに役立っています。
　生物科学系では実験手法を習得するために実習が多
くあります。様々な研究室を巡り実際的な研究に触れ
る事ができるため，配属される研究室を安心して選択
することができました。また，学生の自主性が尊重さ
れており，気軽に友人とゼミを開き学び合うことがで
きます。
　京大は研究者を志す人には最高の環境です。最前線
で活躍される先生方，同志の学友，豊富な蔵書，論文
へのアクセス。自由な創造を育む制度が完備されてい
ます。この学び舎で共に科学の叡智を探求しましょう！

　まず京都大学理学部の魅力は，何といっても「自由
な選択」にあると思います。理学部では３回生になる
前に数理科学系・物理科学系・化学系・生物科学系・
地球惑星科学系の中から１つだけ系を選ばなくてはな
りませんが，それまでに様々な科学を知り，自分の進
路について考える時間が十分に与えられます。そして
段階的に，研究現場にだんだんと近づくことが出来る
ようになっています。
　しかしながら，理学部では各々の「自発性」が大き
く問われます。例えば理学部では「自主ゼミ」と呼ば
れる，仲間を見つけて自分たちで教科書を選んで勉強
会をするということが学生の間でよく行われています。
教員から講義や指導を受けるだけではなく，自分から
進んで勉学・研究をすることが求められています。
　好奇心旺盛な人，何でも果敢に挑戦できる人に是
非来て欲しいです。

　専攻する分野を 2 回生終了時に決める制度は京大
理学部の大きな特徴と言えます。
　私は現在，数学を専攻していますが入学した当初は
物理志望で，更に量子化学や地学にも興味がありまし
た。1，2 回生の間にかなり幅広い分野の講義に出て
いた私は，この制度にかなり救われたと言えます。そ
して色々試した結果，完全に理論のみで突き進む数学
こそ，自分が本当にやりたかったことだと気付きました。
　高校での学習と大学での研究が全く違うことはよく
聞くと思いますが，どう違うかまでは実際に触れてみ
ないとわかりません。だからこそ幅広い講義を選択で
きるのには大きな価値があります。
　なので京大理学部へは，自分が研究するのはこれだ
と決まった状態で来る必要はありません。むしろやり
たいことが沢山有る状態で来てください。

　全国から集まったいろいろな人にあってみたいなぁ
と思ってやってきました。予想以上に多様なバックグラ
ウンドを持つ人達に出会え，世界が広がった（別世界
にひきずりこまれた？笑）ように思います。そういった
人達と分野を超えて自主ゼミを行ったことが今の研究
の基礎になっています。科目の制限はごく小さいので
自分の自由にカリキュラムを組めます。
　また座学だけでなく，研究室で使ってるのと同じ装
置を用いた実験や阿蘇や別府といった日本各地での実
習もあります。大学の先生は無愛想のように見えます
が，質問しに行くと喜んで答えてくださる方が多く，実
習の際は普段よりも深い話ができるのも好きでした。
大学の周りでも鴨川や吉田山など素敵な場所があり，
そこにも新たな出会いが埋もれています。
　ぜひ自分の視野を広げ物の理を追究してください。

理学部への誘い

　自然はどのようになっているか，そして自然は
なぜそのように成り立っているのか，自然を動
かす法則は何なのか，私達人間はしばしばこう
いう疑問を抱きます。理学部は，答えを誰も教
えてくれないような自然への疑問を持つ人達が，
自然の声に耳を傾け，疑問を解く喜びとともに，
さらなる自然の深い秘密に接することを楽しむ
学部です。
　理学部は，京都大学の中でも最も長い歴史を
もつ学部で創立以来何度かの改革を行ってきま
したが， 最近の大きな改革は 1994 年に理学科の
みの一学科制が発足したことです。この制度は，
多岐にわたる学問分野を学ぶ過程で自らの適性
を発見し，それに応じた専門分野の選択を可能
にし，同時に従来の学問分野の枠組みにとらわ
れない人材の育成を意図しています。3 年次，4
年次において，各専門分野に分かれ，少人数ゼ

理学部が望む学生像

・  自由を尊重し，既成の権威や概念を無批判に受け入れない人
・  自ら考え，新しい知を吸収し創造する姿勢を持つ人
・  優れた科学的素養，論理的合理的思考力と語学能力を擁し，粘り強く問題解決を試みる人

ることによって，専門分野を学ぶための基礎を養う

とともに，幅広い学問に接して高い教養を身につけ，

人間としての視野を広げるよう工夫されています。

　全学共通科目に関しては，以下のように大まか

に言って A ～ D の 4 群とそれらの組み合わせほか

から成っています。 

　A 群科目　　  人文科学及び社会科学系科目 

　B 群科目　　  自然科学系科目 

　C 群科目　　  外国語科目

　D 群科目　　  保健体育科目 

少人数クラスを設け履修を円滑に進める。

　系登録するには，所定の科目の単位を 2 年次の

終わりまでに取得する必要があります。必要な単

位数や科目履修の進捗などで不明なところがあれ

ば相談できるよう，理学部教員 2 人が対応する少

人数クラス（10 数名）が設けられています。

3 年次から 4 年次にかけては主として専門科目 を

履修する。

　理学部は理学科 1 学科とし，この学科には 5 つ

の系が設けられています。これらの系は，おおよそ

次のような専門分野と対応しています。

　数理科学系：数学 

　物理科学系：物理学，宇宙物理学 

　地球惑星科学系：地球物理学，地質学鉱物学 

　化学系：化学 

　生物科学系：動物学，植物学，生物物理学

　系登録は，2 年次の終りの時期に行います。3

年次では，これらのいずれかの系に属し，その系

が担当する課題演習を履修し，4 年次においては

卒業研究（講究（数理科学系）または課題研究）

を履修します。 

　学部科目としては，専門基礎科目と専門科目と

があります。これらの科目の数は多く，広い分野に

わたって履修することが可能です。特に専門科目は

履修単位の上限はありません。これは広く浅く学ぶ

ことを薦める意図ではなく，年次とともに履修科目

の専門化の程度を進めて，自己に適した専門的課

題を見つけて，それに関連する分野の科目を重点

的に履修し易くするためのものです。

4 年次では卒業研究に取り組む。

　4 年次では，数理科学系では講究と呼び，他の

系では課題研究と呼ばれる卒業研究が必修科目に

なっています。この科目の履修においては，学生は，

個別に教員の指導を受け，研究の手法を学びつつ，

課題の追求とその結果をまとめる基礎力をつけま

す。この学習を通じて，専門分野の研究の現場に

触れることが期待されています。

学部 3 年次から大学院への入学について。

　大学院理学研究科は，数学・数理解析専攻と化

学専攻においては，大学に 3 年以上在学した者で

所定の科目とそれを優秀な成績で単位取得したと

理学研究科が認めた者には，大学院修士課程の出

願資格を認めています。また，全ての専攻の修士

課程または博士後期課程において，特に優秀と理

学研究科が認めた者に，それぞれ，1 年で修士の

学位が，または修士課程と合計して 3 年の在学で

博士の学位が授与されることがあります。

ミや実験・実習を通じて更に深く学問的教養を
身に付けます。学生の自ら学ぶ意欲を尊重し，
育てていく教育方針が基本です。
　京都大学理学部は，国内国外において著名な
多数の独創的研究者を輩出してきました。その
中にはノーベル賞やフィールズ賞のような国際
的に最高レベルとされている賞の受賞者も含ま
れています。
　また，理学部には霊長類研究など新しい研究
分野を幾つも開拓してきた伝統が今でも息づい
ています。こうした学問の創造や開拓は，研究
や教育に対する自由な雰囲気の中で生まれ育つ
ものであり，一朝一夕でつくられるものではあり
ません。このような環境において，グローバル
COE 拠点として，3 つの教育研究計画が評価され，
プロジェクト遂行のため活動しています。

理学部の教育

● 理学部の教育理念
教育目標

・   自然科学の基礎体系を深く習得し，それを創造

　的に展開する能力の養成

・   個々の知識を総合化し，新たな知的価値を創出

　する能力の養成

教育の特徴

・   自由な雰囲気の下で学問的創造を何よりも大切

　にし，自律的学修が推奨される学風

・   理学科のみの 1 学科制

・   緩やかな専門化を経て，研究の最前線へ

● 理学部の教育方針
1 年次・2 年次では，主として全学共通科目と専門

基礎科目を履修する。 

　1 年次から 2 年次にかけては，全学共通科目で

ある一般教育科目，外国語科目，保健体育科目な

どと，学部科目のうち専門基礎科目を主として履修

します。これらの科目は，大学院人間・環境学研

究科及び理学研究科を実施責任部局として全学部

ならびに研究所，研究センターなどにより，全学部

の学生を対象に開講されています。また，講義以

外にも演習，ゼミナール，講読，実験，実習など

様々な形で授業は行われ，これらの科目を履修す

［写真］数理科学系の講義風景

理学部のホームページ :

http://www.sci.kyoto-u.ac.jp/
入学についてのお問い合わせ : 
理学部学部教務掛　tel. 075-753-3637



［写真］化学系の実験風景

各系の紹介 専門科目
数理科学系

　数学は，数，図形，数量の変化などの背後にある法則を明らかにするこ
とを目指す学問です。その長い歴史のなかで確固とした体系を築いて来ま
したが，現在でも多くの新しい問題が，その内部から，あるいは物理学，
地球惑星科学，化学，生物科学など他の科学からの影響の下に生まれ，そ
れらを解決するために新たな理論が次々に創出されています。また数学は，
その普遍的な性格により，自然科学は勿論のこと，情報科学，経済学など
多くの分野とのつながりを持つようになっています。 数理科学系におい
ては，20 世紀前半までに確立した，代数学，幾何学，解析学の基礎を広
く学習するとともに，最近の発展しつつある数学を目標として学びます。

数論，代数幾何学，複素多様体論，微分幾何学，トポロジー，微分位相幾何学，
微分方程式論，函数解析，複素解析，代数解析学，表現論，作用素環論，力学系，
非線形数学，確率論，数値解析，計算機科学，保険数学

物理科学系

　物理学は，自然界の普遍的な法則を明らかにし，物質の種類や時間・空
間・エネルギーのスケールの違いによって様相の異なる様々な現象を，統
一的に理解することを目的とします。本系は 3 教室に分かれ，物理学第一
教室では主に物質の構造と性質について，物理学第二教室では時空の基
本構造から素粒子，原子核，重力，宇宙論まで，宇宙物理学教室では太陽
から宇宙論まで宇宙の様々なスケールでの諸現象について，それぞれ理論，
実験，観測等をからめながら幅広い研究と教育を行っています。

不規則系物理学 , 量子光学・レーザー分光学 , 低温物理学 , 光物性 , 固体量子物性 , 
固体電子物性 , 時空間・生命物理 , ソフトマター物理 , 非線形動力学 , 凝縮系理論 , 
相転移動力学 , 流体物理学 , 非平衡物理学 , 原子核・ハドロン物理学 , 素粒子物理学 , 
宇宙線物理学 , 素粒子論 , 原子核論 , 天体核物理学 , 太陽物理学 , 太陽・宇宙プラズ
マ物理学 , 恒星物理学 , 銀河物理学 , 理論宇宙物理学

地球惑星科学系

　われわれの生活する地球，地球を取り巻く惑星間空間を研究の対象とし
ています。雲の動きを引き起こす大気の流れ，日本の前に広がる太平洋の
奥深くの静かな流れ，地震を起し火山を造る地球内部の変動，オーロラと
関係している太陽からの粒子と地球磁場，ヒマラヤをつくり南米とアフリ
カを引き裂いたマントルの流れ，ダイヤモンドを造り出した高温・高圧の
世界，35 億年前らん藻として存在した生物はいかなる変遷を経て今見る
生物になったか，他の惑星には生物は存在したか，身近で遙かな事柄を研
究し教育しています。

固体地球物理学，水圏地球物理学，大気圏地球物理学，太陽惑星系電磁気学，地
球テクトニクス，岩石学，鉱物学，地層学，地史学，宇宙地球化学

化学系

　化学は，原子，分子のレベルで物質の構造，性質，反応の本質を明ら
かにし，それに基づいて自然を理解し有用な物質の創造を目指す，物質科
学の要をなす学問です。原子，分子，生命から宇宙に至るこの自然界に存
在するあらゆる物質を研究対象としますから，知的探求の場としては広大
なフロンティアを持っており，その研究方法やスタイルも分野によってか
なり異なり，合成，分析，測定の実験中心の分野から，理論と計算が中心
の分野まで色々とあります。このように研究対象や研究方法も大変バラエ
ティに富んでいますから，各人の能力や適性に応じて自分に適した研究分
野が大変見つけやすい学問分野です。

固体物性化学，生物構造化学，量子化学，理論化学，物理化学，分子分光学，光
物理化学，分子構造化学，電子スピン化学，表面化学，金相学，無機物質化学，
有機化学，有機合成化学，集合有機分子機能，生物化学，遺伝子動態学

生物科学系

　生物科学系は，地球上の多様な生物が織りなす様々な存在様式や生命
現象を研究対象としています。マクロ的な視点からは，生態学，行動学，
系統分類学，人類学を中心に自然史や野外研究に重点をおいた伝統に培
われた研究を展開し，生物の進化や多様性の機構を明らかにしようとして
います。一方，様々な生物のゲノムが解読され，ライフサイエンスもポス
トゲノム時代に入り，新しい研究の方向性が求められるようになりました。
ミクロ的な視点からは，動物や植物の細胞生物学，発生学，分子生物学，
構造生物学の独創的な研究により多彩な生命現象を分子レベルで解明し
ようとしています。このようにミクロ・マクロの両方の視点から，多様な
アプローチと方法論を駆使しつつ，生物をその環境と合わせて統合的に理
解することを目指しているのが，生物科学系の特徴です。

自然人類学，人類進化論，動物系統学，動物行動学，動物生態学，発生ゲノム科学，
環境応答遺伝子科学，植物生理学，形態統御学，植物系統分類学，植物分子細胞
生物学，植物分子遺伝学，ゲノム情報発現学，理論生物物理学，分子生体情報学，
神経生物学，構造生理学，分子発生学

全学共通科目（専門基礎科目）
科目

微分積分学 A， 微分積分学 B， 線形代数学 A， 線形代数学 B， 微分積分学続論 A， 微分積分学続論 B， 確率論基礎， 数理統計， 線形代数学続論， 非線型数学， 非線型数学セミナー， 函
数論， 数値計算の基礎， 現代の数学と数理解析─基礎概念とその諸科学への広がり， 対称性の数理 A， 対称性の数理 B， 物理学基礎論 A， 物理学基礎論 B， 初修物理学 A， 初修物理
学 B， 熱力学， 振動・波動論， 力学続論， 物理学実験， 特殊相対論， 電磁気学続論， 現代の素粒子像， 天体観測実習， やわらかな物理学 - 物質と生命の本質を探る， 低温科学 A， 低
温科学 B， ビーム科学入門，レーザー科学， 基礎物理化学 A， 基礎物理化学 B， 基礎有機化学 A， 基礎有機化学 B， 無機化学入門 A， 無機化学入門 B， 基礎化学実験， 現代化学入門
A， 現代化学入門 B， 基礎理論化学 A， 基礎理論化学 B， 薬学物理化学（化学熱力学）， 基礎地球科学 IA， 基礎地球科学 IB， 基礎地球科学 IIA， 基礎地球科学 IIB， 地球科学実験 A， 地
球科学実験 B， Field 地球科学 A， Field 地球科学 B， Material 地球科学 A，Material 地球科学 B，Visual 地球科学概説， Visual 地球科学演習， 地球生物圏史セミナー， 地質科学セミ
ナー， 地球の物理， 地球の誕生と進化， 地球変動学基礎セミナー， 自然災害科学 I， 自然災害科学 II， 環境地圏科学ゼミナール II， 生物学実習 I， 生物学実習 II， 生物学実習 III， 生物自
然史基礎論 A， 生物自然史基礎論 B， 真菌自然史 A， 真菌自然史 B， 動物自然史 A， 動物自然史 B， 植物自然史，  生命現象の生物物理学， 基礎生物学 A， 基礎生物学 B， 現代植物学， 
薬学生物学， 薬用植物学， 霊長類学のすすめ， 生態科学， コンピュータグラフィクス実習，  基礎情報処理， 基礎情報処理演習， コンピュータサイエンス入門， 現代物理学実験

卒業研究科目

1 年次 2 年次

特別講義

3 年次

4 年次

［数学講究］
［物理科学課題研究］
（原子核科学）自然における相互作用 I， 自然における相互作用 II， 素粒子と原子核， 原子核とハ

ドロンの物理， 天体核現象， 高エネルギー天体物理
（物性科学）不規則系の物性， 光物性， 固体電子物性， 超伝導と磁性， プラズマ， レーザー分光， 

低温物理， 時空間秩序・生命現象の物理， 非線型・非平衡現象の理論， ソフトマターの階層構造
と揺らぎ， 凝縮系の理論

（宇宙科学）機器開発，太陽，恒星とブラックホール，銀河， 理論宇宙物理学
［地球惑星科学課題研究］
（地球物理学）電磁気圏，大気圏・水圏，固体圏
（地質学鉱物学）地球テクトニクス， 岩石学， 鉱物学， 地層学， 地史学， 宇宙地球化学
［化学課題研究］

固体物性化学， 生物構造化学， 量子化学， 理論化学， 分子分光学， 物理化学， 光物理化学， 分子構
造化学， 電子スピン化学， 金相学， 表面化学， 無機物質化学， 有機合成化学， 有機化学， 集合有機
分子機能， 生物化学， 遺伝子動態学

［生物科学課題研究］
植物系統分類学， 動物系統学， 動物生態学， 自然人類学， 霊長類行動生態学， 動物行動学， 免疫生
物学， 動物の発生と進化， 植物生理機能学，時間生物学， 植物分子遺伝学， 植物分子細胞生物学， 
分子細胞生物学， 遺伝情報維持機構， 細胞分子構造生物学， 分子情報学， ゲノム情報発現学， 細
胞シグナル伝達の分子生物学， 神経生物学， 多細胞体構築の分子発生遺伝学， 遺伝分子生物学， 
幹細胞と幹細胞化の分子細胞生物学，理論生物物理学

線型代数学演習 A， 線型代数学演習
B， 現代化学セミナー A， 現代化学セ
ミナー B，大学で学ぶ物理学， 自然人
類学 A， 自然人類学 B，理学の英語

集合と位相， 代数学入門， 幾何学入門， 基礎数学
からの展開 A， 基礎数学からの展開 B， 数学基礎
演習 I， 数学基礎演習 II， 解析力学 1， 解析力学 2， 
波動と量子論， 熱・統計力学 1， 物理のための数
学 1， 物理のための数学 2， 物理学情報処理論 1， 
解析力学 1 理論演習， 解析力学 2 理論演習， 熱・
統計力学 1 理論演習， 天文学概論， 観測天文学， 
地球物理学のための数学 , 地球惑星科学入門 II，
地球惑星科学入門 III，計算地球物理学， 計算地
球物理学演習， 地球連続体力学， 観測地球物理
学， 観測地球物理学演習 A， 観測地球物理学演
習 B， 地質科学通論 I， 地質科学通論 II， グローバ
ルテクトニクス， 基礎地質科学実習， 生物圏進化
史， 有機化学 IA， 有機化学 IB， 物理化学 I（量子
化学）， 量子化学 I， 無機化学 I， 物理化学 II， 生
物化学 IA， 生物化学 IB， 入門化学実験，物理化
学演習 A，分析化学 I， 分子生物学 I， 分子生物
学 II， 分子遺伝学 I， 海洋生物学， 細胞生物学， 構
造生物学， 無脊椎動物学， 生体分子科学， 基礎生
物学実験 I， 基礎生物学実験 II， 基礎生物学実験
III， 臨海実習第 1 部

数学特別講義， 物理科学
特別講義， 地球惑星科学
特別講義， 化学特別講義， 
生物科学特別講義

代数学 I， 代数学 II， 幾何学 I， 幾何学 II， 解析学 I， 解析学 II， 微分方程式論， 
函数解析学， 複素函数論，代数学演義 I， 代数学演義 II， 幾何学演義 I， 幾何学
演義 II， 解析学演義 I， 解析学演義 II， 数値解析， 計算機科学， 量子力学 1， 量子
力学 2， 量子力学特論 1， 熱・統計力学 2， 物理実験学 1， エレクトロニクス， 物
性物理学 1， 物性物理学 2， 物理実験学 2， 物理数学特論 1， 連続体力学， 量子
物性論， 電磁気学 3， 電磁気学 4， 物理学情報処理論 2， 非線形科学， プラズマ
物理， 宇宙物理入門， 物理の英語， 熱・統計力学 2 理論演習， 量子力学 1 理論
演習， 量子力学 2 理論演習， 電磁気学 3 理論演習， 電磁気学 4 理論演習， 現代
物理学， 物理科学課題演習（原子核物理 : 素粒子の基本相互作用 - 量子電磁力
学， 素粒子で観る量子力学， 原子核と電磁場の相互作用， 粒子の加速， 高強度
レーザー， 自然における対称性， 自然界の 4 つの力， 宇宙 X 線放射過程， 宇宙
ガンマ線放射）， 物理科学課題演習（物性物理 : 相転移， 物質の光応答， 固体
電子の量子現象， 高温超伝導，プラズマ， 量子エレクトロニクス， 低温物性・超
流動， 自己組織化現象のダイナミクス，ソフトマター）， 基礎宇宙物理学 I.　輻
射， 基礎宇宙物理学 II. 電磁流体力学， 太陽物理学，恒星物理学， 物理科学課
題演習（宇宙物理：数値計算・シミュレーション，観測機器，星・銀河の世界，
活動する太陽）， 弾性波動論， 地球流体力学， 電離気体電磁力学， 地球熱学， 
測地学 I， 地震学 I， 海洋物理学 I， 気象学 I， 地球電磁気学， 物理気候学， 火山
物理学 I， 地形学， 地球惑星科学課題演習（地球物理 : 固体地球系， 流体地球
系）， 岩石学 I， 岩石学 II， 鉱物学 I， 鉱物学 II， 地質調査法， 地史学， 構造地質
学，古生物学 I， 古生物学 II， 地球テクトニクス I， 地層学， 地球テクトニクス II， 
地質学機器分析法，岩石学実験 I， 岩石学実験 II， 結晶学演習， 地質科学野外
巡検 I， 地球テクトニクス実習 I， 古生物学実験， 地層学実験， 宇宙地球化学実
習， 地球惑星科学課題演習（地質鉱物 : 地質科学研究法 1， 地質科学研究法 2）， 
生物化学 II， 生物化学 III， ケミカル・バイオロジー， 化学実験法 I， 化学実験法
II， 無機化学 IIA， 無機化学 IIB， 物性化学 I， 物性化学 II， 化学統計力学， 有機化
学 II， 有機化学 III， 化学数学， 物理化学 IIIA， 物理化学 IIIB， 量子化学 II， 分析
化学 II， 環境化学， 物理化学演習 B， 物理化学演習 C， 計算機化学演習， 無機・
物性化学演習， 生物化学演習， 化学実験 A， 化学実験 B， 植物系統分類学， 脊
椎動物系統学， 動物行動学， 生態学 I， 生態学 II， 人類学第 1部， 人類学第 2 部， 
陸水生態学， 遺伝情報維持機構論， 分子情報学， 理論分子生物学， 発生生物学
I，発生生物学 II， 植物生理学， 植物分子生物学， 環境生態学， 免疫生物学， 神
経生物学， 分子遺伝学 II， 膜生物学， ゲノム科学， 再生生物学， 細胞内情報発信
学， 数理生物学， 植物分子遺伝学 I， 生物間相互作用， 植物分子遺伝学 II， 分子
生物物理学， 生物学セミナー A， 生物学セミナー B， 生物学実習 A， 生物学実習
B， 生物学実習 C， 生物学実習 D， 生物学実習 E， 臨海実習第 2 部， 臨海実習第
3 部， 臨海実習第 4 部， 野外実習第 1 部， 野外実習第 2 部， 陸水生態学実習 I， 
陸水生態学実習 II， 安定同位体実習， 物質の創成と制御

代数幾何学，整数論，代数学特論 I，代数
学特論 II，位相幾何学，微分幾何学，幾何
学特論 I，幾何学特論 II，確率論，偏微分
方程式，函数解析続論，解析学特論 I，解
析学特論 II，解析学特論 III，数値解析特論，
計算機科学特論，保険数学 I，保険数学 II，
保険数学演習 I，保険数学演習 II， 数理ファ
イナンス , 年金数理 , 原子核物理学 1， 原
子核物理学 2， 素粒子物理学 1， 素粒子物
理学 2， 重力，重力特論， ソフトマター， 量
子力学特論 2， 量子力学特論 3， 量子光学・
光物性， 物理数学特論 2， 非平衡統計， 物性
物理学 3， 物性物理学 4， 銀河・星間物理
学， 観測的宇宙論， 惑星物理学， 測地学 II， 
地震学 II， 海洋物理学 II， 気象学 II， 太陽地
球系物理学， 陸水学， 火山物理学 II， 活構造
学， 鉱物学特論， 堆積学 , 変成岩岩石学， 鉱
物学実習， 地質科学野外巡検 II， 地球テク
トニクス実習 II， 理論テクトニクス， 無機化
学 III， 物理化学 IV， 有機化学 IV， 有機化学
演習， 基礎化学物理
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1回生

6回生

4回生

2回生
　～
3回生

3回生
　～
4回生

5回生
　～
6回生

基礎医学生物学，医学情報リテラシー，外来患者支援実習，病棟体験実習
組織学，組織学実習・組織標本作製実習，肉眼解剖学講義実習，発生学，生理学，生理学実習，実験動物学，分
子細胞生物学，分子細胞生物学実習，神経科学，脳実習，免疫学，微生物学講義，微生物学実習，寄生虫学，病
理学総論，病理学各論・実習 ，法医学，法医学実習，薬理学・薬理学実習，放射線生物学，遺伝医学，薬物動態
学・毒性学，医療情報学
社会・環境・予防医学，診断治療学総論，循環器病学・心臓血管外科学，血液病学，内分泌・代謝病学/糖尿病・
栄養内科学，呼吸器病学，消化器病学，泌尿器科学・腎臓病学，臨床神経学(神経内科学・脳神経外科学)，特殊
感染病学，免疫病学，整形外科学，耳鼻咽喉科・頭頸部外科学，眼科学，婦人科学・産科学，皮膚科学，小児科
学，加齢医学（老年医学），精神医学，麻酔科学・集中治療医学，救急医学，臨床腫瘍学，画像診断学，口腔外科
学，形成外科学，医の倫理，臨床検査医学，リハビリテーション医学，医療安全学
マイコース・プログラム
臨床実習(血液・腫瘍内科，内分泌・代謝内科，循環器内科，消化器内科，呼吸器内科，免疫・膠原病内科，老年
内科，糖尿病・栄養内科，神経内科，消化管外科，肝胆膵・移植外科，乳腺外科，小児外科，眼科，産科婦人科，
小児科，皮膚科，泌尿器科・人工腎臓部，腎臓内科，耳鼻咽喉科，整形外科，精神科神経科，放射線治療科，放
射線診断科，麻酔科，集中治療部，脳神経外科，呼吸器外科，心臓血管外科，形成外科，口腔外科，薬剤部，検
査部，感染制御部，輸血細胞治療部，病理診断部，外来化学療法部，初期診療・救急医学
卒業試験

2011 年度実績

その他 9.7% 進学（大学院等）2%

医師国家試験合格・
研修医
88.3%
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医学部が望む学生像

卒業後の進路
　研究分野によっては大学院に進学する者もいます
が，一般的には医師免許収得後，医学部附属病院ある
いは研修病院において 2 年間の臨床研修を受けます。

医学科で取得可能な資格
　医学科の所定の課程を修了し，卒業した者および卒
業見込み者は，厚生労働省が実施する医師国家試験受
験資格が与えられます。

なぜ“ 京大” 医学部なのか。

医学部医学科
4 回生
伊藤　秀一 さん

一人一人に「自由」な道を
2012 年医学科 4 回生修了後，
MD-PhD コースにて大学院へ入学
医学研究科医学専攻博士課程 1 回生
川合　千裕 さん

期待以上

2010 年度医学科卒業
京都大学医学部附属病院研修医
能登　理央 さん

「礎」と「挑戦」
2007 年度医学科卒業
Berlin Institute for Medical Systems 
Biology at the Max-Delbrueck-Center 
for Molecular Medicine
村川　泰裕 さん

　たっぷりと「自由」がある1，2 回生を経て，本格的
な医学の勉強の最中の在籍 4 年目の実感を述べます。
　やはり，京大といえば「自由」なのですが，その「自
由」を足場として，さまざまな特出した力を持つ仲間
に多数出会えることが，この医学部の魅力です。理解力，
検索力，プレゼン力，英語力，体力，探究心，効率
の良さ，コミュニケーション力など，折に触れて，そ
の力の一端をまざまざと見せつけられます。そんな仲
間と 6 年間，京都の地で医学を学ぶのは，ある意味，
贅沢といってもよいでしょう。もちろん，新医学領域の
開拓者たる先生方に直にお会いできるのも，京大なら
ではです。
　京都大学医学部のこのような環境に，条件を満たせ
ばだれでも入学することができます。ぜひ，一緒に
次世代の医学に貢献していきましょう！

　京都大学医学部にはＭＤ－ＰｈＤコースというものが
あります。このコースは６年制医学部中に大学院博士課
程を組み込んだカリキュラムで，早期に医学研究に本格
的に取り組み，必要な思考を獲得しようというものです。
私は医学研究者になりたいという願いもあり，４回生後
に思い切ってこのコースへ進学しました。
　京都大学はよく自由な学風であるといわれます。けれ
どこうした謂われは半分正しくない。自由とはただ単に
何をしてもよいということではなく，そこにはいつも自
己決定とそれに対する責任がついて回ります。私は先の
コースに進むため一旦学部を休学する事を決断し，そ
うして得難い機会を得ました。自らの責任のもと自ら道
を選ぶなら，そこにありとあらゆる選択肢を提示してく
れる。それが京都大学の本当の自由であり，魅力では
ないかと思います。皆さんも自分の「自由」を探してみ
てください。

　『門を叩けば，先生方は必ず答えて下さる』と，入
学前に先輩から聞きました。私も同じことを今，皆様
にお伝えします。ではなぜ？
① 『学生なのに』という言葉は京大にはない。先生方
　からこれほど垣根なく直接ご教授を受けられる大学
　は聞いたことがない。
② マイコースやポリクリで早いうちから，理想の研究
　者像・医師像を思い描ける。
③ 院生や研修医に交じって，カンファレンスで発表できる。
④ 海外の病院研修や学会は最高の思い出になる。ど
　んどん参加して，学生のころから視野を広げられる。
合格の喜びの後に知的好奇心がトーンダウンすること
は決してないはず。学びたいあなたの大切な大学生活，
200% 満足して卒業できます。待ってます。

　私は現在，ドイツ・ベルリンに位置する研究所へ大
学院進学し，システム生物学の研究を行っています。
研究所には欧州を中心にドイツ国内外から研究者が集
まっており刺激的な環境です。京都大学もまた国際的
な大学で，学部生の頃にアメリカやイギリスで研究さ
せて頂いた経験が現在に役立っています。しかし何よ
り，自由で主体性を重んじる学風の京都大学では，卓
越的で個性的な多くの方々に出会い，鳥肌が立つよう
な感動と刺激を幾度と頂き，それらが私の「礎」となっ
ています。卒業後，京大病院で医師研修を行いました
が，原因不明で有効な治療が望まれる病気も多く，人
の体に関してはまだまだ未知なことばかりです。ぜひ
一緒に医学の壁に「挑戦」しませんか。

　京都大学医学部は 21 世紀の医学・医療の発展
を担い，人類の福祉に貢献することを自らの使命
と考え，この理想を追求する学生を求めています。
医学には大きく分けて，基礎医学および臨床医学
の研究に携わる分野，多様な疾患に悩む患者の
医療に携わる分野，さらに環境・福祉・予防など，
広く地球的な視点から人々の健康増進に関わる社
会医学分野があります。
　医学は生命科学の中心的分野の一つです。医
学研究は生命の不思議を解き明かし，その結果
知り得た生命の営みの原理に基づき，なぜ病気が
起こるかを解明しようとするものです。さらにこの
病因解明に基づき，新たな診断法や治療法，およ
びその予防法の開発に努力を傾けます。このよう
な医学研究の遂行には，真理を追求するための
強い好奇心と未知への挑戦心，不屈の精神と忍
耐力などが必要です。
　医療の原点は「人を愛する」ことにあります。そ
れ故，医療に携わる者には，感性豊かな人間性や
人間そのものに対する共感と深い洞察力，および
人々の健康を増進し，病める者を救おうという強
い意志と情熱が必要です。また現代の医療は多様
な職種の専門家との連帯あるいは共同作業を要
することから，医師には円滑に医療を遂行するた
めの指導力と大きな包容力，ならびに厳しい倫理
観が求められます。さらに，医療の進歩と発展に

　これらを通じて，6 年の卒業後，医師国家試験の

受験資格が与えられます。また，MD・PhD コース

が用意されており，研究に専念することを希望する

学生は，第 4 学年終了後，大学院へ進学して，医

学研究に専念し，早期に学位を取得して研究者とし

ての道を歩むことができます。この他にも，研究者

になる種々の道が用意されています。

●医学科の教育がめざすもの
　京都大学医学部医学科では，個々の学生の，医師，

医学研究者としての資質を最大限に伸ばし，医療や

医学の分野で活躍できる，すぐれたリーダーを養成

することをめざしています。

　「医師」には専門知識の習得と同時に，その知識

を論理的に使って問題を解決する能力や，病める患

者さんと向き合って病気を治療する感性豊かな人

間性および人間そのものに対する深い洞察力を必

要とします。また，何よりも，人々の健康を増進し，

病めるものを救おうという強い情熱が必要です。一

方で，病気の発生機序の解明，新しい診断法や治

療法の開発などを目指す医学研究も重要です。また，

医療制度が寄って立つ人間社会への深い理解も重

要です。京都大学医学部は，このような分野ですぐ

れた医療人を育成することをめざしています。

　「医学研究者」には，新しい知を開拓するための

情熱と，卓越した能力が必要です。京都大学には，

国際的にも卓抜した研究業績を有する指導者が集

まっており，研究開発のできる人材を育成する環境

がかたちづくられています。

●生命科学の深淵に触れる基礎医学
　第 1 学年から第 2 学年にかけては，「全学共通科

目」の履修が主体となります。並行して，医療人の

素養をはぐくむ取組や研究マインドを育成するチャ

レンジが始まります。たとえば，生命科学に関する

英語の教材に関して少人数で教員と議論し，人体の

理解の基本となる解剖学をはじめとする基礎医学

の履修を開始します。

　基礎医学の履修は，第 3 学年から本格的になり，

生命科学の深淵に触れる学習を，さまざまな面か

ら掘り下げて深めていきます。同時に，京都大学で

は，多くの学生が様々な研究室で研究に参加してい

ます。世界的な先進的研究を行っている研究室が多

く，最新の医学研究を身をもって体験できる機会と

なっています。このため，早い時期から海外で研究

を行う学生もいます。

●実践的な臨床医学教育
　臨床医学の教育では，近年，単に医学知識を習

得するだけでなく，臨床の現場に適応して責任をもっ

て診療できるリーダーとしての人材を育成することが

強く求められています。京都大学では，積極的に臨

寄与するためには，強い向上心と探求心を持ち続
けることのできる人材が求められます。
　社会医学は，単に一人ひとりの患者ではなく，
我が国あるいは世界の大きな集団を対象として，
人々の健康増進を追求する分野です。さらに，こ
のような問題解決のために行政的，あるいは啓発
的活動も行う必要があります。このような社会的
な要因による医学的問題解決のためには，秀でた
社会性と優れた行政的活動能力，および幅広い
国際性が要求されます。したがって，この分野で
は広い視野を持ち，人間社会全体に目を向ける感
性，柔軟な思考力と豊かな人間性を持つ人材が望
まれます。
　京都大学は学生の自主性，自己啓発を教育の主
眼として，個性豊かな創造性の涵養を目指してい
るので，自ら学習課題を発掘し解決しようとする
主体性を持った人材を求めています。さらに，京
都大学医学部は，多様な能力と幅広い教育背景
を持ち，医学・医療の分野で指導的立場に立ちう
る人材を集めたいと考えています。このような背景
に鑑み，医学に従事する職業的な制約による適性
を重視し，高い知的能力のみならず，人間性を含
めた総合的に卓越した能力・人格を有する学生の
入学を切望するものであります。

［写真］「分子細胞生物学」実習風景

医学部・医学研究科のホームページ :

http://www.med.kyoto-u.ac.jp/
入学についてのお問い合わせ : 
医学研究科 教務・学生支援室　tel. 075-753-4325

理念と目標

　京都大学医学部は，医療の第一線で活躍する
優秀な臨床医，医療専門職とともに，次世代の医
学を担う医学研究者，教育者の養成をその責務と
しています。
　京都大学医学部が育てるのは，単に既存の知
識を応用して医療にあたるだけでなく，病気など
医学事象の背後にあるものを見抜き，自分の頭で
考え，新たな知を創出できる人間，また，広く社
会と人間行動を理解し病める人の感情を洞察で
きる人間，社会全体の健康をめざし高い倫理観
を持って行動する人間です。
　また，これを人類すべてに発信できる国際性豊
かな人間を育てることも我々の使命です。

床教育の改革を進めてきました。単に各診療科が

個別の分野の教育を行うだけでなく，学生が臨床医

学を系統的に学習できるように，医学教育推進セン

ターを設けて，実践的な臨床教育を推進しています。

　医学部附属病院は，近年，多くの新しい部門，設

備が加わりました。例えば基礎医学との橋渡しとし

ての探索医療センターが役割をはたし，いち早く患

者さんに最先端の医療を届けています。また，地域

医療との密接な関係を作り上げ，医療機関同士の連

携により医療の効率を上げるための地域医療ネット

ワークも機能しています。初期診療・救急医学の部

門も整備され，多くの救急患者さんを助けています。

移植医療や，分子治療，あるいは iPS 診療部など最

先端の医療が京大病院にはあり，世界の最前線を

経験できます。新しくがん専門病棟が構築されるな

ど，さらなる整備が進んでいます。診療・治療・教

育の場として充実した施設です。

　また，学外の実習病院では，第一線で医療に携

わっている経験豊かな医師が多数臨床教授として学

生教育に協力しており，豊富な臨床経験に基づいた

少人数教育が行われます。これら密度の高い臨床教

育を通して，最新の医療とその発展に貢献できる人

材育成をめざしています。

医学科の教育

　医学科のカリキュラムは，医師や医学研究者を養

成するための講義と実習を基本とします。すべての

授業が必須科目で，6 年間の授業で，医学全般を

学び，経験します。基礎医学では，生命科学ならび

に医師に必要な解剖学・生理学・生化学・病理学・

法医学・などを学びます。社会健康医学では，個人

に対する医療だけでない，社会全体に対する医学

の応用を学びます。臨床医学は，すべての臨床医学

の分野について，授業と臨床実習を通じて，基礎と

なる理論と実際の医療現場での活用を学びます。



2011 年度実績

学年 1 2 3 4

セメスター Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

科目

各専門科目
・看護学専攻
・検査技術科学専攻
・理学療法学専攻
・作業療法学専攻

全学共通科目

専門基礎科目（全専攻共通）

大学院
その他
病院
企業
官公庁

進学（16）

就職（50）

その他

12
4
44
3
3
4

大学院
病院
企業

進学（6）

就職（7）

その他

6
6
1
1

大学院
病院
企業
官公庁

進学（4）

就職（9）

4
8
0
1

大学院
病院
企業
官公庁

進学（21）

就職（17）

その他

21
12
4
1
2

看護学専攻 検査技術科学専攻 理学療法学専攻 作業療法学専攻

進学 22.9%

その他 5.0%

進学 42.9%
進学 30.8%

その他 5.7%

就職 42.5%

その他 7.1%

就職 71.4%
進学 52.5%

就職 50.0 就職 69.2%
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卒業後の進路
［看護学専攻］　　　  医療系（病院，保健所，市町村，企業内健康管理部門など），官公庁，一般企業，教育研究機関，大学院進学など

［検査技術科学専攻］  医療系（病院，診療所，保健所等），教育研究機関，製薬等企業・研究所，医療機器メーカー，臨床検査センター，
　　　　　　　　　 高度先進医療関係，科学捜査研究所，医療・保健行政，大学院進学など

［理学療法学専攻］ 　 リハビリテーションセンター，国公立病院，私立病院，老人保健施設，肢体不自由児施設，通所リハビリテーション施設，
　　　　　　　　　 行政機関，教育機関，関連企業，大学院進学など

［作業療法学専攻］ 　 医療系（病院，診療所，保健所，保健センターなど），福祉系（児童福祉施設，精神障害者社会復帰施設，
　　　　　　　　　 身体障害社交性援護施設，老人福祉施設など），関連企業，研究所，保健医療福祉行政機関，大学院進学など

人間健康科学科で取得可能な資格
　人間健康科学科の所定の課程を修了し，卒業した者および卒業見込み者は，以下の厚生労働省が実施する国家試験の受験資格が与えられます。
　［看護学専攻］ 看護師，保健師（選択制）／［検査技術科学専攻］  臨床検査技師／［理学療法学専攻］  理学療法士／［作業療法学専攻］  作業療法士

人間健康科学科教育課程の概要

　本学科では，「健康について科学すること」を教
育課程の中心として取り上げ，新入生から『人間
健康科学概論』において，「健康科学」に関する基
盤形成をしていきます。4 年間を通じてヘルスプロ
モーションの考え方を学習し，保健医療福祉分野に
おいて「健康科学」を実践しうる人材を育成します。
　チーム医療に積極的に参画してリーダーシッ
プを発揮できる医療専門職として，患者中心の
医療を進めるために必要な共通理念・方法論を
学習し，その基礎の上に立って高度先進医療に
対応でき，国際的にも将来の医療を担うことの
できる人材を育成します。

人間健康科学科が望む学生像

　京都大学医学部がこれまで推し進めてきた医
学研究並びに高度先進医療をさらに発展させ，
豊かな保健・福祉社会を実現するため，人間健
康科学科において健康科学を確立し，人々の健
康を実現したいと考えています。
　これを具体化するには，共に学び共に展開す
る人材が必要です。人間健康科学科は高度医療
専門職を，そして将来の健康科学を発展させる
人材を育成したいと考えています。恵まれた教
育・研究環境で，そして学問を育む京都において，
夢のあるチャレンジを志す若人を求めています。

（看護・理学・作業対象），リハビリテーション概論（理

学・作業対象）は，該当専攻の学生に必須単位であり，

専門基礎科目としての履修単位とみなされます。

●専門科目（看護学専攻）
　看護学専攻では入学時から専門科目を開講しま

す。第I セメスターでは「基礎看護学」「看護カウン

セリング論I」等により，独自の健康観や看護観を形

成していく上で基盤となる考え方や理論を学習し

ます。第II セメスターでは「基礎看護学技術論」「基

礎看護学技術演習」等により，看護学において基礎

となる援助技術の知識や方法論を学習します。第

III・IV セメスターは「臨床基礎看護学」や「臨床基

礎看護学技術演習」等により，臨床における援助技

術の知識や方法論を学習します。

　第III セメスター以降は，成人，精神，母性，小児，在

宅，地域の各専門領域の講義, 演習, 実習を開講しま

す。これらの領域では専門基礎科目や基礎看護学・

臨床基礎看護学の学習を踏まえ，領域の特性や捉

え方，疾病をもつ人や状況に対するアセスメントな

どの専門的知識と，領域特性に応じた援助技術の

方法論を学習します。

　第VII ～VIII セメスターでは「在宅」と「地域」の

演習と実習「統合実習」と「統合看護（卒業論文）」

を開講します。第VI セメスターまでの学習を振り返

り，各人の課題に沿って研究的なプロセスをたどる

ことにより，4 年間の学習を統合し看護学を深めて

いくことができるようにしています。

●専門科目（検査技術科学専攻）
　第I・II セメスター（1 年次）は，全学共通科目にて

幅広い教養と見識を培う時期です。専門科目として

は，医用イメージング概論（第II セメスター）のみ

が配当されています。

　第III・IV セメスター（2 年次）においては，基礎医

学に関する講義を中心に問題を論理的に把握する

能力を培います。生体の正常な機能と病因・病態を

中心に，基礎医学の知識を総合的に理解する時期

です。後期では臨床検査に関連する実習を行いま

す。専門基礎科目を中心に編成されており，いずれ

臨床医学の場で必要となる基礎医学を学習します。

　第V・VI セメスター（3 年次）では，臨床検査医学

に必要な実習が主体となり，知識を経験に活かす時

期となります。基礎医学の総論，実習を通じて学ん

できた知識を実習に活かし，臨床検査に関する技術

を習得することにより，将来に向けて生きた知識と

技術を体験します。

　第VII・VIII セメスター（4 年次）には，指導教員の

もと各自が卒業研究を行います。また，3 年次まで

に実習してきた臨床検査学全般にかかわる実践的

な検査実務を，臨床実習として京都大学医学部附

属病院の検査部，病理部，輸血部において，少人数

単位で体得します。臨床検査技師の国家試験を受

験しますが，その対策はもちろん，チーム医療教育，

地域医療，医療の国際化など幅広い医療に関する

問題，医工連携等に直結する学習を行います（臨床

実習，先端医療技術セミナーなど）。

●専門科目（理学療法学専攻）
　理学療法学専攻では，第I セメスターから「理学

療法総論」を学び，「理学療法見学実習」で実際の理

学療法の現場を見学・体験させることによって理

●全学共通科目
　全学共通科目はA 群，B 群，C 群，D 群の4 群に区分

されます。これをもとに人間健康科学科は卒業に必

要な基礎となる科目数と単位数を定めています。各

専攻によって，特に履修を要望する科目があります。

●専門基礎科目
　専門基礎科目は，「専門基礎」と「臨床基礎」で構

成され，医療専門職に進む学生が共通して学ぶべ

き医学・医療領域のコアカリキュラムと位置付け

られる重要なもので，多専攻に共通する専門領域の

基礎概念および基礎知識を理解するための科目で

す。全学共通科目と並行して第I セメスターより第

IV セメスターまでに，人間健康科学科の学生は多

専攻共通で履修することとなります。

　専門基礎は，人体構造，人体機能，健康科学，専門

基礎I，専門基礎II，専門基礎III から，臨床基礎は，内科

系臨床概論，外科系臨床概論，臨床各論から構成さ

れています。全学共通科目として開講される人体構

造学（理学・作業対象），臨床コミュニケーション論

［写真］出産準備教室の風景

医学部人間健康科学科のホームページ :

http://www.hs.med.kyoto-u.ac.jp/
入学についてのお問い合わせ : 医学研究科 教務・学生支援室 

（人間健康科学科教務担当）　tel. 075-751-3906

授業科目の区分

　人間健康科学科の授業科目は，全学共通科目，専

門基礎科目，専門科目から成りたっています。全学共

通科目は，個々の学問領域を超えた幅広い分野に共

通する基礎的な知識および方法を教授するととも

に，学生が高度な学術文化に触れることを通して豊

かな人間性を育むための教育を実施することを目

的としています。専門基礎科目は，医学部人間健康

科学科全専攻の学生個々の専門領域を超えて，医療

従事者として共通する基礎的な専門知識を教授す

るものです。そして専門科目は，各専攻それぞれの

専門分野における知識や技術を教授するものです。

●セメスター制の履修方法
　セメスター制とは，1 年を前期・後期の2 学期に分け

て，各学期ごとに履修科目登録と成績評価を行う制度

です。人間健康科学科は基本的にセメスター制をとり

ますが，各教科実習や臨床実習の実施日時は京都大学

全体のセメスター日時と一致しない場合があります。

「本当の自由」

医学部人間健康科学科
検査技術科学専攻 3 回生
仲川　顕太 さん

　入学時は，大学生活への期待でわくわくしていました。
京都大学のコンセプトである，自由を満喫しようと思っ
ていましたが，その自由は思っていたよりも深い自由で
した。本当の自由とは，自分自身で，数多くの決断をし，
その責任をすべて自分で持つ，ということでした。その
ため，勉学において，強い意志を持つことが出来ました。
人間健康科学科という，少し変わった名前の学科です
が，学ぶ内容は，まさに字面通り。私たち人間の健康
を科学する，ということです。
　医療に携わる者として，知識が重要なのはもちろんで
すが，もっとも大切なことは，人の心だと思います。
その，人間力を育ててくれるのは，本当の自由を享受で
きる，京都大学の校風とここで出会える確かな志を持っ
た仲間だと思います。みなさんも，ここで責任ある医療
を学び，洗練された仲間と出会ってください。

学療法への興味を深めます。

　第III セメスターから第V セメスターにかけては

理学療法評価学，運動機能評価学実習, 各疾患別理

学療法学などの専門科目が始まり，それまでに学習

してきた基礎医学と臨床医学を結びつけるような

講義および実習を行います。

　第VI セメスターから第VII セメスターにかけては

臨床評価実習および臨床実習を行い，臨床現場に

おける理学療法の実際を経験します。臨床実習終

了後, 第VIII セメスターにかけて卒業研究と理学療

法特論各種セミナー等の演習科目により，さらに理

学療法学を深めていきます。

●専門科目（作業療法学専攻）
　作業療法学専攻では，第I・II セメスターで共通科

目，専門基礎科目と平行し，作業療法適応学原理，作

業学や臨床実習I（早期臨床体験）により，作業療法

への興味を深めます。第III セメスターでは作業分析

学，作業療法評価学総論など作業療法の基盤とな

る専門科目の学習が始まり，身体障害，精神障害，発

達障害の3 領域の見学実習（臨床実習II）など，専門

課程を学ぶための基盤づくりを行います。

　第IV から第VI セメスターにかけては，作業療法評

価や作業療法治療学など作業療法の専門科目の学

習，そしてそれらの技術を習得するための演習・実習

を行い，第VI セメスターで，講義や実習で学んだ評価

手順と技術を習得するために，評価実習（臨床実習

III）を行います。第VII・VIII セメスターでは，より高度な

臨床応用力をつけるために，作業療法の治療計画と

治療体験を，臨床実習IV を通して学び，卒業研究で将

来の臨床家，研究者，教育者としての基盤を育みます。
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講座紹介（人間健康科学科） 全学共通科目（人間健康科学科）

看護学専攻

理学療法学専攻

検査技術科学専攻

作業療法学専攻

　看護学の対象者は，あらゆるライフサイクルにある個人や家族はもとより，
広く地域や国際社会にも及んでいます。また，病気の人だけでなく，疾病の
予防や健康増進を含むあらゆる健康レベルにある人に関わっています。既
成の枠にとらわれない新しい発想のもとで教育・研究を行い，新たな領域
を開拓していくことをめざし，看護学専攻では，教育・研究体制として大講
座制をとっています。

1. 基礎看護学講座 
　人間，健康，環境，生活など，基本的な概念に関連する事柄やそこから
派生する健康現象について，実践の基盤となるエビデンスの探求や評価手
法を開発し，看護学全体の基礎となる知識や方法論の体系化や理論の検証
をめざして教育・研究を行います。

2. 臨床看護学講座 
　人の健康は身体的・精神的・心理社会的等様々な因子の統合として達成
されます。臨床看護学講座では，主として成人期にある人のからだとこころ
の健康問題に対し，専門的な視点からアセスメントする方法や援助方法を開
発し，実践の場で有効に活用できるよう，教育・研究を行います。

3. 家族看護学講座 
　少子化・核家族化が進む 21 世紀において，家族は非常に重要な社会的
単位であり，健康生活を維持・増進するための一次的なサポートシステムです。
家族看護学講座では，さまざまな家族・社会の形態や環境のなかで，夫婦
が自立して次世代を生み育てることに直接あるいは間接的に参加できるよ
う，母子とその家族を取り巻く専門的な理論と技術について教育・研究します。

4. 地域・老年看護学講座 
　長寿・高齢化社会や少子化社会に対応してサクセスフルエイジング，介
護予防，訪問看護等の地域高齢者に対する保健看護活動や地域組織活動，
健康な街づくり，保健医療福祉の連携とネットワーク化等の地域看護の専門
的な理論や技術について教育・研究します。

　理学療法は，日常生活に必要な基本的動作能力に障害があったり，また
は障害を引き起こす可能性のある人々に対して社会生活に適応するために
必要な援助技術や治療技術を提供する実践科学です。少子高齢化の進んだ
今日では，理学療法士の職域は医療現場だけでなく地域医療や福祉の分野
などにも急速に拡大し，保健・医療・福祉専門職としてバランスのとれた活
動が求められます。また理学療法士は，医療専門職の中でもとりわけ自由
裁量に基づいた判断と行動が必要とされ，そのため専門領域の知識や技術
の習得だけでなく豊かな人間性と問題解決能力の涵養が必要とされます。 
理学療法学専攻は，このような社会的ニーズに応えることのできる理学療法
士を養成します。

　理学 療 法学専 攻の教育目標のひとつは，科 学的な根 拠のある医療
（Evidence Based Medicine : EBM）に基づいた判断ができる理学療法士を

育てることにあります。本専攻における教育の他に例のない特徴は，四年次
の臨床実習終了後，「症例検討セミナー」や「運動機能解剖セミナー」など，
より臨床的な理学療法学への理解を深めることを目的とした演習科目を設
けていることです。臨床実習後に教員の指導のもと， 専門的な理学療法を
大学病院で学ぶ「症例検討セミナー」や実践に役立つより専門的な「画像診断・
整形外科セミナー」，実習で興味を持った解剖学に関して，さらに理解を深
めるために解剖実習を行う「運動機能解剖セミナー」，卒後の臨床研究に役
立つ定量的な運動解析手法を学ぶ身体「運動解析セミナー」などがあり，こ
れらのセミナーや卒業研究などを通して科学的なものの見方を養い，実践
的な問題解決能力を育成します。

　また，本専攻の最大の特徴は，附属病院で実践される先端医療を目の辺
りにした臨床教育に学生が自ら参画できる環境にあるということです。理学
療法におけるこの領域は世界的にも未知の部分が多く，今後の可能性が注
目されるところです。卒業後は，急性期，慢性期，回復期の医療機関だけ
でなく，保健・行政機関，リハビリテーションセンター，介護保険事業所，
教育，研究機関などに就職し，幅広い分野でリーダーとして活躍する事が期
待されます。

　理学療法学専攻においては，このような近年の多様なニーズに対応すべく
広い視野を持って保険・医療・福祉の幅広い分野で問題解決能力を発揮し
てリーダーシップをとれる人材を育成しています。

　検査技術科学専攻は，近年の分子細胞生物学，遺伝子医療，移植医療，
再生医療など医学および医療技術の急速な進歩に伴い，幅広い教養と専門
医療職としてのより深い知識や最新の技術を習得した臨床検査技師を養成
することを目的とします。本専攻は，基礎生体病態情報解析学，臨床生体
病態情報解析学，ならびに情報理工医学の 3 講座からなり，基礎医学，臨
床医学，遺伝子工学，画像診断学・情報科学を含めた生命科学のあらゆる
分野を視野に入れた幅広い知識や技術を学び，さらに国際的にも活躍しう
る研究者・教育者としての優れた人材を育成します。

1. 基礎生体病態情報解析学講座 
　基礎生体病態情報解析学講座では，難病，移植，再生，生殖医療等の
高度医療を主とする生体情報解析に対応できる検査技術科学を開発・発展
させるために，生体からの情報を抽出し遺伝子，分子レベルから細胞，組
織にわたる生理的および病理学的基礎情報を分析します。これらの情報を
基に病態解明のための分子診断検査，細胞情報解析ならびに形態学的解
析技術等を開発し，これに関する教育・研究を行います。 

2. 臨床生体病態情報解析学講座 
　分子生物学，遺伝子工学技術の急速な発展・進歩に伴い，難治疾患に対
する高度先進医療の開発が医療現場で大きく進展しています。臨床生体病
態情報解析学講座では，移植・再生医療，遺伝子治療をはじめとする先端
科学の臨床への展開を支援する臨床検査のエキスパートとして必要な理論
や技術について教育・研究します。

3. 情報理工医学講座 
　高度先進医療を支える生体医療情報解析において画像診断機器とそれを
用いた画像診断技術が必要不可欠です。これらの診断機器や技術を開発・
導入するうえでは，医学・医療分野の知識に加えて機器開発の基礎となる医
用工学技術や情報科学の理論をも習得した人材が必要です。このような人
材を育てるため，情報理工医学講座では，医工融合分野における最先端技
術の研究開発および事業化に将来発展しうる教育・研究を行います。

　ひとの日々の生活は，身辺処理や生活管理など生活を維持する活動，職
業や家事・育児・学業などの仕事に関する活動，遊びや余暇とさまざまな活
動によって営まれています。生活の質，健康な生活，社会参加の内容は，そ
うした作業活動のありように左右され，病や障害はその作業活動に支障を
来たし，生活に障害をもたらします。
　作業療法学専攻は，健康科学の一環として「作業療法学」を確立し，よ
り高度な専門性を備えた臨床，教育，研究に携わる人材を育成するため，
臨床教育と研究を行います。

生活を科学する作業療法 
　作業療法は「適応の科学」と言われ，病や障害により日々の暮らしに支障
を来している人々に対し，自律して生活に適応する能力の発達・回復・開発・
維持を援助します。生活への適応困難は，生理機能，運動機能，認知機能，
社会的機能などのいずれかの要因により，もしくは複数の要因が重なって生
じます。生活に生じた問題を分析し対策をたてるためには，人の心や身体の
仕組み，モノの捉え方・判断の仕方，学習・記憶の仕方，社会規範の理解・
対応の仕方，行為・動作として表現する仕組みなどに関する知識が必要とな
ります。
　作業療法学専攻では，適応機能の改善・回復を効果的に実践するための
作業活動の特性を学び，対象者個々のニーズに合わせ作業を適応・段階づ
ける知識・技術を獲得する作業分析，評価，援助法などを体系的に学ぶこ
とができる教育プログラムを提供します。
　作業療法に限らず，リハビリテーションに関連する専門領域は，他の医療
領域に比べて歴史が新しい領域であり，今後さらなる発展が要望されており，
高度先進医療と相補する治療・援助技法として最も脚光を浴びています。そ
の要望に応えるために，研究を遂行し絶えず精錬していき，研究を臨床の
場に具体的に反映することができる人材を育成します。

明日を拓く作業療法 
　2007 年度より大学院（医学研究科人間健康科学系専攻）が開設され，
臨床研究と共に，近赤外線分光法，脳波，自律神経機能測定，神経心理
学的検査，脳磁図などによる客観的指標の研究にも取り組み，京都大学病
院と連携し，高度な臨床専門職，教育・研究職を育成しています。

専門基礎科目（人間健康科学科）

専攻 科目

看護学専攻

検査技術科学専攻

理学療法学専攻

作業療法学専攻

人体構造学，解剖学，運動機能解剖学，人体構造学実習，解剖学演習，人体機能学，生理学，人体機能学実習，運動学，臨床コミュニケーション論，リハビリテーショ
ン概論，精神保健，医療管理学，病理学概論，薬剤・薬理学概論，生体防御学，生化学概論，公衆衛生学，医療情報学，医療統計学，臨床内科疾病論 I，臨床
内科疾病論 II，臨床内科疾病論 III，臨床外科疾病論 I，臨床外科疾病論 II，臨床外科疾病論 III，精神医学各論，整形外科各論，成育医療学各論

健康心理学，生活と健康，人間健康科学概論，医療有機生物化学，神経科学総論 A，神経科学総論 B，基礎化学実験，情報科学概論，
生体制御機構概論

数学基礎 IA，数学基礎 IB，数学基礎 IIA，数学基礎 IIB，初修物理学 A・B 又は物理学基礎論 A・B，医療有機生物化学，神経科
学総論 A，神経科学総論 B，基礎化学実験，情報科学概論，基礎情報処理演習

人間健康科学概論，神経科学総論 A，神経科学総論 B，生体制御機構概論

健康心理学，人間健康科学概論，神経科学総論 A，神経科学総論 B，生体制御機構概論

専門科目（人間健康科学科）

専攻 1 回生～ 2 回生～ 3 回生～ 4 回生

看護学専攻

検査技術
科学専攻

理学療法学
専攻

作業療法学
専攻

基礎看護学，看護カウ
ンセリング論 I，基礎看
護学技術論，基礎看護
学技術演習 I，基礎看
護学技術演習 II，基礎
看護学実習

医用イメージング概論

理学療法総論，理学療
法見学実習

作業療法適応学原理，
作業学，臨床実習 I

臨床基礎看護学 I，臨床基礎看護学 II，臨床
基礎看護学技術演習，臨床基礎看護学実習，
成人看護学概論，成人看護学 I，成人看護学
II，成人看護学 III，精神看護学，小児看護学，
母性看護学，在宅ケア論，地域看護学概論，
地域看護活動概論

分子生物・遺伝子検査解析学，細胞生物学，
臨床検査総論，医用電子工学，生化学，微
生物学，生化学実習，分子生物・遺伝子検
査解析学実習，細胞生物学実習，医動物学，
微生物感染症学実習，細胞組織検査学，血
液学，情報解析学基礎，医用電子工学実習，
検査情報統計学，臨床生理・超音波診断学

理学療法評価学，運動機能評価学実習，筋・
骨格系理学療法学，義肢学，日常生活援助
法 I

作業分析学，作業学演習 I，作業療法評価学
総論，運動機能評価学実習，日常生活援助
法 I，身体障害作業療法治療学総論，高齢期
作業治療学，精神障害作業療法治療学総論，
発達障害作業療法治療学総論，臨床実習 II

成人看護学演習，成人看護学実習 I，成人看
護学実習 II，成人看護学実習 III，リエゾン精
神看護学，精神看護学演習，精神看護学実
習，小児看護学演習，小児看護学実習，家
族看護学，母性看護学演習，母性看護学実習，
看護研究法，看護管理・倫理学，看護カウ
ンセリング論 II，地域看護診断学，地域看護
活動論 I，地域看護活動論 II，地域看護活動
論 III，地域看護活動論 IV，保健行動学習論，
家族相談援助論，地域保健看護展開論，保
健看護政策論，保健医療福祉行政論

病理学各論 I，細胞組織検査学実習，臨床検
査精度管理学，臨床検査総論実習，感染制
御学，血液検査学，血液検査学実習，画像
情報システム学，情報解析学，臨床化学，生
体応答解析学，病理学各論 2，放射性同位元
素検査技術学，臨床生理・超音波診断学実習，
臨床化学実習，生体応答解析学実習，非侵
襲画像検査学，画像情報システム学実習

理学療法評価学演習，臨床運動機能学，筋・
骨格系理学療法学実習，神経系理学療法学，
スポーツ傷害理学療法学，発達障害系理学
療法学，物理療法学，生活動作学実習，装
具学，高齢者理学療法学，地域理学療法学
概論，日常生活援助法 II，理学療法評価学
実習，臨床運動機能学実習，神経系理学療
法学実習，呼吸理学療法学，循環代謝系理
学療法学，臨床評価実習 I，臨床実習 I，臨
床評価実習 II

作業学演習 II，発達評価法実習，心理社会
機能評価学，生活機能評価学実習，日常生
活援助法 II，作業療法技術論，身体障害作
業療法治療学各論 I，身体障害作業療法治療
学各論 II，高次神経障害作業治療学，精神
障害作業療法治療学各論 I，精神障害作業療
法治療学各論 II，発達障害作業療法治療学
各論 I，発達障害作業療法治療学各論 II，地
域作業治療学，作業療法管理運営論，研究
方法論，臨床実習 III

緩和ケア論，高度医療看
護 論， 在 宅 看 護 論 演 習，
在宅看護論実習，統合実
習，統合看護（卒業論文），
地域看護学演習，地域看
護学実習

臨床実習，卒業研究，臨
床検査病態学，先端医療
技術セミナー，臨床病態
情報解析学演習

運 動 機 能 解 剖 セミナ ー，
身 体 運 動 解 析 セミナ ー，
臨床実習 II，卒業研究，症
例検討セミナー，理学療
法特論，画像診断・整形
外科セミナー

作業療法演習，卒業研究，
臨床実習 IV

注）青文字の科目：保健師選択科目
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進学（大学院）
100％

その他 3.8% 進学（大学院）7.7%

就職 88.5%

2011 年度実績 2011 年度実績

薬科学科 薬学科
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卒業後の進路
薬科学科：８割以上が大学院へ進学します。修士課程
を修了した学生の３割が博士課程に進学します。大学
院修了者の就職先には，企業，国公立研究機関，大学
等教育機関，医療機関などがあり，修士課程修了者で
は７割が製薬会社に就職しています。

就職先の例
薬科学科（修士課程修了者）：アステラス製薬㈱／田
辺三菱製薬㈱／日本新薬㈱／塩野義製薬㈱／大塚製
薬㈱／日本たばこ産業㈱／第一三共㈱／中外製薬㈱／
イオンリテール㈱など

卒業後の進路
薬学科：昨年度は，薬学科６年制の一期生が卒業しま
した。そのうち，約 1 割が博士課程に進学しました。卒
業生の就職先には，医療機関，薬局，企業，国公立研
究機関などがあり，職種も薬剤師，研究職など様々です。

就職先の例
薬学科：京都大学医学部附属病院／国立循環器病セン
ター／医薬品医療機器総合機構／倉敷中央病院／日本
たばこ産業㈱／アステラス製薬㈱／大日本住友製薬㈱
／キューピー㈱など

薬学部で取得可能な資格
　薬学部卒業生にとって最も重要な資格は薬剤師です。薬剤師とは，厚生労働大臣の免許を受けて医薬品の製造，
調剤，供給に従事できる者のことであり，公衆衛生の向上および増進に寄与し，国民の健康な生活を確保することを
任務とします。薬剤師の免許は，薬剤師国家試験に合格したものに与えられ，6 年制の薬学科で卒業見込みの者及び
卒業生が薬剤師国家試験に出願することができます。また，平成 29 年度入学者までは，4 年制の薬科学科卒業生も
必要な要件を満たせば，個別審査の上，薬剤師国家試験受験資格が与えられることがあります。このほかに，教員職
員免許状（薬科学科）などの資格が取得できます。

創薬のエキスパートに
なるために
薬学部薬科学科
４回生
村田　晃洋 さん

充実した環境の中で

薬学部薬学科
6 回生
大原　早織 さん

京都大学薬学部での学びの魅力
2006 年総合薬学科卒業
大日本住友製薬株式会社
臨床開発第１部第２グループ勤務
杉下　亜維子 さん

京大薬学部で学ぶメリット

2005 年総合薬学科卒業
第一三共 ( 株 ) 研究員
太田　悠介 さん

　高校生の時，化学が好きで新薬を自分で作りたいと
思い，薬学部を意識していましたが，オープンキャンパ
スで実際に研究の様子などを見学してそれが確信に変
わりました。
　薬学部では化学，物理，生物の幅広い知識を身に
つけることができ，これらはすべて創薬に関わる上で
欠かせません。また，3，4 回生での実習を通してそれ
までに習得した知識を実際に確認し自ら主体的に考え
る力を養うことができます。
　現在，私は，有機化学を通して新薬を創ることを夢
見て，薬品分子化学研究室で最先端の研究に励んで
います。また，大学は，色々な人と出会い，自分のし
たいことに打ち込める場所です。特に京都大学は ” 自
由の学風 ”と呼ばれるように興味を持ったことを何で
も enjoy できる環境にあるので，皆さんもぜひ京都大
学に来てこの雰囲気を味わってみて下さい。

　自由な校風の高校にいた私は，同じ学風の京都大
学に魅力を感じ，この大学でのびのびと薬学を学び将
来は患者さんに信頼される様な薬剤師になりたいと考
え，薬学部薬学科を志望しました。
　薬学科には高度な医療を担う薬剤師を育成する為
の様々なカリキュラムがあり，その最たるものが 5 回
生で行われる実務実習です。病院と薬局で薬剤業務を
実際に体験できるのは進路を考えるきっかけにもなり，
得るものが多い実習でした。
　現在は 4 回生から所属する病態情報薬学分野で研
究を行っています。6 年制だからといって薬剤師になる
為の勉強ばかりではなく，研究する環境も整っている
点が京都大学の魅力だと思います。
　自由な分責任も求められますが，やりたいことが思
う存分できる，様々な面で充実した環境を持つ京都大
学で，皆さんの思い描く大学生活を送りませんか。

　京都大学薬学部で薬学を学ぶことの魅力は，最先端
の知識・技術をともなう高い専門性に触れながら，自主
的に独創的な視点を持って学問と向き合うことが出来る
環境だと思います。私が薬学部を目指したのは，子供
の頃，様々な色・形の薬を扱う薬剤師さんに憧れを抱
いたことがきっかけでした。その中で「薬剤師として薬
を扱う」ことから「研究者として新薬を創る」ことへ自
分のビジョンが自然に変化したのは，京都大学薬学部
での学びの魅力を体験したことに他ならないと，今は
確信しています。
　京都大学は自由な校風で有名ですが，入学してみれ
ばあなた自身がそれを一番良く実感することでしょう。
どのような学生生活を送るのか，全てはあなたの思い次
第です。個性豊かな同級生と刺激しあいながら，楽しく
充実した学生生活を送っていただけたらと思います。

　私が特にお伝えしたいことは二点あります。
　一点目は素晴らしい仲間に囲まれているということ
です。先生方も学生達も高いレベルの研究者ばかりで
す。将来は日本を，さらには世界をリードする研究者
とともに歩むことは，自分にとっても高いモチベーショ
ンになります。
　二点目は，世界的に見ても研究環境が非常に整って
いるということです。このことは，自立した研究者とし
ての知識と技術を身につける上で大いに役立つでしょ
う。また，京大での実績をベースに，さらなるキャリ
アアップを図ることも可能です。私も博士号を取得した
後，ハーバード大学の世界的に有名な研究室で二年間
研究する機会を得ました。世界的に注目される研究を
行い，幅広い人脈を持ったことは貴重な経験でした。
　素晴らしい仲間とともに学び，独創的な研究者になっ
て下さい。

薬学部が望む学生像

   京都大学薬学部は総合科学としての薬学の基
礎体系を習得させ，創薬，医療薬学に関わる科
学者，技術者，薬剤師を育成することを目標とし
ています。
薬科学科：薬科学科の主たる使命は医薬品の創
　 製です。自ら考え，探求し，創造する
　 豊かな心を持つ人材が求められます。
薬 学 科： 薬学科の主たる使命は最適な薬物治
　 療の実現です。医療の進歩と発展を
　 担うため，向上心と探求心を持ち続
　 けられる人材が求められます。

薬学部への誘い

　薬は，人類の健康に大きく貢献し，不可欠な
ものとなっています。薬学は，この薬を創造，創
製し，適正に使用するための学問を行う場です。
薬の開発は先端的な科学と技術の融合の上に成
り立っていますので，薬学を通して社会に貢献す
るためには，化学系，物理系，生物系，医療系
など幅広い専門知識と医療人としての心を学ぶこ
とが必要です。
　京都大学における薬学の教育・研究組織は昭
和 14 年に医学部薬学科として，有機化学系，分

析化学系を中核に出発し，その後，薬学に対す
る社会的要請の広がりに対応して，生命科学系
分野，医療系分野など研究分野を加え，総合科
学としての薬学の教育，研究体制を整え，現在
に至っています。
　現在，薬学部では，近年の急速な生命科学の
進歩，医療の高度化に対応するために，新しい
概念に基づく医薬品の創製・発展，医療への貢
献に対応できる教育が求められており，その一環
として，平成 18 年度から薬剤師国家試験受験資
格が 6 年間の履修期間を要するという教育制度
の変更も行われました。そこで，本薬学部では，
この薬学教育，研究の大きな変革に対応するた
め，将来の医薬品の創製を担う創薬科学研究者，
技術者養成を目指す 4 年制の薬科学科と，高度
な医療を担い，それを指導できる薬剤師，医療
薬学研究者，技術者養成を目指す 6 年制の薬学
科の 2 学科を設置し，それぞれの目的に適した
人材の育成に努めています。また大学院では，薬
科学専攻と薬学専攻，医薬創成情報科学専攻の
3 つの専攻を設け，学部で養われた学力，技能
を基盤として，より広い視野に立って薬学関連領
域の学識を深め，研究能力を養うことを行ってい
ます。さらに，教育・研究の施設・環境の充実に

も努め，最近総合研究棟および教育棟の新設，
本館の大改修を行いました。また，文部科学省
21 世紀 COE プログラムをはじめ，創薬，医療薬
学分野の特色ある研究・教育プログラムにも採
択され，創薬科学および医療薬学の充実した教
育に努めています。薬学は先端科学研究と医療
での社会的貢献が同時に可能な学術領域です。
医薬品の創製と医療への貢献を目指す学問の場
として，薬学部に皆様を招待します。

［写真］化学合成したサンプルを分離精製している様子

薬学部のホームページ :

http://www.pharm.kyoto-u.ac.jp/
入学についてのお問い合わせ : 
薬学部教務掛　tel. 075-753-4514

薬学部の教育

● 創薬科学研究者と高度な医療を支える薬剤
　師を育てる
　薬学は疾患の治癒，健康の増進をもたらす医薬

品の創成，生産，使用を目的とした総合科学です。薬

学の基礎は物理学，化学，生物学です。これらの基礎

科学の統合と応用により，薬学の教育・研究を発展

させます。最近の医療技術の進歩と高齢化社会の

問題等により，薬学に求められる社会的意義の重要

性はますます増大しております。医薬品の研究開発

や適正使用は人の健康や生命に関わるものです。

薬学に携わる人間は単に学問的素養のみならず，高

い社会性，道徳性が求められます。京都大学薬学部

は4 年制の総合薬学科で創薬科学，医療薬学の研究

者，技術者の養成を目指してきました。平成18 年度

より京都大学薬学部は創薬科学研究者，技術者養

成を目指す4 年制の薬科学科と，高度な医療を支え

る薬剤師，医療薬学研究者，技術者の養成を目指す

6 年制の薬学科の2 学科となりました。

● 1 ～2 回生（薬科学科，薬学科共通）：全学共
　通科目を中心にした履修と専門教育への準備
  1 回生では教養・自然系基礎科目からなる全学共

通科目と基礎専門教育科目を履修します。これらの

科目は幅広い学問に接して高い教養を身につける

とともに，専門科目を学ぶための基礎学力，思考力

を身につけることを目的としています。全学共通科

目は人文・社会系科目，自然系科目，外国語科目か

らなっております。さらに，専門基礎教育科目とし

て薬学倫理・概論，薬学生物学，薬学物理化学，基礎

有機化学なども履修します。2 回生では，全学共通

科目と専門基礎教育科目として科学英語を履修す

るとともに，専門教育の科目も履修します。

●3 ～4 回生（薬科学科）：専門科目の講義と実習
  3 回生では薬学の専門知識・実験技術を学ぶため

の専門教育科目を中心とした科目を履修します。大

学院教育に結びつく高度な専門知識を学ぶ研究基

盤教育科目も一部入ってきます。主として午前中は

講義，午後は専門実習を行います。実習は全て必修

科目で薬学の全ての専門分野に関する実験技術を

習得します。

　4 回生では主として特別実習を行います。特別実

習はほぼ1 年にわたって行われます。特別実習では

希望する研究室に配属し，教員の指導，助言を受け

ながら，特定の専門領域の新しいテーマの研究に取

り組みます。特別実習は薬学研究の現状を知り，将

来の進路を考える上でも重要なものです。

●3 ～6 回生（薬学科）：専門科目の講義と実習
  3 回生では薬学の専門知識・実験技術を学ぶため

の専門教育科目を中心とした科目を履修します。大

学院教育に結びつく高度な専門知識を学ぶ研究基

盤教育科目も一部入ってきます。主として午前中は

講義，午後は専門実習を行います。実習は全て必修

科目で薬学の全ての専門分野に関する実験技術を

習得します。

　4 回生前期では主として午前中は講義，午後は医

療薬学ワークショップを行い，医療薬学分野全体

の研究領域について学びます。4 回生後期から特別

実習が行われます。特別実習は6 回生まで行われ

ます。特別実習では希望する研究室に配属し，教員

の指導，助言を受けながら，医療薬学を中心とした

種々の領域の新しいテーマの研究に取り組みます。

特別実習は医療薬学研究の現状を知り，将来の進

路を考える上でも重要なものです。5 回生では特別

実習に加えて，医療における薬剤師の役割と職能を

理解し，薬剤業務等を学ぶため，京都大学医学部附

属病院薬剤部と学外の調剤薬局で5 ヶ月間の実務

実習を行います。



学科紹介
薬科学科 薬学科

　医薬品の設計と合成そして生体分子との相互作用に関わる諸問題を，構造と
機能ならびに作用と動態などの側面から研究する総合科学として，薬科学の基
礎と応用に関する知識と技術を学びます。4 年次には研究室に配属され最先端
の研究に触れる特別実習を行います。卒業生の多くはさらに広い視野にたった
専門知識を深め，研究能力を養うために，大学院（博士前期課程）に進学します。

　医薬品の適正使用を目的とした総合科学として，薬学の基礎と応用に関す
る知識と技術を学びます。1 年次には早期体験学習が実施され，4 〜 6 年次に
は特別実習，病院実習，調剤薬局実習が行われます。薬学科は高度な薬剤師
の養成を目指しますが，さらに広い視野にたった専門知識を深め，研究能力
を養うことを希望する学生は大学院（博士課程）に進学します。

薬科学専攻

薬品合成化学：高須　清誠 教授
１）生理活性天然化合物の合成 
２）高次分子変換のための実践的方法論の開拓
３）活性種の特性を活かした髙官能基選択的な変換反応の開拓
４）生体内で特異機能を発現する人工低分子の設計と開発
５）有機金属反応剤の活性化と不肖化手法の開拓

薬品分子化学：竹本　佳司 教授
１）プロセス研究を指向した環境調和型有機合成反応の開発
２）金属の特性を利用した高立体選択的な新反応の開拓
３）生物活性天然有機化合物及びその類縁体の全合成研究
４）機能性複素環化合物の合成とバイオプローブとしての利用
５）多点分子間相互作用するホスト分子の設計と生体機能の構築

薬品資源学：伊藤　美千穂 准教授
１）二次代謝機能発現に関する研究，特にテルペノイドの生合 
　   成機構の解明
２）生薬ならびに薬用植物に含まれる生理活性成分の研究
３）薬用植物の実態と多様性に関する調査研究
４）吸入投与による精油の生薬薬理学的研究

薬品機能解析学：松﨑　勝巳 教授
１）抗菌性ペプチドの作用機構の解明と創薬への展開
２）アルツハイマー病発症機構の解明と予防・治療法の開発
３）膜タンパク質の構造形成原理の解明
４）受容体の機能解析と創薬
５）ＮＭＲによる生体分子の構造解析

構造生物薬学：加藤　博章 教授
１）X 線結晶構造に基づいた ABCトランスポーターの構造生理学
２）ぺルオキシソーム膜タンパク質の膜局在化メカニズムの構造
　   生物学
３）精密立体構造に基づく酵素の触媒作用の構造的起源の解明
４）X 線結晶構造解析による生物時計の構造と機能の解明

製剤機能解析学：石濱　泰 教授
１）プロテオーム一斉解析法の開発
２）シグナル伝達プロテオームに関する研究
３）膜とタンパク質の相互作用および膜脂質のダイナミクスに関
　　する研究
４）脂質微粒子の調整と生物物理学的研究

精密有機合成化学：川端　猛夫 教授
１）動的不斉制御の方法論と不斉反応への利用
２）有機触媒による精密反応制御
３）分子のキラリティーに基づく高次構造の構築
４）分子認識および超分子化学に関する研究
５）生物活性化合物の創出を指向した新規合成法の開発

生体分子認識学：竹島　浩 教授
１）小胞体 Ca2+ シグナリングに関する研究
２）中枢系の機能制御と情報伝達に関する研究

３）筋細胞の膜構築と機能に関する研究

生体機能解析学：金子　周司 教授
１）イオンチャネルなどの膜輸送タンパク質を対象とする創薬，
　　機能解析，薬効解析，安全性評価，病因論，ゲノム科学に
　　関する研究
２）痛みの物質的基盤および鎮痛薬の作用機序に関する研究
３）薬物依存や薬物有害事象の分子機構に関する研究
４）生命科学用語オントロジーの研究

遺伝子薬学：伊藤　信行 教授
１）細胞増殖因子（FGF）の脂肪組織，骨・軟骨，脳形成などに
　　おける役割の解明
２）遺伝子探索法による新規細胞増殖・分化因子遺伝子の探索
　    と構造解析
３）遺伝子機能抑制小型魚類の作成による新規遺伝子の個体レ 
　    ベルでの機能解析
４）遺伝子欠損マウスの作成による新規遺伝子の機能解析とそ
　    の分子機構の解明
５）組織形成，組織修復の分子機構の解明と再生医学への応用

生理活性制御学：竹松　弘 准教授
１）細胞死誘導型免疫抑制物質の作用機構と関連遺伝子に関す 
　   る研究
２）スフィンゴ糖脂質の持つ生理活性に関する研究
３）シアル酸分子種に関する研究

生体情報制御学：中山　和久 教授
１）低分子量 GTPase による細胞内タンパク質輸送の調節に関
　　する研究 
２）多様なエンドサイトーシス経路の調節に関する研究
３）メンブレントラフィックによる細胞分裂の調節に関する研究
４）メンブレントラフィックとタンパク質分解の共役に関する研究

神経機能制御学：根岸　学 教授
１）神経ネットワーク形成，神経可塑性の分子メカニズムの研究
２）中枢神経系におけるプロスタノイド受容体の情報伝達機構
　    の研究
３）三量体Ｇ蛋白質及び低分子量Ｇ蛋白質による神経機能調節
　    の研究
４）ストレス遺伝子の発現機構

生体機能化学：二木　史朗 教授
１）細胞機能・遺伝子を制御する生理活性蛋白質の創製
２）細胞膜透過ペプチドベクターの開発とメカニズム
３）亜鉛フィンガー型転写因子のＤＮＡ認識と機能解析
４）細胞内ターゲティング（核・ミトコンドリアなど）の化学と　
　   分子設計
５）環境応答型機能性ペプチドのデザイン

薬品動態制御学：橋田　充 教授
１）医薬品の体内動態の分子機構の解明と動態モデルに基づく

　   数理学的解析
２）治療の最適化を目的とする薬物の体内動態制御法，製剤設
　    計法の開発
３）タンパク質医薬品の臓器，細胞特異的ターゲティング技術の開発
４）遺伝子医薬品を対象とするドラッグデリバリーシステムの開発
５）薬物の経粘膜・経皮吸収の機構解析とコンピュータ吸収予
　    測法の開発

薬品作用解析学：久米　利明 准教授
１）中枢神経作用薬の薬理学を主要研究課題とする
２）中枢神経変性疾患におけるニューロン死の機序の解析とそ 
　    の保護因子の探索
３）胎仔血清に由来する神経保護セロフェンド酸の作用機序の
　   解析
４）生体および天然物に由来する神経保護活性物質の探索研究
５）ニューロン生存と神経再生を制御する細胞内機能分子に関
　    する研究

臨床薬学教育：矢野　育子 准教授
１）医薬品の適正使用に関する教育・研究
２）薬物動態と薬効の速度論的解析に基づく個別化投与設計に
　    関する研究

病態機能分析学：佐治　英郎 教授
１）脳疾患，心疾患，がん，糖尿病などでの生体機能変化をイ
　  ンビボ解析する分子イメージング法の開発とそれによる病態
　及び薬物作用の解明に関する研究
２）病態の特性に基づく標的部位選択的移行，選択的活性化を
　   おこす機能性画像診断・治療薬剤の創薬研究
３）生理活性金属化合物の生体作用の解明と治療への応用に関
　   する研究
４）薬物血中濃度データに基づく医薬品の適正使用

病態情報薬学：髙倉　喜信 教授
１）遺伝子治療・DNA ワクチン療法の最適化を目指した核酸医
　　薬品開発
２）核酸ナノデバイス・ハイドルゲルの開発
３）ＲＮＡ干渉を利用した疾患治療システムの開発
４）多機能細胞治療剤の開発

医療薬剤学：松原　和夫 教授
１）医薬品の体内動態と薬効・毒性に関する基礎と臨床
２）薬物トランスポータの分子・細胞生物学的解析と臨床応用に
　　関する研究
３）病態時の薬物動態・薬効の変動要因解析と患者個別投与設
　   計に関する研究
４）薬物相互作用の in vitro 予測・評価系の開発に関する研究
５）薬物トランスポータ・代謝酵素の遺伝的多型とテーラーメイ
　    ド医療

研究室紹介（大学院の基幹分野，協力講座，寄附講座，最先端創薬研究センター，統合薬学教育開発センター）

医薬創成情報科学専攻

薬理ゲノミクス・ゲノム創薬科学：平澤　明  准教授
１）最先端質量分析に基づくがんのバイオマーカー探索
２）最先端質量分析に基づくがんのゲノム創薬
３）生体内オーファンＧ蛋白質共役型受容体のリガント探索
４）遺伝子改変動物，病態動物を用いた遺伝子の個体レベルの
　   機能解析
５）患者個人の遺伝子多型情報に基づいた至適臨床薬物療法の
　   実現

ケモゲノミクス・薬品有機製造学：大野　浩章 准教授
１）ゲノム / プロテオーム情報収斂型創薬研究
２）新規複素環骨格構築法の開発と創薬テンプレートへの応用
３）新規フラグメント合成法の開発と長鎖ペプチド合成への応用
４）ペプチド・ペプチド類緑体をプローブとするケミカルバイオ
　　ロジー研究
５）抗癌剤，抗ウイルス剤，抗痴呆剤の分子設計・合成研究

システムバイオロジー：岡村　均 教授
１）再生，老化における分子時計の細胞内時間ネットワーク機

　   構を解明する。
２）分子時間の異常による慢性疾患（高血圧，発癌，神経変性
　  疾患）の発症機構を解明し，時間を基にした新しい病気の
　   理解，その治療法を開発する。
３）哺乳類生体リズムにおける時間の生成と調律の仕組みを，　
　   細胞，組織，生体という多層レベルで解明する。
４）リガンド，受容体の解析による時間を調律する創薬研究

システムケモセラピー（制御分子学）：掛谷　秀昭 教授
１）多因子疾患（癌，神経変性疾患，免疫疾患，糖尿病等）に
　  対する次世代化学療法の開発を指向した先端的ケミカルバ
　   イオロジー研究
２）創薬リード化合物の開拓を指向した新規生理活性物質の天
　   然物化学・天然物薬学
３）ケモインフォマティクス，バイオインフォマティクスを活用　
　  したシステムケモセラピー研究およびメディシナルケミスト　
　   リー研究
４）有用物質生産・創製のための遺伝子工学的研究（コンビナ
　   トリアル生合成研究等）

統合ゲノミクス：五斗　進 准教授
１）バイオ情報を統合するバイオインフォマティクス技術の開発
　　研究
２）ゲノムと生体内化学反応の知識に基づく合成可能な天然物
　    の予測
４）医薬品開発に伴う化学構造変換の知識に基づく薬らしさの
　   予測
５）薬物間相互作用，薬物・標的間相互作用のネットワーク解析

分子設計情報：馬見塚　拓 教授
１）バイオインフォマティクス：ゲノムワイドなデータからの情報
　   処理技術による知識発見
２）先端情報科学技術の創出による生命情報解析・創薬技術の 
　    高度化
３）薬物投与データからの生体分子間ネットワーク推定による創
　　薬インフォマティクス
４）生体分子の生命機構の理解に向けた情報抽出技術の高精度化
５）システムズバイオロジー：計算機による模倣からの生命現象 
　　の解析・理解

寄附講座

ナノバイオ医薬創成科学：清水　一治 寄附講座教授
１）最先端工学技術とバイオ技術を融合したナノレベル創薬研究
２）先端ナノバイオ工学技術ＤＮＡチップによるがん等の臨床検
　　体の分析
３）病態関連遺伝子やタンパク質情報を活用したテーラーメード医療
４）分子標的薬のターゲット探索，薬理ゲノミクス研究

システム創薬科学：奥野　恭史 寄附講座教授
１）分子標的を指向したネットワーク創薬の開拓的研究
２）遺伝子ネットワーク解析法を用いたうつ病の病態解明と創薬応用
３）システムズバイオロジーに基づく薬物作用メカニズムの解明
４）ケミカルゲノミクス情報に基づく新規医薬品開発探索理論の
　　研究開発

医療産業政策学：柿原　浩明　寄付講座教授 
１） 新薬開発，製薬企業の海外進出がＧＤＰに与えるプラスの影響
　 について，数値的根拠を示す研究を，マクロ経済学，財政学の
　 専門家などと共同研究を行う。
２） 医薬品産業政策　３）新薬とジェネリックの棲み分け
４） 日本発医薬品の開発促進政策　５）国際共同治験の準備態勢

統合薬学教育開発センター最先端創薬研究センター

　本センターは，2010 年 4 月より，京都大学大学院薬学研究科の附属施設として，高度化
しつづける創薬や医療に即応できる先端的な薬学教育・研究体制を形成するための “ 創 ” と
“ 療 ” の統合的薬学拠点として新設された。医薬品開発教育分野，創薬科学教育分野，実践
臨床薬学分野の 3 専任分野を設置し，また別途，情報科学教育分野も並置し，学部内各分野，
学内臨床部門や他学部との協力体制，連携教授のご指導のもと，「横断的統合型教育による
創薬・育薬力育成プログラム」の開発と推進を通じて高度な能力を有する薬学人を養成し，
創薬と医療における社会貢献を目指している。

　本センターは，最先端研究開発支援プログラム（FIRST プログラム）に採択された「次世
代質量分析システム開発と創薬，診断への貢献」プロジェクトの研究拠点である。このプロ
ジェクトでは，世界最高性能の質量分析システムを開発し，当該システムを用いたがん（乳
がん，食道がん）やアルツハイマー病の新たな診断・治療手法の確立に向けて，バイオマー
カーの発見やがん創薬のための分子標的候補の発見に努めることを目的としている。

全学共通科目（専門基礎科目）

科目

薬学倫理・概論，薬学生物学，薬学物理化学（化学熱力学），基礎有機化学Ａ，基礎有機化学Ｂ，数学基礎Ａ，数学基礎Ｂ，線形代数学Ａ，線形代数学Ｂ，物理学基礎論Ａ，
物理学基礎論Ｂ，熱力学，物理学実験，基礎化学実験，生物学実習Ⅲ，薬用植物学，基礎情報処理１，基礎情報処理２

学部カリキュラム
学部 1 年

学部 1 年

学部 2 年

学部 2 年

学部 3 年

学部 3 年

学部 4 年

学部 4 年

学部 5 年

薬学共用試験 薬剤師国家試験

修士 1 年

学部 6 年

修士 2 年

博
士
4
年

博
士
3
年

博
士
2
年

博
士
1
年

薬学科
（6 年制）

薬科学科
（4 年制）

全学共通科目
早期体験学習

全学共通科目

専門科目
全学共通科目

専門科目
全学共通科目

専門科目
専門実習

専門科目
専門実習

特別実習
専門科目
事前学習

特別実習
専門科目

特別実習
事前学習
病院・薬局実務実習

特別実習
アドバンスト医療
系講義・演習

専門科目（予定）

1 回生～ 5 回生～3 回生～2 回生～ 6 回生～4 回生～

化学系
講義科目

物理系
講義科目

生物系
講義科目

医療系
講義科目

情報系
講義科目

専門実習

薬科学科

薬学科

生理学１
（解剖生理学）

先端医療 SGD
演習

医療薬学ワークショップ
医療薬学実験技術
学術情報論
医療実務事前学習
病院実務実習
薬局実務実習
特別実習

有機化学３（創薬化学）
有機化学４（精密合成化学）
有機化学５（生体機能化学）
天然物薬学３（生薬学）
医薬品化学・新薬論

分析化学４（臨床化学）
物理化学４（生物物理化学）

微生物学１（細菌学）
微生物学２（ウイルス学）
生物化学４（応用遺伝子学）
生物化学５（細胞生物学）
生物化学６（生理化学）
生物化学７（生体防御学）
衛生薬学２（環境衛生学）

薬理学２（循環器薬理）
薬理学３（中枢神経薬理）
薬剤学２（固形製剤論）
薬剤学３（薬物動態学）
生理学４（病態ゲノム学）
医薬品開発プロジェクト演習 I
統合型薬学演習

薬学専門実習１
薬学専門実習２
薬学専門実習３
薬学専門実習４

有機化学１（有機合成化学）
有機化学２（生物有機化学）
天然物薬学１（天然物化学）
天然物薬学２（薬用資源学）
創薬有機化学エクササイズ

物理化学１（量子化学）
物理化学２（電気化学・界面化学）
物理化学３（構造化学）
分析化学１（薬品分析化学）
分析化学２（放射化学）
分析化学３（分光学）
創薬物理化学エクササイズ１
創薬物理化学エクササイズ２

生物化学１（物質生化学）
生物化学２（代謝生化学）
生物化学３（基礎遺伝子学）
衛生薬学１（健康化学）

生理学２（分子生理学）
生理学３（病態生理学）
薬理学１（総論・末梢薬理）
薬剤学１（溶液製剤論）

バイオサイエンス統計基礎
地域医療薬学

医療薬学ワークショップ
医療薬学実験技術
学術情報論
臨床薬学総論
特別実習

医療薬剤学１
医療薬剤学２
薬局方・薬事関連法規
薬物治療学１
薬物治療学２
医薬品開発プロジェクト演習 II
医療倫理実習

基礎バイオインフォマティクス
医薬品開発学

特別実習

医療薬学ワークショップ
医療薬学実験技術
学術情報論
医療実務事前学習
特別実習
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2011 年度実績就職 9.3% その他 3.1%

進学（大学院）
87.6%
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卒業後の進路
  本学部卒業生の 5 分の 4 以上（平成 23 年度約 88%）
の者が大学院修士課程へ進学しています。将来，大学
の研究職に就くことを希望する者のほか，近年の科学
技術の進展に伴い，企業においても，高度な研究能力
を有する人材を求めているため，大学院に進学を希望
する学生は増加しています。

工学部で取得可能な資格
　在学中に所定の授業科目を修得することによって，
測量士，建築士，電気主任技術者，無線従事者，危険
物取扱者，ボイラー取扱主任者等の学科試験の全部ま
たは一部が免除されます。（また，卒業後に一定の実務
期間を経ることで受験資格を得られるものもあります。）

充実した学生生活

工学部物理工学科 
機械システム学コース 4 回生
吉田　伊吹 さん

なりたい自分がここにいる

工学部電気電子工学科
4 回生
荒井　亮平 さん

自由の学風

工学部情報学科
４回生
山岡　誠司 さん

京都大学で学んだこと
2012 年工業化学科卒業
工学研究科物質エネルギー化学専攻 
修士課程 1 回生
中野　晃佑 さん

自由？放任？放し飼い？
2008 年建築学科卒業
2011 年工学研究科
建築学専攻修士課程修了
株式会社 日本設計  建築設計群勤務
杉野　勇太 さん

　私はエンジニアになろうと思い，京都大学工学部物
理工学科に入学しました。今年度，機構を扱う機械機
能要素工学という分野の研究室に配属され，卒業研
究を行っています。
　京都大学はとても自由な大学であり，自分のやりた
いことをやれる大学です。工場見学や社会人の方によ
る講義もあり，学んでいることが社会でどのように使
われているか知ることができます。専門科目以外にも
幅広い分野の一般教養科目が開講され，専門外の分
野も広く学ぶことができます。
　私は外国語をいくつもとり，それを活かして長期休
暇中に旅行しています。アルバイトやサークルに励む人
も多いです。授業や研究以外にも自由に取り組むこと
ができます。皆さんも是非，京都大学の自由の学風の
もと，充実した学生生活を送ってください。

　工学とは，「もの造り」を追求していく学問であり，
特に，電気電子工学科では，電気・電子・情報通信・
エネルギーなど，現代社会の根幹技術を幅広く学ぶ
ことができます。知識と同時に，もの造りに大切な

「自分の頭で考え，自分の手を動かす」という態度を，
実験や実習などを通して自然と習得できます。
　また，「自由の学風」の下，じっくり丁寧に自分自
身と向き合えるのも，京都大学の大きな魅力の一つ
でしょう。確たる志を持って入学される方もいれば，
将来何をしたいかが漠然としている方も多いはずで
すし，それで良いのだと思います。世界でトップレ
ベルの先生たちによる刺激的な授業や，サークル・
アルバイト，あるいは，全国から集まった個性的な
人たちとの交流などが，きっと「目指したい将来」「な
りたい自分」を見つけてくれることでしょう。

　私が京大に入学したときにまず驚いたのは開講授
業の多さです。とくに全学共通科目などは膨大な数
の授業から好きなものを自由に選ぶことができます。
京大が自主自律を重んじる，とても良い学校だとい
う事を高校時代に先生方から伺い京大へ入学しまし
たが正にその通りだと思いました。また学内には個
性的な人が多く彼らとの親交はとても意義深いもの
でした。このような大学生活の中で興味や自身の方
向性について考えが深まりました。そこで私はさら
なる勉強のために大学院への進学を目指しています。
　多様なカリキュラムを提供する自由の学風は興味
の対象が多い人や学習計画等を自分でたてたい人に
は最適の学風です。是非皆さんも京大で多くの事を
学び，大きく夢を広げて下さい。

　僕が京都大学を目指したきっかけは，最先端の研究を行っ
ている大学で化学を学んでみたいと思ったからです。今はも
う学部を卒業して，無事に学位を得ることができました。工
業化学科の４年間で多くのことを学ぶことができましたが，
その中で感じたのは，環境がすばらしいということです。世
界でも最先端の機器が大学にありますし，教授や准教授に
直々に化学についてご教授いただくこともでき，また周りの
同級生の勉強に対する意欲も高いです。このような京都大学
で学部の４年間を過ごせたことは，とても有意義であったと
今は感じています。僕は学部卒業後はそのまま京都大学大
学院の工学研究科に進学しました。学部時代の知識・経験
も生かして，今現在も学部時代と同じ研究テーマで研究を
続けています。受験生のみなさんは，研究の話を聞いてもあ
まりピンとこないかもしれませんが，京都大学での４年間は
素晴らしい時間になることは間違いないと思うので，これか
らも勉学に励んでください。

　京大での生活を振り返って強く印象的なのは，出会
う友人たちがみなそれぞれ，ひょいひょいと自分の想像
力を超えていくことです。何かしら秀でた才能や特徴を
隠し持った彼らと過ごす日々は，浮き沈みの激しい刺激
的なものでした。周りがそんな奴らばかりだから，「じゃ
あ自分は」となると思います。自分の個性を見極め，そ
れを磨くことに自然と繋がってゆきます。
　やがて自分は何をどう考えているのか，自らの評価
基準や審美眼について少しずつわかってくるでしょう。
 　京大は，有用なこと無駄なこと，成功や挫折，処世
術や表現力など，あることないこと学ぶには素晴らしい
環境です。少しのプライドとそこそこの行動力，目一杯
の遊び心を駆使することで，大学生活は何倍にも充実
したものになります。退屈を知らない仲間たちとぜひ京
大を盛り上げてください。

工学部が望む学生像

・  高等学校での学習内容をよく理解して，工学
　部での基礎学理の教育を受けるのに十分な能
　力を有している人。

・  既成概念にとらわれず，自分自身の目でしっか
　りと物事を確かめ，それを理解しようとする人。

・  創造的に新しい世界を開拓しようとする意欲
　とバイタリティに満ちた人。

工学部への誘い

　学問の本質は真理の探究です。その中で工学
は人類の生活に直接・間接に関与するテーマを
扱っています。そのため，地球社会の永続的な
発展や文化の創造といった問題についても責任
を負う立場にあります。工学部では，このような
考え方に立って教育・研究を行います。教育に
あたっては，しっかりとした基礎学力，高度な専
門能力，高い倫理性，ならびに豊かな個性を兼
ね備えた人材育成を目指しています。
　京都大学工学部の歴史は，明治 30（1897）年
6 月，京都帝国大学が創設され，分科大学の一
つとして同年 9 月に理工科大学が開校したこと
に始まります。大正 3（1914）年 7 月，理工科

ように開講しているもので，「全学共通科目」と呼

ばれます。講義以外にも演習，ゼミナール，講読，

実験，実習など，様々な形で行われ，これらの科

目を履修することによって，専門分野を学ぶため

の基礎力を養うとともに，幅広い学問に接して高

い教養を身につけ，人間としての視野を広げるよ

う工夫されています。

●高学年ほど専門科目がふえる
  京都大学工学部では，各学科によって多少の差

異はありますが，第 1 学年においても工学部各学

科によって開講される専門基礎科目を履修します。

専門基礎科目は第 2 学年になると数が増え，特に

第 2 学年後期以降はかなりの数の専門基礎科目

を履修することになります。そして，第 2 あるいは

第 3 学年以降で専門科目を学びます。

●第 4 学年では特別研究（卒業研究）に
　取組む
  第 4 学年では，特別研究（卒業研究）を行いま

す。教員の指導・助言を受けながら，各自で専門

分野の新しいテーマに関する研究に取組み，その

結果を学士論文にまとめます。学生は各研究室に

配属され，研究の最先端に接しながら，教員や大

学院生と膝を交えて議論を重ね，創造的な研究活

動を体験します。この授業科目はどの学科でも必

修になっています。そして，所定の単位を修得し，

学士論文を完成すれば，学士（工学）の学位を取

得することができます。

●カリキュラムの特徴をつかむ
　京都大学工学部では，学生が特定の専門分野

の知識を修得するだけでなく，なるべく広い視点

から科学・技術の発展を見通し，創造的に新しい

世界を開拓していける人材を養成したいと考えて

います。そのために，いずれの学科でも基礎科目

を重視し，伸びのある思考力と実践力を養うよう

にしています。また，カリキュラムは各学科の特色

を十分生かすように工夫されており，更に近い専

門分野のカリキュラムには共通性・相互融通性を

持たせて，幅広く柔軟な学習ができるようにしてい

ます。なお，必要な場合には，他学科や他学部の

科目を履修することもできます。

大学は理科大学と工科大学に分離されました。
大正 8（1919）年 2 月，分科大学の制度が学部
制に改められ，工科大学が工学部となりました。
工学部は創設以来，本学の歴史とともに歩み，
それぞれの時代の学問的・社会的要請に応える
ように拡充整備され，今日では工学の分野のほ
とんどを網羅した本学最大の学部に発展しまし
た。大学院重点化に伴う工学部の改組により，
平成 5 年度に工業化学科，平成 6 年度に物理工
学科，平成 7 年度に電気電子工学科と情報学科，
そして平成 8 年度に地球工学科及び建築学科が
誕生し，現在では 6 学科体制となっています。
　また，平成 15 年 10 月には京都大学桂キャン
パスが開校しました。桂キャンパスへは工学研
究科と情報学研究科が移転することになってお
り，平成 24 年 4 月現在で工学研究科の地球系
専攻，建築学専攻，電気系専攻，化学系専攻が
移転を終え，今後も順次移転することになって
います。桂キャンパスでは主に大学院教育を実
施し，学部教育は吉田キャンパスで実施します
が，移転した専攻と関係の深い学科では，第 4
学年の特別研究（卒業研究）を主に桂キャンパ
スで行います。

工学部の教育

●「自由の学風」と「学問の基礎重視」
　工学部の教育の特徴は，京都大学の伝統であ

る「自由の学風」の下で，「学問の基礎を重視す

る」ところにあります。「自由の学風」は，既成概

念にとらわれず，物事の本質を自分の目でしっか

りと科学的に見るということに基づいています。そ

こでは，学問に対する厳しさが要求され，それが，

「学問の基礎を重視する」ことにつながります。一

般的には「工学部は応用を中心とする学部である」

と考えられているので，上のように「基礎重視」と

いうと，やや異質な印象をもたれるかも知れませ

ん。しかし，京都大学工学部では，基礎となる学

理をしっかり学んでおくことが，将来の幅広い応用

を可能とするための必須条件であるという信念の

下に，この教育方針を貫いています。

●第 1・2 学年では全学共通科目の履修に
　力を入れる
  第 1 学年から第 2 学年にかけては，教養科目と

自然科学基礎科目を主として履修します。これら

の科目は，人間・環境学研究科と理学研究科を実

施責任部局として京都大学の全学部ならびに研究

所，研究センター等が，全学の学生が履修できる

［写真］風洞実験の様子

［写真］地盤の力学試験の様子

工学部のホームページ :

http://www.t.kyoto-u.ac.jp/
入学についてのお問い合わせ : 
工学部教務掛 tel.075-753-5039



学科紹介 専門科目
地球工学科

　地球工学（Global Engineering）は，文明に
必要な資源・エネルギーの技術体系，文明を
支える基盤としてのインフラ（社会基盤施設）
の技術体系，人間・自然環境の均衡を維持す
る技術体系の 3 つの部門と，それらの有機的
な融合部門によって構成されています。地球工
学が貢献すべき科学技術は多岐にわたります
が，「Think globally and act locally」の理念で，
地球全体の合理的な開発・保全と人類の持続
可能な発展を支える学問です。地球工学科で
は，上記の理念のもとで，様々な領域にまたが
る科学技術を総合的に理解する見識を養うと
ともに，より専門的な科学技術に対しては，世
界最先端の知識を習得してもらい，実社会に
おける高度な研究や実務を遂行できる能力を
養成することを目標として教育を行っています。
　2011 年度より，国際的技術者の養成を目的
とし，全授業を英語で受講できる国際コースを
開設しています。

建築学科

　人間の生活環境を構成し，安全で健康にし
て快適な生活を発展させるよりどころとなる建
築は，多様な技術を総合して行われる創造的
な努力によって作りだされます。建築は人間生
活のあらゆる面に深く係わるヒューマンな技術
です。このような特色から，教科課程も自然科
学，人文・社会科学の広い分野にまたがり，卒
業後の進路も，建築設計及び施工に従事する
建築家，建築構造技術者及び設備環境技術者，
行政的な指導・監督にあたる建築行政担当者，
大学・研究機関で新しい技術を開発する研究
者，各種開発事業に携わるプランナーなど実に
多様です。したがって建築学科では自然科学だ
けでなく，人文・社会科学，さらには芸術にも
深い関心をもつ学生もひとしく歓迎し，いずれ
もその才能を十分に伸ばせるような教育を行っ
ています。

物理工学科

　新時代に向けて，新しいシステム，材料，エ
ネルギー源の開発，宇宙空間の利用など，数
多くの工学的課題があります。これらに取り組
む新技術を創造するためには，基礎的学問を
充分に修得しておくことが必要です。物理工学
科はそのための基礎的な教育・研究の場を提
供します。同学科には機械システム学，材料科
学，宇宙基礎工学，原子核工学，エネルギー
応用工学の 5 つのコースがあり，一体となって
教育を行っています。また，大学院では，工学
研究科の機械理工学，マイクロエンジニアリン
グ，航空宇宙工学，原子核工学，材料工学の
各専攻，エネルギー科学研究科と情報学研究
科に属するいくつかの専攻が，エネルギー理工
学研究所，原子炉実験所，再生医科学研究所
及び工学研究科附属量子理工学教育研究セン
ターなどの協力のもとに，学際的広がりをもつ
基礎的研究と幅広い専門教育を行っています。

電気電子工学科

　電気電子工学は，現代のあらゆる産業や社会
生活の基盤として欠くことのできない科学技術を
支えており，21 世紀社会の発展のための多くの
課題（たとえば高性能で安全な情報通信ネット
ワーク，ナノテクノロジーによる新しい機能をもっ
た素子や装置，正確な診断技術や人に優しい医
療技術，エネルギー生成と利用の高効率化など）
において重要な役割を担っています。電気電子
工学科では，幅広い領域にわたる総合的な知識
と視野を持つ高度な専門性に加えて，高い独創
性，倫理性をもった人材の育成をめざしています。
そのため，カリキュラムも基礎的な共通科目を学
習した後，各自の志望に応じて選択する高度な
専門科目を通して，最先端の科学技術を理解し，
さらなる発展を担うための基礎を広く身につける
ことができるよう組まれています。

情報学科

　現在の高度情報化社会においては，対象と
するシステムはますます巨大化・複雑化し，工
学の各専門分野が融合した形態をとるのが普
通です。このような情勢に対処するためには，
システムの機能とそこに流れる “ 情報 ” の本質
を究明し，それにもとづいて効率的なデザイン
を考えることが大切です。 情報学科では数学
や物理を基礎とした数理的思考で高度なシステ
ムの実際問題を解決し，計算機のハードウェア，
システム・ソフトウェア，情報システムを設計・
活用できる人材を育てることを目標として，基
礎から応用までの総合的な教育研究を行って
います。なお，1 学年終了時に数理工学コース
と計算機科学コースに分かれます。

工業化学科

　化学は様々な物質を作り出す反応とそのプロ
セス，物質に機能を与える物性などを対象とす
る学問で，人々の豊かな生活を支えるとともに，
最先端科学技術の発展に大きな貢献をしてい
ます。工業化学科では，化学に関連した幅広
い分野で活躍できる人材の育成を目的として教
育を行います。第一学年では化学・物理学・数
学などの自然科学基礎科目と，語学や人文社
会科目を学習します。第二学年前期から工業化
学科としての専門基礎科目が始まります。第二
学年後期より，創成化学コース，工業基礎化学
コース，化学プロセス工学コースに別れて，専
門教育を受けます。第四学年には各コースの研
究室に所属して卒業研究を行い，研究者・技
術者としての高度な知識を習得します。

工学部及び各学科の詳細については，「工学部紹介冊子 2013」をご覧ください。また，「工学部紹介冊子 2013」については，前頁の連絡先にお問い合わせください。

注）Japanese IA・IB・ IC・Ⅱは外国人留学生のみを対象とする科目

全学共通科目（学科指定科目）

学科 科目

地球工学科

建築学科

物理工学科

電気電子工学科

情報学科

工業化学科

自然現象と数学，微分積分学 A，微分積分学 B，線形代数学 A，線形代数学 B，基礎物理化学 A，基礎物理化学 B，物理学基礎論 A，物理学基礎論 B，熱力学，
力学続論，物理学実験，基礎地球科学 IA，基礎地球科学 IB，基礎地球科学 IIA，基礎地球科学 IIB，基礎有機化学 A，基礎有機化学 B，基礎化学実験，図学
A，図学 B，微分積分学続論 A，微分積分学続論 B，線形代数学続論，振動・波動論，無機化学入門 A，無機化学入門 B，生物自然史基礎論 A，生化学入門 101，
生化学入門 102，地球科学序論，環境生物・化学，科学英語（地球），Japanese IA，Japanese IB，Japanese IC，JapaneseⅡ，Scientific EnglishⅠA (Reading and 
Writing)，Scientific EnglishⅠB (Technical Communication and Discussions)，Scientific EnglishⅡ (Presentation and Discussion)，Advanced Scientific English (Debate)

自然現象と数学，線形代数学 A，線形代数学 B，微分積分学 A，微分積分学 B，物理学基礎論 A，物理学基礎論 B，振動・波動論，熱力学，力学続論，図学 A，
図学 B，コンピュータグラフィクス実習，物理学実験，生活と数学 A，生活と数学 B，基礎地球科学 IIA，基礎地球科学 IIB，確率論基礎，数理統計，微分積分学続
論 A，微分積分学続論 B

自然現象と数学，微分積分学 A，微分積分学 B，線形代数学 A，線形代数学 B，物理学基礎論 A，物理学基礎論 B，物理学実験，基礎物理化学 A，基礎物理化
学 B，図学 A，基礎化学実験，微分積分学続論 A，微分積分学続論 B，電磁気学続論，確率論基礎，数理統計，無機化学入門 A，無機化学入門 B，生命科学概
論 A，生命科学概論 B，振動・波動論，統計物理学，基礎有機化学 A，基礎有機化学 B，力学続論

微分積分学 A，微分積分学 B，線形代数学 A，線形代数学 B，自然現象と数学，物理学基礎論 A，力学続論，物理学実験，基礎有機化学 A，基礎有機化学 B，基礎
化学実験，函数論（関数論），線形代数学続論，微分積分学続論 A，微分積分学続論 B，確率論基礎，数理統計，数理論理学 A，数理論理学 B，熱力学，統計物理学，
振動・波動論，量子物理学，解析力学，特殊相対論，基礎物理化学 A，基礎物理化学 B，無機化学入門 A，無機化学入門 B，神経科学総論 A，神経科学総論 B

自然現象と数学，微分積分学 A，微分積分学 B，線形代数学 A，線形代数学 B，物理学基礎論 A，物理学基礎論 B，物理学実験，力学続論，微分積分学続論 A，
微分積分学続論 B，線形代数学続論，熱力学，振動・波動論，確率論基礎，数理統計，数理論理学 A，数理論理学 B，情報と社会，科学英語（数理）

基礎物理化学 A，基礎物理化学 B，基礎有機化学 A，基礎有機化学 B，自然現象と数学，微分積分学 A，微分積分学 B，線形代数学 A，線形代数学 B，物理学実験，
物理学基礎論 A，物理学基礎論 B，基礎化学実験，微分積分学続論 A，微分積分学続論 B，熱力学，振動・波動論，力学続論，解析力学，科学英語（創成化学），
科学英語（工業基礎化学），科学英語（化学工学）

学科 1 回生～ 2 回生～ 3 回生～ 4 回生

地球工学科

建築学科

物理工学科

電気電子
工学科

情報学科

工業化学科

地 球 工 学 総
論，基礎情報処
理 演 習 ， 基 礎
情 報 処 理 ， 情
報 処 理 及 び 演
習，Exercises in 
Inf rast ructure 
Design

基 礎 情 報 処 理，
基礎情報処理演
習，建 築工学概
論，日本都市史，
世界建築史，設
計 演習基 礎，建
築造形実習

物理工学総論 A，
物理工学総論 B，
基 礎 情 報 処 理，
基礎情報処理演
習

電気電子工学概
論，電 気回路 基
礎 論，電気電子
回路，基 礎 情報
処理，基礎情報
処理演習

計算機科学概論，
数 理 工 学 概 論，
アルゴリズムと
データ構造入門，
線 形 計画，電気
回路と微分方程
式，基礎情報処
理演習

工業化学概論 I，
工業化学概論 II，
基 礎 情 報 処 理，
基礎情報処理演
習

確率統計解析及び演習，地球工学
基礎数理，一般力学，社会基盤デ
ザイン I，基礎環境工学 I，資源エ
ネルギー論，工業数学 B1，構造力
学 I及び演習，水理学及び演習，土
質力学 I及び演習，計画システム分
析及び演習，環境衛生学，物理探
査学，工学とエコロジー，工学と
経済

建築計画学 I，住居計画学，建築設
計論，設計演習 I，設計演習 II，建
築環境工学 I，建築環境工学 II，建
築構造力学 I，建築構造力学 II，建
築生産 I，建築材料，建築・都市行政，
景観デザイン論，建築情報処理演
習，工業数学 C

計測学，計算機数学，材料力学 1，
材料力学 2，材料熱力学 1，材料
熱力学 2，熱力学 1，熱力学 2，機
械設計製作，工業数学 F1，工業数
学 A1，材料基礎学 1，固体物理学，
原子物理学，流体力学 1，物質科学
基礎，材料統計物理学，材料科学
基礎 1，材料科学基礎 2，原子核工
学序論 1，原子核工学序論 2，機械
製作実習，電気回路と微分方程式，
エレクトロニクス入門

電子回路，電気電子工学実験 A，
電気電子工学実験 B，電気電子プロ
グラミング及演習，電気電子数学 1，
電磁気学 1，論理回路，計算機工学，
情報理論，物性・デバイス基礎論，
半導体工学，電気電子計測

エレクトロニクス入門，工業数学 A1，
数理工学実験，基礎数理演習，プログ
ラミング演習，計算機科学実験及演習
1，計算機科学実験及演習 2，システ
ム解析入門，論理システム，システム
と微分方程式，解析力学，論理回路，
言語・オートマトン，計算機アーキテ
クチャ 1，プログラミング言語，コン
パイラ，情報理論，コンピュータネッ
トワーク，グラフ理論，数値解析

物理化学基礎及び演習，有機化学
基礎及び演習，基礎無機化学，化
学プロセス工学基礎

［創成化学コース］ 有機化学 I（創成
化学），物理化学 I（創成化学），無
機化学（創成化学），分析化学（創
成化学），高分子化学基礎 I（創成
化学），化学数学（創成化学），化
学プロセス工学

［工業基礎化学コース］物理化学 I
（工業基礎化学），無機化学 I（工業

基礎化学），分析化学 I（工業基礎
化学），有機化学 I（工業基礎化学），
化学プロセス工学，化学数学 I（工
業基礎化学），生命化学基礎（工業
基礎化学）

［化学プロセス工学コース］ 物理化
学 I（化学工学），無機化学 I（化学
工学），基礎流体力学，化学工学数
学 I（化学工学），化学工学計算機
演習，反応工学 I

測量学及び実習，連続体の力学，工業数学 B2，構造力学 II 及び演習，材料
学，波動・振動学，水文学基礎，水理水工学，海岸環境工学，土質力学 II
及び演習，土質実験及び演習，社会システム計画論，基礎環境工学 II，大
気・地球環境工学，水質学，環境装置工学，放射線衛生工学，環境工学実
験 1，地質工学及び演習，弾性体の力学解析，流体力学，物理化学，資源
工学基礎実験，資源工学フィールド実習，先端資源エネルギー工学，学外実習，
空間情報学，構造実験・解析演習，コンクリート工学，耐震・耐風・設計論，
河川工学，水資源工学，水理実験，地盤環境工学，岩盤工学，都市・地域
計画，公共経済学，交通マネジメント工学，交通政策論，社会基盤デザイン
II，都市景観デザイン，上水道工学，下水道工学，廃棄物工学，環境工学実
験 2，固体の力学物性と破壊，波動工学，数値計算法及び演習，熱流体工
学，分離工学，工業計測，資源工学材料実験，材料と塑性，International 
Internship，International Construction Management

都市設計学，行動・建築デザイン論，日本建築史，建築設備システム，鉄
筋コンクリート構造 I，鉄骨構造 I，建築構造力学 III，建築生産 II，建築論，
都市・地域論，都市環境工学，建築光・音環境学，建築温熱環境設計，建
築構造解析，耐震構造，鉄筋コンクリート構造 II，鉄骨構造 II，設計演習 III，
設計演習 IV，建築応用数学，建築情報システム学

エレクトロニクス入門，応用電磁気学，工業数学 F2，工業数学 A2，工業数学 F3，
工業数学 A3，数値解析，材料基礎学 1，材料基礎学 2，設計工学 1，設計工学 2，
物理工学英語，量子無機材料学 1，量子無機材料学 2，量子物理学 1，量子物理学 2，
連続体力学，流体熱工学，工業力学 A，エネルギー変換工学，エネルギー応用工
学設計演習・実験 1，エネルギー応用工学設計演習・実験 2，原子核工学実験 1，
原子核工学実験 2，振動工学，制御工学 1，制御工学 2，システム工学，生産工学，
薄膜材料学，材料組織学，結晶物性学，材料物理化学，量子物性基礎論，構造
物性学，熱及び物質移動，統計力学，エネルギー・材料熱化学 1，エネルギー・
材料熱化学 2，固体物性論，プラズマ物理学，量子反応基礎論，中性子理工学，
エネルギー化学 1，エネルギー化学 2，流体力学 2，統計熱力学，量子線計測学，
気体力学，熱統計力学，空気力学，推進基礎論，航空宇宙機力学，固体力学，固
体電子論，材料機能学，材料プロセス工学，高分子材料概論，物理工学演習 1，
物理工学演習 2，機械システム学演習，機械システム工学実験 1，機械システム工
学実験 2，機械システム工学実験 3，機械設計演習 1，機械設計演習 2，材料科
学実験および演習 1，材料科学実験および演習 2，航空宇宙工学実験 1，航空宇
宙工学実験 2，インターンシップ，金属材料学，材料強度物性，材料電気化学，材
料分析化学，加速器工学，放射化学，結晶回析学，原子炉物理学，伝熱工学

電気電子工学実習 A，電気電子工学実習 B，電気電子計算工学及演習，グ
ラフ理論，電気回路，電磁気学 2，電気機器基礎論，電気電子数学 2，ディ
ジタル回路，自動制御工学，ディジタル制御，システム最適化，応用電気機器，
パワーエレクトロニクス，電力工学 1，放電工学，通信基礎論，情報伝送工学，
通信ネットワーク，電波工学，計算機ソフトウェア，組み込み計算機システム，
ディジタル信号処理，固体電子工学，電気電子工学のための量子論，プラズ
マ工学，真空電子工学 1，電気電子材料学，光工学 1，生体工学の基礎，メ
カトロニクス入門

コンピュータネットワーク，数値解析，工業数学 A2，工業数学 A3，線形制
御理論，確率と統計，確率離散事象論，応用代数学，人工知能，ヒューマ
ンインタフェース，数値計算演習，数理工学セミナー，システム工学実験，計
算機科学実験及演習 3，計算機科学実験及演習 4，物理統計学，連続体力
学，量子物理学 1，量子物理学 2，現代制御論，最適化，非平衡系の数理，
情報システム理論，計算機アーキテクチャ2，オペレーティングシステム，パ
ターン認識と機械学習，データベース，集積システム入門，技術英語，情報
システム，アルゴリズム論，画像処理論，ソフトウェア工学，マルチメディア，
計算と論理，生命情報学，情報と通信の数理

［創成化学コース］創成化学実験（創成化学），有機化学 II（創成化学），生体
関連物質化学（創成化学），物理化学 II（創成化学），高分子化学基礎 II（創
成化学），統計熱力学入門（創成化学），機器分析化学（創成化学），環境保
全概論，有機化学 III（創成化学），物理化学 III（創成化学），錯体化学（創成
化学），最先端機器分析（創成化学），高分子化学 I，化学生物学，材料有機
合成化学，環境安全化学，高分子化学 II

［工業基礎化学コース］ 工業基礎化学実験（工業基礎化学），物理化学 II（工
業基礎化学），有機化学 II（工業基礎化学），無機化学 II（工業基礎化学），
分析化学 II（工業基礎化学），グリーンケミストリー概論，生化学 I（工業基礎
化学），高分子化学概論 I（工業基礎化学），化学数学 II，環境保全概論，有
機化学 III（工業基礎化学），物理化学 III（工業基礎化学），無機化学 III（工業
基礎化学），生化学 II，生物化学工学，有機工業化学，高分子化学概論 II（工
業基礎化学），量子化学概論，環境安全化学，界面基礎化学

［化学プロセス工学コース］ 移動現象，流体系分離工学，プロセス制御工学，
物理化学 II（化学工学），化学工学数学 II，計算化学工学，化学工学実験（化
学工学），環境保全概論，反応工学 II，固相系分離工学，微粒子工学，プロ
セスシステム工学，化学工学シミュレーション，生物化学工学，環境安全化学，
物理化学 III（化学工学），有機工業化学

地球工学デザイン A，地球工
学デザイン B，地球工学デザ
イン C，土木法規，地球防災
工学，材料実験，地殻海洋資
源論，地殻開発工学，時系列
解析，工学倫理，建築工学概
論，特別研究

建築計画学 II，建築基礎構造，
耐風構造，地球工学総論，設
計演習 V，構造設計演習，構
造・材料実験，建築安全設計，
建築設備計画法，建築環境工
学演習，工学倫理，専門英語，
特別研究

統計熱力学，精密加工学，材
料強度学，制御工学 1，量子
物理学 2，人工知能基礎，シ
ステム工学，マイクロ加工学，
物理工学英語，固体物性学，
信頼性工学，品質管理，核物
理基礎論，生物物理学，原子
炉基礎演習・実験，数理解析，
有限要素法の基礎と演習，航
空宇宙工学演義，工学倫理，
特別研究 1，特別研究 2

マイクロ波工学，生体医療工学，
アンテナ・伝搬工学，知能型シ
ステム論，光通信工学，電力工
学 2，真空電子工学 2，光電子
デバイス工学，光工学 2，電気
伝導，情報通信工学，集積回路
工学，電気電子英語，工学倫理，
電気法規，電波法規，特別研究

電子回路，信号とシステム，
数理解析，非線形系の力学，
情報と職業，通信基礎論，工
学倫理，ビジネス数理，特別
研究 1，特別研究 2

［創成化学コース］電気化学，
有 機 分 光 学，化 学 のフロン
ティア（創成化学），産業科学
特論，工学倫理，化学実験の
安全指針，特別研究

［工業基礎化学コース］化学
実験の安全指針，触媒化学，
化 学 統 計 力学（ 工 業 基 礎 化
学），有機分光学，電気化学，
先端機器分析科学（工業基礎
化学），工学倫理，特別研究，
有機化学 IV（工業基礎化学）

［化学プロセス工学コース］ 化
学実験の安全指針，プロセス
設計，工学倫理，特別研究

注）青文字の科目：地球工学科国際コースにおいて，英語による授業も提供する科目
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2011 年度実績就職 16.9% その他 3.8%

進学（大学院）
79.3%
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Faculty of Agriculture

● 卒業後の進路
　卒業生の 8 割弱程度が大学院に進学しています。 
　就職先については，公務員，公的研究機関の研究員，
化学・食品等の製造業，バイオテクノロジー関係の産
業，あるいは商社・金融・保険・コンピュータ関係など，
幅広い分野で活躍しています。

農学部で取得可能な資格
　農学部では，教育職員免許状の取得を目的とした教
職課程をはじめ，食品衛生管理者及び食品衛生監視員
の資格取得，測量士及び測量士補の資格取得の教育
課程，樹木医補の資格認定のための教育課程を設けて
いるなど，専門職に必要な資格や受験資格が取得でき
ます。

就職先の例
農林水産省／京都府／日清製粉（株）／ユニリーバジャ
パン（株）／ライオン（株）／（株）小松製作所／三菱
商事（株）／三井住友信託銀行（株）／（株）かんぽ生
命保険／富士通（株）／グリー（株）

知的好奇心を満たす
授業と実習
農学部資源生物科学科
4 回生
中村　恭子 さん

切磋琢磨できる
仲間との出会い
農学部食品生物科学科
４回生
川畑　豊 さん

学生生活について
2006 年地域環境工学科卒業
2008 年農学研究科
地域環境科学専攻修士課程修了 
ヤンマー（株）勤務

宮内　彩子 さん

過疎問題に取り組むため，
山村に移住
2010 年食料・環境経済学科卒業
菊地　篤・みねさん

（京都府庁勤務（篤））

　多くの研究者を輩出している京都大学と，歴史に根
ざした京都という町自身に対する憧れからこの大学を
選びましたが，その選択は最良だったと考えています。
総合大学ということもあり，他の学部の友人の話を聞
くだけでも多岐にわたる学問の真髄にわずかながらも
触れることができ，学部にとらわれずに授業を取るこ
とができるために，知りたいときに知ることのできる
環境が整っています。実習では，高槻にある農場から
北海道の演習林，果てはアメリカ，カルフォルニアの湿
地帯でフィールドワークを体験することができ，現在
は有明海での微生物動態の研究をしています。長期休
暇を利用した旅行などもできますし，どこか閉鎖的な
受験生活のなかで抱いていた，遠くの場所を，未知の
ことを知りたいという夢を存分にかなえることができて
います。

　僕は食に関わることを学びたいと思い，食品生物科
学科に入学しました。
　食品生物科学科は一学年の人数が他の学科に比べ
て少なく，授業や学生実験は常にクラスの仲間たちと一
緒なので，クラスの仲が大変よく，様々な考えをもつ友
人たちと刺激しあいながら勉強することができます。
　専門科目では，生化学や有機化学，物理化学などの
基礎から学び，学年が上がると，味覚や食感などのより
専門的な授業へと移っていきます。学生実験では日本
酒を作ってみんなで試飲したりもします。
　４回生には研究室配属があり，研究の日々を送ること
になります。研究は思い通りにいかないこともあります
が，他の研究室のクラスの仲間が刺激になり，負けるも
のかという気持ちが湧いてきます。
　皆さんもぜひ，食品生物科学科に来てお互い高めあ
える仲間に出会ってください。

　私は今，農業・環境に貢献する会社に勤務してい
ますが，大学時代の研究とは異なる分野で仕事をし
ています。しかし，京都大学４年間・大学院２年間
で得た経験は大いに役立っています。まずは，研究
活動を通じて身に付けた『課題解決プロセス』の基
礎です。仕事は『課題解決プロセス；問題発見→原
因解明→解決策の立案→実行』の連続ですが，研究
活動は課題解決プロセスそのものの繰り返しだった
と思います。そして，大学での友人・先輩後輩との
出会いです。大学では多くの志高い人と出会いまし
た。研究や農業・環境はもちろん，自身の将来や世
界での出来事等，いろんなことを語りあったことは，
私自身を大きく成長させてくれたと感謝しています。
皆さんの，京都大学での素敵な学友との出会いと充
実した学生生活を期待しています。

　農学部イコール理系と思っていませんか？食料・
環境経済学科は経済により農業，農村問題を研究す
る文系の学科です。京都大学の現場主義を強く実践
するこの学科では，実習や卒業研究で農山村に実際
に行き，先駆的に農業に取り組む多くの方と触れ合
います。過疎問題，食の安全性，食糧の貿易などそ
れまでは全く意識することのなかった社会問題につ
いて，現場からも学ぶことで自分独自の価値観が備
わったことは，社会人になっても活かされています。
　また農学部は比較的自由な時間が多く，自分の興
味あることを実践できる場でもありました。私達の
場合，縁があり地域の火祭りや行事に参加していた
山村に移住して子育てをしています。
　自分オリジナルな人生を歩む。そんな転機となる
充実した大学生活をぜひ楽しんでください。

農学部が望む学生像

  農学は，生物学のみならず，化学，物理学，社
会科学等の多様な基礎知識を必要とするいろい
ろな学問分野から成り立っています。21 世紀の
重要課題である生命・食料・環境に関わる様々
な，かつ複合的な問題に立ち向かっていくため
には，特定の専門に偏らない広い視野に立った
総合的な取り組みが必要です。本学部は，それ
ぞれの分野に共通する基礎的科目を系統的に教
育するとともに，学科毎に異なる高度な専門教
育を実施することにより，広い視野と高度な専
門知識を持った多様で優れた人材を養成するこ
とを目的としています。したがって，各学科が対
象とする様々な課題に果敢に挑戦する意欲を持
ち，それぞれの専門教育に必要な学力を有する
人材を求めています。

農学部への誘い

　衣食住は人類の生活にとって必要不可欠な条
件です。食物はもとより，私たちの身の回りの多
くのものが農林水産業や畜産業に関わりを持っ
ています。21 世紀を迎えて，地球環境を守りな
がら，あまねく人類の健康で文化的な生活を保
障するために，農学はますます重要な使命を担っ
ています。
　農学と聞くと古くさくて何となく現代的でない

　この目的を実現するため，農学部では，資源生物

科学科（生物系），応用生命科学科（化学系），地域

環境工学科（物理系），食料・環境経済学科（社会

科学系）の基礎系4 学科と森林科学科，食品生物科

学科の総合系2 学科，計6 学科を設置し，本学の最

大の特徴である自由の学風を尊重しながら，ものご

とを広い視野から総合的に判断することができる

人材の育成に取りくんでいます。

　人間社会は，地球上の動植物や微生物などさま

ざまな生物と共存しながらそれらを利用していま

す。生物を資源として利用しようとする場合，生物

が生命を維持している仕組みや，食物連鎖や物質

循環をとおしてどのような生態系を形成している

のかについての深い理解が欠かせません。また人

間の活動をより自然と調和のとれたものに改善し

ていくためには，工学的な技術や社会科学の手法を

用いた分析も必要になります。それぞれの学科で求

められる専門知識の基礎をしっかりと身につけな

がら，関連する分野にも積極的に興味をもって視野

を広げていくことが求められます。

●どのように学ぶか
  農学部では入学時に学ぶ学科が決まり，それぞれ

の学科で4 年間の一貫教育がおこなわれます。農学

では生物学，化学，物理学などの自然科学に加えて，

社会科学の手法も用いられます。学科にとらわれな

い幅広い学識を養うことを目的にまず1 ～2 回生で

は主に，自然科学，人文・社会科学，語学などの基礎

教養科目を履修します。これと並行して専門基礎科

目も開講され，3 回生からの本格的な専門教育に備

えます。農学部の専門科目では講義に加え，実験，実

習，ゼミナールが重視され，各学科において必要と

される実験技術・手法に関する密度の高い教育が

実施されます。さらに4 回生では研究分野（研究室）

に分かれて課題研究（卒業研究）に取り組みます。

教員の指導，助言を受けながら大学院生とともに未

知の分野の研究に取り組む最初のステップです。以

上により所定の単位を修得した学生は，学士（農学）

の学位を取得して卒業することになります。さらに

研究を深めようと志す学生は大学院へ進学します。

　農学部の教育の大部分は京都大学吉田キャンパ

ス北部構内の農学部総合館で行われます。一部は，

総合館北の農学・生命科学研究棟，宇治キャンパス

（京都府宇治市），農学部附属の農場（大阪府高槻

市）・牧場（京都府京丹波町）でも行われます。

イメージを持つかもしれません。しかし今や農
学はバイオテクノロジーやロボット工学など最
先端の技術を駆使しながら品種改良や，食品の
機能の向上，農業生産の効率化をめざす学問で
す。より環境にやさしい農業をおこなうために，
人工衛星などを利用したリモートセンシングや
IT 技術も積極的に取り入れられています。また，
自然条件のみならず，地域の経済的・社会的・
文化的諸条件を総合的に見わたしながら，今後
人類がどのようにして持続的に発展を続けてい
くべきか考えていくことも，農学の重要な課題
です。今日の農学は，分子・細胞レベルから生
態系・地域レベルまでを対象とした生命系の総
合科学へと発展しているのです。
　京都大学農学部は 1923 年，農林水産業の技
術向上に貢献すべく，農作園芸学科（農学科），
林学科，農芸化学科，農林生物学科，農林工学科，
農林経済学科の 6 学科が設置されてスタートし
ました。それ以来，さまざまな社会の変化とそ
の要請に対応しながら，生物学のみならず，化学，
物理学，社会科学などを基盤とし，「生命・食料・
環境」をキーワードとする幅広い教育と研究を
行う体制を作り上げてきました。創設以来，1 万
8 千名に及ぶ卒業生を社会に送り出し，食料の
生産・加工技術や環境の保全・管理技術の発展
に大きく貢献しています。

農学部の教育

●専門知識の習得と広い視野の育成
  農学部は，農学とそれに関連する学識とともに高

い倫理性を身につけた社会人を育てることを目的

としています。さらにそのような人材に（1）人類が

直面する課題に対して，幅広い視野から科学的解

決法を構想する能力（2）農林水産業及び食品・生

命科学関連産業の意義と重要性を理解し，その発

展に寄与する能力（3）生命・食料・環境に関わる世

界水準の自然科学・社会科学研究を理解する能力

を備えさせることをめざしています。

　現在わが国は食料の実に 60% を輸入に依存し
ています。一方，地球上では多くの人々が飢え
に苦しみ死に瀕しています。食料は人類が快適
で平和に暮らしていく上で欠かすことのできな
いものです。しかし，砂漠化や地球温暖化など
の環境問題が深刻になりつつある中で，これか
らの人間の活動にはなおいっそうの自然との調
和が求められています。食料の生産も例外では
ありません。できるだけ環境に負担をかけない
方法や技術を見つけだしていかなければならな
いのです。
　この大きな課題に皆さんもぜひチャレンジし
てください。

［写真］上：DNA の電気泳動／左下：ハクサイを喰うハスモンヨトウの幼虫／右下：堆肥製造工場

［写真］3 回生の学生実験風景

農学部のホームページ :

http://www.kais.kyoto-u.ac.jp/
入学についてのお問い合わせ : 
農学部第一教務掛　tel. 075-753-6012



学科紹介 専門科目
資源生物科学科

　資源生物科学科は，陸地や海洋に生育・生息
する資源生物の生産性および品質の向上を，環
境との調和を図りながら追求することを目標に，
研究・教育を行っています。また，このような資
源生物を，外敵や病気から守る技術を開発したり，
生育・生息に好ましい環境を持続的に保つ方策を
探るとともに，有用物質・遺伝子の有効利用やこ
れまで生産性が見込めなかった劣悪な環境に適
した，新しい品種の創出を目指すなど，資源生物
を対象に基礎から応用に至るまでの研究を多面
的に行っています。

作物学，育種学，蔬菜花卉園芸学，果樹園芸学，栽培
システム学，植物生産管理学，植物遺伝学，植物生理学，
栽培植物起原学，品質評価学，品質設計開発学，動
物遺伝育種学，生殖生物学，動物栄養科学，生体機構学，
畜産資源学，生物資源情報学，海洋生物環境学，海洋
生物増殖学，海洋分子微生物学，海洋環境微生物学，
海洋生物生産利用学，海洋生物機能学，雑草学，熱帯
農業生態学，土壌学，植物病理学，昆虫生態学，昆虫
生理学，微生物環境制御学，生態情報開発学

応用生命科学科

　生物資源の生産・加工・利用・保全の諸側面
に含まれる化学的・生物学的原理の探求とその
応用に関する様々な分野の教育・研究に携わっ
ています。すなわち，微生物，植物，動物など，
生物の生命現象や生命機能を化学，生物学，
生化学，物理学，生理学，分子生物学などを基
盤として深く探求・理解する（バイオサイエンス），
一方その成果を農・医薬，食品，化成品を初め
とする生活関連有用物質の高度な生産や利用に
適用する（バイオテクノロジー）ための基礎教育
と先端的研究を行っています。

細胞生化学，生体高分子化学，生物調節化学，化学
生態学，植物栄養学，発酵生理及び醸造学，制御発
酵学，生体機能化学，生物機能制御化学，エネルギー
変換細胞学，応用構造生物学，分子細胞育種学（全
能性統御機構学），植物分子生物学（遺伝子特性学）

地域環境工学科

　地域環境工学科は環境と調和した効率的な
食料生産，地球環境も含めた環境・エネルギー
問題の解決，環境共生型農村社会の創造をめざ
し，工学・技術学をツールに研究・教育を行いま
す。水循環の制御による貴重な水資源の合理的
な利用，アセットマネジメント（農業水利施設の
効率的な維持管理と更新）による生産環境の充
実，生態系と調和した大気・水・土壌環境の実現，
農村計画と住民主体による地域づくり，持続的
食料生産のためのエネルギーの変換，利用，最
小の入力で最大の効率を得る植物工場や精密
農業，そのためのロボット化および農畜水産物
の生物センシングなど，様々な研究を通して豊か
な 21 世紀社会を構築します。

施設機能工学，水資源利用工学，水環境工学，農村
計画学，農業システム工学，フィールドロボティクス，
農産加工学

食料・環境経済学科

　食料・環境経済学科では，私達の生活に最
も関連の深い食料問題と環境問題の研究と教
育に携わっています。この問題を国内だけでな
く世界的な次元で捉え，途上国の貧困問題，人
口問題，技術開発普及，農林水産物の貿易問
題あるいは食品安全性，さらに農山漁村の社会
経済生活について研究しています。その際，有
限な地球環境資源の保全と両立する持続可能
な資源循環型社会のあり方について学際的・総
合的な研究・教育を行っています。

農業組織経営学，経営情報会計学，地域環境経済学，
食料・環境政策学，森林・林業政策学，国際農村発
展論，比較農史学，農学原論

森林科学科

　環境の保全に配慮しながら自然資源を有効
に利用するため，森林の持続的管理がキーワー
ドになっています。森林科学科では，森林生態
系の機能・構造と物質循環を基礎に，森林資
源の持続的な生産技術，木材や紙をはじめセ
ルロースや生分解性プラスチックなどさまざま
な林業生産物の利用法，水や大気などの保全
に果たす森林の役割，さらにこれらの社会科学
的評価などをテーマとして，広く森林を取り扱う
教育・研究を行っています。

森林・人間関係学，熱帯林環境学，森林利用学，森
林生物学，環境デザイン学，山地保全学，生物材料
設計学，林産加工学，生物繊維学，樹木細胞学，複
合材料化学，生物材料化学，森林生態学，森林水文
学，森林生化学，森林育成学，森林情報学，エネルギー
エコシステム学，生物圏情報学

食品生物科学科

　食品生物科学科では，食品を構成する物質
の構造と機能，新しい食品機能を持つ物質や
遺伝子の探索，疾病を予防する機能や栄養性・
安全性などに優れた食品の創成と効率的な生
産，並びに地球規模での食環境など，食料全
般に関わる諸問題を微生物，植物，動物を対象
に研究し，教育を行います。これにより，食料
科学の学術の進展のみならず，健康の維持・増
進や食糧不足の改善など，多様な社会的問題の
解決に寄与し，豊かな食生活の確立に貢献する
ことを目指しています。

栄養化学，生体情報応答学，生命有機化学，農産製
造学，酵素化学，食品分子機能学，食品生理機能学，
生物機能変換学，食環境学

全学共通科目（学科指定科目）

学科 科目

資源生物
科学科

応用生命
科学科

地域環境
工学科

食料・環境
経済学科

森林科学科

食品生物科学科

数学基礎 IA，数学基礎 IIA，数学基礎 IB，数学基礎 IIB，基礎情報処理（農学部），基礎情報処理演習（農学部），物理学基礎論 A，物理学基礎論 B，基
礎物理化学 A，基礎物理化学 B，無機化学入門 A，無機化学入門 B，基礎有機化学 A，基礎有機化学 B，基礎生物学 A，基礎化学実験

数学基礎 IA，数学基礎 IIA，数学基礎 IB，数学基礎 IIB，確率論基礎，基礎情報処理（農学部），基礎情報処理演習（農学部），物理学基礎論 A，物理学
基礎論 B，無機化学入門 A，無機化学入門 B，農学の新戦略 – 増収と環境の調和をめざして –，基礎化学実験，基礎生物学 A

微分積分学 A，微分積分学 B，線形代数学 A，線形代数学 B，数理統計，確率論基礎，基礎情報処理（農学部），基礎情報処理演習（農学部），物理学
基礎論 A，物理学基礎論 B，物理学実験

数学基礎 IA，数学基礎 IIA，数学基礎 IB，数学基礎 IIB，確率論基礎，数理統計，基礎情報処理（農学部），基礎情報処理演習（農学部），基礎有機化学 A，
基礎有機化学 B，基礎生物学 A，基礎生物学 B，生命科学概論 A，生命科学概論 B，農学の新戦略 – 増収と環境の調和をめざして –，生物圏の科学 – 生命・
食糧・環境 –，人間と数学 A，人間と数学 B，環境科学基礎ゼミナール，環境汚染と健康

数学基礎 IA，数学基礎 IIA，数学基礎 IB，数学基礎 IIB，基礎情報処理（農学部），物理学基礎論 A，物理学基礎論 B，基礎物理化学 A，基礎物理化学 B，
基礎有機化学 A，基礎有機化学 B，生命科学概論 A，生命科学概論 B，物理学実験，基礎生物学 A，基礎生物学 B，基礎化学実験，地球科学序論，生
存圏の科学 – 環境計測・地球再生

数学基礎 IA，数学基礎 IIA，数学基礎 IB，数学基礎 IIB，基礎物理化学 A，基礎物理化学 B，基礎化学実験，物理学基礎論 A，物理学基礎論 B

学科 1 回生～ 2 回生～ 3 回生～ 4 回生

資源生物
科学科

応用生命
科学科

地域環境
工学科

食料・
環境経済
学科

森林科学科

食品生物
科学科

農学概論 I，農学
概 論 II， 資 源 生
物科学基 礎，細
胞生物学 I，遺伝
学

農学概論 I，農学
概 論 II， 応 用 生
命科学入門 I，応
用生命科学入門
II，応用生命科学
入 門 III， 応 用 生
命科学入門 IV

農学概論 I，農学
概 論 II， 地 域 環
境工学概論 I，地
域環境工学概論
II，地域環境工学
演習

農 学 概 論 I， 農
学概論 II，食料・
環境経済学概論
I，食料・環境経
済 学 概 論 II， 食
料環境基礎社会・
経 済 論，国際 農
林業概論，食料・
環境経済入門

農学概論 I，農学
概 論 II， 森 林 基
礎科学 I，森林基
礎 科 学 II， 森 林
基 礎 科 学 III， 森
林基礎科学 IV

農学概論 I，農学
概論 II，食品基礎
生化学 I，食品基
礎生化学 II，食品
有機化学 I，食品
安全学 I

資源生物科学概論 A，資源生物科
学概論 B，細胞生物学 II，細胞生物
学 III，生態学，動物生理学，微生物学，
植物生理学 I，大気環境学，生物統
計学，資源生物科学基礎実験，土
壌学 I，海洋動物学，栽培技術論と
実習 I，畜産技術論と実習 I，海洋
生物科学技術論と実習 I，海洋生物
科学技術論と実習 II，海洋生物科学
技術論と実習 III，植物調査法と実習，
応用数学，食品安全学 I

細胞生物学概論，生化学 I，生化学
II，有機構造解析学，生物理化学 I，
有機反応機構論 I，有機反応機構論
II，応用微生物学 I，食品安全学 I

大気環境学，応用数学，応用力学，
材 料 力 学，水 理 学，工 業 数 学 C，
土木材料学，土壌物理学，振動学，
熱力学及び伝熱工学，数理計画法，
情報処理学及び演習 I，情報処理学
及び演習 II，栽培技術論と実習 I，
生物生産機械学

経済原論 I（ミクロ経済学），経済
原論 II（社会経済学），経済原論 III（マ
クロ経済学），経済思想史，社会経
済史，農林統計利用実習，農業発
展論，農業会計学基礎実習，資源
生物科学基礎，アグリビジネス論，
調査研究方法実習 I，調査研究方法
実習 II

森林科学 I，森林科学 II，森林科学
III，森林科学 IV，大気環境学，森林
科学実習 I，森林科学実習 II，森林
科学実習 III，森林科学実習 IV，研
究林実習 I

食品有機化学 II，食品有機化学 III，
食品物理化学 I，食品物理化学 II，
食品生化学 I，食品生化学 II，酵素
の作用と応用，応用数学，生物統
計学，食品生物科学入門及び実習

栽培植物起源学，植物生理学 II，作物学 I，育種学 I，蔬菜園芸学，果樹
園芸学 I，植物生産管理学，栽培システム学 I，品質科学，動物遺伝育種学，
動物生殖学，動物栄養学，動物生体機構学，資源動物生産学，海洋環境学，
海洋生物生態学，海洋微生物学 I，海洋生物資源利用学，海洋環境微生物学，
雑草学 I，植物病理学 I，昆虫生態学 I，昆虫生理学，熱帯農業生態学，微
生物生態学，生態情報開発学，生物圏情報学 I，資源生物科学専門外書講
義 I，資源生物科学専門外書講義 II，資源生物科学実験及び実験法 I，資
源生物科学実験及び実験法 II，栽培技術論と実習 II，作物学 II，育種学 II，
花卉園芸学，果樹園芸学 II，栽培システム学 II，家畜ゲノム科学・バイオ
テクノロジー，動物機能開発学，海洋生物生理学，海洋微生物学 II，魚
類学，海洋生物細胞工学，雑草学 II，昆虫生態学 II，生態制御学，バイオ
インフォマティクス，環境毒性学，遺伝学 II，品質設計開発学，品質評価学，
応用動物遺伝学，動物栄養機能学，動物環境生理学，海洋生態系学，海
洋機能分子利用学，植物病理学 II，植物環境ストレス学，土壌学 II，農薬
科学，生物圏情報学 II，分析化学，生物有機化学 II，植物栄養学，食品微
生物学，酵素化学

生物理化学 II，分析化学，生物有機化学 I，生物有機化学 II，生物有機化
学 III，一般生体高分子化学，生体高分子構造論，構造生物学，応用微生
物学 II，応用微生物学 III，植物栄養学，植物生化学 I，分子生物学 I，分
子生物学 II，分子細胞生物学 I，分子細胞生物学 II，専門外国書講読，植
物生化学 II，産業微生物学，分析化学実験，生化学実験，分子生物学実験，
植物生化学実験，応用微生物学実験，有機化学実験，生物理化学実験

環境動態学，測量学，構造解析学，環境水文学，地域整備開発施設学，
灌漑排水学，農村計画学，農地整備学，水資源利用学，利水システム工学，
生物機械計測学，フィールドロボティクス，制御工学，機械設計，電気・
電子工学，農業機械学専門外書講義，作物学 I，蔬菜園芸学，果樹園芸学 I，
土壌学 I，農学原論，食料・環境政策学，資源環境経済学，食品工学，砂
防学 I，森林水文学，森林生態学，土木材料・環境地盤工学実験，水理学
実験，土壌物理学・水環境工学実験，測量法及び実習，施設機能工学演習，
計算水理学演習，農業機械学実験 I，農業機械学実験 II，製図（CAD）演習，
技術英語演習，農業システム工学，農産物性科学

農業組織経営学，農業経営情報会計学，資源環境経済学，食料・環境政
策学，林業政策学，国際農村発展論，農業・農村史，農学原論，農企業
問題特論，農業資金会計論，資源環境分析学，農林統計学，農産物価格論，
林業経済学，農村社会学，専門外国書講義 I（英語 I），専門外国書講義 II（ド
イツ語），専門外国書講義 III（英語 II），作物学 I，土壌学 I，植物栄養学，
農村計画学，水資源利用学，国際森林資源論，熱帯林環境学，花卉園芸学，
栄養化学，農地整備学，野生動物保全学，熱帯森林資源学，食品安全学 I，
食品化学，食料・農業経済情報論，食・農学倫理，農業組織経営学演習 I，
農業経営情報会計学演習 I，資源環境経済学演習 I，食料・環境政策学演
習 I，林業政策学演習 I，国際農村発展論演習 I，農業・農村史演習 I，農
学原論演習 I，農林経営経済調査実習，食料・環境経済学特別講義 I，農
業経営の未来戦略

国際森林資源論，森林計画学，造園学 I，造園学 II，森林利用学，樹木生理学，
森林育成学，森林植物学，森林資源管理学，森林環境学，森林生態学，
群集生態学，森林植物繁殖学，野生動物保全学，熱帯林環境学，熱帯森
林資源学，樹木細胞生理学，細胞壁形成論，砂防学 I，砂防学 II，森林水
文学，森林影響論，生物材料物性学，木構造学，木材加工学 I，木材加
工学 II，セルロース化学，バイオマス化学，森林生化学 I，森林生化学 II，
高分子合成化学，バイオマス複合材料化学，生物材料物理化学，生物材
料構造学，専門外国書講読 I，コンピュータ利用と森林科学，森林総合実
習及び実習法，森林生物学実験及び実験法，森林物理学実験及び実験法，
森林基礎化学実験及び実験法，森林利用学実習及び実習法，基礎生態学
実験及び実験法，応用生態学実験及び実験法，樹木の超微形態観察及び
観察法，森林水文・砂防学実験及び実験法，木材工学実験及び実験法，
木材加工学実験及び実験法，バイオマス化学実験及び実験法 I，バイオ
マス化学実験及び実験法 II，造園学実習 I，研究林実習 II，研究林実習 III，
研究林実習 IV

食品安全学 II，食品生化学 III，食品微生物学，食品生理学，酵素化学，
生命有機化学，栄養化学，食品工学，食品分子機能学，食品生理機能学，
生物機能変換学，生体情報応答学，微生物生産学，食品化学，専門外国
書講読 I，専門外国書購読 II，栄養化学実験及び実験法，応用微生物学実
験及び実験法，食品有機化学実験及び実験法，食品生化学実験及び実験
法，酵素化学実験及び実験法，食品化学実験及び実験法，食品工学実験
及び実験法，食品生理学実験及び実験法，微生物生産学実験及び実験法，
分子生物学実験及び実験法

畜産技術論と実習 II，食品安
全学 II，資源生物科学特別科
目 I，資源生物科学特別科目
II，資源生物科学特別科目 III，
資源生物科学特別科目 IV，作
物科学演習，園芸科学演習，
耕地生態科学演習，品質科学
演習，生産管理科学演習，応
用動物科学演習 I，応用動物
科学演習 II，海洋生物資源学
演習，海洋微生物学演習，海
洋生物生産学演習，資源植物
科学演習，植物保護科学演習，
生産生態科学演習，課題研究

応用微生物学 IV，栄養化学，
食品工学，醸造食品学概論，
食品工業論，食品安全学 II，土
壌学 I，応用生命科学演習 I，
応用生命科学演習 II，課題研究

国土・地域計画，生物圏情報
学 I，生物圏情報学 II，地域環
境工学実習，灌漑排水学演習，
農村整備計画演習，農業機械
学演習，課題研究

国土・地域計画，食料・環境
経済学特別講義 II，食料・環
境経済学特別講義 III，食料・
環境経済学特別講義 IV，食料・
環境経済学特別講義 V，食品
安全学 II，森林法律論，農業
組織経営学演習 II，農業組織
経営学演習 III，農業経営情報
会計学演習 II，農業経営情報
会計学演習 III，資源環境経済
学演習 II，資源環境経済学演
習 III，食料・環境政策学演習
II，食料・環境政策学演習 III，
林業政策学演習 II，林業政策
学演習 III，国際農村発展論演
習 II，国際農村発展論演習 III，
農業・農村史演習 II，農業・
農村史演習 III，農学原論演習
II，農学原論演習 III，課題研究

緑地植物学，専門外国書講読
II，森林法律論，緑地計画論，
森林有機化学，高分子物性学，
バイオマスエネルギー，生物
圏情報学 I，生物圏情報学 II，
木材保存学，木質材料学，住
環境学，きのこ学，森林科学
特別科目，林業政策学，林業
経済学，測量学，水理学，土
壌学 I，土壌学 II，材料力学，
構造解析学，振動学，熱力学
及び伝熱工学，応用数学，森
林分析化学，造園学実習 II，建
築設計・製図実習，森林科学
演習，課題研究

食品工業論，醸造食品学概論，
食品生物科学演習，課題研究
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総合人間学部

赤松　紀彦 教授
（高等教育研究開発推進センター兼務） 

中国古典演劇
____
浅野　耕太 教授
環境経済学，応用計量経済学
____
阿辻　哲次 教授 
漢字の歴史
____
石川　尚人 教授 
古地磁気学・岩石磁気学的情報による地球表
層部での地学現象（超大陸の形成史，古環境
変遷など）の解明
____
石田　明文 教授 
ドイツ近代の知の構造
____
石原　昭彦 教授
神経・筋の可塑性に関する分子生物学的研究
____
稲垣　直樹 教授
フランス近現代文学・文化社会史、日仏比較
文学・比較文化
____
伊從　勉 教授 
近現代建築都市論研究（京都・首里・那覇・
パリ），歴史民俗世界の祭儀空間研究（琉球・
京都）
____
宇敷　重広 教授 
力学系の分岐理論，カオス・フラクタル，複
素力学系
____
内本　喜晴 教授 
次世代電気化学エネルギー変換デバイスー高
エネルギー密度蓄電池・高効率燃料電池―
____
江田　憲治 教授 
1920-30 年代の中国政治史・思想史
____
大川　勇 教授 
ドイツ・オーストリア文学，中欧精神史，教
養論
____
岡　真理 教授 
◎現代アラブ文学
◎第三世界のフェミニズム思想
◎パレスチナ問題
____
岡田　温司 教授 
◎西洋美術史・芸術理論
◎表象文化論
◎現代思想 
____
岡田　敬司 教授 
教育において自律，かかわり，共同体を問う
____
小方　登 教授 

（地球環境学堂） 
コンピュータを利用した地理情報処理，宇宙
からの映像による遺跡探査と歴史景観復原

____
奥田　敏広 教授 
20 世紀ドイツの長編小説  - トーマス・マンを
中心に -
____
小倉　紀蔵 教授 
東アジア比較思想，朝鮮文化・思想
____
尾野　照治 教授 
ドイツ語圏を中心とするヨーロッパ中世の思
想・文芸作品および法書・史書に映し出され
た当時の人々の理想像ならびに生活像
____
風間　計博 教授 
人類学，オセアニア社会研究，マイノリティ・
移民研究
____
梶井　克純 教授 

（地球環境学堂兼務） 
地球大気環境問題，大気酸性化，都市の大気
汚染，大気質の将来予測，オキシダントの制
御戦略
____
加藤　真 教授 

（地球環境学堂兼務） 
植物や動物の生態と進化，生物の多様性と生
態系の保全
____
加藤　幹郎 教授 
映画学ならびに表象文化論（アイルランド亡
命文学研究等）
____
鎌田　浩毅 教授 
火山学，地質学，地球科学，科学教育法，コミュ
ニケーション論
____
河﨑　靖 教授 
言語学・文献学
____
川島　昭夫 教授 
近代イギリスの文化史，社会生活史および科
学の制度史 
____
小島　泰雄 教授
人文地理学，中国農村の生活空間研究
____
小山　静子 教授 
近代日本における教育とジェンダーに関する
歴史的研究
____
齋木　潤 教授 
視覚認識の認知神経科学的研究
____
齋藤　治之 教授 
ドイツ語の歴史および印欧語比較言語学
____
佐伯　啓思 教授 
現代社会の諸現象を思想的背景にもとづいて
分析
____
酒井　敏 教授 
大気・海洋の流体としての力学
____
阪上　雅昭 教授 
実験室でブラックホールを造る，惑星形成，
群れの科学
____
佐藤　義之 教授 
メルロ = ポンティ，レヴィナスを手がかりと
した，現象学ならびに倫理学の研究
____
篠原　資明 教授 
間哲学と交通論という立場にもとづく芸術の
研究
____
新宮　一成 教授 
精神分析および精神医学の思想と臨床実践の
研究
____
菅原　和孝 教授 
身体性の人類学的考究，相互行為とコミュニ
ケーションの人類学的分析，狩猟採集民の社
会と生態
____
杉万　俊夫 教授 
グループ・ダイナミックス，社会心理学
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____
杉山　雅人 教授 
水圏における化学物質の分布・循環機構・動
態に関する研究。環境化学物質の高感度検出
法に関する研究
____
須田　千里 教授 
日本近代文学の研究
____
瀬戸口　浩彰 教授 
植物系統進化学・植物地理学
____
多賀　茂 教授 
十八世紀フランスの知の構造及びフランス現
代思想
____
高﨑　金久 教授 
代数解析，数理物理，可積分系
____
高橋　由典 教授 
感情を基点とする社会学理論の研究
____
竹安　邦夫 教授 

（生命科学研究科） 
細胞のナノバイオロジー，バイオインフォー
マティックス
____
田地野　彰 教授 

（高等教育研究開発推進センター） 
教育言語学，教育文法，外国語の教授と学習，
第二言語習得論
____
田部　勢津久 教授 
光機能性材料化学，フォトニクス，白色 LED
蛍光体，発光材料，太陽光発電 
____
田邊　玲子 教授 
近代西欧，特にドイツの文学現象における人
間，ジェンダー，セクシュアリティ観
____
田村　類 教授 
◎分子のキラリティーが誘起する物質の新し

い現象や性質に関する研究
◎キラル機能性有機化合物の設計・合成と物

性に関する研究
____
壇辻　正剛 教授 

（学術情報メディアセンター） 
言語音の分析と記述，言語学の応用研究
____
立木　秀樹 教授 
プログラミング言語理論，実数計算，連続性と
計算可能性，及びフラクタル立体図形の研究
____
津田　謹輔 教授 
糖尿病・栄養学
____
東郷　雄二 教授 
◎一般言語学における機能言語学，談話理論，

意味論
◎フランス語の冠詞論，時制論
____
冨田　恭彦 教授 
◎粒子仮説を基盤とした 17 世紀観念説の論理

空間とその変貌
◎現代言語哲学・科学哲学
____
西垣　安比古 教授 
東アジアの住まいに関する建築論的研究／住
居観の史的研究
____
西山　教行 教授 
言語教育学ならびに言語政策，フランコフォ
ニー，フランス植民地主義などの研究 
____
西山　良平 教授 
日本古代・中世の都市・文化・社会
____
服部　文昭 教授 
スラヴ諸語の研究
____
林　達也 教授 
運動による糖・脂質・エネルギー代謝活性化
とそのメカニズム解明
____
林　優　ブライアン 教授 
20 世紀アメリカ史・移民史研究

____
廣野　由美子 教授 
19 世紀イギリス小説，小説技法，物語論
____
藤田　耕司 教授 
生物言語学・進化言語学・生成文法。人間の言
語能力、特に回帰的統語演算能力の起源・進化
____
船橋　新太郎 教授 

（こころの未来研究センター） 
前頭連合野の機能に関する神経科学的研究
____
カール・ベッカー 教授 

（こころの未来研究センター） 
生命倫理・医療倫理の教育と東西比較
____
前川　覚 教授 
物性物理学。極低温度における磁性体の量子
力学的現象やスピン現象の核磁気共鳴法によ
る研究
____
前川　玲子 教授 
20 世紀のアメリカ思想・文化史研究
____
松井　正文 教授 
両生爬虫類の系統分類学的研究
____
松浦　茂 教授 
17・18 世紀のアムール川流域史，18 世紀東
アジア地理学史，清初史
____
松下　和夫 教授 

（地球環境学堂） 
公共政策としての環境政策論の研究，特に地
球環境に関する法的・制度的な枠組みの検討
と政府・企業・NGO などの多様な主体の役割
の分析
____
松田　英男 教授 
イギリスおよびアメリカ映画論
____
松村　道一 教授 
運動制御の神経機構
____
間宮　陽介 教授 
公共的空間（コモンズ，都市空間，政治空間）
に関する研究
____
丸橋　良雄 教授 
英国喜劇と比較演劇
____
水野　尚之 教授 
◎アメリカ 19・20 世紀の小説
◎アメリカの都市の成立と文化
____
水野　眞理 教授 
英国ルネサンス期の文学と文化，イングラン
ド人による自己と他者・異文化の表象
____
三谷　恵子 教授 
中・東欧の言語と文化，言語接触と言語変化，
言語と社会
____
道坂　昭廣 教授 
中国古典文学，特に南北朝から唐の散文。江
戸から明治時代の漢文学
____
道籏　泰三 教授 
W. ベンヤミン，S. フロイト等 19，20 世紀の
ドイツ語圏文学・思想の研究
____
宮下　英明 教授
微生物の多様性と多機能性に関する研究。藻
類学，系統進化学，微生物生態学，生物工学
____
宮本　嘉久 教授 
ソフトマターの構造形成，緩和現象，破壊
____
元木　泰雄 教授 
日本中世成立期の政治史，院政・武士・内乱
について
____
森谷　敏夫 教授 
生体信号処理・応用生理学
____
森本　芳則 教授 
偏微分方程式に対する非線形超局所解析

____
山梨　正明 教授 
言語学（意味論・語用論）・記号論
____
山本　行男 教授 

（高等教育研究開発推進センター兼務） 
酵素や生体関連物質の機能解明研究
____
吉田　純 教授 

（高等教育研究開発推進センター） 
ドイツの社会思想・社会理論，情報ネットワー
ク社会の理論的・経験的研究
____
エンゲルベルト　ヨリッセン 教授 
日欧交渉史，西南ヨーロッパのルネッサンス・
バロック時代，ヨーロッパの領土拡張政策に
関連した問題，比較文化・比較文学，インド
英文学，アフリカにおけるポルトガル文学
____
安部　浩 准教授 
M. ハイデガーを中心とする存在論・実存哲学。
H. ヨナスを中心とする環境思想 
____
市岡　孝朗 准教授 

（地球環境学堂兼務） 
生態学，昆虫学，熱帯雨林における群集生態学
____
上木　直昌 准教授 
確率解析学
____
大倉　得史 准教授 
人間の自己性・主体性の形成過程についての
研究
____
小畑　史子 准教授 

（地球環境学堂） 
労働災害の予防と補償を中心とする労働法，
環境法，民法などの研究
____
勝又　直也 准教授 
◎中世ヘブライ文学
◎ユダヤ学
◎地中海・中東における３つの一神教文明の

交流史
____
桂山　康司 准教授 

（高等教育研究開発推進センター兼務） 
英国宗教詩人の研究  - ミルトン，ホプキンズ
を中心に -
____
木坂　正史 准教授 
力学系理論，特に複素力学系
____
木下　俊哉 准教授 
レーザー冷却，トラッピング，冷却原子を用
いた物性物理学
____
桒山　智成 准教授 
英国ルネサンス期における演劇と詩
____
神﨑　素樹 准教授 
◎協働筋の機能的意義の解明
◎立位姿勢制御則の解明
____
小木曽　哲 准教授 
岩石から読み取る地球の営み
____
小島　基洋 准教授 
20 世紀英文学およびアイルランド文学
____
櫻川　貴司 准教授 
計算機科学 
____
佐野　宏 准教授 
日本語史及び古代日本文学の研究
____
佐野　亘 准教授 
政治・政策に関する規範理論の研究
____
塩塚　秀一郎 准教授 

（地球環境学堂兼務） 
20 世紀フランス文学・文化
____
大黒　弘慈 准教授 
貨幣・信用を中心とする経済理論および経済
思想史

____
高谷　修 准教授 
18 世紀英文学及び比較文学 
____
谷口　一美 准教授 
認知文法・構文文法論による構文研究，認知
意味論によるメタファー研究
____
津江　広人 准教授 
構造有機化学および合成有機化学を基盤とし
た，有機分子性結晶の調製と気体分
子の認識・貯蔵に関する研究
____
月浦　崇 准教授
ヒト記憶の脳内機構に関する認知神経科学的
研究
____
辻　正博 准教授 
中国中世（六朝隋唐時代）の政治制度，中国
法制史，敦煌・トルファン出土文書研究
____
土屋　徹 准教授 
光合成の機構・進化についての研究
____
戸田　剛文 准教授 
認識論・近代イギリス経験論・知覚
____
中嶋　節子 准教授 
近代都市史，都市景観史，建築史。自然景観
や建築から都市の歴史を読む
____
永田　素彦 准教授 
社会心理学，グループ・ダイナミックス；防災・
災害，コミュニティ活性化，科学技術と社会
____
中森　誉之 准教授 
言語習得理論・認知科学理論を基盤とした効
果的かつ効率的な英語学習・指導理論の構築
____
日置　尋久 准教授 
データハイディング（ステガノグラフィ）
____
マーク・ピーターソン 准教授 
コンピューターを利用した英語教育
____
藤田　健一 准教授 
新しい有機遷移金属錯体の創製と環境調和型
分子変換触媒としての応用
____
藤原　直樹 准教授 
高温超伝導体の研究，（高圧下での）強相関電
子系の研究
____
森成　隆夫 准教授
物性理論，強相関電子系，高温超伝導体の発
現機構，固体中のディラック電子，物性系を
用いた曲がった時空のアナロジーなどの研究
____
吉村　成弘 准教授 

（生命科学研究科） 
1 分子イメージング・計測・操作技術を用い
た細胞内分子動態の解析およびその応用研究
____
細川　浩 講師 

（情報学研究科） 
神経生物学，細胞生物学，行動をうみだす神
経ネットワークの研究
____
見平　典 講師 
憲法秩序形成の在り方に関する規範的分析と
経験的分析

文学部

哲学専修
____
伊藤　邦武 教授 
合理性をめぐる現代哲学
____
出口　康夫 准教授 
数理哲学および分析アジア哲学の研究 

西洋古代哲学史専修 
____
中畑　正志 教授 
西洋古代哲学の研究，現代英語圏哲学を視野
に入れた「心の哲学」の研究 

西洋中世哲学史専修
____
川添　信介 教授 
トマス・アクィナスの自然法論，スコラ哲学
における心身問題

西洋近世哲学史専修
____
福谷　茂 教授 
カントを中心とする近世哲学史，形而上学史

日本哲学史専修 
____
藤田　正勝 教授 
西田哲学をはじめとする日本近代哲学の研究

倫理学専修 
____
水谷　雅彦 教授 
現代倫理学の理論的研究，コミュニケーショ
ン及び情報の倫理学的研究

宗教学専修 
____
氣多　雅子 教授 
京都学派の宗教哲学の研究、近代のニヒリズ
ムについての研究
____
杉村　靖彦 准教授 
現代フランス哲学と京都学派の哲学を発想源
とした，「宗教哲学」の批判的再構築

キリスト教学専修 
____
芦名　定道 教授 
近代キリスト教世界の形成と現代キリスト教
思想の諸問題について

美学美術史学専修 
____
中村　俊春 教授 
17 世紀フランドル絵画史
____
根立　研介 教授 
日本仏教美術史，特に仏師論，美術の対外受容，
肖像彫刻論など
____
吉岡　洋 教授 
現代のメディア，テクノロジー環境を見据え
た美学・芸術理論
____
平川　佳世 准教授 
ドイツを中心とする北方ルネサンス美術，お
よび北方美術とイタリア美術の交流について

国語学国文学専修
____
木田　章義 教授 
日本語の歴史
____
大谷　雅夫 教授 
国文学の研究，特に和漢比較文学研究
____
大槻　信 准教授 
古代日本語の研究
____
金光　桂子 准教授 
中古・中世の物語文学

中国語学中国文学専修
____
平田　昌司 教授 
近代中国の言語文化
____
木津　祐子 教授 
中国近世口語史の研究，対話型テキストの文
献論的研究
____
緑川　英樹 准教授 
唐宋変革期における詩文および文学理論の研究

中国哲学史専修
____
宇佐美　文理 教授 
中国思想史，特に存在論と藝術論についての
研究

インド古典学専修
____
横地　優子 准教授 
インド古代・中世前期におけるヒンドゥー教
の神話・信仰の変遷
____
ディヴァカル・ナート・
アーチャールヤ 准教授 
写本に基づくインド哲学研究
____
ヴァースデーヴァ・
ソームデーヴ 特定教授 
シヴァ教タントラ研究、古典サンスクリット・
プラークリット語の詩及び詩学

仏教学専修
____
宮崎　泉 准教授 
インド大乗仏教とそのチベットへの伝播

哲学基礎文化学系

東洋文化学系

西洋文化学系

西洋古典学専修
____
髙橋　宏幸 教授 
ラテン文学を主対象とする古典文献学 
____
マルティン・チエシュコ 准教授 
ギリシア・ローマ演劇，叙情詩

スラブ語学スラブ文学専修
____
佐藤　昭裕 教授 
スラブ言語学，古教会スラブ語，古ロシア文
章語の成立について 

ドイツ語学ドイツ文学専修
____
松村　朋彦 教授 
18・19 世紀ドイツ文学・文化史

英語学英文学専修
____
佐々木　徹 教授 
ディケンズを中心としたイギリス小説研究
____
廣田　篤彦 准教授 
ルネサンス期のイギリス演劇（特にシェイク
スピア）
____
家入　葉子 准教授 
英語史・歴史社会言語学・現代英米語法研究・
コーパス言語学

アメリカ文学専修
____
若島　正 教授 
Vladimir Nabokov を中心としたアメリカ小説
の研究
____
森　慎一郎 准教授 
アメリカ小説研究（F・スコット・フィッツジェ
ラルドなど）

フランス語学フランス文学専修
____
田口　紀子 教授 
フランス語学・テクスト言語学。文学テクス
トの言語学的解析により，形式面から作品の
意味を明らかにする
____
増田　眞 教授 
ルソーを中心とする 18 世紀フランスの思想と
文学
____
永盛　克也 准教授 
フランス17世紀演劇の劇作法と文学理論の関係
____
エリック・アヴォカ 特定准教授 
18-19 世紀のフランス文学と政治，フランス
革命の演説家たち，悲劇と悲劇的なるもの，
演劇性，歴史記述，創作中の政治

イタリア語学イタリア文学専修
____
天野　惠 教授 
ルネサンス期のイタリア文学，特に騎士物語詩
____
ダニエーラ・シャローム・
ヴァガータ 特定准教授
ダンテおよびイタリア近現代文学と 60 年代の
イタリア映画

日本史学専修
____
勝山　淸次 教授 
日本中世の社会と国家
____
横田　冬彦 教授 
日本近世の社会史・文化史
____
吉川　真司 教授 
日本古代史
____
谷川　穣 准教授 
近代日本の教育／宗教／社会史研究

東洋史学専修
____
夫馬　進 教授 
中国明清社会研究
____
杉山　正明 教授 
モンゴル時代史
____
吉本　道雅 教授 
中国古代史（西周～前漢）・中国古代中世民族
史（10 世紀以前）
____
中砂　明徳 准教授 
17 世紀の世界史とイエズス会
____
髙嶋　航 准教授 
近代東アジアの社会と文化

西南アジア史学専修
____
井谷　鋼造 教授 
西南アジア史，アラビア文字資料研究
____
久保　一之 准教授 
前近代中央アジア・イラン史

西洋史学専修
____
服部　良久 教授 
ドイツを中心とするヨーロッパ中世の政治・
社会・文化の研究
____
南川　高志 教授 
ローマ帝国政治史・社会史の研究，古代末期
の研究
____
小山　哲 教授 
ポーランド近世史，とくに貴族の政治文化の
研究
____
金澤　周作 准教授 
近代イギリスにおける国制，チャリティ，海
事の研究

考古学専修
____
上原　真人 教授 
日本における瓦生産体制の変遷について
____
泉　拓良 教授 
西日本縄文文化・社会の研究及び，中東フェ
ニキアの考古学的研究
____
吉井　秀夫 准教授 
考古資料を通して朝鮮三国時代の地域性や地
域間関係を復元し，その意味を考察する

歴史基礎文化学系
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____
杉本　均 教授
比較教育学：教育と国際関係（東南アジア）
____
南部　広孝 准教授
比較教育学：高等教育改革の国際比較研究
____
矢野　智司 教授
教育人間学：生成と発達の教育人間学，贈与
と交換の教育人間学
____
西平　直 教授
臨床教育学：人間形成と東洋哲学
____
齋藤　直子 准教授
教育人間学：アメリカの教育哲学
____
桑原　知子 教授
心理臨床学 ・人格心理学：心理臨床及び人格
のダイナミズムに関する研究
____
田中　康裕 准教授
心理臨床学：ユング心理学に基づく心理療法
における治癒とその限界
____
大山　泰宏 准教授
心理臨床学：心理療法論，臨床心理学の言説
研究
____
皆藤　章 教授
臨床実践指導学：心理臨床学・心理臨床と教
育の接点
____
髙橋　靖恵 准教授
臨床実践指導学：心理臨床学・心理アセスメン
ト・心理療法における家族コミュニケーション
____
角野　善宏 教授

（臨床教育実践研究センター）
臨床心理実践学：心理療法・精神医学
____
松木　邦裕 教授

（臨床教育実践研究センター）
臨床心理実践学：精神分析・心理療法 
____
松下　姫歌 准教授

（臨床教育実践研究センター）
臨床心理実践学：心理臨床におけるイメージ
と心的体験のリアリティに関する研究

鈴木　晶子 教授
教育学：教育哲学・思想史
____
駒込　武 准教授
教育史学・植民地教育史
____
山名　淳 准教授
教育学：教育哲学・思想史
____
田中　耕治 教授
教育方法学：学力論，授業論，評価論
____
西岡　加名恵 准教授
教育方法学：カリキュラム論，教育評価論
____
明和　政子 准教授
発達教育論：比較認知発達科学，乳幼児期の
心の発達・模倣
____
石井　英真 准教授
教育方法学：学力論、授業論、教育評価論
____
子安　増生 教授
発達心理学：視点理解，心の理論，創発的思考
____
楠見　孝 教授
認知心理学：比喩・類推，知識，熟達化，意
思決定
____
齊藤　智 准教授
認知心理学：記憶・作動記憶，言語産出，言
語理解
____
野村　理朗 准教授
認知心理学：感情認識・表出，自己制御，生
命システム
____
岩井　八郎 教授
教育社会学：ライフコース・教育と社会移動
____
稲垣　恭子 教授
教育社会学：学校社会学・青年文化史
____
川崎　良孝 教授
図書館情報学
____
前平　泰志 教授
生涯教育学
____
渡邊　洋子 准教授
生涯教育学：生涯学習・成人教育の国際比較
研究，社会教育史
____
佐藤　卓己 准教授
広報学：メディア社会学，マス・コミュニケー
ション研究，情報史
____
高見　茂 教授
教育政策学：教育資源分配と公共政策

依田　高典 教授 
「ネットワーク・エコノミクス」情報通信・電力・

ガスのようなネットワーク産業の理論・実証
研究，特に BB サービスの需要分析，規制機関
分割の契約理論的分析，産業融合における経
済政策分析など
____
石水　喜夫 教授
政治経済学的方法による労働問題の研究
____
岩本　武和 教授
国際マクロ経済学に関する理論的研究，国際
金融・国際通貨システムに関する制度的・歴
史的研究
____
植田　和弘 教授
財政と公共政策に関する基礎理論，持続可能
な社会の経済と財政，環境制御の財政理論，
循環型社会の理論と政策
____
宇高　淳郎 教授
応用ミクロ経済学，特にマーケティング戦略
の経済分析
____
宇仁　宏幸 教授
経済制度の多様性と補完性，日本と米国の成
長体制の分析，輸出主導型成長と為替体制の
国際比較
____
江上　雅彦 教授
ファイナンス工学
____
岡田　知弘 教授
日本における地域開発，産業構造の再編と地
域経済の変動，経済のグローバル化と地域，
都市形成史，農村経済論，アグリビジネス論 
____
加藤　康之 教授
金融工学，ファイナンス理論，投資理論
____
黒澤　隆文 教授
近現代ヨーロッパ経済史・経済政策史，工業
経済論
____
小島　專孝 教授
ケンブリッジ学派の経済理論に関する学説史
研究。とくにホートリー，ピグーの貨幣・景気・
雇用理論を研究。
____
澤邉　紀生 教授
会計学，管理会計学，会計制度形成過程の研究
____
塩地　洋 教授
自動車産業に関して，その史的形成過程及び
現在の構造的特質，国際比較等を生産，開発，
流通等の全分野において解明している。
____
島本　哲朗 教授
マスメディアの経済学，金融政策の有効性

____
末松　千尋 教授
事業創成，IT ビジネス論，IT 戦略論
____
椙山　泰生 教授
企業のグローバル戦略，企業内研究のマネジ
メント，イノベーションにおける協働とビジ
ネス・エコシステムのマネジメント
____
武石　彰 教授
技術経営，競争戦略
____
田中　秀夫 教授
17 ～ 18 世紀の英国（スコットランドを含む）
の社会思想の諸側面を原資料の分析を通して
解明すること
____
徳賀　芳弘 教授
会計基準の国際的調和化現象の分析，研究開
発投資の効果発現に関する会計学的考察
____
成生　達彦 教授
ミクロ経済学の応用という観点から，企業組
織，企業間関係，マーケティング，流通につ
いて研究しています。
____
西牟田　祐二 教授
経営史，国際経営史，投資銀行史。
____
根井　雅弘 教授
マーシャル以後の現代イギリス経済学
____
日置　弘一郎 教授
組織論，経営人類学，共生経営，事業創成。
____
久野　秀二 教授
グローバル資本主義における農業・食料シス
テムの構造と動態，主要アクターである各国
政府，国際機関，多国籍アグリビジネス，農民・
市民社会組織等の諸関係に関する政治経済学
的・農業社会学的な分析。
____
久本　憲夫 教授
一国の労使関係・人材育成・処遇制度などが
固有にもつ論理の相違点と共通点を国際比較
を通じて解明すること
____
藤井　秀樹 教授
会計の比較制度分析，国際会計論 公会計，非
営利組織（NPO）会計
____
堀　和生 教授
日本，中国，朝鮮の近代経済史を比較検討し，
東アジアの発展理論を構築することをめざし
ている
____
松井　啓之 教授
行政の情報化，計画支援情報システムの開発，
マルチエージェントシミュレーション
____
文　世一 教授
都市の空間構造に関する理論的，実証的分析，
交通政策の分析
____
諸富　徹 教授
環境税，排出権取引制度をはじめとする，環
境政策における経済的手段の研究。租税構造
の歴史的変動と租税思想史の研究。地域の接
続可能な発展とそれを支える財政システムの
研究。
____
劉　徳強 教授
中国の経済改革と経済発展における諸問題を
研究している。
____
若林　直樹 教授
企業組織でのネットワーク行動に関する実証
研究
____
若林　靖永 教授
マーケティング・流通・商業。顧客満足志向マー
ケティング（組織），リレーションシップ・マー
ケティング，非営利・協同組織のマーケティ
ング。
____
渡辺　純子 教授
近現代日本経済史、特に衰退産業の産業調整
に関する研究

心理学専修
____
藤田　和生 教授 
知性と感情の多様性と進化に関する行動的研究
____
櫻井　芳雄 教授 
心の実体である脳内の情報表現を神経細胞の
活動から解明する認知神経科学的研究
____
板倉　昭二 教授 
エージェントの理解と社会的認知の発達科学
的研究
____
蘆田　宏 准教授 
視覚を中心とする感覚・知覚とその脳内機構
に関する心理物理学・認知神経科学的研究

言語学専修
____
田窪　行則 教授 
理論言語学（生成文法，語用論，談話理論），
調査言語学（琉球諸語），日本語，英語，朝鮮
語の統語論・語用論
____
吉田　和彦 教授 
インド・ヨーロッパ諸語比較言語学
____
吉田　豊 教授 
中央アジア出土中世イラン語文献の言語学的・
文献学的研究

社会学専修
____
伊藤　公雄 教授 
ポピュラー・カルチャーを対象とした文化社
会学的研究
____
松田　素二 教授 
アフリカ都市社会の研究
____
落合　恵美子 教授 
家族と親密性の比較社会学
____
田中　紀行 准教授 
ヴェーバー社会学の再構成と継承に関する研究
____
太郎丸　博 准教授 
社会階層論，数理社会学，社会学の方法論
____
森本　一彦 特定准教授 
民族・歴史社会学による家族・親族論，地縁
社会論，民俗宗教論
____
安里　和晃 特定准教授 
移民政策論，特にアジアにおける看護・介護・
家事労働をめぐる人の国際移動 

地理学専修
____
小林　致広 教授 
中南米の先住民社会ならびに先住民運動の研究
____
石川　義孝 教授 
人の空間的流動をはじめとする人口地理学研
究，およびエスニック地理学研究 
____
杉浦　和子 教授 
都市の空間構造の形成や変化の過程に関する
モデル化について
____
米家　泰作 准教授 
近世・近代日本における地理的知と環境の歴
史地理学的検討

科学哲学科学史専修
____
伊藤　和行 教授 
力学を中心とした西欧近代初期科学史，ルネ
サンスの科学思想史
____
伊勢田　哲治 准教授 
科学者共同体の哲学，科学的実在論，ベイズ
主義，功利主義，科学技術倫理
____
海田　大輔 講師 
分析形而上学と心の哲学，特に性質と対象の
本性，物理主義と心的因果

情報・史料学専修
____
林　晋 教授 
情報化社会と情報技術の人文・社会学的分析
とそれに関連する近現代史，人文情報学

二十世紀学専修
____
杉本　淑彦 教授 
フランス植民地帝国の社会史をテーマとし，
文学・絵画・映画などを素材にして，フラン
ス民衆のアラブ観・イスラーム観を研究して
いる

現代史学専修
____
永井　和 教授 
戦前日本における政軍関係の研究，倉富勇三
郎日記の研究と翻刻・刊行
____
小野澤　透 准教授 
アメリカ外交史，冷戦史，米・中東関係の歴
史的研究

行動・環境文化学系 基礎現代文化学系

経済経営学科 数理科学系

教育学部

法学部

経済学部 理学部

____
法学部の研究テーマ紹介については，法学部の
学部紹介（62，63 ページ）に掲載されています。

____
飯山　将晃 准教授
情報処理論，メディア工学
____
稲葉　久子 准教授
異なる文化的背景を持つ個人や組織が接触す
る際に，何を学習し，どのように多文化共存
の途に活用できるか，探求すること。
____
菊谷　達弥 准教授
契約理論・ゲーム理論を用いた企業組織およ
び企業間関係の分析，比較制度分析
____
草野　真樹 准教授
財務会計，国際会計
____
坂出　健 准教授
20 世紀に登場した主要産業の一つである航空
機産業における国際的な競争，協調関係の特
質の検討をつうじて，欧米各国の産業構造の
史的展開とその国際的連関を研究している。
____
佐々木　啓明 准教授
有効需要が産出や雇用を決めるとするポスト・
ケインズ派の立場から，経済成長，景気循環，
経済発展といった分野を理論的に分析している。
____
神事　直人 准教授
研究テーマ：国際貿易に関する研究。特に，
貿易と環境／貿易と再生可能資源，等。
____
竹澤　祐丈 准教授
近代社会形成期の英国（イングランドとスコッ
トランド）での議論，特に，共和主義思想を，
同時代のヨーロッパの動向と関連付けながら，
思想史的に研究しております。
____
敦賀　貴之 准教授
マクロ経済学，特に物価に関する研究
____
曳野　孝 准教授
経済環境と社会組織が異なる条件のもとで，
現在の世界経済の重要な要素である巨大企業
がどのように生成し発展を遂げたかを，国際
比較によって明らかにすること。
____
矢野　剛 准教授
途上国経済における企業金融，企業家の生成 
____
ディミター・ヤルナゾフ 准教授 
◎ロシア・東欧における資本市場とコーポレー

ト・ガバナンス
◎ブルガリアにおける市場経済移行
◎ EU 経済統合と EU の東方拡大 
____
遊喜　一洋 准教授
マクロ経済学，特に経済発展のメカニズムや
所得・資産分布の決定要因についての分析
____
若井　克俊 准教授
ミクロ経済学，金融経済学，行動経済学・行
動ファイナンス
____
北田　雅 講師
医療経済学、医療従事者における医療心理学
____
末石　直也 講師
計量経済学
____
ナ　ヒギョン 講師
製品開発マネジメント，企業群内・間におけ
る競争と協調戦略

池田　保 教授
（整数の性質に関する研究）

数論
____
泉　正己 教授

（解析学）
作用素環
____
磯　祐介 教授

（応用数学）
微分方程式論の数値解析，逆問題解析，応用
解析学
____
上　正明 教授

（3，4 次元空間）
低次元トポロジー
____
上田　哲生 教授

（複素数とその関数）
多変数複素函数論および複素力学系
____
加藤　信一 教授

（対称性）
代数群の表現論
____
加藤　毅 教授

（幾何学）
空間の局所的な微分構造から大域的構造を調
べる微分位相幾何学
____
木上　淳 教授

（解析学）
フラクタル上の解析， フラクタル幾何学
____
國府　寛司 教授

（ダイナミクス（時間と共に変化するシステム
の解構造））

力学系とその分岐，力学系理論の応用
____
重川　一郎 教授

（確率論）
確率論 無限次元空間上の解析を確率論の立場
から研究
____
宍倉　光広 教授

（力学系，複素解析）
力学系，特に複素力学系の不変集合や分岐集
合の研究
____
堤　誉志雄 教授

（微分方程式）
非線形偏微分方程式論 特に非線形分散型及び
波動方程式
____
並河　良典 教授

（代数幾何）
代数幾何学 特に複素シンプレクティック多様
体やカラビヤウ多様体の研究
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____
西和田　公正 教授

（微分方程式， 数理ファイナンス）
偏微分方程式の解の構造
____
深谷　賢治 教授

（図形）（空間）
幾何学，特にシンプレクティック幾何学，位相
的場の理論
____
藤原　耕二 教授

（幾何学，対称性）
幾何学的群論
____
三輪　哲二 教授

（代数解析学，数理物理）
代数解析学，数理物理
____
森脇　淳 教授

（代数幾何）
代数幾何学，特にモディライ空間と数論的多
様体の研究
____
雪江　明彦 教授

（概均質ベクトル空間，ゼータ関数）
解析的整数論，不変式論
____
吉川　謙一 教授

（解析的捩率，モジュライ空間，保型形式）
複素幾何学
____
浅岡　正幸 准教授

（空間の対称性）
力学系理論 特に低次力学系の位相的性質の
研究
____
市野　篤史 准教授

（整数，対称性）
保型表現論
____
伊藤　哲史 准教授

（整数，素数，幾何学，楕円曲線）
数論幾何学
____
稲場　道明 准教授

（代数方程式で定義される図形の研究）
代数幾何学におけるモジュライ理論
____
入谷　寛 准教授

（数理物理と関係する幾何）
数理物理のミラー対称性に基づいた幾何学的
現象の観察をしています
____
梅田　亨 准教授

（表現論，不変式論）
函数解析 量子群対称性に基づく不変式論及び
双対性の研究
____
大鍛治　隆司 准教授

（微分方程式論）
微分方程式論
____
太田　慎一 准教授

（空間の曲がり方）
微分幾何学，特にリーマン幾何学
____
加藤　周 准教授

（対称性）
幾何学的表現論
____
川口　周 准教授

（多項式の共通零点で表される図形）
代数幾何学、特に代数多様体の数論的な性質
について
____
岸本　大祐 准教授

（ホモトピー， ホモロジー）
代数的位相幾何学
____
木田　良才 准教授

（解析学）
離散群論、エルゴード理論
____
小西　由紀子 准教授

（数理物理）
数理物理 特にミラー対称性などの弦理論に由
来するテーマを研究

____
塩田　隆比呂 准教授

（古典可積分系）
微分方程式論
____
高村　茂 准教授

（複素幾何学）
複素曲線の退化の変形の構成や変形に関して
最も安定な退化の分類研究
____
中西　賢次 准教授

（微分方程式）
偏微分方程式論
____
西村　進 准教授

（プログラム変換）
計算機科学 特にプログラミング言語の理論
____
畑　政義 准教授

（無理数論）
超越数論
____
日野　正訓 准教授

（確率論）
無限次元空間やフラクタル集合における確率
解析
____
藤井　道彦 准教授

（双曲幾何学，多様体論）
微分位相幾何学 特に双曲多様体の変形の研究
____
藤野　修 准教授

（代数幾何学）
代数幾何学，特に高次元代数多様体の双有理
幾何学
____
矢野　孝次 准教授

（確率論）
確率過程論，ランダムな時間発展の極限定理
の研究
____
山崎　愛一 准教授

（整数論）
多元環の整数論
____
吉田　伸生 准教授

（統計物理学に関連した確率論）
確率論 統計物理学の対象となる諸現象を確率
論の立場から研究。特に相転移（例えば液体
の気化や凝固）の確率論的な仕組みについて
____
稲生　啓行 講師

（マンデルブロ集合，ジュリア集合）
複素力学系，特に一次元複素力学系のくりこ
みとパラメータ空間の研究
____
平賀　郁 講師

（整数論）
保型表現論

前野　悦輝 教授
（固体物理学） 

◎スピン三重項超伝導体などの新しい超伝導
体や磁性体の物質開発 

◎熱測定などによる低温での量子凝縮状態の
研究 

◎低温での測定技術の開発
____
石田　憲二 教授

（ミクロな物性，物質が低温で示す性質の研究）
固体物理学 新奇な超伝導体や磁性体の研究。
主に原子核レベルのミクロな測定（核磁気共
鳴（NMR）実験を用いた研究）
____
松田　祐司 教授

（固体物理学 新奇超伝導状態の研究）
強く相関し合った電子系の示す新しい量子状
態の電子輸送現象を中心に研究
____
芝内　孝禎 准教授

（超伝導，固体中の電子が示す量子現象）
固体物性・低温物理学 超伝導を中心とした極
低温・強磁場下における物質中の量子現象に
関する実験的研究

____
高橋　義朗 教授

（レーザー冷却）
量子光学 中性原子のレーザー冷却及びその精
密測定の基礎物理への応用
____
田中　耕一郎 教授

（光物性）
◎超高速レーザー分光法をもちいた非平衡系

のダイナミックスの研究 
◎光誘起構造変化の素過程の解明 
◎新しいテラヘルツ分光法の開発およびソフ

トマテリアルへの応用
____
中　暢子 准教授

（半導体，レーザー）
光物性物理学 レーザー分光による固体中の量
子多体系の実験的研究，光を用いた量子物質
相の相制御。
____
八尾　誠 教授

（無秩序の中に秩序を見出す）
不規則系物理学 液体，アモルファス，マイク
ロクラスター等の構造，量子物性，ダイナミ
クスに関する実験的研究
____
松田　和博 准教授

（液体金属の物性）
不規則系物理学 超臨界金属流体の構造，量子
物性，ダイナミクスに関する実験的研究
____

____
市川　正敏 講師

（うごめく物体）
生命現象などの，ソフトマテリアル系におけ
る非平衡現象の実験的研究
____
山本　潤 教授

（ソフトマター物理学）
液晶・高分子・ゲル・マイクロエマルジョン・
生命体の階層構造とダイナミクス
____
高西　陽一 准教授

（液晶の構造と物理的性質に関する研究）
液晶を中心にしたソフトマターの相構造と物
性に関する発現機構解明をめざす。
____
前川　孝 教授

（プラズマ物理学） 
◎プラズマ波動物理 
◎トーラスプラズマの波動加熱・電流駆動及

び平衡と安定性
____
田中　仁 准教授

（プラズマ，電磁・静電波動，核融合）
プラズマ物理学 特に，電子サイクトロン波・
電子バーンスタイン波を用いた球状トカマク
の生成，純電子プラズマの閉じ込めと波動特
性の研究

____
川上　則雄 教授

（量子論に基づき物の性質を解き明かす）
凝縮系理論 強相関電子系，低次元量子多体系，
ナノ量子系，冷却原子系などの理論研究
____
池田　隆介 准教授

（超伝導，超流動の物理の理論）
凝縮系理論 磁場下の超伝導の基礎理論，新奇
な超伝導・超流動状態の理論的提案など，低
温で実現する量子凝縮系の理論研究
____
藤本　聡 准教授

（超伝導，磁性，量子現象）
凝縮系理論 強相関電子系における新奇超伝
導， 新奇な磁性，新しい量子凝縮相，および
量子輸送現象の理論研究
____
太田　隆夫 教授

（柔らかい物質の構造とダイナミクスの理論的
研究）

非線形散逸系，非平衡ソフトマターを主たる
研究対象としてミクロ非平衡系の基本原理・
法則の解明
____
篠本　滋 准教授

（脳科学，信号推定，神経細胞モデル）
非線形動力学，統計物理学，脳の情報処理の
理論的研究「時間・空間の脳内表現」につい
て医学部の研究室と共同研究を行っている。
____
藤　定義 准教授

（でたらめな流れに潜む秩序やその強い混合能
力の研究）

流体物理学 乱流ダイナミクス，乱流輸送現象
の理論的研究
____
荒木　武昭 准教授

（やわらかな物質の新しい振る舞いを探る）
統計物理学・計算物理学 ソフトマター，相転
移ダイナミクス
____
武末　真二 准教授

（ミクロとマクロをつなぐ）
輸送現象を例として，非平衡統計力学の基本
原理について理論的に研究。
____
永江　知文 教授

（クォーク，原子核，加速器）
原子核物理学 高エネルギー加速器を用いて，
クォーク・ハドロン・原子核の新しい様相を
実験的に研究している。
____
川畑　貴裕 准教授

（原子核物理学）
量子多体系である原子核において現れる様々な
現象，特に，クラスタリング現象に関心をもち，
加速器を用いた実験的研究を行っている。
____
村上　哲也 講師

（原子核物質，原子核反応，中性子星）
中性子が過剰に含まれる原子核を使った実験を
行い，通常の原子核には見られない新しい現象
の解明，中性子星の内部構造を知るために必要
な情報取得を目指し，研究を進めている。
____
川合　光 教授
物理に限らずサイエンス一般に興味を持って
いるが，通常は素粒子論を中心とし，場の理論，
量子重力，超弦理論に関する研究をしている。
特に超弦理論は非常におもしろい段階にさし
かかっており，力をいれている。
____
畑　浩之 教授

（素粒子論，超弦理論，場の理論）
素粒子基礎論 
◎ゲージ場・重力場理論のダイナミクス
◎弦理論の基本原理とダイナミクスの解明
____
福間　将文 准教授

（素粒子論，場の量子論，超弦理論）
素粒子基礎論 
◎場の量子論のダイナミクス 
◎弦理論・量子重力理論の基本原理の解明と，

理論の定式化

____
小林　達夫 准教授

（素粒子論）
弦理論から素粒子の様々な現象論的性質がど
のように導かれるのかを研究している。
____
青山　秀明 教授

（理論物理学・素粒子論，社会・経済物理学）
理論物理学・素粒子論。他に経済，社会，環
境エネルギー，言語等の分野における理論物
理学的視点からの研究。
____
中家　剛 教授

（素粒子，ニュートリノ）
素粒子実験物理学を専門としており，現在は
加速器（J-PARC）を使ったニュートリノ実験
T2K やスーパーカミオカンデ実験を行ってい
る。研究テーマは，ニュートリノ振動とその
質量の起源，粒子と反粒子の対称性，大統一
理論，新物理探索を行っている。
____
市川　温子 准教授

（素粒子，ニュートリノ）
素粒子実験物理学，特にニュートリノ振動現
象の観測を通した素粒子の質量の起源の解明
____
石野　雅也 准教授

（高エネルギー物理実験）
世界最高エネルギーの加速器 LHC を使って素
粒子のふるまいを実験的に研究する。物質が
質量をもつ「しかけ」，素粒子世界の全体像を
明らかにする研究を推進する。
____
谷森　達 教授

（宇宙の始まり，ブラックホール，暗黒物質，
宇宙線）

高エネルギー宇宙物理学，特にガンマ線天文
学及び素粒子論的宇宙観測。それに必要なガ
ンマ線，粒子線，イメージング技術開発
____
鶴　剛 教授

（高エネルギー宇宙物理学実験，人工衛星を用
いた宇宙 X 線・ガンマ線観測，宇宙の進化，
ブラックホール，宇宙高温プラズマ）

X 線・ガンマ線を中心とする宇宙物理学実験，
宇宙観測用の人工衛星と搭載観測措置の開発。
人工衛星を用いたブラックホールと宇宙高温
プラズマの観測的研究，宇宙の進化の研究。
____
國廣　悌二 教授

（超高温・高密度の物質の理論的研究）
宇宙初期や中性子星の内部で実現されている
超高温・高密度での物質（クォーク・グルー
オン物質あるいはハドロン物質）の性質につ
いての理論的研究，「くりこみ群法」による数
理物理
____
菅沼　秀夫 准教授

（クォーク，グルーオン，ハドロン，量子色力
学，核子，中間子）

強い相互作用の基礎理論である量子色力学に
基づき，クォークの閉じ込め問題，クォーク
多体系であるハドロン（核子・中間子），超高
温の新物質相「クォーク・グルーオン・プラ
ズマ」（２兆度以上，ビッグバン直後）に関す
る理論研究を行っている。
____
延與　佳子 准教授

（原子核）
原子核構造の理論的研究。不安定原子核構造，
励起状態，クラスター現象などを対象とする。
____
藤原　義和 講師

（原子核）
クォーク模型によるバリオン間相互作用の理
論的研究，及び，それらを用いた少数バリオ
ン系や，軽い原子核，ハイパー核等の多クラ
スター問題
____
中村　卓史 教授
相対論的天体物理学：ブラックホール，重力波，
中性子星，ガンマ線バースト，ダークマター，
ダークエネルギー等の形成，起源の研究
____
白水　徹也 准教授
一般相対論，宇宙論 ; 高次元ブラックホール，
高次元宇宙模型，初期宇宙，宇宙検閲仮説等
の研究

____
大向　一行 准教授
宇宙物理学， 宇宙論； 宇宙初期の星やブラッ
クホールをはじめとする天体の形成・進化の
研究
____
早田　次郎 准教授

（インフレーション宇宙，ブラックホール）
弦理論的宇宙論，およびブラックホール物理
学。超弦理論などの量子重力理論に基づいた
宇宙初期やブラックホールの理論的研究
____
長田　哲也 教授

（銀河系中心部）
赤外線天文学，銀河中心領域，星間現象，観
測装置開発
____
太田　耕司 教授

（銀河形成・進化，ガンマ線バースト，活動銀
河核進化）

銀河の形成と進化，QSO ／ AGN の探査の研究
____
嶺重　慎 教授

（ブラックホール）
ブラックホールへのガス降着とガス噴出，バ
イナリーブラックホールなど
____
岩室　史英 准教授

（銀河天文学，高赤方偏移天体，観測装置開発）
銀河天文学，高赤方偏移天体，観測装置開発
____
戸谷　友則 准教授

（ビッグバン宇宙論，銀河形成，超新星，ガン
マ線バースト）

宇宙物理学，宇宙論，高エネルギー天体物理学
____
上田　佳宏 准教授

（X 線天文学，ブラックホール，活動銀河核の
 進化）
X 線天文学，ブラックホール，活動銀河核の
進化
____
栗田　光樹夫 准教授

（星形成領域）
望遠鏡および観測装置開発，　赤外線天文学，
星間物質
____
柴田　一成 教授

（太陽宇宙プラズマ物理学）
太陽・宇宙プラズマ物理学，天体電磁流体力学，
太陽フレア，宇宙ジェット，宇宙天気
____
 一本　潔 教授

（太陽，天体観測）
太陽磁気活動現象の観測的研究，太陽プラズ
マの偏光分光による診断学
____
 北井　礼三郎 准教授

（太陽黒点，粒状斑，コロナ，フレア爆発）
太陽の対流現象の観測的研究，太陽大気加熱
機構の観測的研究

福田　洋一 教授
（地球の重力変化に関連した研究）

測地学 
◎絶対重力計，超伝導重力計による精密重力

測定 
◎衛星重力・衛星高度計データ解析 
◎ジオイドの精密決定，重力異常と地下構造
____
宮崎　真一 准教授

（GPS による地殻変動）
測地学及び地殻変動論・地震学
◎測地データを利用した地殻変動解析
◎地殻活動予測シミュレーション−観測デー

タと数値モデルの統合解析−
____
秋友　和典 教授

（流れの物理，深層循環）
◎対流・乱流・境界層と地球規模循環
◎湖沼の循環

____
余田　成男 教授

（気象学）
◎成層圏変動と気候 
◎非線型力学とカオス 
◎実験的数値天気予報
____
石岡　圭一 准教授

（気象学）
地球流体力学 地球流体運動に関する数値実験
的・理論的研究
____
堤　浩之 准教授

（活断層，地震の予測，地殻変動）
変動地形学及び活構造学 
◎活断層の地震危険度評価に関する研究 
◎東アジアのアクティブテクトニクスに関す

る研究
____
町田　忍 教授

（磁気圏，オーロラ，プラズマ）
地球電磁気学及び太陽地球系物理学 
◎地球・惑星磁気圏物理学 
◎磁気圏における粒子加速
____
中西　一郎 教授

（地球内部構造，地震発生の仕組み）
地震学及び地球内部物理学 
◎計測地震学
◎史料地震学
____
平原　和朗 教授

（計算機の中に日本列島を作り地震を起こす）
地震学及び地球内部物理学 
◎地震発生サイクルシミュレーション
◎地球内部の構造と運動のモデリング
____
久家　慶子 准教授

（地震の起こり方，地球内部の構造）
地震学及び地球内部物理学 
◎地震の破壊過程と物理
◎地球内部の構造
____
里村　雄彦 教授

（計算機の中に雨を再現）
物理気候学
◎数値モデル開発，数値実験
◎領域気候と局地気候の形成，維持，変動メ

カニズム
◎熱帯擾乱と降水
____
重　尚一 准教授

（宇宙からの降水観測）
物理気候学
◎雲降水システムに関する研究
◎衛星物理量推定アルゴリズム開発に関する

研究____
家森　俊彦 教授

（太陽風，磁気嵐，宇宙空間を流れる電流，地
球の磁場）

◎太陽地球系物理学および地球電磁気学 
◎磁気圏および電離層における電磁気的現象

の研究 
◎地磁気の観測とデータ処理に関する研究
____
藤　浩明 准教授

（電気伝導度構造，地磁気モデル，海底観測）
地球電磁気学
◎磁気圏及び電離層の磁場変化が地球内部に

引き起こす電磁誘導に関する研究
◎海底／地上／衛星の地磁気データを用いた

地球磁場モデルに関する研究
◎海底長期電磁場観測データを用いた海洋の

ダイナモ作用に関する研究
____
竹村　恵二 教授

（第四紀の環境変動と地殻変動）
◎第四紀層序学
◎火山地域の地熱テクトニクスと活構造研究
◎湖沼内湾堆積物による古気候変動解析 
____
大沢　信二 教授

（地球の水の動きや化学的振る舞いに関する
研究）

地熱流体論，同位体水文学，地球環境化学 

____
鍵山　恒臣 教授

（火山・地熱活動の観測と研究） 
火山活動の物理学的研究，火山活動の予測，
火山活動とテクトニクスの関係
____
大倉　敬宏 准教授 

（日本列島や活火山の下の構造）
地震学，火山物理学，測地学，プレートの構造
____
古川　善紹 准教授

（プレート・テクトニクス，惑星内部の活動） 
地球惑星科学 惑星の構造形成，進化，沈み込
み帯のダイナミクス
____
平島　崇男 教授

（岩石学，造山帯）
プレート収束域で形成された造山帯に分布す
る地下深部岩石を用いて、固体・流体物質循
環プロセスを解明するために、以下の研究を
展開している。
◎超高圧・超高温変成岩の形成史
◎大陸衝突帯の深部プロセスの研究
◎地下深部流体の研究
____
田上　高広 教授

（地球史，マントル対流，断層運動，気候変遷）
放射性核種の壊変を利用した年代測定と同位
体を用いた地球変動，特に断層運動，火山活
動及び気候変動の研究
____
酒井　治孝 教授

（造山帯，ヒマラヤ，大陸衝突，モンスーン，
古環境）

ヒマラヤ山脈を初めとするアジアの造山帯の
形成・上昇プロセス，およびそのモンスーン
気候とのリンケージに関する研究
____
平田　岳史 教授

（宇宙地球化学，分析化学）
◎太陽系惑星・地球形成の年代学
◎生体金属支援機能科学（メタロミクス）
◎超微量元素分析技術の開発
____
山路　敦 教授

（地殻変動）
地質学的データを用いた地球及び他の惑星・
衛星のテクトニクスの研究
____
𡈽山　明 教授

（鉱物学、実験惑星物質科学）
◎地球外物質（はやぶさサンプル、宇宙塵、

隕石など）の研究
◎宇宙から太陽系にいたる固体物質の研究（宇

宙鉱物学）
◎放射光マイクロ CT 技術の開発・応用
____
下林　典正 准教授

（実際の地球・惑星物質に触れてミクロスコ
ピックな見地から研究を進める）

造岩鉱物，稀産鉱物，結晶
◎鉱物の微細組織や集合様式の解析による地

球・惑星物質の形成過程の解明
◎稀産鉱物の記載を通した新たな鉱物生成環

境の探求；新しい鉱物種の発見
____
三宅　亮 准教授

（鉱物）
天然の鉱物の微細組織に関する研究・造岩鉱
物のコンピューターシミュレーション
____
成瀬　元 准教授

（地形・地層形成のダイナミクス）
◎堆積物重力流（土石流・混濁流）のダイナ

ミクス
◎堆積相解析による古環境復元
◎堆積物の微細組織（粒子配列）形成メカニ

ズムの解明
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北川　宏 教授
（無機化学，錯体化学）

プロトン伝導体，分子性導体，水素吸蔵体，
表面多孔体の研究
____
三木　邦夫 教授

（タンパク質，立体構造，X 線結晶解析，構造
（かたち）と 機能（はたらき）の関係）
タンパク質結晶学による生体高分子の構造生
物学の研究（タンパク質の構造と機能の解明）
____
竹田　一旗 講師

（生物物理学，結晶学）
物質輸送を担うタンパク質の構造と作動原理
の研究
____
谷村　吉隆 教授

（理論化学）
凝縮系の化学物理理論，統計力学理論，分光
理論の研究
____
安藤　耕司 准教授

（化学反応量子論）
化学反応量子論，分子多体系における量子移
動過程の理論的研究
____
林　重彦 准教授

（理論化学）
生体機能の分子機構に関する理論的研究
____
鈴木　俊法 教授

（反応する分子内の電子や原子の運動をみる）
気相および液相反応ダイナミクスの超高速光
電子分光
____
足立　俊輔 准教授

（パルスレーザー）
真空紫外レーザーパルスによる超高速分光
____
松本　吉泰 教授

（光エネルギーによる物質変換）
光触媒反応機構と表面・界面反応ダイナミク
スの研究
____
渡邊　一也 准教授

（表面時間分解分光）
固体表面での超高速現象の研究と界面選択的
分光法の開発
____
寺嶋　正秀 教授

（生体分子のレーザー分光）
新規時間分解レーザー分光の開発と蛋白質反
応に関するエネルギーと構造ダイナミクスの
研究
____
熊崎　茂一 准教授

（光合成，葉緑体，分子分光学，光学顕微鏡，
シアノバクテリア）

レーザー顕微分光学による酸素発生型光合成
膜の構造と光化学の関係の研究
____
竹腰　清乃理 教授

（分子の構造，分子の測定法，超強力磁石）
固体 NMR 法の開発と応用研究
____
武田　和行 講師

（原子核の磁性，核磁気共鳴，MRI）
これまで不可能だった分析を可能にする磁気
共鳴分光法の研究
____
吉村　洋介 講師

（液体・流体の物理化学）
流体中の化学反応と流体の物性の研究
____
馬場　正昭 准教授

（光励起分子，分子構造，紫外スペクトル，高
分解能レーザー）

レーザー分子分光学 励起分子の構造とダイナ
ミクス
____
有賀　哲也 教授

（固体表面の物性化学）
固体表面を利用した低次元物質の作成と新奇
物性の探索

____
奥山　弘 准教授

（水素，触媒反応，顕微鏡）
固体表面における分子の吸着および反応の基
礎的研究
____
吉村　一良 教授

（磁性と超伝導）
◎遷移金属化合物の磁気的・電気的性質の研究 
◎核磁気共鳴を用いたミクロな固体物性研究
____
植田　浩明 准教授
( 無機固体の磁性、伝導性 )
遷移金属化合物の新規物性開発
____
中西　和樹 准教授

（セラミックス，非晶質，ゾル−ゲル，低密度
固体，多孔質，液体クロマトグラフィー）

液相合成による多孔性物質の構造および物性
制御
____
白川　英二 准教授

（簡単に手に入るものを使った新しい反応）
新規高効率炭素 - 炭素結合形成反応の開発
____
西村　貴洋 講師

（遷移金属，有機合成，触媒）
遷移金属を触媒とする立体選択的な炭素結合
形成反応の開発
____
丸岡　啓二 教授

（環境調和，有機触媒，アミノ酸，医薬）
環境調和型の金属フリー触媒の研究
____
加納　太一 講師

（有機合成化学，有機触媒，不斉反応）
有機分子触媒を用いた不斉合成反応の開発
____
大須賀　篤弘 教授

（世界で一番長い合成分子，メビウスの帯に
沿っ て共役した有機分子）

新規な構造と機能を持つポルフィリン系化合
物の開拓
____
依光　英樹 准教授

（有機化学）
新規有機合成反応の開発とそれに基づく新規
π共役系分子創出
____
杉山　弘 教授

（ゲノム化学，ケミカルバイオロジー，DNA）
核酸を中心としたケミカルバイオロジー，遺
伝子発現制御化学
____
板東　俊和 准教授

（DNA 化学）
有機合成化学を基盤としたケミカルバイオロ
ジー
____
井上　丹 教授

（RNA，タンパク質，分子デザイン）
シンセティックバイオロジー：RNA −タンパ
ク質複合体の分子デザイン，構築と細胞への
応用の研究
____
白石　英秋 准教授

（植物プランクトン，光合成細菌）
微細藻の生物学とバイオテクノロジー

堀　道雄 教授
（魚類の食物網，ハンミョウの来た道，動物の

右利きと左利き）
◎アフリカのタンガニイカ湖の魚類群集の研究 
◎甲虫の個体群および生物地理学についての

研究 
◎水生動物の左右性についての研究
____
山極　壽一 教授

（人間性，霊長類，進化，社会）
◎ゴリラ・チンパンジー・ニホンザルの社会

生態学 
◎人間の社会性の起源

____
疋田　努 教授

（分類，系統，生物地理，種分化）
爬虫類の系統分類学と生物地理学
____
曽田　貞滋 教授

（生態，進化，昆虫）
◎節足動物の適応進化と種分化および近縁種

の共存機構
◎生物種間の共進化
◎昆虫を主とした動物の系統地理学
____
沼田　英治 教授

（光周性，生物時計，昆虫）
動物の季節適応および時間設定機構の研究
____
中務　真人 教授

（化石，アフリカ，進化，霊長類，解剖学）
◎化石類人猿・人類を対象とした古人類学 
◎霊長類の運動分析と筋骨格系の適応
____
高橋　淑子 教授

（発生と遺伝子、器官形成、トリ胚）
◎神経と血管の相互作用
◎発生からみるガン転移
◎生体内ライブイメージング
____
久保田　洋 准教授

（細胞運動のメカニズム，モリアオガエル）
アオガエル科精子の運動メカニズム
____
秋山　秋梅 准教授

（活性酸素，突然変異，DNA 修復，ストレス
応答）

◎突然変異の抑制機構、　酸化的 DNA 損傷の
生成とその修復機構 

◎酸化ストレスに対する細胞応答
____
渡辺　勝敏 准教授

（生態，保全，淡水魚）
淡水魚類を中心とした進化生態学・系統地理
学・保全生物学
____
森　哲 准教授

（防御行動，補食行動，ヘビ，食性）
爬虫類の行動および生態に関する研究
____
佐藤　ゆたか 准教授

（発生生物学，ゲノム生物学，ホヤ，進化）
尾索動物ホヤを主たる対象とした発生とゲノ
ムの研究， また，それを通じた脊椎動物の起
源と進化の研究
____
中川　尚史 准教授

（行動と社会の種内変異，人類進化）
霊長類の採食生態，および社会生態学的研究
____
國松　豊 准教授

（霊長類，アフリカ，ユーラシア，古生物学， 
形態学）

◎ヒト上科を中心とした化石霊長類研究
◎現生霊長類の形態学
____
稲葉　カヨ 教授

（免疫応答，制御，マウス）
異物認識機構と自然免疫ならびに適応免疫応
答の制御に関する研究
____
高原　和彦 講師

（感染，レクチン，マウス疾患モデル）
免疫システムにおける外来微生物の認識と生
体の応答
____
長谷　あきら 教授

（植物の光感覚，フィトクロム）
植物の光応答に関する，分子遺伝学的，生化
学的，生理学的及び細胞学的研究
____
田村　実 教授

（植物の進化，植物の多様性，植物の系統，植
物の分類）

高等植物の系統分類学と種生物学
____
西村　いくこ 教授

（植物細胞，細胞小器官，環境応答，感染応答）
高等植物の細胞と細胞小器官の分化に関する
分子生物学的・細胞生物学的研究

____
鹿内　利治 教授

（光合成，葉緑体）
光合成・葉緑体機能に関する分子遺伝学・生
理学的研究
____
小山　時隆 准教授

（概日時計，光周性花成，植物，シアノバクテ
リア）

光合成生物の時間生物学
____
井上　敬 講師

（社会性アメーバ，多細胞生物の進化）
細胞性粘菌における細胞分化と細胞運動・形
態形成機構の研究
____
嶋田　知生 講師

（植物，細胞，遺伝子）
植物の高次機能の制御に関する分子細胞生物学
____
平野　丈夫 教授

（脳，シナプス，学習） 
脳神経系がはたらくメカニズムについての分
子・細胞レベルの研究
____
七田　芳則 教授

（視覚の研究）
生体における情報変換機構の分子レベルでの
研究
____
森　和俊 教授

（細胞，タンパク質，品質管理）
小胞体の恒常性を維持する応答機構の解析
____
阿形　清和 教授

（幹細胞，再生，発生，進化，脳，プラナリア，
イモリ）

幹細胞をキーワードにした再生と進化に関す
る研究
____
土井　知子 准教授

（受容体，情報伝達，可塑性）
シグナル伝達における膜蛋白質が担う調節機
構の構造生物学的研究
____
船山　典子 准教授

（幹細胞，体のパターン形成，多細胞動物の進
化，発生ロジック）

カワカイメンを用いた，進化的に最も古い多
細胞動物での幹細胞分化制御機構，複数の細
胞の協調作業により骨片を階層的に組み上げ
る骨格形成の仕組み
____
今元　泰 准教授

（タンパク質，反応，分子のかたち）
センサータンパク質の応答に関する物理化学
的・構造生物学的研究____
高田　彰二 准教授

（タンパク質，生体分子シミュレーション）
生体分子システムの構造・機能についての，
理論およびシミュレーション研究
____
西田　栄介 教授

（シグナル伝達）
細胞増殖・分化，発生及び寿命（老化）を制
御するシグナル伝達に関する分子生物学
____
石川　冬木 教授

（遺伝子，がん，老化）
遺伝子の振る舞いが，どのように老化やがん
化を引き起こすかを明らかにする。
____
上村　匡 教授

（発生，細胞極性，神経系，上皮）
動物発生における神経細胞と上皮細胞の構築
とリモデリング，そして神経細胞の長寿に関
する研究
____
千坂　修 准教授

（マウス，ニワトリ，器官形成）
動物の分子発生生物学（胎児が辿る進化の歴史）
____
中世古　幸信 准教授

（細胞周期，染色体，酵母）
細胞周期を制御する因子の分子生物学的解析

鈴木　在乃 講師
（比較住宅論，伝統建築庭園論，デザイン理論）

世界各地の建築に関する知識と経験を活かし，
現在は日本における留学生の住宅および生活
環境の研究をしています。

化学系 国際教育室

医学科

生物科学系

医学部

____
岩田　想 教授 
分子細胞情報学
____
野田　亮 教授 
分子腫瘍学
____
篠原　隆司 教授 
分子遺伝学
____
武田　俊一 教授 
放射線遺伝学
____
金子　武嗣 教授 
高次脳形態学
____
河野　憲二 教授 
認知行動脳科学
____
大森　治紀 教授 
神経生物学
____
成宮　周 教授 
神経・細胞薬理学
____
芹川　忠夫 教授 
実験動物学
____
松田　文彦 教授 
疾患ゲノム疫学 
____
山田　亮 教授 
統計遺伝学
____
小西　靖彦 教授
医学教育学，教育社会学，社会心理学，外科
学一般
____
福山　秀直 教授 
脳機能イメージング
____
高折　晃史 教授
血液・腫瘍内科学
____
中尾　一和 教授 
内分泌・代謝内科学
____
木村　剛 教授 
循環器内科学
____
千葉　勉 教授 
消化器内科学
____
三嶋　理晃 教授 
呼吸器内科学
____
三森　経世 教授 
臨床免疫学
____
稲垣　暢也 教授 
糖尿病・栄養内科学
____
小池　薫 教授 
初期診療・救急医学
____
柳田　素子 教授
腎臓内科学
____
宮地　良樹 教授 
皮膚科学
____
平家　俊男 教授 
発達小児科学
____
平岡　眞寛 教授 
放射線腫瘍学・画像応用治療学
____
富樫　かおり 教授 
画像診断学・核医学
____
一山　智 教授 
臨床病態検査学
____
坂井　義治 教授 
消化管外科学
____
上本　伸二 教授 
肝胆膵・移植外科学

____
戸井　雅和 教授 
乳腺外科学
____
福田　和彦 教授 
麻酔科学
____
小西　郁生 教授 
婦人科学・産科学
____
小川　修 教授 
泌尿器科学
____
坂田　隆造 教授 
心臓血管外科学
____
伊達　洋至 教授 
呼吸器外科学
____
鈴木　茂彦 教授 
形成外科学
____
吉村　長久 教授 
眼科学
____
伊藤　壽一 教授 
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学
____
別所　和久 教授 
口腔外科学
____
藤田　潤 教授 
分子病診療学
____
高橋　良輔 教授 
臨床神経学
____
宮本　享 教授 
脳神経外科学
____
村井　俊哉 教授 
精神医学
____
佐藤　俊哉 教授 
医療統計学
____
福原　俊一 教授 
医療疫学
____
川上　浩司 教授 
薬剤疫学
____
今中　雄一 教授 
医療経済学
____
小杉　眞司 教授 
医療倫理学
____
中山　健夫 教授 
健康情報学
____
小泉　昭夫 教授 
環境衛生学
____
古川　壽亮 教授 
健康増進・行動学
____
木原　正博 教授 
社会疫学
____
中原　俊隆 教授 
健康政策・国際保健学
____
前川　平 教授 
輸血医学，血液学
____
清水　章 教授 
分子生物学，遺伝子医学
____
横出　正之 教授 
先端医療構築学，高齢医学
____
松原　和夫 教授
医療薬学
____
吉原　博幸 教授 
病院情報システム学，医療情報交換規格

____
中嶋　善明 准教授 
生体情報科学
____
三浦　岳 准教授 
形態形成機構学
____
林　克彦 准教授 
機能微細形態学
____
佐々木　義輝 准教授
細胞機能制御学
____
光家　保 准教授 
細胞機能制御学
____
園下　将大 准教授
遺伝薬理学
____
河村　伊久雄 准教授 
微生物感染症学
____
縣　保年 准教授 
免疫細胞生物学
____
濵崎　洋子 准教授
免疫細胞生物学
____
鶴山　竜昭 准教授 
法医学
____
北山　仁志 准教授
分子腫瘍学
____
古田　貴寛 准教授 
高次脳形態学
____
小川　正 准教授 
認知行動脳科学
____
福井　巌 准教授 
神経生物学
____
石崎　敏理 准教授 
神経・細胞薬理学
____
庫本　高志 准教授 
実験動物学
____
角谷　寛 准教授 
疾患ゲノム疫学
____
田原　康玄 准教授 
ゲノム情報科学
____
美馬　達哉 准教授 
臨床脳生理学
____
中村　仁洋 准教授
脳機能イメージング
____
錦織　宏 准教授
医学教育学・総合診療医学・家庭医療学
____
門脇　則光 准教授
血液・腫瘍内科学
____
向山　政志 准教授 
内分泌・代謝内科学
____
武藤　学 准教授 
消化器内科学
____
平井　豊博 准教授 
呼吸器内科学
____
椛島　健治 准教授 
皮膚科学
____
西小森　隆太 准教授 
発達小児科学
____
河井　昌彦 准教授 
発達小児科学
____
溝脇　尚志 准教授 
放射線腫瘍学・画像応用治療学

渡邉　大 教授 
生体情報科学
____
萩原　正敏 教授 
形態形成機構学
____
斎藤　通紀 教授 
機能微細形態学
____
岩井　一宏 教授
細胞機能制御学
____
武藤　誠 教授 
遺伝薬理学
____
松田　道行 教授 
病態生物医学
____
羽賀　博典 教授 
病理診断学
____
光山　正雄 教授 
微生物感染症学
____
湊　長博 教授 
免疫細胞生物学
____
玉木　敬二 教授 
法医学
____
長田　重一 教授 
医化学
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____
磯田　裕義 准教授 
画像診断学・核医学
____
高倉　俊二 准教授 
臨床病態検査学
____
岡部　寛 准教授 
消化管外科学
____
杉江　知治 准教授 
乳腺外科学
____
藤原　浩 准教授 
婦人科学・産科学
____
吉村　耕治 准教授 
泌尿器科学
____
池田　義 准教授 
心臓血管外科学
____
板東　徹 准教授
呼吸器外科学
____
河合　勝也 准教授 
形成外科学
____
根尾　昌志 准教授 
整形外科学
____
藤村　和磨 准教授 
口腔外科学
____
塚本　達雄 准教授
腎臓内科学
____
伊藤　克彦 准教授 
分子病診療学
____
池田　昭夫 准教授 
臨床神経学
____
高木　康志 准教授
脳神経外科学
____
高橋　英彦 准教授
精神医学
____
寒水　孝司 准教授 
医療統計学
____
山崎　新 准教授 
医療疫学
____
樋之津　史郎 准教授 
薬剤疫学
____
沼部　博直 准教授 
医療倫理学
____
岩隈　美穂 准教授 
医学コミュニケーション学
____
原田　浩二 准教授 
環境衛生学
____
木原　雅子 准教授 
社会疫学
____
里村　一成 准教授 
健康政策・国際保健学 
____
柴田　登志也 准教授 
画像診断学
____
柿木　良介 准教授 
末梢神経損傷・上肢損傷に対する手術とリハビリ
____
三上　芳喜 准教授 
診断病理学，婦人科腫瘍学，泌尿器腫瘍学
____
南口　早智子 准教授
病理診断学，胎盤病理診断学，細胞診断学
____
松村　由美 准教授
医療の質と安全

____
廣田　喜一 准教授
周術期医学，生体の酸素代謝制御
____
海道　利実 准教授 
肝移植，肝臓外科，外科栄養，EBM
____
手良向　聡 准教授 
臨床統計学
____
丸井　晃 准教授 
再生医療，心臓血管外科
____
海老原　健 准教授 
内分泌学，代謝学
____
桂　敏也 准教授 
医療薬剤学，生物薬剤学
____
黒田　知宏 准教授 
情報工学，特に VR，ユビキタスコンピューティ
ング技術の医療・福祉分野への応用
____
岸本　寛史 准教授 
地域医療学・緩和医療学・心身医学
____
小林　拓也 講師 
分子細胞情報学
____
川端　浩 講師
血液・腫瘍内科学
____
山下　浩平 講師
血液・腫瘍内科学
____
八十田　明宏 講師
内分泌・代謝内科学
____
桑原　宏一郎 講師 
内分泌・代謝内科学
____
塩井　哲雄 講師 
循環器内科学
____
尾野　亘 講師 
循環器内科学
____
丸澤　宏之 講師 
消化器内科学
____
大村　浩一郎 講師
臨床免疫学
____
武地　一 講師
加齢医学
____
長嶋　一昭 講師
糖尿病・栄養内科学
____
野村　尚史 講師
皮膚科学
____
谷岡　未樹 講師 
皮膚科学
____
八角　高裕 講師 
発達小児科学
____
松尾　幸憲 講師 
放射線腫瘍学・画像応用治療学
____
中本　裕士 講師 
画像診断学・核医学
____
岡田　知久 講師 
画像診断学・核医学
____
長谷川　傑 講師 
消化管外科学
____
小濱　和貴 講師
消化管外科学
____
波多野　悦朗 講師 
肝胆膵・移植外科学
____
高折　恭一 講師 
肝胆膵・移植外科学

____
岡本　晋弥 講師
肝胆膵・移植外科学
____
佐藤　幸保 講師 
婦人科学・産科学
____
万代　昌紀 講師 
婦人科学・産科学
____
神波　大己 講師
泌尿器科学
____
大久保　和俊 講師
泌尿器科学
____
大政　貢 講師
呼吸器外科学
____
園部　誠 講師
呼吸器外科学
____
内藤　素子 講師
形成外科学
____
宮本　和明 講師 
眼科学
____
辻川　明孝 講師 
眼科学
____
平野　滋 講師 
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学
____
中川　隆之 講師 
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学
____
小林　雅彦 講師 
整形外科学
____
高橋　克 講師 
口腔外科学
____
園部　純也 講師
口腔外科学
____
伊東　秀文 講師 
臨床神経学
____
髙橋　淳 講師 
脳神経外科学
____
北条　雅人 講師
脳神経外科学
____
野間　俊一 講師 
精神医学
____
深尾　憲二朗 講師
精神医学
____
長嶋　一昭 講師
糖尿病・栄養内科学
____
鈴木　崇生 講師 
初期診療・救急医学
____
西山　慶 講師
初期診療・救急医学
____
高橋　由光 講師
健康情報学
____
伊藤　順子 講師 
臨床神経生理学
____
長尾　美紀 講師
臨床微生物学・臨床検査診断学
____
佐藤　格夫 講師
侵襲期における栄養素の代謝動態，腸管にお
ける虚血再灌流障害
____
小阪　謙三 講師 
婦人科手術学（腹腔鏡下手術）
____
瀬川　一 講師 
集中治療医学，麻酔科学

____
仲瀬　裕志 講師 
炎症性腸疾患の新規治療法開発
____
宮川（林野）　文 講師
肝移植の病理
____
菅井　学 講師 
分子生物学，遺伝子医学
____
村山　敏典 講師 
先端医療システム構築学，被験者擁護論
____
増田　智先 講師 
薬物の体内動態・毒性発現の分子機構解明
____
竹村　匡正 講師 
医療言語処理学，過去症例に基づく医学知識
抽出

医学部人間健康科学科

____
精山　明敏 教授
生体が営む複雑な生命現象を，磁気共鳴・光
学計測法などの物理学的手法を用いて可視化
し，その機能発現を解明する
____
高桑　徹也 教授
ヒト胚子の正常および異常発生に関する形態
学的解析を行い、先天異常の発生メカニズム
を解明し、胎児診断に結びつける研究
____
坪山　直生 教授
整形外科学，運動器リハビリテーション学 
____
十一　元三 教授
児童精神医学，　認知神経科学，発達障害学，
少年司法精神医学
____
中泉　明彦 教授
膵癌の早期診断を目指した臨床研究
____
野本　愼一 教授
ICT を活用した在宅医療・介護、超高齢社会の
諸問題、安寧の都市ユニット
____
二木　淑子 教授
障害学，作業療法学に関する研究（主に身体
障害，高次脳機能障害，認知機能障害のリハ
ビリテーションに関する研究）
____
任　和子 教授
慢性の病とともに生きる人のセルフマネジメ
ント支援・疾病管理等における看護ケア開発，
それらに伴う看護管理上の課題に関する研究
____
細田　公則 教授
内分泌代謝内科学 肥満 糖尿病
____
三谷　章 教授
リハビリテーションの神経機構
____
山田　重人 教授
解剖学、発生学、胎児医学、遺伝医学、出生
前診断
____
山根　寛 教授
障害構造およびトータルリハビリテーション
システム，作業活動を介したコミュニケーショ
ン，場の機能とグループダイナミクス
____
若村　智子 教授
生体リズムからみた生活環境調整に関する研
究，睡眠に関する研究
____
青山　朋樹 准教授
フィールドにおける運動器に関する実践研究
運動器の in situ regeneration medicine
____
赤澤　千春 准教授
臓器移植に関するクリティカル看護ケアに関
する研究，リンパ浮腫に関する研究，アクティ
ブ・ラーニングに関する研究
____
石津　浩一 准教授
画 像 診 断 学， 核 医 学， 医 用 画 像 工 学，CT，
MRI
____
伊吹　謙太郎 准教授
微生物学・ウイルス感染症学
____
大塚　研一 准教授
偏微分方程式論
____
加藤　寿宏 准教授
自閉症スペクトラム障害，注意欠陥多動性障
害，学習障害に対する作業療法の臨床研究
____
笹山　哲 准教授
医療情報処理
____
谷口　初美 准教授
性と生殖に関するTransitionの看護概念をテー
マに各 transition の女性達の成長や健康への
影響に関する研究
____
本田　育美 准教授
糖尿病患者の足病変予防に関する研究，高齢
者へのフットケアに関する研究

____
廣島　麻揚 准教授
精神障害者の自己効力感に関する研究，発達
障害児の認知機能・早期鑑別診断に関する研
究，うつ病患者の生活困難感に関する研究
____
柳吉　桂子 准教授
助産ケアモデルの構築，助産学教育，助産管理
____
池添　冬芽 講師
高齢者の機能障害および理学療法に関する研究
____
大倉　美佳 講師
行政分野で働く保健師に関する継続教育・キャ
リア開発の研究
____
大畑　光司 講師
運動発達とその障害に関する究，脳損傷とリ
ハビリテーション
____
滝澤　寛子 講師
自分や地域の健康づくりを目指す住民の地域
活動に関する研究
____
古川　亮子 講師
家族サポート、周産期における ICT 活用、里
帰り分娩
____
前田　祐子 講師
高齢者医療の心理・態度研究と医療コミュニ
ケーションの研究
____
山田　純栄 講師
精神認知機能障害のリハビリテーション

足立　壯一 教授
血液学，小児科学，造血細胞移植学，感染症
____
荒井　秀典 教授
地域医療学及び在宅医療学，新たな地域医療
システムを構築するための研究，老年医学，
肥満・動脈硬化の予防に関する研究
____
市橋　則明 教授 
運動器系理学療法に関する臨床的およびバイ
オメカニクス的研究
____
岡　昌吾 教授
生化学・神経糖鎖生物学
____
桂　敏樹 教授
老人・成人保健，健康な街づくり
____
我部山　キヨ子 教授
母性・父性のメンタルヘルスと育児支援シス
テム構築に関する研究，助産ケアの質向上の
ためのシステム構築に関する研究，女性の生
涯に渡るリプロダクティブヘルスに関する研
究、助産診断可視化技法による次世代型トレー
ニング法の開発
____
木下　彩栄 教授
認知症の病態に関する分子生物学的研究およ
び認知症のケアに関する研究
____
黒木　裕士 教授
超音波装置を用いた軟骨の評価に関する研究，
遠心性収縮による運動療法がラット骨格筋に
及ぼす影響に関する研究，空気圧を利用した
歩行補助装置の研究
____
齋藤　邦明 教授
アミノ酸代謝と免疫および疾患メタボローム・
プロテオーム解析
____
椎名　毅 教授
生体医工学，医用超音波技術，次世代医用イ
メージングと診断・治療支援技術開発
____
杉本　直三 教授
医用画像情報学
____
菅　佐和子 教授
臨床心理学，看護カウンセリング
____
菅沼　信彦 教授
不妊症学，産婦人科内分泌学
____
鈴木　眞知子 教授
長期療養児の在宅支援に関する研究，超重症
児の自律に向けた育児支援に関する研究，学
校看護師の専門的機能と役割に関する研究，
訪問看護における重症児（者）の専門特化す
べきサービスのあり方に関する研究

薬学部

高須　清誠 教授 
◎創薬を志向した有機分子変換法の開拓
◎機能性分子および分子集合体の設計と創製
____
竹本　佳司 教授 
◎高性能触媒の設計と高度分子変換法の開発 
◎機能性小分子の合成研究
____
松﨑　勝巳 教授 
生体膜における生体分子間相互作用解析と創
薬への展開
____
加藤　博章 教授 
酵素，トランスポーター，チャンネル，シャ
ペロン，レセプターなど細胞内のタンパク質
装置がいかに機能しているのか，X 線結晶構
造解析で決定した原子レベルの構造に基づい
てその仕組みを解明すること。
____
石濱　泰 教授
細胞内に存在しているすべてのタンパク質（プ
ロテオーム）の一斉解析法の開発
細胞内シグナル伝達に関わるプロテオームの
研究　
____
竹島　浩 教授 
細胞内 Ca2+ シグナルと神経情報伝達の分子
基盤解明
____
金子　周司 教授 
神経伝達物質受容体とイオンチャンネルに関
する電気生理および分子薬理学的研究
____
伊藤　信行 教授 
遺伝子探索法による細胞間シグナル分子の探
索とその生理的意義
____
中山　和久 教授 
◎細胞内メンブレントラフィックの調節機構
◎細胞内メンブレントラフィックによる多様

な細胞機能の調節機構
____
橋田　充 教授 
◎薬物の体内動態の機構解明に関する研究 
◎薬物体内動態の精密制御を目的とした新し

い薬物投与技術の開発
____
佐治　英郎 教授 
◎画像診断薬，放射線治療薬の創製
◎病態解明，創薬のための分子イメージング

法の開発
◎金属化合物の生体作用の解明
____
高倉　喜信 教授 
◎遺伝子治療・DNA ワクチン療法の最適化を

目指した核酸医薬品開発 
◎ RNA 干渉を利用した疾患治療システムの

開発
____
岡村　均 教授 
時間システムとその異常による疾病機構の解
明，時計遺伝子の分子機構に関する研究

____
掛谷　秀昭 教授 
次世代化学療法の開発を指向した先端的ケミ
カルバイオロジー研究および天然物薬学研究
____
大野　浩章 准教授 
創薬テンプレートの構築を指向した新規変換
反応の開発と応用に関する研究
____
山田　健一 准教授 
有機合成反応の開発と生物活性物質合成への
応用
____
伊藤　美千穂 准教授 
◎植物二次代謝酵素の構造―機能相関研究
◎フィールドワークを軸とする薬用植物の調

査・開発研究
____
星野　大 准教授 
高分解能 NMR による生体物質の構造機能解析
____
中津　亨 准教授 
Ｘ線結晶構造解析による生物時計タンパク質
の機能解明
____
平澤　明 准教授 
◎オーファン受容体のリガンド探索と機能解析
◎ DNA マイクロアレイを用いた発現プロファ

イル解析
____
柿澤　昌 准教授 
◎活動依存的な中枢神経系機能制御とシグナ

リング機構 
◎新規カルシウムシグナル制御系の分子機構

と機能的役割
____
中川　貴之 准教授 
◎薬物依存形成機構の神経薬理学的解析 
◎痛みの発生・制御機構に関する神経薬理学

的解析
____
山下　富義 准教授 
◎薬物体内動態シミュレーターの開発研究 
◎微粒子運搬体による薬物体内動態制御に関

する研究
____
久米　利明 准教授 
神経変性疾患における中枢ニューロン死制御
を目指した神経薬理学的研究
____
矢野　育子 准教授 
薬物動態と薬効の速度論的解析並びに個別化
投与設計に関する研究
____
小野　正博 准教授 
病態機能分析を指向した分子イメージング技
術の開発とその創薬研究への応用
____
土居　雅夫 准教授 
不眠症治療・生活習慣病改善を目指した生体
リズム調整薬の研究開発 
____
西川　元也 准教授 
◎核酸を基盤とする治療システム・DDS の開発
◎時空間制御型細胞治療剤の開発
____
服部　明 准教授 
ユビキチン ‐ プロテアソーム系制御法の開発
とその創薬への応用
____
三宅　歩 講師 
ゼブラフィッシュを用いた FGF の機能解析
____
川上　茂 講師 
◎機能性 DDS キャリアの開発 
◎細胞選択的遺伝子ターゲティングシステム

の開発
____
大石　真也 講師 
生体分子からの医薬品リード化合物の創製と
応用
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____
河野　広隆 教授

（道路や橋，ダムや下水道など，人々の生活を
支えるインフラを，良く造り，うまく使って
行くための技術）

都市社会工学専攻　構造物の維持管理，コン
クリート工学，インフラマネジメント
____
清野　純史 教授

（地震，地震被害，ライフライン）
都市社会工学専攻　地盤震動および地震時の
人的被害発生メカニズムの解明に関する研究
____
細田　尚 教授

（河川工学）
都市社会工学専攻　川と湖の水環境，豪雨と
水害
____
大津　宏康 教授

（地盤・岩盤工学，リスク，マネジメント）
都市社会工学専攻　ジオリスクエンジニアリ
ング，海外建設プロジェクトリスクマネジメ
ント
____
三村　衛 教授

（地盤の力学，地盤災害）
都市社会工学専攻　粘土地盤の変形解析，地
盤情報データベースと地盤防災ハザードマッ
プ，地盤構造物遺跡の保全
____
小林　潔司 教授

（国土政策論）
都市社会工学専攻　国土・地域システムの分
析と計画方法論に関する研究
____
中川　大 教授

（都市交通計画）
都市社会工学専攻　都市計画，交通計画，公
共交通政策
____
谷口　栄一 教授

（交通計画）
都市社会工学専攻　交通計画，シティロジス
ティクス，ITS（高度道路交通システム）に関
する研究
____
藤井　聡 教授

（インフラについての公共政策論）
都市社会工学専攻　土木計画，交通計画なら
びに社会心理学等の社会科学を基本とした公
共政策研究
____
藤田　正治 教授

（安全で豊かな流域のための土砂管理）
社会基盤工学専攻／防災研究所　流域の総合
的な土砂管理に関する研究
____
中川　一 教授

（好ましい川づくり，洪水氾濫，土石流）
社会基盤工学専攻／防災研究所　洪水および
土砂災害の防止・軽減に関する研究
____
井合　進 教授

（地震と液状化）
社会基盤工学専攻／防災研究所　地震時の地
盤災害，地盤防災に関する研究
____
中北　英一 教授

（豪雨を測り，予測する）
社会基盤工学専攻／防災研究所　レーダー水
文学，水文気象工学，世界の異常降雨災害と
気候変動 
____
間瀬　肇 教授

（海岸の災害）
社会基盤工学専攻／防災研究所　波の理論，
地球温暖化に伴う沿岸災害評価，洋上風力発
電サイトの気象・海象解析，信頼性・耐波設
計法
____
寶　馨 教授

（災害の頻度やリスクを評価し防災計画に生
かす）

社会基盤工学専攻／防災研究所　洪水予報と
治水計画，極値統計理論，防災の新技術・政
策論

____
平石　哲也 教授

（あなたの街を水際で守ります）
社会基盤工学専攻／防災研究所　津波・高潮・
高波による海岸侵食の防止技術，砂丘環境の
モニタリングと形成過程の解明，港湾構造物
の耐波安定性・洗堀対策
____
牛島　省 教授

（水の流れの計算）
社会基盤工学専攻／学術情報メディアセン
ター数値流体力学と水工学分野への応用
____
澤田　純男 教授

（耐震設計法）
都市社会工学専攻／防災研究所　震源モデル
と地盤震動解析に基づく設計入力地震動評価
____
堀　智晴 教授

（水資源，洪水，渇水，水不足）
都市社会工学専攻／防災研究所　水資源シス
テムの計画と管理，水災害の防止と軽減
____
角　哲也 教授

（ダム，河川環境）
都市社会工学専攻／防災研究所　ダムの持続
的管理のための流砂系総合土砂管理に関する
研究
____
戸田　圭一 教授

（都市の水害）
都市社会工学専攻／防災研究所　地下浸水を
含む都市水害の予測と対策
____
勝見　武 教授

（地盤の環境問題の解決）
地球環境学堂　社会基盤親和技術の開発，環
境地盤工学
____
多々納　裕一 教授

（防災計画）
防災研究所　防災の経済分析，災害リスクガ
バナンス
____
矢守　克也 教授

（防災教育，パニック，防災心理学）
防災研究所　防災心理学に関する研究，防災
教育を中心とした減災・防災システムに関す
る研究
____
林　春男 教授

（防災心理学，組織の危機管理，災害情報シス
テム，災害過程） 
防災研究所　組織／個人が災害をのりこえる
力を高める方法
____
西藤　潤 准教授

（数値シミュレーション，トンネルの力学）
社会基盤工学専攻　数値計算力学，トンネル
工学，最適設計
____
山本　貴士 准教授

（コンクリート構造物）
社会基盤工学専攻　コンクリート構造の力学
性能および耐久性能，補修・補強，新材料・
新工法
____
宇都宮　智昭 准教授

（洋上風力発電，など）
社会基盤工学専攻　海洋構造物の動的応答に
関する研究
____
八木　知己 准教授

（橋と風）
社会基盤工学専攻　構造物の空気力学，強風
防災，風工学に関する研究
____
五十嵐　晃 准教授

（構造動力学，耐震構造，振動制御）
社会基盤工学専攻　構造物の動的応答，地震
時安全性，揺れの低減対策技術
____
山上　路生 准教授

（乱流水理学）
社会基盤工学専攻　水・空気界面の乱流ダイ
ナミクス，乱流輸送に基づく環境水理学

____
立川　康人 准教授

（洪水の予測や治水・利水のための技術開発）
社会基盤工学専攻　水文学，水資源工学，水
災害軽減に関する研究
____
木元　小百合 准教授

（地盤の変形と強度）
社会基盤工学専攻　地盤工学，地盤材料の構
成式，メタンハイドレート
____
須﨑　純一 准教授

（都市の構造）
社会基盤工学専攻　衛星・地上リモートセン
シングによる都市環境のモニタリングとモデ
リング
____
久保田　善明 准教授

（公共空間デザイン）
社会基盤工学専攻　景観工学，橋梁設計，デ
ザインマネジメント
____
原田　英治 准教授

（流砂・漂砂水理学）
社会基盤工学専攻　流砂・漂砂水理学，固液
混相流の計算力学
____
服部　篤史 准教授

（インフラ構造物による快適で安全・安心な社
会，インフラ構造物のドクター）
都市社会工学専攻　コンクリート構造物のマ
ネジメント，耐久性，維持管理，補修・補強，
新材料・新工法
____
古川　愛子 准教授

（地震，構造物診断）
都市社会工学専攻　地震時における組積造構
造物の破壊挙動解析，振動特性の変化を利用
した構造ヘルスモニタリング
____
岸田　潔 准教授

（岩盤水理，岩盤工学，地下空間の有効活用）
都市社会工学専攻　温度 - 水理 - 力学 - 化学
連成考慮した岩盤の力学・水理学特性の評価，
トンネルと地下空間の創出，地下構造の可視
化，放射性廃棄物地層処分
____
塩谷　智基 准教授

（スマート計測）
都市社会工学専攻 土木構造物の維持管理に資
する先端計測技術・評価手法の研究
____
西山　哲 准教授

（地下を利用した住み良い国土を作る）
都市社会工学専攻　地下空間の創造・保全・
維持管理のための力学，地下水の挙動を解明
する解析および計測手法の研究
____
松島　格也 准教授

（交通政策論）
都市社会工学専攻　国土・地域のマネジメン
ト手法論の開発，交通市場構造分析
____
松中　亮治 准教授

（魅力ある持続可能な都市地域・交通）
都市社会工学専攻　都市地域計画，交通計画，
都市環境評価，交通政策・制度
____
山田　忠史 准教授

（物資の輸送システム，商品の流通システム，
物流最適化）

都市社会工学専攻　サプライチェーンネット
ワークと交通ネットワークを明示的に考慮し
た効率的なロジスティクスシステムの設計
____
宇野　伸宏 准教授

（安全快適な都市交通システムのためのマネジ
メント）

都市社会工学専攻　道路交通システムの計画
と ITS によるマネジメント
____
堤　大三 准教授

（土砂災害，斜面崩壊）
社会基盤工学専攻／防災研究所　山岳域にお
ける土砂生産や流砂の観測および土砂災害防
止に関する研究

____
竹林　洋史 准教授

（河川，土砂災害，生物の生息場）
社会基盤工学専攻／防災研究所　河川の土砂
災害や生物が棲みやすい川に関する研究
____
川池　健司 准教授

（都市の水害，洪水氾濫）
社会基盤工学専攻／防災研究所　都市水害の
氾濫数値解析，防災水工学
____
城戸　由能 准教授

（人と自然に配慮した水環境の創出）
社会基盤工学専攻／防災研究所　地域水系に
おける水・物質動態の予測評価
____
森　信人 准教授

（高波，高潮，津波）
社会基盤工学専攻／防災研究所　沿岸災害メ
カニズムの基礎理論およびモデリング
____
山敷　庸亮 准教授

（琵琶湖の水質，土石流災害，海水温上昇）
社会基盤工学専攻／防災研究所　地球規模水・
物質循環，閉鎖性水域モデル，陸域／海域の
融合シミュレーション
____
馬場　康之 准教授

（現地での観測）
社会基盤工学専攻／防災研究所　沿岸域にお
ける波・流れ・土砂移動に関する観測研究
____
高橋　良和 准教授

（耐震工学）
都市社会工学専攻／防災研究所　地震時にお
ける土木構造システムの安全性評価，ハイブ
リッドシミュレーション
____
田中　賢治 准教授

（水・エネルギー循環）
都市社会工学専攻／防災研究所　陸面過程モ
デルの開発，大気陸面相互作用
____
横松　宗太 准教授

（防災対策の効果の分析）
都市社会工学専攻／防災研究所　防災投資の
経済便益評価
____
竹門　康弘 准教授

（棲み場所の生態学）
都市社会工学専攻／防災研究所　河川や湖沼
の生態系管理のための応用生態工学的，生態
水文学的研究
____
米山　望 准教授

（津波，洪水，予測）
都市社会工学専攻／防災研究所　数値シミュ
レーションによる水災害の予測
____
乾　徹 准教授

（地盤環境の保全と汚染対策）
地球環境学堂　地盤中の環境影響質の挙動と
対策，環境地盤工学
____
畑山　満則 准教授

（地理情報システム）
防災研究所　時空間地理情報システム，災害
リスク・コミュニケーション，情報システム
を用いた災害対応
____
牧　紀男 准教授

（防災都市計画）
防災研究所　防災計画，復興計画，危機管理，
すまいの災害誌
____
金　善玟 講師

（気候変動による水資源の変化予測と対策）
社会基盤工学専攻　水文学，水資源工学，水
災害軽減，気候変動と水工計画
____
三ケ田　均 教授

（応用地球物理学）
社会基盤工学専攻　地球物理学を用いた統合
型マルチスケール解析技術の確立と応用の研究

____
石田　毅 教授

（岩盤力学）
社会基盤工学専攻　地下深部の利用・開発に
関わる地圧状態の研究や破壊音の測定による
岩盤破壊の研究
____
朝倉　俊弘 教授

（トンネル工学）
社会基盤工学専攻　岩盤構造物設計と保守に
関する研究
____
松岡　俊文 教授

（二酸化炭素の地中貯留）
都市社会工学専攻　エネルギー資源開発と地
球環境保全へのナノジオサイエンスの適用研究
____
小池　克明 教授

（地下の可視化）
都市社会工学専攻　地殻構造と環境の時空間
モデリングに関する地質情報工学
____
馬渕　守 教授

（エコロジカルマテリアル）
エネルギー科学研究科・エネルギー応用科学
専攻　省エネルギー・省資源に資する新材料
に関する研究
____
宅田　裕彦 教授

（加工プロセス）
エネルギー科学研究科・エネルギー応用科学
専攻　省エネルギーを目的とした材料加工プ
ロセス
____
後藤　忠徳 准教授

（物理探査）
社会基盤工学専攻　電磁探査を用いた海底資
源・活断層調査技術の開発と適用
____
村田　澄彦 准教授

（資源開発）
社会基盤工学専攻　人と地球環境にやさしい
資源開発技術の開発
____
塚田　和彦 准教授

（非破壊検査）
社会基盤工学専攻　構造物健全性診断や資源
開発に関わる非破壊検査・応用計測技術の開発
____
山田　泰広 准教授

（地質モデル）
都市社会工学専攻　資源開発と地球環境保全
のための地質モデルに関する研究
____
水戸　義忠 准教授

（不連続性岩盤）
都市社会工学専攻　岩盤構造物の情報化設計・
施工と地殻環境評価技術の開発
____
浜　孝之 准教授

（金属材料の力学）
エネルギー科学研究科・エネルギー応用科学
専攻　省エネルギー・省資源を目的とした金
属材料の塑性加工プロセスに関する研究
____
藤本　仁 准教授

（加工プロセス）
エネルギー科学研究科・エネルギー応用科学
専攻　省エネルギーを目的とした材料加工プ
ロセス
____
楠田　啓 准教授

（炭素循環）
エネルギー科学研究科・エネルギー応用科学専
攻　炭素を中心とした資源・エネルギー循環
____
高岡　昌輝 教授

（資源循環）
都市環境工学専攻　循環型社会形成のための
廃棄物の処理・処分・管理に関する研究
____
高野　裕久 教授

（環境医学）
都市環境工学専攻　環境と健康，疾病に関す
る研究

____
米田　稔 教授

（環境リスク）
都市環境工学専攻　土壌圏を中心とする環境
汚染物質のリスク評価
____
松岡　譲 教授

（地球温暖化問題）
都市環境工学専攻　地球環境の統合評価に関
する研究
____
伊藤　禎彦 教授

（上水道と飲み水）
都市環境工学専攻　都市衛生工学，水道水質
の安全性評価とその制御
____
清水　芳久 教授

（よりよい流域環境の創造のために）
都市環境工学専攻　統合的湖沼流域管理，水
環境中天然有機物質の科学的解明，地下水・
土壌浄化，環境微量汚染物質の分析方法の開
発と挙動の解明
____
田中　宏明 教授

（下水道，水の再利用）
都市環境工学専攻　健全な水循環・水環境を
めざす研究
____
酒井　伸一 教授

（ごみとリサイクル）
都市環境工学専攻　循環型社会形成と廃棄物
管理に関する研究
____
小山　昭夫 教授

（放射性廃棄物）
都市環境工学専攻　放射性廃棄物管理に関す
る研究
____
藤井　滋穂 教授

（水環境）
地球環境学堂　水域水質・生態系の保全と制
御に関する研究
____
東野　達 教授

（大気環境）
エネルギー科学研究科・エネルギー社会・環
境科学専攻　エアロゾル粒子の環境動態と環
境負荷・影響評価に関する研究
____
大下　和徹 准教授

（廃棄物の処理と有効利用）
都市環境工学専攻　下水汚泥等、廃棄物系バ
イオマスの処理、有効利用に関する研究
____
松井　利仁 准教授

（騒音公害）
都市環境工学専攻　サウンドスケープおよび
騒音の健康影響に関する研究
____
西村　文武 准教授

（水環境保全）
都市環境工学専攻　水環境の保全と廃水処理
に関する研究
____
倉田　学児 准教授

（大気環境）
都市環境工学専攻　広域大気汚染シミュレー
ションとその将来影響予測に関する研究
____
越後　信哉 准教授

（飲み水の化学）
都市環境工学専攻　浄水処理の化学，高度水
処理技術の開発
____
平山　修久 准教授

（防災・減災と環境衛生工学）
都市環境工学専攻　水道事業の戦略計画に関
する研究
____
松田　知成 准教授

（毒性メカニズム）
都市環境工学専攻　環境微量汚染物質の毒性
メカニズムの解明

____
岡本　誠一郎 准教授

（水環境のリスク管理）
都市環境工学専攻　水環境、水再利用の健康
リスク評価と管理手法の構築
____
平井　康宏 准教授

（廃棄物）
都市環境工学専攻　教育研究における環境安
全に関する研究，廃棄物管理・物質循環のシ
ステム解析に関する研究
____
福谷　哲 准教授

（放射性廃棄物管理）
都市環境工学専攻　放射性廃棄物管理に関す
る研究、環境微量負荷物質の分析及び挙動の
解明に関する研究
____
藤川　陽子 准教授

（汚染物質環境動態・環境修復）
都市環境工学専攻　放射性廃棄物地中処分の
環境安全評価に係わる実験的研究
____
田中　周平 准教授

（水環境生態工学）
地球環境学堂　化学物質の挙動調査と処理技
術の開発，沿岸生態系の修復保全
____
松井　康人 講師

（健康リスク）
都市環境工学専攻　ナノマテリアルのリスク
評価， 室内環境中化学物質の曝露評価
____
山下　尚之 講師

（水環境保全）
都市環境工学専攻　健全な水環境をめざす研究
____
金　哲佑 教授

（損傷感知スマートセンサー）
社会基盤工学専攻　振動モニタリングによる
橋梁の異常診断および損傷推定，橋梁振動の
周辺環境への影響とその対策，スマートセン
サ開発，車両 ‐ 橋梁連成系の不規則振動
____
安　琳 准教授

（PC 腐食，インテリジェントコンクリート）
社会基盤工学専攻　コンクリート構造物の補
修，補強，道路橋 PC 桁の耐久性， コンクリー
トの自己修復
____
TAMRAKAR Surendra Bahadur 准教授

（土の強度特性）
社会基盤工学専攻土の引張り強度の測定方法
と圧縮強度との比較，セメント改良土の初期
強度測定に関する研究，土質実験
____
DURAN C. Freddy 准教授

（地下構造物地震解析）
都市社会工学専攻　地下構造物および RC 橋
脚の非線形地震解析と耐震設計
____
金　広文 准教授

（国際協力・地域開発）
都市社会工学専攻　開発途上国の地域計量分
析，都市交通システム分析，越境経済・交通
プロジェクトに関する研究，ソーシャルキャ
ピタル論からみた文化・知的交流の意義と
NPO の役割に関する研究
____
SCHMÖCKER Jan-Dirk 准教授

（都市と交通）
都市社会工学専攻　ネットワークとリスク：
不確実性に対する行動分析，公共交通乗客配
分モデル，高齢者に対するモビリティ分析，
土地利用と交通パターン分析
____
KHAYYER Abbas 講師

（数値流体力学）
社会基盤工学専攻　粒子法，海岸工学，乱流
モデル
____
MYGDALSKYY Volodymyr 講師

（ガラスの亀裂）
社会基盤工学専攻　応用解析学，破壊力学の
数理，亀裂伸展における数理モデルおよび数
値解析，微分方程式論

工学部

宮川　豊章 教授
（“丈夫で，美しく，長持ち”するインフラ）

社会基盤工学専攻　コンクリート構造物の耐久
性，維持管理，補修・補強，新材料・新工法
____
杉浦　邦征 教授

（橋の力学）
社会基盤工学専攻　鋼構造物・複合構造物の
力学，耐久性，健全度評価，維持管理，新材料・
新構造形式
____
白土　博通 教授

（風と社会基盤（構造物・施設）の関わり合い）
社会基盤工学専攻　風と構造物の相互作用，
空気力学，風に起因する安全性確保，塩害・
腐食環境の物理モデル
____
小池　武 教授

（地震防災）
社会基盤工学専攻　都市インフラシステムの
災害軽減工法と耐震安全性の確保，地震リス
クに対する性能設計法とマネジメント，信頼
性設計法
____
椎葉　充晴 教授

（水の循環を科学的に理解し人と水のより良い 
関係を構築する）
社会基盤工学専攻　水文学，水資源工学，河
川防災
____
岡　二三生 教授

（地盤の変形と強度）
社会基盤工学専攻　計算地盤力学，砂地盤の
液状化解析，地盤の変形の局所化
____
木村　亮 教授

（発送の転換で土木に新しい風を）
社会基盤工学専攻　新たな建設材料と構造物
の設計・施工法の開発，発展途上国の住民参
加型インフラ整備
____
田村　正行 教授

（空と宇宙からの測量）
社会基盤工学専攻　衛星リモートセンシング
及び地理情報システムに関する研究
____
川﨑　雅史 教授

（公共空間における景観設計・都市デザイン）
社会基盤工学専攻　景観設計，都市デザイン・
地域計画， 都市形成史
____
後藤　仁志 教授

（海岸工学）
社会基盤工学専攻　海岸工学，流砂・漂砂水
理学，数値流体力学

地球工学科
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____
PUAY How Tion 講師

（流体流れの特性）
都市社会工学専攻　水工学，数値流体力学
____
FLORES Giancarlo 講師

（環境地盤工学）
都市社会工学専攻　地盤中の化学物質挙動，
廃棄物の適正処分，土壌・地下水汚染の浄化・
リスク評価
____
QURESHI Ali Gul 講師

（物流計画）
都市社会工学専攻　数理計画， 地域ロジス
ティクスに関する研究
____
嶋本　寛 講師

（環境に優しい交通計画）
都市社会工学専攻　交通ネットワーク解析，
公共交通乗客配分モデル，交通行動パターン
解析

建築学科

物理工学科

林　康裕 教授
（住まい・職場の安全性，地震，文化財）

地域と建築物の保全再生，建築物の耐震性能
評価とリスクマネジメント，建築地震防災
____
神吉　紀世子 教授

（都市計画・農村計画）
環境共生の都市づくり・地域づくり、町並み・
文化的景観の保全再生、地域づくり主体形成
____
山岸　常人 教授

（建築の歴史）
日本建築史及び歴史的建造物保存
____
西山　峰広 教授

（地震，火災に対して安全，安心な建築構造）
地震と火災に対する設計，高性能な材料と構
造，建築物の耐震性評価と補強
____
門内　輝行 教授

（建築・都市計画，人間−環境系のデザイン，
景観まちづくり，設計方法）

建築環境計画学及び建築・都市設計の方法に
関する研究
____
鉾井　修一 教授

（夏涼しく冬暖かい家，エネルギーを無駄使い
しない家）

エネルギーの有効利用と快適な建築温熱環境
の設計
____
高松　伸 教授

（建築設計，デザイン）
建築設計過程の分析を通じた建築意匠学の研究
____
岸　和郎 教授

（建築・都市空間，形態分析，モダニズム，批評）
建築設計および都市・建築空間の形態分析的
方法に関する研究
____
加藤　直樹 教授

（最適避難計画，オフィスビルマネジメント）
情報工学，システム工学，数理技術を用いた
建築・都市計画に関する研究
____
吹田　啓一郎 教授

（鉄骨で支える構造，耐震工学）
鋼構造建築物の設計と接合システム，耐震補
強に関する研究
____
金子　佳生 教授

（高度解析技術，変形制御設計，高性能構造）
新素材を用いた次世代構造システムの機能創
生と環境共生への適用
____
高田　光雄 教授

（住まい • まちづくり，住環境デザイン）
建築計画学及び住まい・まちづくりに関する
研究

____
原田　和典 教授

（熱環境，火災）
都市と建築空間の熱環境と火災安全
____
高橋　大弐 教授

（音環境，騒音，振動，建築音響）
居住・行動空間の音環境設計に関する研究
____
竹脇　出 教授

（建物の構造安全性，構造力学，耐震設計）
制振構造・免震構造・極限地震動に関する研究，
建物 - 地盤連成系の設計法
____
大西　良広 准教授

（耐震構造）
建物に作用する地震動・地震防災に関する研究
____
石田　泰一郎 准教授

（照明，色彩，視覚）
人間の視覚特性に基づいた建築視環境に関す
る研究
____
吉田　哲 准教授

（都市空間，居住空間，心理，行動）
都市空間，居住空間における人の心理と行動
の研究
____
小椋　大輔 准教授

（文化財の保存環境）
建築と文化財を長く守る環境制御手法に関す
る研究
____
竹山　聖 准教授

（空間的想像力）
建築空間論及び居住形態論
____
田路　貴浩 准教授

（建築設計，建築論）
建築・都市デザインに関する建築論的研究
____
荒木　慶一 准教授

（建物の揺れ，シミュレーション，コントロール）
地震による建物の揺れの解析と制御に関する
研究
____
古阪　秀三 准教授

（建築生産、建築経済、マネジメント）
建築プロジェクトのマネジメントに関する研究
____
聲高　裕治 准教授

（鉄骨構造）
鋼構造建築物の立体挙動と制振・耐震設計に
関する研究
____
上谷　芳昭 准教授

（自然光，採光，照明，省エネルギー）
建築照明に関する研究
____
伊勢　史郎 准教授

（音響空間の創造）
音場再現，空間共有，アクティブ騒音制御に
関する研究
____
辻　聖晃 准教授

（耐震補強，持続可能な社会，構造設計）
既存建築物の耐震補強，持続可能な社会のた
めの新しい構法システム
____
中島　正愛 教授

（耐震構造） 
建物の地震時挙動の解明と震害の防御・軽減
技術の開発と評価
____
川瀬　博 教授

（地震波予測，耐震施策）
都市居住空間の地震災害低減のための構造物
の被害予測と耐震性向上策の提案
____
丸山　敬 教授

（風環境，強風被害，防災対策）
風環境の解明と強風被害のリスク評価および
防災対策
____
田中　仁史 教授

（鉄筋コンクリート，集成材，耐震設計）
鉄筋コンクリート構造物の耐震設計法，CO2
削減を目的とした集成材床の開発

____
小林　正美 教授

（都市設計，環境デザイン）
自然が災害によって教える人間らしい居住の
あり方に関する研究
____
松島　信一 准教授

（地震時の揺れの予測，都市の実耐震性能評価）
震源と地盤の不均質性を考慮した強震動評価
とその都市防災への応用
____
田村　修次 准教授

（液状化，杭基礎）
液状化地盤における建築基礎構造の耐震性
____
小林　広英 准教授

（環境デザイン，地域建築）
人間環境設計に関する実践的研究

椹木　哲夫 教授
（人と機械を繋ぐデザイン）

機械理工学専攻・機械システム学コース
人間機械協調システムのデザインと知的意思
決定支援
____
西脇　眞二 教授

（最適化）
機械理工学専攻・機械システム学コース 
◎最適設計法・構造最適化
◎設計・生産システムに関する研究
____
北條　正樹 教授

（軽くて強く賢い材料の研究）
機械理工学専攻・機械システム学コース
先進複合材料の破壊における巨視微視相関メ
カニクス，ソフトアクティブマテリアル
____
小森　悟 教授

（流体装置内・環境中の流れ）
機械理工学専攻・機械システム学コース
流体装置内および環境中に見られる乱流輸送
現象の流体工学的解明
____
北村　隆行 教授

（破壊と創製）
機械理工学専攻・機械システム学コース
小さな構造材料の破壊機構の解明と数値シ
ミュレーション
____
松野　文俊 教授

（ロボット）
機械理工学専攻・機械システム学コース
ロボティクス，機械システムの制御，レス
キュー工学，ヒューマンインターフェイス，
生物の運動知能の理解・人を助けるロボット
システム
____
中部　主敬 教授

（熱流体制御）
機械理工学専攻・機械システム学コース
熱物質移動現象の解明と制御ならびに熱流体
応用計測
____
蓮尾　昌裕 教授

（光計測とプラズマ診断）
機械理工学専攻・機械システム学コース
プラズマ中の原子・イオン・光のダイナミク
ス解明とそのための手法開発
____
富田　直秀 教授

（医療の役に立つ、新しいものつくり）
機械理工学専攻・機械システム学コース
荷重支持組織の再生，再建とその生体環境設計
____
井手　亜里 教授

（分析的イメージング）
機械理工学専攻・機械システム学コース
超高精細イメージングによる材料分析
____
安達　泰治 教授

（生物のかたちとはたらき）
再生医科学研究所・機械システム学コース
生体組織・細胞の機能的適応のバイオメカニ
クスとその工学的応用

____
花崎　秀史 教授

（流れのメカニズム）
機械理工学専攻・機械システム学コース
流体中の熱・物質輸送現象の解明
____
池田　徹 准教授

（き裂と接合部の強さ）
機械理工学専攻・機械システム学コース
界面の破壊力学，電子実装における信頼性評価
____
松本　充弘 准教授

（ナノ）
機械理工学専攻・機械システム学コース
分子熱流体現象の解明
____
小森　雅晴 准教授

（メカニズム）
機械理工学専攻・機械システム学コース 
◎メカニズム・機構・ロボット・機械要素 
◎超精密計測
____
黒瀬　良一 准教授

（流体装置内、環境中の流れ）
機械理工学専攻・機械システム学コース
流体装置内および環境中に見られる乱流輸送
現象の流体工学的解明
____
巽　和也 准教授

（機能性熱流体）
機械理工学専攻・機械システム学コース
微小流路内の複雑流体流れの現象解明
____
中西　弘明 講師

（ロボットの自律制御）
機械理工学専攻・機械システム学コース
学習・適応システムとシステム制御，自律型ロ
ボットの設計とその安全・防災活動への応用
____
澄川　貴志 准教授
機械理工学専攻・機械システム学コース
微小構造体の変形と破壊特性に関する実験及
び力学解析
____
西川　雅章 准教授

（コンポジット材料）
機械理工学専攻・機械システム学コース
複合材料・構造の設計のためのマイクロメカ
ニクス
____
泉井　一浩 准教授

（最適システム設計）
機械理工学専攻・機械システム学コース
先進エネルギー変換システム設計、生産シス
テム最適化
____
阿部　拓郎 講師

（超平面配置に関連した数学）
機械理工学専攻・機械システム学コース
超平面配置の幾何学及び組み合わせ論の，代
数及び代数幾何学的観点からの解析
____
四竈　泰一 講師

（プラズマの光計測）
機械理工学専攻・機械システム学コース
光計測によるプラズマ診断法の開発、低温プ
ラズマのダイナミクスに関する研究
____
福島　宏明 講師

（自律移動ロボットの制御）
機械理工学専攻・機械システム学コース
移動ロボットのモデリングと制御系設計・解
析，複数ロボットの分散・協調制御
____
小寺　秀俊 教授

（マイクロナノテクノロジー）
マイクロエンジニアリング専攻・機械システ
ム学コース 
細胞と生体分子の機能を探るマイクロシステム
の研究圧｣ 電材料とその応用デバイスの研究
____
田畑　修 教授

（小さな機械と大きな機会）
マイクロエンジニアリング専攻・機械システ
ム学コース 
マイクロナノシステム，微小電気機械システ
ム（MEMS），DNA ナノテクノロジーに関する
研究

____
木村　健二 教授

（イオンビーム）
マイクロエンジニアリング専攻・機械システ
ム学コース 
イオンビームと物質の相互作用の解明とその
応用
____
立花　明知 教授

（量子力学に基づく物性理論とシミュレー
ション）

マイクロエンジニアリング専攻・機械システ
ム学コース 
量子力学に基づく物性理論とシミュレーション
及びそのエレクトロニクス材料設計への応用
____
松原　厚 教授

（物づくりの基礎）
マイクロエンジニアリング専攻・機械システ
ム学コース 
◎高速・高精度位置決め技術 
◎加工プロセスのモニタリングと制御
____
楠見　明弘 教授
再生医科学研究所・機械システム学コース
1 分子ナノバイオテクノロジーの開発と細胞の
構造形成・情報変換・神経回路研究への応用
____
土屋　智由 准教授

（マイクロ機械で計測する）
マイクロエンジニアリング専攻・機械システ
ム学コース 
マイクロシステム，マイクロマシン用材料の
機械的物性評価
____
鈴木　基史 准教授

（ナノ構造薄膜）
マイクロエンジニアリング専攻・機械システ
ム学コース 
◎ナノ構造薄膜の電気的，光学的物性に関す

る研究 
◎イオンビームを用いた薄膜表面・界面の解析
____
茨木　創一 准教授

（ものつくりのための機械）
マイクロエンジニアリング専攻・機械システ
ム学コース 
◎加工機の制御と運動精度計測 
◎加工プロセスの制御
____
横川　隆司 准教授
マイクロエンジニアリング専攻・機械システ
ム学コース 
____
井上 　康博 准教授

（生命らしさの数理）
再生医科学研究所・機械システム学コース 
分子，細胞，組織のメカノバイオロジー
____
吉田　英生 教授

（エネルギーの要としての熱）
航空宇宙工学専攻・機械システム学コース 
熱エネルギーの有効利用や熱現象を応用した
システムの開発
____
杉江　俊治 教授

（自動制御）
情報学研究科システム科学専攻・機械システ
ム学コース 
アドバンスト制御理論とそのメカトロニクス
系への応用 
____
加納　学 教授

（工場データの徹底活用）
情報学研究科システム科学専攻・機械システ
ム学コース 
プロセスデータ解析と高度制御技術に基づく
生産技術革新の実践的研究
____
川上　浩司 准教授

（不便益：不便の効用に着目したシステムデザ 
イン）

情報学研究科システム科学専攻・機械システ
ム学コース 
◎生態学的設計支援 
◎人間―機械―環境の共生システム論

____
西原　修 准教授
情報学研究科システム科学専攻・機械システ

ム学コース 
◎人間中心システム 
◎動力学解析によるバーチャル・プロトタイ

ピング
____
東　俊一 准教授

（システム制御）
情報学研究科システム科学専攻・機械システ
ム学コース 
ハイブリッドシステムの制御とその応用 
____
岩井　裕 准教授

（エネルギー有効利用）
航空宇宙工学専攻・機械システム学コース 
熱・物質移動現象の解明とその予測および制御
____
稲室　隆二 教授

（移動境界流れ）
航空宇宙工学専攻・宇宙基礎工学コース
移動境界を伴う流体力学の基礎的研究とその
応用
____
泉田　啓 教授

（航空宇宙の力学と制御）
航空宇宙工学専攻・宇宙基礎工学コース
力学的理解と生体の運動知能理解に基づく航
空宇宙システムの知能化制御とシステム設計
____
斧　高一 教授

（電離気体の力学と物性）
航空宇宙工学専攻・宇宙基礎工学コース
電離気体および反応性気体の力学と物性に関
する実験的研究とその航空宇宙工学への応用
____
琵琶　志朗 教授

（変形と波動の微視力学解析）
航空宇宙工学専攻・宇宙基礎工学コース 
材料・構造における弾性波伝搬解析と超音波
による機能・健全性評価
____
大和田　拓 准教授

（高速気流解析）
航空宇宙工学専攻・宇宙基礎工学コース
分子気体力学の理論的研究
____
幸田　武久 准教授

（故障原因の探索）
航空宇宙工学専攻・宇宙基礎工学コース
システムの信頼性および安全性
____
江利口　浩二 准教授

（プラズマ）
航空宇宙工学専攻・宇宙基礎工学コース
プラズマと固体表面・界面との反応機構に関
する研究とその航空宇宙工学への応用
____
杉元　宏 講師

（希薄な気体の力学）
航空宇宙工学専攻・宇宙基礎工学コース
微視的流体力学の理論的研究
____
青木　一生 教授

（分子の運動と気体の流れ）
機械理工学専攻・宇宙基礎工学コース
分子気体力学の理論的研究とその機械理工学・
航空宇宙工学への応用
____
髙田　滋 准教授

（非平衡状態の気体の力学）
機械理工学専攻・宇宙基礎工学コース
マイクロスケール装置や真空装置内のような
非平衡状態の気体の流れの理論と応用
____
福山　淳 教授

（核融合プラズマ）
原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎核融合プラズマの総合シミュレーション
◎電磁波によるプラズマの制御
____
伊藤　秋男 教授

（原子衝突）
原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎イオンビーム原子衝突物理学
◎超高速計測法によるイオンビーム・生体分

子衝突物理
◎研究型医学物理士養成に係る粒子線研究

____
山本　克治 教授

（量子的世界と技術）
原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎物理学の基礎理論 
◎量子系の測定，状態操作，制御，ダイナミ

クス
◎光と原子による量子情報技術 
____
功刀　資彰 教授
原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎数値熱流体力学 
◎ナノ・ミクロ熱流体工学 
◎核融合炉熱工学
____
神野　郁夫 教授

（放射線検出器）
原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎放射線物理学 
◎放射線検出器の開発とその医療・産業応用
____
杉本　純 教授

（原子炉の安全性）
原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎ 原子炉システム安全
◎ シビアアクシデント時熱流動
____
高木　郁二 教授

（放射線と材料）
原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎核融合炉材料 
◎軽水炉材料 
◎水素エネルギー材料
____
村上　定義 准教授

（核融合エネルギー）
原原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎プラズマ物理学 
◎核融合プラズマ工学
____
土田　秀次 准教授

（粒子線物理学）
原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎量子ビーム照射環境下で起こる物理過程の 

解明
◎高速イオンと物質との衝突反応素過程の

解明
____

____
松尾　二郎 准教授

（量子ビーム）
原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎量子ビームと物質との相互作用 
◎量子ビームによる新材料創製技術 
◎反応ダイナミクス
____
田崎　誠司 准教授
原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎低速中性子光学 
◎中性子スピン干渉現象の研究と応用

____
佐々木　隆之 准教授

（原子力の化学）
原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎アクチノイドの分離分析化学
◎放射性廃棄物の処理処分
____
横峯　健彦 准教授

（原子力と核融合エネルギー）
原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎核融合炉システム工学
◎原子炉熱流動工学
____
宮寺　隆之 准教授

（量子論の基礎）
原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎量子測定理論
◎量子情報理論
____
河原　全作 講師

（熱流体）
原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎エネルギー機器の熱流体工学 
◎伝熱工学 
◎混相流の物理と工学
____
瀬木　利夫 講師

（量子ビームの制御と応用）
原子核工学専攻・原子核工学コース 
◎量子ビームの生成と制御 
◎量子ビームによる高精度ナノ加工・ナノ材

料　創成
____
松原　英一郎 教授

（リチウム電池）
材料工学専攻・材料科学コース
◎リチウムイオン蓄電池内の反応解明による

蓄電池の劣化抑制、性能向上
◎金属ナノ粒子、ナノワイヤの作製と構造化

とそれらが発現する物性
____
辻　伸泰 教授

（金属の組織・構造と力学特性）
材料工学専攻・材料科学コース
構造用金属材料のナノ・ミクロ組織の形成と
力学特性の発現のメカニズム，バルクナノメ
タルの科学
____
乾　晴行 教授
材料工学専攻・材料科学コース
金属間化合物の格子欠陥と物性
____
河合　潤 教授

（物質情報）
材料工学専攻・材料科学コース
材料の構造，物性，電子状態，化学状態，濃
度等に関する物質情報を計測したり，環境物
質を分析するための新手法の開発
____
杉村　博之 教授

（分子の自己集積化による超薄膜形成）
材料工学専攻・材料科学コース
微細加工、物質の集積化と機能構築
____
田中　功 教授

（新物質探索・設計）
材料工学専攻・材料科学コース
量子材料設計，セラミックス基礎科学，新エ
ネルギー材料技術
____
酒井　明 教授

（原子や分子で作る配線の電気抵抗）
材料工学専攻・材料科学コース
ナノテクノロジー，特にナノワイヤー，ナノ
接点の電子伝導の研究
____
中村　裕之 教授

（磁石の科学）
材料工学専攻・材料科学コース
磁性と磁性材料，相関電子系の物性と機能
____
白井　泰治 教授

（陽電子による物質研究）
材料工学専攻・材料科学コース
陽電子（ポジトロン）ビームを用いた物質内
部の局所原子配列の解明，高機能材料開発，
新しい陽電子分析機器の開発
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____
田中　泰明 准教授　

（確率力学系，確率微分方程式，リスク解析）
確率力学系の理論とそのリスク解析への応用，
効率化シミュレーション
____
青柳　富誌生 准教授　

（脳の理論モデル，リズムと同期，複雑ネット
ワーク）

理論神経科学，リズム現象，ネットワーク力
学系，非線形物理学
____
辻本　諭 准教授　

（問題を解くための数学手法の開発，アルゴリ
ズム開発）

離散可積分系と特殊関数の理論とその応用
____
山下　信雄 准教授　

（システムの最適化）
数理最適化，非線形最適化に対するアルゴリ
ズムの開発とその応用
____
五十嵐　顕人 准教授　

（つながりを科学する）
複雑ネットワークと情報伝達，情報物理学
____
林　和則 准教授　

（携帯電話，無線 LAN，地デジ）
通信理論，統計的信号処理
____
高木　一義 准教授　

（ディジタル回路設計）
システム LSI 設計，論理設計支援
____
椋木　雅之 准教授　

（画像や映像の解析，映像内容の理解）
映像メディア処理，コンピュータビジョン
____
宮崎　修次 講師
複雑力学系や複雑ネットワークの数理解析
____
吉川　仁 講師
計算力学，応用力学，非破壊評価
____
趙　亮 講師　

（グラフ，ネットワーク，離散最適化，アルゴ
リズム）

ネットワーク最適化アルゴリズム及び応用
____
大久保　潤 講師　

（揺らぎと確率）
確率過程，統計物理学，情報科学や生命科学
に関連した数理的研究

____
平藤　哲司 教授

（環境に優しい方法で価値あるものをつくる）
エネルギー科学研究科
エネルギー応用科学専攻・エネルギー応用工
学コース
電気化学を基礎とする機能素材プロセッシング
____
長谷川　将克 准教授

（反応がどの方向へ進んで最終的にどうなるか
を知る）

エネルギー科学研究科
エネルギー応用科学専攻・エネルギー応用工
学コース
高温乾式プロセスを利用する材料の生産とリ
サイクル、廃棄物処理などの熱化学解析
____
木下　勝之 准教授

（非破壊評価）
エネルギー科学研究科
エネルギー変換科学専攻・エネルギー応用工
学コース
電・磁・熱・弾性結合効果を利用した新しい
材料・構造評価手法の開発

____
邑瀬　邦明 教授

（表面の機能化）
材料工学専攻・材料科学コース
電気化学的もしくは化学的手法による金属，
合金，および化合物薄膜の作製プロセスとそ
の機能評価
____
奥田　浩司 准教授

（ナノ複合材料の構造解析と機能）
材料工学専攻・材料科学コース
多相・複合化材料の放射光などによる構造解
析と機能最適化デザイン
____
黒川　修 准教授

（ナノ構造と表面物性）
材料工学専攻・材料科学コース
走査プローブ顕微鏡， メゾスコピック電子現
象の研究
____
市坪　哲 准教授
材料工学専攻・材料科学コース
金属ガラスのガラス転移・緩和挙動，ナノ粒
子垂直磁化膜の作成，超音波物性測定
____
宇田　哲也 准教授

（エネルギー材料）
材料工学専攻・材料科学コース
新しいタイプの燃料電池，チタンの製造プロ
セスの研究
____
岸田　恭輔 准教授

（原子スケール構造と物性）
材料工学専攻・材料科学コース
結晶性材料の格子欠陥設計による物性制御，
透過電子顕微鏡法
____
田畑　吉計 准教授
材料工学専攻・材料科学コース
中性子散乱実験による物性研究。金属間化合
物の磁気的性質に対する基礎的研究
____
大場　史康 准教授

（半導体材料設計）
材料工学専攻・材料科学コース
化合物半導体および電子セラミックスの電気
的機能の設計
____
石原　慶一 教授

（エネルギー社会工学）
エネルギー科学研究科
エネルギー社会・環境科学専攻・エネルギー
応用工学コース
エネルギー・環境材料，エネルギーシナリオ
研究，エネルギー環境負荷評価
____
奥村　英之 准教授

（社会工学と環境・エネルギー材料）
エネルギー科学研究科
エネルギー社会・環境科学専攻・エネルギー
応用工学コース
環境材料，機能性材料，環境教育，エネルギー
環境負荷評価
____
萩原　理加 教授
エネルギー科学研究科
エネルギー基礎科学専攻・エネルギー応用工
学コース
無機合成化学，物理化学，電気化学
____
岸本　泰明 教授
エネルギー科学研究科
エネルギー基礎科学専攻・エネルギー応用工
学コース
核融合プラズマ乱流輸送・高強度レーザーと
物質相互作用に関する理論・シミュレーショ
ン，相対論プラズマ，高エネルギー密度科学
____
野平　俊之 准教授

（燃料電池・二次電池）
エネルギー科学研究科
エネルギー基礎科学専攻・エネルギー応用工
学コース
電気化学的エネルギー変換および材料創製

____
李　継全 准教授

（プラズマシミュレーション）
エネルギー科学研究科
エネルギー基礎科学専攻・エネルギー応用工
学コース
核融合プラズマ乱流輸送に関する理論・シミュ
レーション
____
塩路　昌宏 教授

（新燃料とクリーン燃焼）
エネルギー科学研究科
エネルギー変換科学専攻・エネルギー応用工
学コース
熱機関における燃焼現象の解明とその制御
____
石山　拓二 教授

（エンジンの燃焼技術）
エネルギー科学研究科
エネルギー変換科学専攻・エネルギー応用工
学コース
内燃機関の燃焼過程の解析と制御
____
川那辺　洋 准教授

（エンジンの燃焼解析）
エネルギー科学研究科
エネルギー変換科学専攻・エネルギー応用工
学コース
乱流燃焼の光学計測および数値解析
____
松本　英治 教授

（先進材料の力学）
エネルギー科学研究科
エネルギー変換科学専攻・エネルギー応用工
学コース
先進材料・電磁材料の力学と超音波や電磁場
を利用した非破壊評価技術の開発
____

____
星出　敏彦 教授

（材料の強さ）
エネルギー科学研究科
エネルギー変換科学専攻・エネルギー応用工
学コース
金属材料の二軸疲労に関する実験と数値シ
ミュレーション，セラミックス薄膜被覆材料
の創製とその機械的特性の評価
____
今谷　勝次 准教授

（構造や材料の変形）
エネルギー科学研究科
エネルギー変換科学専攻・エネルギー応用工
学コース
高温非弾性変形と材料加工プロセスの解析

電気電子工学科

情報学科

工業科学科

____
掛谷　一弘 准教授
超伝導・磁性などの量子論的創発現象を用い
た革新的電子材料の研究
____
後藤　康仁 准教授
真空ナノエレクトロニクス，物理気相成長法
による薄膜形成技術開発，イオンビーム分析
____
酒井　道 准教授
大気圧プラズマの生成とその応用，プラズマ
による電磁波制御の研究
____
中村　敏浩 講師
電子材料プロセスの分光診断と反応解析
____
木本　恒暢 教授
ワイドギャップ半導体の結晶成長，物性制御
とデバイス応用
____
須田　淳 准教授
ワイドキャップ半導体ヘテロエピタキシーと
機能デバイスヘの応用
____
山田　啓文 准教授
ナノスケール構造の光・電子物性とその応用
____
川上　養一 教授
原子レベルで制御された低次元量子構造にお
いて発現する新しい光物性の解明と探索
____
船戸　充 准教授
光材料の育成と物性探索
____
野田　進 教授
光量子電子工学，フォトニック結晶・光半導体，
およびエネルギー・情報・通信への応用
____
浅野　卓 准教授
半導体光デバイスの研究
____
北野　正雄 教授
量子エレクトロニクス，量子光学，電磁メタ
マテリアル
____
杉山　和彦 准教授
量子エレクトロニクス，レーザー原子時計，
光周波数シンセサイザ，量子計算機
____
青木　学聡 講師 
ナノスケール材料の創製，評価に関するシミュ
レーション技術
____
高岡　義寛 教授
クラスターイオン，ナノプロセス，表面反応，
高機能材料創製の研究
____
龍頭　啓充 講師
イオンビーム応用技術，ナノスケールの表面
改質
____
藤田　静雄 教授
量子機能薄膜材料の育成と物性探索，有機エ
レクトロニクスの材料
____
黒橋　禎夫 教授 
自然言語処理，知識情報処理
____
河原　大輔 准教授
言語知識獲得，自然言語解析，Web 情報分析
____
松山　隆司 教授
ディジタル画像・映像の処理，ヒューマン・
コミュニケーション，エネルギーの情報化
____
川嶋　宏彰 講師
パターン認識，ヒューマンコミュニケーショ
ン，ハイブリッドダイナミカルシステム
____
延原　章平 講師
コンピュータビジョン，多視点画像からの 3
次元形状・運動復元，3 次元ビデオ
____
吉田　進 教授
高信頼度ディジタル通信技術，無線情報ネッ
トワーク

____
村田　英一 准教授
ディジタル無線通信技術，無線通信システム
の研究
____
守倉　正博 教授
伝送信号処理技術を用いた無線 LAN，無線ア
クセスシステム構成技術の研究
____
山本　高至 准教授
無線リソース制御，ゲーム理論の応用
____ 
高橋　達郎 教授
マルチメディアネットワークアーキテクチャ，
プロトコル，システム構成技術
____
新熊　亮一 准教授
通信ネットワークの制御技術とシステム設計、
ネットワークアプリケーション
____
佐藤　高史 教授
大規模集積回路の設計技術，設計自動化技術
____
越智　裕之 准教授
再構成可能アーキテクチャ，高性能・低消費
電力・高信頼 VLSI 設計技術
____
小野寺　秀俊 教授
VLSI の設計手法と CAD 技術
____
石原　亨 准教授
組込みシステムの設計手法と制御技術
____
佐藤　亨 教授
高分解能レーダーイメージング技術
____
乘松　誠司 准教授
光通信，特に光ファイバ通信に関する研究
____
石井　信 教授
生命システム，計算論的神経科学，システム
神経生物学，強化学習
____
大羽　成征 講師
多変量データの確率的モデリング，システム
要素の統計学，バイオインフォマティクス
____
松田　哲也 教授
医用画像診断法および生体物理計測法の開発
____
中尾　恵 准教授
手術支援システム， 医用グラフィクス， 可視
化， 触力覚情報処理
____
下田　宏 教授
エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム を 支 え る 情 報 技 術 と
ヒューマンインタフェース技術
____
中村　祐司 教授
核融合プラズマの閉じ込め及び電磁流体力学
的性質に関するコンピュータ数値解析・シミュ
レーション
____
土井　俊哉 教授
結晶方位制御による高性能エネルギーデバイ
スの研究
____
白井　康之 教授
先進エネルギーシステム，超伝導現象のエネ
ルギー応用，極低温液体の熱流体力学
____
小山田　耕二 教授
大規模・複雑データ向け可視化，粒子ボリュー
ムレンダリング，ボリュームコミュニケーショ
ン，シミュレーション
____
中村　裕一 教授
ネットワークを介したコミュニケーションシ
ステム，画像・映像メディアの撮影・認識・
編集
____
山川　宏 教授
宇宙環境探査工学，太陽エネルギーを用い
た宇宙システム工学，宇宙機の軌道ダイナ
ミクス
____
小嶋　浩嗣 准教授
科学衛星による宇宙プラズマ中でのプラズマ
波動の探査

____
篠原　真毅 教授
宇宙太陽発電所， 無線電力伝送， マイクロ波応
用・新材料創成
____
三谷　友彦 准教授
マイクロ波無線電力伝送に関する研究， マイ
クロ波化学反応プロセスに関する研究
____
山本　衛 教授
電離圏イレギュラリティの研究，レーダーに
よる大気観測方式に関する研究
____
橋口　浩之 准教授
各種大気レーダーの開発とそれを用いた気象
現象のリモートセンシングに関する研究
____
津田　敏隆 教授
電波・光・音波を用いた地球大気計測技術の
開発と大気環境科学への応用
____
大村　善治 教授
宇宙プラズマ中の非線形現象の計算機実験と
宇宙電磁環境工学への応用
____
海老原　祐輔 准教授
多圏多階層に立脚した宇宙環境シミュレー
ション
____
水内　亨 教授
高温プラズマ周辺領域の物性・制御技術の研究
____
南　貴司 准教授
高温プラズマのレーザー計測と輸送物理の研究
____
佐野　史道 教授
複合複雑系としての高温プラズマ中の協同現
象の機構解明
____
岡田　浩之 准教授
高温プラズマの生成および閉じ込め
____
長﨑　百伸 教授
高周波を用いたプラズマの生成と加熱に関す
る研究，ミリ波加熱・計測システムの開発
____
増田　開 准教授
荷電粒子ビーム・電磁界相互作用を用いた高
輝度電子ビーム源，自由電子レーザ，ビーム
集束核融合の研究

土居　伸二 教授
非線形システム，生命システム，脳神経系・
心臓の電気生理学・医工学，システム論的予
測医学
____
古谷　栄光 准教授
システム・制御理論の医療応用，生体信号解析，
むだ時間制御系の理論，2 自由度制御系の設
計法
____
松尾　哲司 教授
計算電磁気学，磁性材料モデリング
____
雨宮　尚之 教授
超伝導体の電磁現象，超伝導のエネルギー・
環境応用，超伝導の医療応用
____
中村　武恒 准教授
高温超伝導パワー応用，新磁界応用，先進電
気機器
____
小林　哲生 教授
ニューロエンジニアリング，高次脳機能の量
子計測とイメージング，認知神経科学
____
濱田　昌司 准教授
生体の関与する電界・磁界・電磁界の解析，
脳磁計測用逆計算手法
____
引原　隆士 教授　
非線形力学の工学的応用，MEMS， 電気エネル
ギーネットワーク，パワーエレクトロニクス
____
薄　良彦 講師
電力・エネルギーシステム，非線形力学系の
理論と応用，制御技術
____
和田　修己 教授
電気電磁回路モデリング，電気電子システム
の電磁的両立性（EMC），EMC 実装工学 
____
久門　尚史 准教授
回路システム，電磁現象のモデル化，電力フ
ローの設計
____
萩原　朋道 教授
ディジタル／サンプル値制御理論，2 自由度
最適制御系の理論と応用，動的システム理論
____
蛯原　義雄 准教授
数値最適化手法を用いた線形制御系の解析・
設計
____
鈴木　実 教授
高温超伝導物質とジョセフソン効果の研究，
巨大磁気抵抗材料，複合酸化物の電子応用

山本　章博 教授　
（データに潜む構造を発見するプログラム）

人工知能基礎論，帰納論理，機械学習，知識
発見
____
西田　豊明 教授　

（人工知能）
会話情報学，社会知デザイン，原初知能
____
奥乃　博 教授

（音声・音楽・環境音を聞き分ける，聖徳太子
ロボット）

人工知能，音環境理解，音楽情報処理，ロボッ
ト聴覚
____
吉川　正俊 教授　

（情報の探索と提示）
データベース，情報検索，社会情報学
____
田中　克己 教授　

（情報の検索と分析，情報図書館学）
Web 情報検索，マルチメディア検索，データ
マイニング
____
石田　亨 教授
人工知能，コミュニケーション，社会情報シ
ステム
____
船越　満明 教授　

（水や空気の流れ）
非線形力学，流体力学，力学システムのカオス

____
西村　直志 教授　

（大規模科学技術計算， 高速アルゴリズム）
計算力学，応用力学，計算工学
____
山本　裕 教授
システム・制御理論，ディジタルシステムと
信号処理，システムモデリング
____
中村　佳正 教授　

（漸化式と行列の応用数学）
応用可積分系，計算数学，特に行列の固有値・
特異値計算
____
永持 　仁 教授　

（最適な組合せ，配置，順序を得る算法）
離散最適化問題に対するアルゴリズム理論の
研究および実用問題への応用
____
福嶋　雅夫 教授
計画工学，システム最適化の理論とアルゴリ
ズム
____
太田　快人 教授　

（システム制御）
システム制御理論，ネットワークと制御，シ
ステムのモデリング
____
梅野　健 教授　

（混沌を活かす数理デザイン）
カオス理論、統計力学、確率論、符号理論、
複雑系基礎理論、応用カオス
____
岩井　敏洋 教授　

（猫はなぜ宙返りができるのか）
力学系の微分幾何学的研究
____
田中　利幸 教授
確率モデルに基づく情報処理，情報通信理論，
情報統計力学，機械学習
____
酒井　英昭 教授　

（信号処理，統計学）
適応信号処理と通信，雑音制御への応用
____
高橋　豊 教授　

（待ち事象の科学）
システムのモデル化と性能解析，情報システ
ム，待ち行列理論
____
岩間　一雄 教授　

（アルゴリズムの神秘的な魅力の発見とその
解明）

アルゴリズムと計算複雑さの理論
____
髙木　直史 教授　

（高性能コンピュータ）
ハードウェアアルゴリズム，演算回路，論理
設計支援
____
美濃　導彦 教授　

（人間の目のしくみの解明，人間活動をさりげ
なく支援する）

マルチメディア情報処理，環境情報メディア，
スマートクラスルーム，スマートキッチン
____
稲垣　耕作 准教授　

（コンピュータ学を超える真の情報学へ）
知性学・情報物理学・マクロ情報学
____
五十嵐　淳 准教授　

（ソフトウェアの数学）
プログラミング言語の基礎理論
____
馬　強 准教授　

（エンティティマイニング，関係マイニング，
因果関係，利害関係，ユーザ体験検索）

Web 検索，テキストマイニング，マルチメディ
ア情報システム
____
田島　敬史 准教授　

（大量データ検索，大量データ閲覧支援）
データベースシステム，情報検索
____
松原　繁夫 准教授　

（情報経済学：情報学と経済学・経営学の接点）
情報経済学，人工知能

三浦　清貴 教授
材料化学専攻 無機材料化学，無機材料光物性，
レーザー反応科学，微細構造制御
____
下間　靖彦 准教授
材料化学専攻　機能材料化学，非線形光学，
レーザー科学，ナノフォトニクス
____
平尾　一之 教授
材料化学専攻 無機材料化学，非晶質ガラス科
学，無機構造化学，セラミックス工学
____
田中　勝久 教授
材料化学専攻 無機固体化学，無機材料科学，
スピン工学，非線形光学
____
藤田　晃司 准教授
材料化学専攻 無機固体化学，無機材料化学，
光機能性材料
____
松原　誠二郎 教授
材料化学専攻 有機反応化学，立体化学，有機
合成化学，有機金属化学，有機材料化学
____
中尾　佳亮 講師
材料化学専攻 有機合成化学，有機金属化学，
有機ケイ素化学
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____
大塚　浩二 教授
材料化学専攻 材料解析化学，分離分析化学，
マイクロ／ナノ分析，μ –TAS
____
久保　拓也 准教授
材料化学専攻 材料解析化学，分離分析化学，
分子認識化学，表面化学
____ 
瀧川　敏算 教授　

（高分子，ゲル，力学物性）
材料化学専攻 高分子レオロジー，高分子ゲル
の物理化学，ゴムの力学物性
____
浦山　健治 准教授
材料化学専攻 高分子ゲルの物理化学，高分子
薄膜の電気力学物性，エラストマーの力学
____
木村　俊作 教授
材料化学専攻 機能材料，高分子超分子化学，
ペプチド工学
____
小山　宗孝 准教授
材料化学専攻 ナノ材料化学，電子移動化学，
電気分析化学，分光電気化学
____
江口　浩一 教授
物質エネルギー化学専攻 環境およびエネル
ギーに関連した固体材料及び触媒の開発と基
礎物性
____
大江　浩一 教授
物質エネルギー化学専攻 有機活性種化学，遷
移金属錯体を用いる触媒反応の開発
____
辻　康之 教授
物質エネルギー化学専攻 新規分子触媒の開発
とその応用，高効率触媒反応の開発
____
安部　武志 教授
物質エネルギー化学専攻 新規蓄電デバイスの
開発，電極材料のインターカレーションケミ
ストリー
____
陰山　洋 教授
物質エネルギー化学専攻 低温合成による酸化
物の設計，革新的な超伝導材料・磁性体など
の開発
____
阿部　竜 教授
物質エネルギー化学専攻　太陽エネルギー変
換および環境浄化のための新規光触媒系，無
機機能材料合成
____
柴田　誠一 教授
物質エネルギー化学専攻・協力講座 放射性同
位体の生成と利用に関する放射化学的研究
____
年光　昭夫 教授
物質エネルギー化学専攻・協力講座 有機へテ
ロ元素化学を利用する材料合成
____
小澤　文幸 教授
物質エネルギー化学専攻・協力講座 高効率遷
移金属錯体触媒の開発と機能物質合成
____
近藤　輝幸 教授
物質エネルギー化学専攻・協力講座 有機金属
化学を基盤とする新規分子プローブの設計・
合成・機能評価
____
中村　正治 教授
物質エネルギー化学専攻・協力講座 元素科学
を基盤とした資源活用型有機合成反応の開発
____
村田　靖次郎 教授
物質エネルギー化学専攻・協力講座 機能性π
共役系化合物の合成ならびにフラーレン化学
____
田邉　一仁 准教授
物質エネルギー化学専攻 ゲノム化学・分子イ
メージング・機能性ナノ材料
____
寺尾　潤 准教授
物質エネルギー化学専攻 機能性高分子材料，
分子エレクトロニクス，超分子化学

____
西　直哉 准教授
物質エネルギー化学専攻 イオン液体の電気分
析化学・界面分光学
____
福塚　友和 准教授
物質エネルギー化学専攻 炭素材料化学，電気
化学デバイス
____
和田　健司 准教授
物質エネルギー化学専攻 グリーンケミスト
リーを指向した新固体触媒の開発
____
松井　敏明 准教授
物質エネルギー化学専攻 固体イオニクス，固
体電気化学，無機固体化学
____
沖　雄一 准教授
物質エネルギー化学専攻・協力講座 放射性エ
アロゾルの生成機構と性質の解明
____
高谷　光 准教授
物質エネルギー化学専攻・協力講座 金属結合
型人工ペプチドの開発と機能開拓
____
高宮　幸一 准教授
物質エネルギー化学専攻・協力講座 放射性同
位体を用いた分析手法の開発
____
若宮　淳志 准教授
物質エネルギー化学専攻・協力講座 機能性π
電子系化合物群の開発と有機太陽電池への応用
____
三木　康嗣 講師
物質エネルギー化学専攻 生体イメージング，
機能性π共役系分子合成
____
白川　昌宏 教授
分子工学専攻 生体高分子の立体構造と生体計
測手法に関する研究
____
佐藤　啓文 教授　

（理論化学，量子化学，溶液，化学反応，生体
内分子）

分子工学専攻 溶液内分子の量子化学・統計力
学と化学反応理論
____
田中　一義 教授
分子工学専攻 分子ナノ工学，量子機能材料の
設計と電子物性解析
____
田中　庸裕 教授
分子工学専攻 固体表面が関わる反応化学，触
媒材料の構造・機能・設計
____
今堀　博 教授
分子工学専攻 人工光合成系の構築，有機太陽
電池の開発
____
横尾　俊信 教授
分子工学専攻・協力講座 機能性無機材料の創
製，有機−無機ハイブリッドガラス
____
渡辺　宏 教授
分子工学専攻・協力講座 高分子ダイナミック
ス，不均質物質の変形，流動とダイナミックス
____
梶　弘典 教授
分子工学専攻・協力講座　有機デバイスの創
製と基礎科学の構築，固体 NMR による構造−
有機デバイス機能相関の解明
____
杤尾　豪人 准教授　

（タンパク質の形，細胞）
分子工学専攻 タンパク質の立体構造・運動性
の解析，細胞計測
____
佐藤　徹 准教授
分子工学専攻　物性理論化学と炭素材料の電
子物性解析
____
伊藤　彰浩 准教授
分子工学専攻 量子機能材料，分子磁性，物理
有機化学
____
宍戸　哲也 准教授
分子工学専攻 固体酸塩基触媒の化学，選択酸
化触媒，固体触媒の構造・機能・設計

____
俣野　善博 准教授
分子工学専攻 ヘテロ原子を含む機能性材料の
設計と開発
____
川崎　三津夫 准教授
分子工学専攻 金属ナノ材料・デバイスの光物
理化学と表面化学
____
寺村　謙太郎 講師
分子工学専攻　光触媒化学，固体表面上での
分子の光活性化
____
橋本　訓 講師
分子工学専攻 光化学反応，ラジカル反応，大
気化学
____
徳田　陽明 准教授　
分子工学専攻・協力講座　無機材料・有機 -
無機ハイブリッド材料の構造と機能相関
____
増渕　雄一 准教授
分子工学専攻・協力講座 高分子計算科学，高
分子ダイナミクス
____
後藤　淳 准教授
分子工学専攻・協力講座 精密高分子合成， 有
機非晶質デバイス
____
中尾　嘉秀 准教授
分子工学専攻・協力講座　機能性分子の量子
化学・計算化学による物性の予測と制御
____
澤本　光男 教授
高分子化学専攻 高分子精密合成，カチオン重
合，ラジカル重合
____
中條　善樹 教授
高分子化学専攻 新しい高分子合成反応の開
拓，インテリジェント高分子の創成，高分子
ナノハイブリッド材料
____
吉崎　武尚 教授
高分子化学専攻 高分子溶液学（高分子溶液の
性質），高分子ダイナミクス（溶液中における
高分子鎖の運動），高分子統計力学（高分子鎖
の形態と性質に関する理論）
____
伊藤　紳三郎 教授
高分子化学専攻 高分子光物理・光化学，機能
性高分子，高分子構造，高分子超薄膜，有機
薄膜太陽電池，生体イメージング
____
赤木　和夫 教授
高分子化学専攻 導電性・発光性・液晶性高分
子の合成と性質，不斉液晶場での階層構造盛
業，キラル転写・反転による円偏光性発現
____
長谷川　博一 教授
高分子化学専攻 高分子集合体構造の解析と制
御，ブロックコポリマー，ポリマーブレンド， 
ナノリソグラフィー，電子線トモグラフィー
____
秋吉　一成 教授
高分子化学専攻　生体機能高分子，タンパク
質工学，糖鎖工学，ゲルマテリアル，ナノバ
イオテクノロジー，ドラッグデリバリーシス
テム
____
松岡　秀樹 准教授
高分子化学専攻 高分子界面化学，両親媒性高
分子の自己組織化，高分子微粒子
____
三田　文雄 准教授
高分子化学専攻 高分子合成，アミノ酸ポリマー
____
中村　洋 准教授
高分子化学専攻 分枝高分子溶液物性
____
大北　英生 准教授
高分子化学専攻 高分子系の光物理・光化学，
高分子の光・電子物性，高分子太陽電池
____
古賀　毅 准教授
高分子化学専攻 高分子基礎物理化学，高分子
の構造形成とレオロジーに関する理論・シミュ
レーション

____
大内　誠 准教授　

（高分子合成）
高分子化学専攻　高分子精密合成，リビング
重合，配列制御重合，重合触媒
____
竹中　幹人 准教授
高分子化学専攻 高分子アロイの物理化学，ソ
フトマター，自己秩序化によるボトムアップ
型ナノ材料の構築
____
森崎　泰弘 講師
高分子化学専攻 高分子合成化学，構造有機化
学，有機金属化学
____
金谷　利治 教授
高分子化学専攻・協力講座 高分子高次構造制
御を目指した 1） 高分子結晶化過程の解明 2） 
高分子ガラス転移機構の解明 3） 高分子ゲルの
生成機構と階層構造
____
山子　茂 教授
高分子化学専攻・協力講座 新しい高分子合成
反応および有機合成反応の開発
____
岩田　博夫 教授　

（医用材料，バイオインターフェイス，再生医
療，低侵襲医療用デバイス，糖尿病治療）

高分子化学専攻・協力講座 高分子材料の医療
への応用と細胞・組織工学の研究
____
田畑　泰彦 教授
高分子化学専攻・協力講座 生体材料，再生医
工学，ドラッグデリバリーシステム（DDS），
幹細胞工学
____
辻井　敬亘 教授
高分子化学専攻・協力講座 高分子表面設計，
高分子超薄膜，高分子ブラシの合成と物性
____
西田　幸次 准教授
高分子化学専攻・協力講座 高分子電解質溶液
の構造，高分子の結晶化
____
大野　工司 准教授
高分子化学専攻・協力講座 高分子精密合成，
高分子表面設計，高分子付与微粒子の精密設計
____
山本　雅哉 准教授　

（細胞周辺環境）
高分子化学専攻・協力講座　生体材料，再生
医工学，生体組織工学
____
青木　裕之 准教授
高分子物性，近接場光学，単一分子分光，生
体イメージング
____
吉田　潤一 教授
合成・生物化学専攻 新しい有機合成法の開発，
機能性物質および生物活性物質の合成
____
北川　進 教授
合成・生物化学専攻 錯体化学，環境に応答す
る機能性材料，ナノサイズの空間を持つ多孔
性材料
____
村上　正浩 教授
合成・生物化学専攻 有機金属化学および有機
合成化学
____
森　泰生 教授
合成・生物化学専攻 細胞生理科学，遺伝子工
学，分子神経生物学，タンパク質科学，生体
分子機能測定
____
杉野目　道紀 教授
合成・生物化学専攻 精密有機合成を目指した
新反応開拓，新規高分子材料を指向した精密
重合法開拓
____
濱地　格 教授
合成・生物化学専攻 生命分子化学，生物有機・
無機化学，細胞内有機化学，超分子バイオマ
テリアル
____
松田　建児 教授
合成・生物化学専攻 物理有機化学，有機機能
材料化学，有機ナノテクノロジー

____
跡見　晴幸 教授
合成・生物化学専攻 微生物を対象とした生物
化学・生物工学・ゲノム科学
____
梅田　真郷 教授
合成・生物化学専攻 分子生物学，細胞生物学，
温度生物学，統合生物工学
____
植村　卓史 准教授
合成・生物化学専攻　ナノ空間を利用した新
しい高分子化学の開拓
____
清中　茂樹 准教授
合成・生物化学専攻 化学生物学，生物機能化
学，神経化学
____
池ノ内　順一 准教授
合成・生物化学専攻　細胞生物学，脂質生化学，
分子生物学，合成生物学
____
大村　智通 准教授
合成・生物化学専攻 精密分子変換手法の開拓，
機能性有機分子の創出
____
三浦　智也 准教授
合成・生物化学専攻 有機金属化学，有機合成
化学
____
長谷川　淳也 准教授
合成・生物化学専攻 量子化学理論の開発，光
合成・視覚・生物発光の理論解析
____
金井　保 講師
合成・生物化学専攻 微生物を対象とした生化
学・分子生物学
____
野上　敏材 講師
合成・生物化学専攻 有機合成化学，有機電気
化学
____
山本　量一 教授

（ソフトマター（高分子、液晶、コロイド、生
体膜、生体分子など）の計算科学）

化学工学専攻 複雑流体・ソフトマターの流動
現象に関する基礎研究，計算機シミュレーショ
ンを用いた物性研究
____
宮原　稔 教授

（界面・ナノ細孔内物質の状態，ナノ粒子を「自
分達で」整列させる）

化学工学専攻 界面の物理と工学，ナノ空間工
学，ナノ粒子配列構造形成
____
河瀬　元明 教授

（化学反応の速度，コーティング，水素燃料電池）
化学工学専攻 反応工学，材料反応工学，電気
化学反応工学
____
田門　肇 教授　

（ポーラスマテリアル，構造制御）
化学工学専攻 分離工学，吸着工学，乾燥工学
____
三浦　孝一 教授

（石炭をクリーンかつ大切に使う）
化学工学専攻 エネルギープロセス工学，石炭
転換工学，炭素材料工学
____
大嶋　正裕 教授

（面白い材料をつくるための方法を考える）
化学工学専攻 材料プロセス工学，高分子成形
加工，プロセス制御
____
長谷部　伸治 教授　

（省エネルギー，自動化）
化学工学専攻 化学プロセスの最適合成・設計・
操作，生産管理
____
前　一廣 教授

（CO2 削減のためのスマート化学プロセスへ）
化学工学専攻 環境プロセス工学，マイクロリ
アクター開発，バイオマス転換工学____
松坂　修二 教授　

（ミクロン，ナノ）
化学工学専攻 粉体工学，エアロゾル工学，静
電気工学

____
谷口　貴志 准教授
化学工学専攻 ソフトマター（高分子、液晶、
コロイド、生体膜など）の変形と流動現象の
理論，ソフトマターの数値計算科学
____
佐野　紀彰 准教授

（ナノテクノロジー，環境浄化）
化学工学専攻 分離工学，ナノ材料の合成およ
びその応用開発，プラズマ応用，環境浄化技術
____
長嶺　信輔 准教授
化学工学専攻 液相内秩序構造，界面を鋳型に
したナノ材料，微粒子合成
____
牧　泰輔 准教授
化学工学専攻 環境プロセス工学，マイクロリ
アクター開発
____
中川　浩行 准教授
化学工学専攻・協力講座 環境安全学，難処理
有害物の効率的処理方法の開発
____
新戸　浩幸 講師
ソフト界面・コロイド，細胞と粒子の相互作用，
計算機シミュレーション
____
田中　秀樹 講師
化学工学専攻 ナノ多孔体への分子吸着挙動に
関する基礎研究，計算機シミュレーション
____
八尾　健 教授　

（電池，生体材料）
エネルギー基礎科学専攻 結晶化学，無機材料
化学，材料電気化学，リチウム二次電池，人
工骨，ドラッグデリバリー
____
尾形　幸生 教授 

（多孔質シリコン）
エネルギー理工学研究所・協力講座 半導体電
気化学，表面処理工学
____
作花　哲夫 准教授

（界面科学）
エネルギー理工学研究所・協力講座 界面分光
化学，レーザー分光，レーザープロセス 

農学部

資源生物科学科

天野　洋 教授
天敵の種類と生き方を解明し，農業に利用し
て作物を害虫類から護る研究
____
荒木　崇 教授
花成を調節する遺伝子の機能やフロリゲンの
作用機構の解明
____
今井　裕 教授
細胞から個体へ　リプログラミング，多能性
幹細胞そして個体形成
____
稲村　達也 教授
環境と調和した安定的で持続可能な農業のた
めの生産技術研究
____
祝前　博明 教授
DNA 情報を利用した新たな選抜法や交配方法
を開発する
____
裏出　令子 教授
食品タンパク質の小胞体における構造形成機
構と食品機能特性の解明
____
遠藤　隆 教授
ムギ（コムギ，オオムギ，ライムギ）の染色
体を細切れにして研究する
____
奥野　哲郎 教授
植物ウイルスの感染・増殖の分子メカニズム
の研究
____
奥本　裕 教授
突然変異を利用したイネの開花制御機構の解析
____
北島　宣 教授
食糧やエネルギー問題を解決するための環境
と調和した植物生産
____
久米　新一 教授
地球温暖化などの環境要因と家畜生産の関係
を研究する
____
佐久間　正幸 教授
昆虫の嗅覚と資源探索システムの解明
____
左子　芳彦 教授
海洋性超好熱菌の探索とスーパー機能の研究
____
澤山　茂樹 教授
微細藻類・糸状菌・酵母の遺伝子操作による
バイオ燃料等有用物質生産の研究
____
白岩　立彦 教授
ダイズ・イネなどの収量形成の生理・生態的
機構と増収技術
____
田中　千尋 教授
カビ・きのこの遺伝・生理から分類・生態まで

____
冨永　達 教授
雑草の分布拡大にかかわる生活史特性の進化，
適応様式の解明
____
土井　元章 教授
植物の環境応答の解明と収穫物の高付加価値
化技術の開発
____
中坊　徹次 教授
海産魚類の進化系統を基礎にして分類学的研
究を行っている
____
縄田　栄治 教授
環境ストレス耐性の解明，農業生態系劣悪化
の評価と修復
____
平田　孝 教授
未利用海洋生物資源の有効利用と機能解析
____
廣岡　博之 教授
家畜生産に関する品種特性や栄養飼養情報の
統合と総合的評価
____
藤原　建紀 教授
沿岸海洋の環境変動の解明
____
舟川　晋也 教授
自然および農耕地生態系における物質動態の
解明と利用
____
松井　徹 教授
ビタミンとミネラルの代謝と新規機能の解明
____
松浦　健二 教授
社会性昆虫、特にシロアリを材料とした社会
生態の解明、遺伝構造解析、フェロモンの進
化プロセス、社会行動のアルゴリズムの解明
など
____
松村　康生 教授
食品の品質を決定する成分や組織構造の解明，
食品の品質制御
____
守屋　和幸 教授 
高度情報技術を活用した家畜生産システムの
構築
____
米森　敬三 教授
果実発育生理の究明と果樹遺伝資源を利用し
た育種の効率化
____
荒井　修亮 准教授 
情報技術を駆使した目に見えない水圏生物の
生態解明 
____
刑部　正博 准教授
植物に住むダニ類の生物間相互作用と環境適
応の進化機構
____
笠井　亮秀 准教授
海洋生態系の解明
____
河原　太八 准教授
コムギとその近縁種の遺伝的多様性を明らか
にし保全・利用する
____
北川　政幸 准教授
環境調和型肉用牛飼養に関する研究
____
熊谷　元 准教授
未利用資源の飼料化・熱帯地域における畜産
技術開発
____
菅原　達也 准教授
機能性脂質成分の探索と作用機構の解明
____
田尾　龍太郎 准教授
果樹の組織細胞培養法の開発および花芽形成
や受粉受精機構の解明
____
髙野　義孝 准教授
植物と病原菌の相互作用の背景にある分子メ
カニズムの解明
____
田川　正朋 准教授
卵～稚魚に起こる形や能力の変化をホルモン
から研究している
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____
田中　朋之 准教授
イネやソバなど主要作物の品質改善
____
豊原　治彦 准教授
海洋生物がもつ不思議な機能の解明とその応用
____
中﨑　鉄也 准教授
作物の効率的な品種改良に必要な有用遺伝子
の探索と機能解析
____
林　由佳子 准教授
味の受容機構と外因性要因による味修飾メカ
ニズムの解明
____
樋口　浩和 准教授
熱帯作物の生理機構の解明と熱帯農業におけ
る生態環境の評価
____
舟場　正幸 准教授
動物細胞の機能が調節される仕組みを探る
____
細川　宗孝 准教授
病原体の感染が植物に引き起こす生理反応の
解明と利用
____
丸山　伸之 准教授
食糧問題を解決する作物の開発のための基盤
および応用研究
____
三瀬　和之 准教授
植物とウイルス間における宿主特異性の分子
機構の解明
____
南　直治郎 准教授
胚性ゲノムの活性化に関わる母性因子とその
メカニズム
____
宮下　直彦 准教授
コムギ，シロイヌナズナ，野生イネなどの遺
伝子領域の塩基配列を解析
____
山田　雅保 准教授
哺乳類生殖細胞の形成と発生を細胞の増殖と
死から捉える
____
吉田　天士 准教授
水圏ウイルスの分子生態とその有用遺伝子の
機能解析
____
寺石　政義 講師
ゲノム情報から探る作物の品種改良に関する
研究
____
本間　香貴 講師
アジア・アフリカにおける作物生産性の改善・
安定化に関する研究
____
三浦　励一 講師
在来農業にみられる雑草の生態と進化／侵略
的外来種の生態
____
山根　久代 講師
果樹の生殖生理およびライフサイクルの制御
に関する研究

植田　和光 教授
人の健康をまもる ABC タンパク質：巧妙なし
くみを解く
____
植田　充美 教授
生命の謎解き・真理のトレジャーを発掘
____
小川　順 教授
ユニークな微生物機能の探索とその産業利用
____
加納　健司 教授
酸化還元酵素の機能とバイオセンサ・バイオ
電池への応用____
喜多　恵子 教授
制限修飾系の分子進化をゲノムとタンパク質
構造から解明する

____
河内　孝之 教授 
モデル光合成生物で植物の光環境応答の原理
を調べる 
____
阪井　康能 教授
分子細胞生物学・生化学と応用機能開発
____
佐藤　文彦 教授 
植物の機能を細胞レベルから再構築する
____
西田　律夫 教授
生物同士の“化学交信”を探る
____
間藤　徹 教授
植物の肥料元素，有害元素を極める
____
三上　文三 教授
タンパク質・酵素の結晶構造解析と構造生物学
____
宮川　恒 教授
植物ホルモンオーキシンの代謝分解経路の解明
____
三芳　秀人 教授
ミトコンドリアの機能を制御する生理活性化
合物の分子設計と合成
____
井上　善晴 准教授
メタボリックシグナリングの基盤解明
____
遠藤　剛 准教授
光化学系 II でのエネルギーの分配と循環的電
子伝達系
____
木岡　紀幸 准教授
細胞を取り巻く環境が動物細胞の生存やがん
化を制御する仕組みを解く
____
黒田　浩一 准教授
地球環境はバイオで守る
____
小林　優 准教授
細胞壁ペクチンの機能を解明する 
____
白井　理 准教授
細胞膜でのイオンや電子の動きの理解とその
応用
____
中川　好秋 准教授
昆虫だけが持つ成長の仕組みを撹乱する害虫
制御剤の探索
____
寳関　淳 特定准教授
センサータンパク質を用いた細胞内環境制御
機構の解明と応用機能開発
____
森　直樹 准教授
化学の目で見た昆虫と植物，昆虫と動物の攻防
____
由里本　博也 准教授
代謝生理・遺伝子発現制御機構の解明と応用
機能開発
____
西浜　竜一 講師
植物細胞の分裂・増殖の仕組みとその進化を
調べる

飯田　訓久 教授
可変制御で安全に美味しく，ロボット作業で
簡単に！
____
川島　茂人 教授
大気と生物圏の相互作用に関する研究
____
小林　愼太郎 教授
土地利用計画・地域分析および国内外の持続
的・自立的な地域発展研究
____
近藤　直 教授
マシンビジョン等を利用した生体，農水畜産
物，食品の計測と自動化
____
清水　浩 教授
環境調節による植物の成長制御・最適化およ
び植物工場への応用

____
星野　敏 教授
ナレッジマネジメントを応用した農村計画手
法の開発
____
村上　章 教授
土構造物・地盤挙動のデータ同化，逆解析
____
宇波　耕一 准教授
農業水利における流体解析と最適制御
____
小川　雄一 准教授
テラヘルツ波を中心とした電磁波利用による
生体・農産物計測
____

____
西前　出 准教授
GIS を用いた土地利用研究および地域分析や
計画策定・評価の手法開発
____
中嶋　洋 准教授
土と機械（車両）のテラメカニックス，計算
力学，農業物理モデリング
____
中村　公人 准教授
流域圏および農地土壌中の水循環と物質循環
の制御と管理
____
橋本　禅 准教授
農村地域の持続的コ・マネジメント手法の開発

小田　滋晃 教授
地域農業の活性化に資する農商工連携のあり
方と農業経営の役割
____
加賀爪　優 教授
食料農産物の貿易自由化が経済発展と環境資
源に及ぼす影響の分析
____
栗山　浩一 教授
森林や自然環境の価値評価と環境政策に関す
る研究
____
末原　達郎 教授
地球規模における食料・農業・地域社会の存
続に関する比較農学的研究
____ 
新山　陽子 教授
食品リスク認知とコミュニケーション，農業
再生と食品価格判断メカニズムの研究
____
福井　清一 教授
発展途上国の社会経済発展を推進するための
政策に関する研究

____
秋津　元輝 准教授
日本および東アジアにおける農山村社会の存
続および農業をめぐる倫理の研究
____
浅見　淳之 准教授
途上国農村を支える伝統的・近代的な経済シ
ステムに関する研究
____
足立　芳宏 准教授
20 世紀ヨーロッパ農業の形成に関する比較史
的研究
____
伊藤　順一 准教授
ミクロ経済学をベースとした農業・農村政策
に関する実証研究
____
香川　文庸 准教授
農業会計の計算構造・評価方式と情報開示の
あり方に関する研究
____
仙田　徹志 准教授
食料・農業における統計情報の体系的保存と
高度利用に関する研究
____
沈　金虎 准教授
農業政策，農産物貿易の国際比較と中国の 3
農問題を研究
____
辻村　英之 准教授
アフリカを事例としたフードシステム，農家
経済経営，農村発展の研究

井鷺　裕司 教授
繁殖プロセス，系統，遺伝特性等の情報に基
づく森林生物の保全 
____
大澤　晃 教授 
成長に伴う森林のつくりの変化にどんな規則
があるか調べています
____
太田　誠一 教授
熱帯大規模産業植林の持続的管理と温暖化防
止機能の最大化方策
____
奥村　正悟 教授
木材を削る，乾かす，調べるための科学と技術
____
北山　兼弘 教授
森林生態系を生物地球化学と生物多様性科学
から解き明かす
____
木村　恒久 教授
磁場を用いたバイオマスの構造解析と高機能
化に関する研究
____
坂　志朗 教授
超臨界流体によるバイオ燃料・バイオケミカ
ルスの先駆的研究 
____
酒井　徹朗 教授
自然と人間が共生する循環型社会を支える情
報技術について
____
柴田　昌三 教授
自然環境や都市域における繋がりを重視した
環境のデザインと再生
____
髙野　俊幸 教授
木材成分の化学分析，化学合成 & 機能性化
____
髙部　圭司 教授
樹木の細胞壁形成とその微細構造
____
谷　誠 教授
森林資源を使いながら気候変動・洪水渇水変
動をやわらげる方策を探る
____
中野　隆人 教授
木材の基礎的物理特性の解明と理論解析
____
西尾　嘉之 教授
生物由来素材を対象とした環境調和型・先進
機能マテリアルの創製

____
本田　与一 教授
キノコなどの森林生物によるバイオマス循環
のしくみの解明と応用
____
水山　高久 教授
崩壊，土石流，流砂，鉄砲水，河床変動など
の機構と災害対策の研究
____
大澤　直哉 准教授
生物種間の相互関係を通じ，森林の構造や機
能を明らかにする研究
____
岡田　直紀 准教授
光，水，養分をめぐる樹木の競争を人間社会
と比べながら考えています
____
河本　晴雄 准教授
分子レベルでの木質バイオマス熱分解機構解明
____
神﨑　護 准教授
熱帯季節林や熱帯山地林の生物多様性ならび
にその撹乱に対する応答
____
小杉　賢一朗 准教授
森林の土が雨水を蓄える仕組みの解明，豪雨
による山崩れの予測
____
小山　里奈 准教授
植物が森林生態系を維持していくために果た
している役割について
____
仲村　匡司 准教授
木材の生理・感性的特性とその定量的評価
____
深町　加津枝 准教授
地域固有の景観の保全および活用を目指した
環境デザイン
____
藤井　義久 准教授
住宅や社寺建築における木材の利用技術
____
松下　幸司 准教授
森林計画に関する制度，統計，調査法，法規
等に関する研究
____
坂本　正弘 講師
タケ・ササ類を中心とした単子葉植物の資源
植物への転換
____
高柳　敦 講師
野生動物による被害発生機構の解明と共存の
ための総合的システムの構築
____
吉岡　まり子 講師
植物バイオマスを高効率的に活用したナノ複
合材料の調製と機能発現

安達　修二 教授
食品製造および保存過程で起こる諸反応の速
度解析と工学的応用
____
井上　國世 教授
酵素の構造と機能を解析し，応用面での新規
機能を酵素に与える
____
入江　一浩 教授
がん，アルツハイマー病に係わるタンパク質
の構造機能解析と薬剤開発
____
金本　龍平 教授
タンパク質必要量に応答する可決アミノ酸代
謝酵素の発現制御機の解明
____
河田　照雄 教授
肥満・生活習慣病と“食品の機能”について
の基礎・応用研究
____
谷　史人 教授
食品の流動性感知機構を探る。粘膜免疫系の
はたらきをよくする高分子を創る。

応用生命科学科
地域環境工学科

食料・環境経済学科

食品生物科学科

森林科学科

____
永尾　雅哉 教授
健康に良い天然物探索とその作用メカニズム
解明
____
伏木　亨 教授
おいしさの科学。特に油脂とダシのおいしさ
のメカニズム解明
____
村田　幸作 教授
微生物の生態・構造・機能・進化の解析
____
井上　和生 准教授
運動による疲労や代謝変化について，脳や神
経の働きを探る
____
大日向　耕作 准教授
機能性ペプチド研究による健康長寿社会への
貢献
____
神戸　大朋 准教授
亜鉛など必須金属栄養素の吸収・代謝・生理
機能に関する研究
____
橋本　渉 准教授
細胞表層多糖の構造と細菌感染症の解析
____
増田　誠司 准教授
RNA の代謝を制御する因子と細胞増殖の関わり
____
保川　清 准教授
RNA から DNA を合成する酵素（逆転写酵素）
を改良する
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